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採
蓮
の
い
わ
れ

蓮
は
古
来
の
画
題
で
あ
り
そ
れ
を
描
い
た
名
画
が
多
い
。
そ
の

花
は
清
浄
無
垢
、
ま
た
枯
れ
て
は
寂
寥
の
情
を
も
た
ら
す
。

千
葉
は
古
代
蓮
の
種
が
発
掘
さ
れ
現
代
に
命
を
復
活
し
た
町
で

あ
り
、奇
し
く
も
千
葉
市
美
術
館
は
古
に
は
蓮
池
（
は
す
い
け
）

と
呼
ば
れ
蓮
の
漂
う
池
を
埋
立
て
た
と
い
う
い
わ
れ
の
繁
華
街

に
位
置
す
る
。
音
通
す
るsiren

は
美
声
を
し
て
船
乗
り
を
誘

惑
し
難
破
さ
せ
る
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
海
の
精
で
あ
る
。
蓮
を
採

る
が
如
く
古
今
の
美
を
紡
ぎ
、
妖
精
の
如
く
人
を
魅
惑
す
る
芸

術
に
就
い
て
論
ず
べ
く
本
誌
の
題
を
定
め
た
。千

葉
市
美
術
館
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The lotus has been the theme of painting, and there many master works which delineate it. Its flower 

is pure and innocent, and gives the feeling of loneliness and silence after it is withered. Chiba is where 

ancient lotus was discovered and its life was reinstated. Coincidentally, the Chiba City Museum of 

Art is located on a street made by reclaiming the lotus field called Lotus Pond (Hasu-ike) in ancient 

times. Siren has same phonetic expression as Siren in Greek mythology who lured mariners to their 

destruction. The name of the bulletin was decided with the intention to weave the beauties of both 

present and ancient times as if harvesting the lotus and to discuss the arts which lure us like a siren.

Chiba City Museum of Art

The Implication of “Siren”
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…
…
西
田
幾
多
郎
さ
ん
の
『
善
の
研
究
』
を
愛
読
し
、
多
少
刺
戟
を
う
け
て
い
た
倉
田
は
、

も
う
少
し
出
歩
け
る
程
に
よ
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
そ
の
倉
田
に
誘
わ
れ
、
丁
度
避
寒
の

た
め
京
都
か
ら
鎌
倉
へ
来
て
お
ら
れ
た
先
生
の
寓
居
を
訪
ね
、
久き
ゅ
う

闊か
つ

を
叙
し
た
が
、
そ
の

時
西
田
さ
ん
が
哲
学
も
深
い
も
の
に
な
る
程
民ナ
シ
ヨ
ナ
ル

族
的
な
も
の
に
な
る
。
そ
れ
が
本
当
の
意
味

で
普
遍
的
に
も
な
る
こ
と
な
の
だ
、
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
、
普
通
の
常
識
か
ら
は
逆
説
的
で

印
象
に
の
こ
っ
た
。

長
與
善
郎
『
わ
が
心
の
遍
歴
』（
註
1
）

は
じ
め
に

　

千
葉
市
美
術
館
で
は
「
椿
貞
雄　

歿
後
六
〇
年
記
念　

師
・
劉
生
、
そ
し
て
家
族
と
と
も

に
」
を
二
〇
一
七（
平
成
二
九
）年
六
月
七
日
か
ら
七
月
三
〇
日
に
か
け
て
開
催
し
た
。

　

本
展
は
椿
貞
雄（
一
八
九
六
―
一
九
五
七
）の
生
涯
に
わ
た
る
制
作
活
動
を
、
彼
の
作
品
を

中
心
と
し
て
彼
を
導
い
た
岸
田
劉
生（
一
八
九
一
―
一
九
二
九
）の
油
彩
・
素
描
・
日
本
画（
文

人
画
）や
次
女
・
夏
子（
一
九
二
六
―
二
〇
〇
四
）の
型
絵
染
に
よ
る
作
品
な
ど
を
交
え
て
紹

介
し
た
。
展
覧
会
そ
の
も
の
は
椿
の
御
遺
族
を
は
じ
め
、
椿
や
劉
生
の
作
品
を
所
蔵
す
る
全

国
の
美
術
館
、
画
廊
そ
し
て
個
人
の
方
々
の
御
理
解
と
御
協
力
に
よ
っ
て
無
事
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
本
稿
は
、
同
展
覧
会
の
図
録
に
寄
せ
た
報
告
を
基
に
そ
の
後
調
査
し
た
事
項

を
併
せ
た
。
ま
た
、
展
覧
会
終
了
後
も
引
き
続
き
調
査
し
た
岸
田
劉
生
に
関
す
る
資
料
に
つ

い
て
は
補
遺
と
し
て
別
稿
に
纏
め
た
。

 

＊

　

大
正
期
か
ら
昭
和
戦
後
期
に
か
け
て
油
彩
画
を
制
作
し
た
椿
貞
雄
は
、
岸
田
劉
生
が
中
心

と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
草
土
社
の
有
力
な
同
人
だ
っ
た
。
草
土
社
の
中
で
画
家
と
し
て
の
経

験
を
積
み
、
劉
生
の
死
後
も
引
き
続
き
彼
が
発
見
し
た
東
洋
の
絵
画
に
み
ら
れ
る
写
実
を
油

彩
に
よ
っ
て
追
求
し
た
。

　

椿
の
作
品
は
出
発
か
ら
劉
生
の
影
響
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
劉
生
の
活
動
を
た
ど
ら
な
け
れ

ば
制
作
の
根
拠
が
分
か
ら
な
い
部
分
が
多
い
。
こ
の
た
め
彼
の
制
作
は
、
劉
生
と
共
に
歩
ん

だ
前
期（
一
九
一
五
―
二
九
）と
劉
生
歿
後
の
後
期（
一
九
三
〇
―
五
七
）に
大
別
で
き
る
。
画

家
と
し
て
の
椿
に
と
っ
て
劉
生
は
文
字
通
り
自
ら
の
半
身
だ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
椿
の
油
彩
画
の
制
作
に
つ
い
て
、
劉
生
の
活
動
お
よ
び
同
時
代
の
動
向
を
参
照

し
な
が
ら
紹
介
し
た
い（
文
中
敬
称
略
）。

自
画
像

　

椿
貞
雄
は
四
男
四
女
の
三
男
と
し
て
一
八
九
六（
明
治
二
九
）年
二
月
一
〇
日
、
山
形
県
米

沢
市
に
生
ま
れ
た
。
父
・
英
夫（
一
八
六
四
―
一
九
三
九
）は
土
木
請
負
業（
土
建
業
）だ
っ
た
。

油
彩
画
家
・
椿
　

貞
雄

科
英
也
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長
兄
・
信
夫
は
家
業
を
継
ぐ
こ
と
な
く
、
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校（
旧
制
。
後
に
名
古
屋

帝
国
大
学
医
学
部
と
な
る
）に
進
学
し
た
も
の
の
、
一
九
一
三（
大
正
二
）年
六
月
、
実
験
の

最
中
、
菌
に
感
染
し
た
こ
と
に
よ
り
卒
業
直
前
に
亡
く
な
っ
た
。

　

信
夫
は
雑
誌
『
白
樺
』
や
『
現
代
の
洋
画
』
を
購
読
し
、
白
馬
会
の
小
林
鐘
吉（
一
八
七

七
―
一
九
四
六
）が
山
形
温
泉
で
開
催
し
た
水
彩
画
講
習
会
に
も
参
加
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
椿
が
画
家
と
な
る
素
地
は
、
こ
の
兄
の
影
響
に
よ
る
。
兄
の
死
の
前
年（
一
九
一

二
）、
椿
は
山
形
県
立
米
沢
中
学
校（
旧
制
）に
在
学
中
、
地
元
の
水
彩
画
グ
ル
ー
プ
「
紫
星

会
」
の
結
成
に
参
加
し
た
。
次
兄
の
貞
雄
は
生
後
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
て
お
り（
椿
の
名
は
こ

の
兄
の
名
を
受
け
継
い
だ
）、
長
兄
の
死
に
よ
っ
て
椿
は
「
家
」
と
い
う
も
の
と
向
き
合
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
彼
は
中
学
校
の
三
年
を
留
年
し
た
。
彼
は
後
年
こ
の
こ
ろ
の

こ
と
と
し
て
、
勉
強
を
し
な
い
で
絵
ば
か
り
描
い
て
い
る
の
で
父
親
に
日
本
刀
で
腕
を
切
り

落
と
し
て
や
る
と
お
ど
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る（
註
2
）。

　

売
間
信
男（
一
八
九
七
―
一
九
八
五
）は
椿
の
中
学
校
時
代
か
ら
の
友
人
で
、
中
学
校
の
三

年
を
留
年
し
た
椿
と
同
級
に
な
っ
た
。
彼
は
生
家
の
織
物
業（
機
業
）を
継
ぎ
、
実
業
家
と
し

て
長
く
地
元
の
振
興
に
尽
く
し
た
人
物
で
あ
り
、
画
家
と
な
っ
た
椿
を
故
郷
で
支
え
た
ひ
と

り
だ
っ
た
。
彼
は
一
九
六
八（
昭
和
四
三
）年
に
刊
行
さ
れ
た
『
米
沢
文
化
』
第
三
号
に
「
椿

貞
雄
伝
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
の
回
想
は
記
さ
れ
た
出
来
事
の
年
代
等
に
つ
い
て
検
討
が

必
要
で
あ
る
が
、
椿
に
関
す
る
貴
重
な
証
言
を
多
く
遺
し
て
い
る
。

　

あ
る
日
の
図
画
の
時
間
に
、
獅
子
踊
用
の
獅
子
面
の
ス
ケ
ッ
チ
でマ
マ

あ
っ
た
。
私
が
描
い
て

い
る
後
ろ
に
、
先
生
が
廻
っ
て
来
て
、
椿
を
呼
ん
だ
。
椿
が
私
の
後
ろ
に
来
た
時
、
先
生

は
、
私
の
画
を
指
し
て
、「
こ
う
描
く
の
だ
」
と
云
っ
た
ら
、
椿
は
、「
こ
ん
な
も
の
が
画

か
」
と
云
っ
て
、
サ
ッ
サ
と
教
室
を
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
と
に
私
が
、
椿
の
描
き
残

し
た
の
を
見
た
ら
、
素
晴
ら
し
い
力
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
然
し
図
画
は
、
私
は
甲
で
椿

は
い
つ
も
丙
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
私
は
先
生
の
教
え
る
通
り
、
文
部
省
型
に
描
き
、
椿
は

自
由
勝
手
に
、
外
務
省
的
に
描
い
た
も
の
と
思
う
。
図
画
の
先
生
は
、
上
杉
謙
信
公
の
子
孫

の
上
杉
熊
松
と
云
う
、
そ
の
頃
老
令マ
マ

に
近
い
人
で
あ
っ
た
。
上
杉
先
生
は
図
画
と
剣
道
の
先

生
で
あ
っ
た
。
椿
は
、
剣
道
が
上
手
で
あ
っ
た
の
で
、
剣
道
の
時
間
は
真
面
目
に
や
り
、
先

生
に
褒
め
ら
れ
て
い
た
。
椿
の
死
後
間
も
な
く
東
京
日
比
谷
の
松
本
楼
に
、
椿
の
知
友
が
集

っ
た
時
、
私
も
出
席
し
て
、
人
々
の
椿
の
思
い
出
話
の
あ
と
、
以
上
の
椿
の
画
と
剣
道
の
話

な
ど
の
追
懐
談
を
や
っ
た
ら
、
参
集
者
皆
大
笑
い
を
し
た
。（

売
間
信
男
「
椿
貞
雄
伝
」）（
註
3
）

　

中
学
校
の
後
輩
で
あ
る
美
術
史
家
・
今
泉
篤
男（
一
九
〇
二
―
八
四
）は
上
杉
熊
松（
一
八

五
八
―
一
九
三
三
）に
つ
い
て
、「
…
…
こ
の
先
生
は
、
鉛
筆
の
シ
ン
を
斜
め
に
削
っ
た
腹
の

と
こ
ろ
で
柔
ら
か
に
描
け
、
と
い
う
こ
と
を
や
か
ま
し
く
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
で
、
殆
ど
和
田

英
作
や
石
川
寅
治
の
描
い
た
教
科
書
の
模
写
の
授
業
だ
っ
た
」（
註
4
）と
回
想
し
て
い
る
。
後

年
、
椿
と
売
間
が
上
杉
の
自
宅
を
訪
問
し
、
椿
が
上
杉
に
学
生
時
代
の
非
礼
を
謝
っ
た
際
、

上
杉
は
中
学
時
代
の
椿
の
絵
は
認
め
て
い
た
が
、
自
分
の
教
育
方
針
と
余
り
に
も
か
け
離
れ

て
い
た
の
で
低
い
評
価
を
付
け
た
と
語
っ
た
と
い
う
。
売
間
は
こ
の
他
に
も
椿
が
中
学
校
を

一
週
間
も
無
断
欠
席
し
て
学
校
近
郊
の
成
島
山
へ
ス
ケ
ッ
チ
に
出
か
け
て
い
た
こ
と
な
ど
も

記
し
て
い
る（
註
5
）。

　

一
九
一
四（
大
正
三
）年
三
月
、
米
沢
中
学
校
の
三
年
を
修
了
し
た
椿
は
同
校
を
退
学
し
、

画
家
に
な
り
た
い
と
い
う
希
望
を
親
に
明
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
九
月
に
上
京
し
た
。

こ
の
時
、
親
か
ら
貰
っ
た
学
費
で
初
め
て
油
絵
具
を
購
入
し
て
い
る
。
東
京
で
は
叔
母
が
身

元
引
受
人
と
な
り
、
正
則
中
学
校
に
通
っ
た
。

 

＊

　

一
九
一
四（
大
正
三
）年
一
〇
月
、
椿
貞
雄
は
偶
然
岸
田
劉
生
の
個
展
を
初
め
て
見
た
。

　

其
頃
の
事
、
或
日
学
校
帰
り
に
銀
座
を
歩
い
て
ゐ
た
ら
、
岸
田
劉
生
個
展
の
立
看
板
を
見
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つ
け
て
、
田
中
喜
作
さ
ん
が
や
つ
て
ゐ
ら
れ
た
田
中
屋
で
初
め
て
岸
田
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

を
見
た
。
其
頃
岸
田
さ
ん
の
絵
は
、
ク
ラ
シ
ツ
ク
の
感
化
を
強
く
受
け
て
ゐ
る
時
で
、
三
人

の
水
浴
す
る
子
供
と
か
、
奥
さ
ん
の
肖
像
と
か
の
絵
が
陳
べ
て
あ
つ
た
時
だ
。
其
時
僕
は
強

く
心
を
打
た
れ
た
。
岸
田
さ
ん
の
事
は
、「
ヒ
ユ
ウ
ザ
ン
」
と
か
「
創
造
」
と
か
「
現
代
の

洋
畫
」
と
か
で
、
感
想
を
読
ん
だ
り
、
写
真
版
で
絵
を
見
た
り
し
て
よ
く
知
つ
て
は
ゐ
た
。

僕
が
上
京
し
て
二
三
日
過
ぎ
散
歩
に
出
た
ら
、
寄
寓
し
て
ゐ
る
伯
母
の
家
と
同
じ
通
り
で
一

町
半
ば
か
り
隔
れ
て
ゐ
る
処
に
岸
田
劉
生
と
言
ふ
門
標
を
見
つ
け
て
ド
キ
ン
と
し
た
事
を
覚

え
て
ゐ
る
。
今
に
し
て
思
へ
ば
何
か
の
起
因
が
あ
つ
た
も
の
で
、
単
に
偶
然
の
み
と
は
考
へ

ら
れ
ぬ
気
が
す
る
。

（
椿
貞
雄
「
草
土
社
時
代
断
片
」）（
註
6
）

　

雑
誌
『
現
代
の
洋
畫
』
は
一
九
一
二（
明
治
四
五
）年
四
月
に
創
刊
さ
れ
、
一
四
年
七
月
ま

で
に
二
八
冊
刊
行
さ
れ
た
。『
ヒ
ユ
ウ
ザ
ン（
フ
ュ
ウ
ザ
ン
）』
は
一
二
年
一
一
月
か
ら
翌
年

六
月
ま
で
の
間
に
六
冊
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
椿
が
山
形
県
立
米
沢
中
学
校
で
水
彩

画
を
描
い
て
い
た
時
期
と
重
な
る
。
彼
の
他
の
回
想
に
は
「
田
舎
の
中
学
生
で
あ
つ
た
僕

が
、
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
目
錄
を
送
つ
て
貰
ひ
」（
註
7
）、「
そ
の
頃
最
も
新
し
い
美
術
運
動
で
あ

っ
た
こ
の
会
の
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
オ
ホ
、
マ
チ
ス
等
の
感
化
を
う
け
た
作
品
を
そ
の
目
錄
で

見
て
、
自
分
も
血
を
湧
し
た
」（
註
8
）な
ど
と
あ
り
、
彼
は
上
京
す
る
ま
で
劉
生
を
ポ
ス
ト
印

象
派
の
画
家
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

椿
を
取
り
巻
く
環
境
が
兄
の
死
と
自
ら
の
留
年
、
そ
し
て
上
京
と
い
う
よ
う
に
短
期
間
の

う
ち
に
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
こ
ろ
、
劉
生
の
制
作
は
、
粗
い
筆
致
と
強
い
色
彩
に
よ
る
ポ

ス
ト
印
象
派
的
な
も
の
か
ら
、《
黒
き
帽
子
の
自
画
像
》（
一
九
一
四
年
三
月
）の
よ
う
な
再
現

的
な
描
写
に
よ
る
作
品
に
向
か
っ
て
い
た
。
石
井
柏
亭（
一
八
八
二
―
一
九
五
八
）が
語
る
と

こ
ろ
の
「
出
直
し
」（
註
９
）で
あ
り
、
木
村
荘
八（
一
八
九
三
―
一
九
五
八
）に
よ
れ
ば
「
絵
の

仕
事
が
、
そ
の
モ
テ
イ
ー
フ
を
一
先
づ
形
而
下
か
ら
形
而
上
へ
沈
重
に
置
き
換
へ
た
」、「
必

ず
し
も
畫
面
効
果
は
求
め
ず
し
て
美
を
求
め
る
方
法
を
苦
慮
」（
註
10
）し
た
作
風
で
あ
る
。

　

椿
が
初
め
て
劉
生
の
作
品
を
見
た
展
覧
会
で
あ
る
「
岸
田
劉
生
作
品
展
覧
会
」
に
展
示
さ

れ
て
い
た
作
品
は
、
後
に
劉
生
が
椿
に
贈
っ
た
自
画
像（
一
九
一
四
年
五
月
八
日
、
東
京
都

現
代
美
術
館
蔵
、
千
葉
市
美
術
館
展
覧
会
図
録 cat.no.4

、
以
下
の
図
版
番
号
も
全
て
）を

は
じ
め
と
す
る
数
々
の
自
画
像
、
大
作
《
水
浴
童
児（
水
浴
す
る
三
人
の
子
供
）》（
一
九
一
四

年
、
現
存
せ
ず
）、
そ
し
て
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー（
一
四
七
一
―
一
五
二
八
）な
ど

北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
へ
の
関
心
を
う
か
が
わ
せ
る
《
南
瓜
を
持
ち
て
立
て
る
女
》（
一
九
一
四
年

七
月
、
石
橋
財
団
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）に
代
表
さ
れ
る
単
な
る
写
実
で
は
な
い
宗
教

な
い
し
寓
意
的
な
「
理
想
畫
的
方
面
」（
柏
亭
）（
註
11
）の
絵
画
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。

「
出
直
し
」
は
「
ク
ラ
シ
ツ
ク
の
感
化
」（
劉
生
）（註
12
）と
い
う
方
向
性
が
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
た
。

　

誰
一
人
い
な
い
個
展
の
会
場
に
並
ぶ
作
品
の
厳
粛
さ
に
息
が
詰
ま
る
よ
う
な
思
い
を
し
た

椿
は
「
張
り
切
つ
た
力
に
圧
さ
れ
」、「
長
く
会
場
に
止
ど
ま
る
事
が
出
来
ず
逃
げ
る
様
に
外

へ
出
た
」
が
、
心
の
中
で
「
こ
れ
だ
、
こ
れ
だ
」
と
叫
ん
で
い
た
と
い
う（
註
13
）。
こ
の
展
覧

会
を
見
た
後
、
年
末
に
椿
は
劉
生
に
宛
て
て
手
紙
を
送
り
、
面
会
を
申
し
込
ん
だ
。
一
九
一

五（
大
正
四
）年
一
月
二
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
、
彼
は
劉
生
に
見
て
も
ら
う
た
め
の
《
自
画

像
》（
千
葉
県
立
美
術
館
蔵
、cat.no.10

）を
制
作
し
、
同
じ
月
の
一
四
日
、
こ
の
作
品
と

《
道
》（
山
形
美
術
館
蔵
）を
持
参
し
て
劉
生
を
訪
ね
た
。

　

現
在
、
椿
が
一
九
一
四
年
九
月
に
上
京
し
て
劉
生
を
訪
問
す
る
ま
で
の
約
五
ケ
月
の
間
に

制
作
し
た
油
彩
画
は
、
他
に
も
う
一
点
、《
落
日（
代
々
木
附
近
）》（
山
形
美
術
館
蔵
、cat.

no.5

）が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
強
い
筆
致
で
夕
陽
を
描
い
た
作
品
で
、
彼
が
米
沢
で
雑

誌
を
見
て
知
っ
た
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
画
家
た
ち
に
よ
る
ポ
ス
ト
印
象
派
の
影
響
下
に
あ
り
、

劉
生
と
言
う
よ
り
は
萬
鐵
五
郎（
一
八
八
五
―
一
九
二
七
）の
作
品
に
近
い
。
こ
の
作
品
に
つ

い
て
椿
や
劉
生
の
資
料
を
多
く
ま
と
め
た
東
珠
樹（
一
九
二
一
―
二
〇
〇
〇
）は
、
椿
が
油
彩

を
用
い
て
初
め
て
描
い
た
作
品
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る（
註
14
）。《
道
》
は
一
旦
完
成

後
に
加
筆
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
最
初
の
段
階
は
不
明
な
が
ら
、
現
在
の
画
面
に
は
《
落
日
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（
代
々
木
附
近
）》
と
同
じ
太
陽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る（
註
15
）。

　
《
落
日（
代
々
木
附
近
）》
と
《
自
画
像
》
を
比
較
す
る
と
、
後
者
は
一
見
細
密
描
写
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
着
物
の
し
わ
な
ど
は
前
者
に
描
か
れ
て
い
た
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
風
の
畠
の
描

か
れ
方
な
ど
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
気
に
な
ら
な
い
理
由
は
、
描
か
れ
た
椿

の
顔
と
背
景
や
着
物
の
色
の
明
度
の
違
い
に
よ
る
。
そ
れ
は
顔
の
陰
影
を
抑
え
て
明
る
く
す

る
こ
と
で
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
同
時
期
の
劉
生
の
自
画
像
と
比

較
し
て
も
強
く
、
描
き
出
さ
れ
た
椿
が
こ
ち
ら
に
向
け
る
視
線
を
強
調
し
、
見
る
側
の
意
識

を
常
に
画
面
の
中
心
＝
眼
に
向
か
う
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る
。

　

上
京
前
に
水
彩
画
を
描
い
て
い
た
と
は
い
え
、
椿
が
油
絵
具
を
初
め
て
使
う
よ
う
に
な
っ

て
半
年
に
も
満
た
な
い
間
に
、
技
術（
テ
ク
ニ
ッ
ク
）の
修
練
と
蓄
積
も
充
分
で
は
な
い
ま
ま

《
落
日（
代
々
木
附
近
）》
か
ら
《
自
画
像
》
へ
と
画
風
を
変
化
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
、
彼
が
劉

生
の
作
品
を
見
た
体
験
の
大
き
さ
が
あ
る
。
こ
の
技
術
の
進
展
に
つ
い
て
は
今
後
具
体
的
に

考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
彼
は
な
ぜ
そ
れ
だ
け
の
影
響
を
受
け
た
の
か
。
先
に
引
用
し
た

回
想
に
も
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
米
沢
で
「
感
想
を
読
ん
だ
り
、
写
真
版
で

4

4

4

4

絵
を
見
た
り

し
て
」
既
に
劉
生
と
い
う
画
家
を
知
っ
て
い
た
椿
は
、「
田
中
屋
で
初
め
て
岸
田
さ
ん
の
オ4

リ
ジ
ナ
ル

4

4

4

4

」
に
出
会
っ
た
。
そ
れ
は
ポ
ス
ト
印
象
派
一
辺
倒
だ
っ
た
椿
に
と
っ
て
、
柏
亭
の

よ
う
な
反
応
を
示
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
内
容
の
作
品
で
、
単
に
初
め
て
見
た
傾
向
の
作

品
と
い
う
だ
け
で
は
、
彼
が
な
ぜ
「
心
を
強
く
打
た
れ
た
」
か
に
つ
い
て
は
理
解
で
き
な

い
。

　

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン（
一
八
九
二
―
一
九
四
〇
）は
「
複
製
技
術
の
時
代
に
お
け
る

芸
術
作
品
」（
一
九
三
六
年
）の
な
か
で
、
複
製
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
違
い
に
つ
い
て
、
前
者
は

「
ど
れ
ほ
ど
精
巧
に
つ
く
ら
れ
た
複
製
の
ば
あ
い
で
も
、
そ
れ
が
『
い
ま
』『
こ
こ
に
』
し
か

な
い
と
い
う
芸
術
作
品
特
有
の
一
回
性
は
、
完
全
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」（
註
16
）と
指

摘
し
て
い
る
。「
し
か
し
、
芸
術
作
品
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
ま
ぬ
が
れ
え
な
い
作
品
の
歴
史

は
、
ま
さ
し
く
こ
の
存
在
の
場
と
結
び
つ
い
た
一
回
性
に
お
い
て
の
み
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て

き
た
の
で
あ
る
」（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
）（
註
17
）。
彼
は
そ
の
失
わ
れ
る
も
の
を
「
ア
ウ
ラ
」
と
形
容

し
た
が
、
多
木
浩
二
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
一
回
性
に
の
み
許
さ
れ
た
「
事
物
の
権
威
、
事
物
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
重
み
」
で
、「
わ
れ
わ
れ
が
芸
術
文
化
に
た
い
し
て
抱
く
一
種
の
共
同
幻

想
」（
註
18
）だ
と
い
う
。

　

椿
が
ひ
そ
か
に
画
家
を
志
し
て
米
沢
を
離
れ
た
時
、
ど
れ
だ
け
割
り
引
い
て
考
え
て
も
目

的
地
が
定
ま
ら
な
い
ま
ま
の
旅
立
ち
だ
っ
た
。
そ
の
体
験
が
東
京
の
画
廊
で
劉
生
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
を
見
た
と
い
う
感
動
を
増
幅
さ
せ
る
。
彼
の
感
動
は
そ
の
ま
ま
生（
ラ
イ
フ
）の
充
足
で

あ
り
、
想
像
で
し
か
な
か
っ
た
世
界
を
目
の
当
た
り
に
し
た
喜
び
と
理
解
し
て
も
よ
い
。
し

か
も
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
絵
画
は
宗
教
的4

な
作
品
を
含
む
、
そ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と
も
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
作
品
群
だ
っ
た
。
劇
的
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
体
験
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
時
、
彼
は
劉
生
の
作
品
に
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
指
摘
す
る
ア
ウ
ラ
を
確
実
な
も
の
と
し
て
体
験

し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
彼
が
複
製
の
影
響
に
よ
っ
て
描
い
た
《
落

日（
代
々
木
附
近
）》
を
反
省
し
、
田
中
屋
で
劉
生
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
見
た
体
験
を
追
う
よ
う

に
自
ら
の
画
風
を
変
化
さ
せ
た
理
由
と
も
な
る
。

 

＊

　

岸
田
劉
生
は
、
一
九
一
五（
大
正
四
）年
一
月
に
初
対
面
の
椿
貞
雄
が
持
参
し
た
二
点
の
作

品
の
う
ち
、《
自
画
像
》
を
褒
め
た
。
椿
が
劉
生
と
の
出
会
い
に
感
激
し
た
よ
う
に
、
劉
生

も
年
下
の
友
人
の
出
現
を
喜
ん
だ
。
翌
日
に
は
彼
が
椿
を
自
宅
に
呼
ん
で
木
村
荘
八
を
紹
介

し
、
後
に
は
雑
誌
『
白
樺
』
の
武
者
小
路
實
篤（
一
八
八
五
―
一
九
七
六
）を
紹
介
し
た
。
劉

生
は
こ
の
雑
誌
の
同
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
有
力
な
仲
間
だ
っ
た
。
早
逝
し
た
兄
が
愛
読
し

て
い
た
雑
誌
の
中
心
人
物
で
あ
る
實
篤
は
、
同
人
の
長
與
善
郎（
一
八
八
八
―
一
九
六
一
）を

椿
に
紹
介
し
た
。
長
與
は
の
ち
に
椿
の
義
兄
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
上
京
間
も
な
い
椿
は
、

劉
生
を
通
じ
て
『
白
樺
』
同
人
た
ち
と
知
り
合
う
こ
と
に
な
り
、
彼
ら
の
影
響
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
劉
生
は
椿
に
自
ら
審
査
員
に
加
わ
っ
て
い
た
同
年
三
月
に
開
催
さ
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れ
る
巽
画
会
第
一
五
回
美
術
展
覧
会
へ
の
出
品
を
勧
め
た
。
椿
は
《
自
画
像
》
ほ
か
計
四
点

を
出
品
し
、《
自
画
像
》
は
中
川
一
政（
一
八
九
三
―
一
九
九
一
）の
作
品
と
共
に
二
等
賞（
一

等
賞
は
該
当
な
し
）を
受
賞
し
た
。
こ
の
受
賞
に
よ
っ
て
、
椿
は
叔
母
に
父
を
説
得
し
て
も

ら
い
、
五
月
に
正
則
中
学
を
退
学
し
て
画
家
の
道
に
進
ん
だ
。
九
月
に
は
劉
生
、
荘
八
、
北

山
清
太
郎（
一
八
八
八
―
一
九
四
五
）の
三
人
が
発
起
人
と
な
っ
て
椿
の
画
会
が
起
こ
さ
れ

た
。
巽
画
会
が
開
催
さ
れ
た
翌
四
月
に
劉
生
と
椿
は
揃
っ
て
転
居
し
て
い
る
が
、
彼
ら
が
住

む
こ
と
に
な
っ
た
家
は
共
に
椿
の
叔
母
の
持
ち
家
だ
っ
た
。
同
月
五
日
付
の
劉
生
が
記
し
た

横
堀
角
次
郎
宛
の
書
簡
に
は
、「
僕
は
三
日
に
椿
君
の
と
な
り
に
こ
し
ま
し
た
」（
註
19
）と
あ

る
。
転
居
の
い
き
さ
つ
な
ど
に
つ
い
て
は
詳
し
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
神
経
質
な
面
を
持

つ
劉
生
が
出
会
っ
た
ば
か
り
の
椿
だ
け
で
な
く
彼
の
親
族
ま
で
信
用
す
る
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
二
人
の
熱
気
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

椿
が
東
京
に
住
ん
で
画
家
の
道
を
歩
き
は
じ
め
た
と
言
っ
て
も
、
年
譜
そ
の
他
に
よ
る
と

彼
は
時
々
米
沢
に
戻
っ
て
い
る
。
彼
が
故
郷
で
あ
る
米
沢
と
東
京
の
距
離
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
彼
が
一
九
一
九（
大
正
八
）年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
『
白

樺
』
に
三
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
小
説
「
或
家
の
出
来
事
」
が
参
考
に
な
る（
註
20
）。
東
珠

樹
に
よ
れ
ば
こ
の
小
説
は
自
伝
的
小
説
で
あ
り（
註
21
）、
登
場
人
物
も
弟（
茂
雄
）や
妹（
八
重

子
）の
名
前
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
な
ど
、
あ
く
ま
で
小
説
で
は
あ
り
な
が
ら
主
人
公
の
姿
に

椿
と
重
な
る
点
は
多
い
。

　

そ
の
主
人
公
の
独
白
。

…
…
俺
は
太
陽
の
あ
る
処
へ
、
其
蒼
空
を
仰
ぐ
為
め
に
、
土
壌
を
踏
む
為
め
に
、
こ
の
忌
は

し
い
土
地
を
の
が
れ
る
事
に
し
た
。
俺
は
ど
う
考
へ
て
も
、
自
分
を
犠
牲
に
す
る
事
は
考
へ

ら
れ
な
い
事
だ
。
俺
は
い
つ
た
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
人
間
で
、
今
迄
の
世
の
中
の
人
間
で
は

な
い
。
俺
に
は
希
望
の
火
が
燃
え
て
ゐ
る
。
俺
は
、
や
り
た
い
事
を
う
ん
と
持
つ
て
ゐ
る
。

お
ゝ
、
東
京
、
俺
に
精
神
を
与
へ
、
俺
の
魂
を
開
い
て
く
れ
た
東
京
。
俺
に
真
当
の
事
を
知

ら
し
め
た
土
地
、
俺
の
知
慧
を
育
て
ゝ
く
れ
し
土
地
。
俺
に
希
望
を
与
へ
、
俺
に
本
當
の
勇

気
を
与
へ
て
く
れ
た
土
地
、
俺
に
力
を
湧
か
さ
せ
、
俺
を
偉
大
に
し
て
く
れ
る
土
地
。
俺
に

始
め
て
光
明
を
与
へ
て
く
れ
た
土
地
、
俺
はマ
マ

美
く
し
い
彼
女
に
恋
し
、
失
恋
し
た
土
地
、

お
ゝ
、
よ
き
先
輩
よ
、
よ
き
友
よ
、
彼
等
の
住
ん
で
ゐ
る
土
地
。
あ
ゝ
、
あ
の
素
晴
し
い
音

楽
。
素
晴
し
き
絵
の
写
真
版
。
全
て
は
彼
地
に
あ
る
。
煮
つ
ま
つ
た
空
気
。
そ
し
て
、
あ
の

土
地
に
は
い
つ
も
太
陽
が
輝
い
て
ゐ
る
。
俺
は
太
陽
の
輝
い
て
ゐ
る
土
地
へ
行
く
ん
だ
。
そ

し
て
太
陽
の
光
を
満
面
に
あ
び
る
ん
だ
。

（
椿
貞
雄
「
或
家
の
出
来
事　

一
九
」）（
註
22
）

　

東
京
で
の
生
活
は
決
し
て
楽
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
一
五（
大
正
四
）年
一
月
に
劉
生
を

は
じ
め
と
す
る
先
輩
や
友
人
た
ち
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
世
界
は
、
こ
の
独
白 

―
小
説
を
執
筆
中
の
椿
の
思
い
が
そ
の
ま
ま
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

― 

と
重

な
る
。

　

一
九
一
五
年
一
〇
月
、
北
山
清
太
郎
に
よ
っ
て
現
代
の
美
術
社
主
催
美
術
展
覧
会
が
開
催

さ
れ
、
劉
生
は
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
以
来
の
友
人
で
あ
る
木
村
荘
八
な
ど
の
他
に
椿
、
高
須
光
治

（
一
八
九
七
―
一
九
九
〇
）、
中
川
一
政
、
正
則
中
学
校
で
椿
と
知
り
合
っ
た
横
堀
角
次
郎

（
一
八
九
七
―
一
九
七
八
）た
ち
と
共
に
参
加
し
た
。
展
覧
会
の
開
催
直
前
、
劉
生
に
よ
っ
て

「
此
展
覧
会
は
次
回
に
開
く
時
か
ら
草
土
社
展
覧
会
と
称
ぶ
事
に
い
た
し
ま
し
た
」
と
い
う

「
謹
告
」
が
目
録
に
刷
り
込
ま
れ（
註
23
）、
公
募
展
は
急
遽
彼
を
中
心
と
し
た
同
人
組
織
と
な

っ
た
。
こ
の
展
覧
会
に
劉
生
は
《
椿
君
の
肖
像
》（
一
九
一
五
年
二
月
二
七
日
、
横
浜
美
術
館

蔵
、cat.no.11

）を
出
品
し
た
。

…
…
岸
田
は
非
常
に
熟
達
し
た
、
や
や
骨
の
折
れ
そ
う
な
労
作
を
畫
い
て
い
ま
す
。
彼
は
ま

す
ま
す
ド
イ
ツ
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
の
追
随
者
の
突
然
の
増
加
は
、
意
外
な
現
象

で
す
。
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（
柳
宗
悦
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
宛
書
簡
、
一
九
一
五
年
一
一
月
八
、
一
九
、
二
四
日
付
）（註
24
）

　

草
土
社
の
展
覧
会
活
動
は
一
九
一
五（
大
正
四
）年
か
ら
二
二
年
の
七
年
間
に
及
ん
だ
。
こ

の
間
、
劉
生
は
一
六
年
七
月
に
肺
結
核
と
診
断
さ
れ
、
療
養
の
た
め
に
椿
の
叔
母
の
持
ち
家

を
離
れ
て
い
る
。
こ
の
診
断
は
、
戸
外
で
の
制
作
を
止
め
ら
れ
た
彼
が
静
物
画
に
取
り
組
む

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

「
岸
田
劉
生
」
と
い
う
空
間

　

椿
貞
雄
は
一
九
一
四（
大
正
三
）年
に
岸
田
劉
生
の
作
品
の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
に
初
め
て
接

し
、
自
ら
の
画
風
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
対
照
的
に
岸
田
劉
生
の 

場
合
、
白
馬

会
系
の
外
光
派
に
よ
る
作
品
以
後
、
ポ
ス
ト
印
象
派
か
ら
「
ク
ラ
シ
ツ
ク
の
感
化
」
へ
と
至

る
変
化
は
常
に
「
複
製
」
が
媒
介
と
な
っ
て
い
た
。
彼
は
一
一（
明
治
四
四
）年
の
秋
、『
白

樺
』
が
主
催
す
る
泰
西
版
畫
展
覧
会
を
見
た
経
験
に
つ
い
て
後
年
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

…
…
清
宮（
彬
）が
そ
の
前
か
ら
柳（
宗
悦
）と
知
り
合
ひ
だ
つ
た
の
で
僕
た
ち
三
人
は
よ
く
そ

の
展
覧
会（
白
樺
主
催
の
版
畫
の
展
覧
会
）へ
行
つ
た
。
そ
し
て
は
じ
め
て
見
る
版
の
い
ゝ
西

洋
の
新
ら
し
い
美
術
の
複
製
に
肝
を
う
ば
は
れ
た
。
今
で
こ
そ
写
真
の
版
畫
も
さ
程
め
づ
ら

し
く
は
な
い
が
、
十
年
も
前
の
僕
た
ち
に
は
、
実
に
尊
い
め
づ
ら
し
い
も
の
だ
つ
た
。
そ
こ

に
出
て
ゐ
る
、
ゴ
オ
ホ
に
は
全
く
感
心
し
た
、
妙
な
事
に
、
何
に
で
も
感
心
し
た
。
バ
ロ
ツ

ト
ン
な
ぞ
も
素
敵
な
天
才
な
の
だ
と
思
ひ
込
ん
で
ゐ
た
。
あ
の
バ
ロ
ツ
ト
ン
の
裸
体
の
女
が

寝
台
の
上
か
ら
白
猫
に
か
ら
か
つ
て
ゐ
る
、
ブ
ラ
ツ
ク　

ア
ン
ド　

ホ
ワ
イ
ト
の
版
畫
に
は

全
く
感
心
し
て
ゐ
た
も
の
だ
。
清
宮
の
紹
介
で
柳
の
家
へ
は
じ
め
て
行
き
、
又
此
処
で
沢
山

の
ゴ
オ
ホ
や
セ
ザ
ン
ヌ
や
、
ゴ
ー
ガ
ン
、
マ
チ
ス
等
に
驚
い
た
。
全
く
そ
の
時
分
は
只
々
驚

嘆
の
時
代
だ
つ
た
。
絵
を
見
て
、
ウ
ン
〳
〵
云
つ
て
興
奮
し
た
。
涙
ぐ
む
程
興
奮
し
合
つ
た

も
の
だ
。
畫
も
全
く
、
後
印
象
派
の
感
化
と
い
ふ
よ
り
、
模
倣
に
近
い
程
変
つ
た
。
露
骨
に

ゴ
オ
ホ
風
な
描
き
方
を
し
た
も
の
だ
、
…
…

（
岸
田
劉
生
「
思
ひ
出
及
今
度
の
展
覧
会
に
際
し
て　

白
樺
の
十
周
年
に
際
し
て
」　

カ
ッ
コ

内
は
引
用
者
に
よ
る
）（
註
25
）

　

複
製
を
前
に
し
た
劉
生
は
、
何
に
対
し
て
「
涙
ぐ
む
程
興
奮
し
合
つ
た
」
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
で
は
写
真
や
印
刷
に
よ
る
複
製
と
い
え
ど
も
、「
舶
来
」
と
い
う
本
来
存
在
し
な
い
意

味
が
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
文
化
的
な
衝
撃
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り

で
あ
る
。
そ
れ
を
大
き
な
前
提
と
し
て
、
こ
こ
で
は
彼
が
白
馬
会
の
研
究
所
で
学
ん
だ
外
光

派
と
い
う
様
式
が
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
印
象
派
の
折
衷
で
あ
り
、「
形
以
外
に
多
少
の

4

4

4

イ
ン
プ

レ
シ
ヨ
ン
の
含
ま
れ
た
も
の
で
無
く
ツ
て
は
駄
目
」（
黒
田
清
輝
、
傍
点
引
用
者
）（
註
26
）と
い

う
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
彼
は
複
製
の
画
像
に
よ
っ
て
自
分
の
思
考
や
心
情
と

い
う
も
の
を
外
光
派
の
描
き
方
以
上
に
率
直
に
視
覚（
絵
画
）化
す
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と
を

知
っ
た
の
で
あ
り
、
椿
の
体
験
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。

　

油
彩
画
と
い
う
も
の
が
輸
入
さ
れ
た
技
術（
文
化
）で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
劉
生
と

同
時
代
、
あ
る
い
は
近
代
の
日
本
の（
洋
）画
家
た
ち
全
体
ま
で
拡
げ
て
見
た
場
合
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
が
有
す
る
ア
ウ
ラ
を
知
覚
す
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
に
活
動
を
お
わ
っ
た
者
が
い
る
可
能

性
は
あ
る
し
、
こ
の
体
験
の
有
無
は
日
本
に
お
い
て
画
家
を
評
価
す
る
上
で
、
も
の
さ
し
と

は
も
ち
ろ
ん
な
ら
な
い
。
だ
が
こ
こ
で
椿
と
比
較
す
る
上
で
劉
生
の
作
品
に
つ
い
て
考
え
る

場
合
、
彼
の
造
形
の
展
開
が
こ
の
欠
如
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
だ
ろ
う（
劉

生
は
幼
年
時
代
、
銀
座
に
あ
っ
た
実
家
近
く
の
勧
工
場
に
油
絵
を
見
に
通
っ
た
体
験
は
あ
っ

た
が
）。
彼
の
「
ク
ラ
シ
ツ
ク
の
感
化
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
の
複
製（
作
品
で
は
な
い
）

相
互
の
関
係
を
、「
写
実
を
追
求
し
て
無
形
の
神
秘
な
幽
明
境
に
達
す
る
の
が
自
分
の
道
」
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と
い
う
主
張
に
基
い
て
編
集
し
た
結
果
だ
っ
た
。
後
に
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
、
彼
が
一
九

二
三（
大
正
一
二
）年（
発
表
は
翌
年
）に
執
筆
し
た
「
東
西
の
美
術
を
論
じ
て
宋
元
の
写
生
畫

に
及
ぶ
」（
註
27
） 
で
は
、
ア
ウ
ラ
に
気
づ
か
な
い
か
の
よ
う
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
複
製
を
見
た
経

験
が
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

改
め
て
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
論
考
を
引
用
す
る
。

…
…
ひ
と
つ
の
芸
術
作
品
が
「
ほ
ん
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
実
質
的
な
古
さ
を

は
じ
め
と
し
て
歴
史
的
な
証
言
力
に
至
る
ま
で
、
作
品
の
起
源
か
ら
ひ
と
び
と
に
伝
承
し
う

る
一
切
の
意
味
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
歴
史
的
な
証
言
力
は
実
質
的
な
古
さ
を
基

礎
と
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
実
質
的
な
古
さ
が
人
間
に
と
っ
て
無
意
味
な
も
の
と
な
っ

て
し
ま
う
複
製
に
お
い
て
は
、
ひ
と
つ
の
作
品
の
も
つ
歴
史
的
証
言
力
な
ど
は
ぐ
ら
つ
か
ざ

る
を
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
ぐ
ら
つ
く
の
は
、
歴
史
的
証
言
力
だ
け
で
あ
る
と
は
い

え
、
そ
れ
に
つ
れ
て
作
品
の
も
つ
権
威
そ
の
も
の
が
ゆ
ら
ぎ
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。（
註
28
）

　

あ
る
文
化
圏
で
作
ら
れ
た
写
真
や
印
刷
技
術
に
よ
っ
て
均
一
化
さ
れ
た
複
製
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
と
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
他
の
文
化
圏
に
持
ち
込
ま
れ
た
時
、
多
く
の
場
合
そ
れ

を
位
置
づ
け
る
情
報
や
コ
ー
ド（
規
則
あ
る
い
は
習
慣
）と
い
う
も
の
を
持
た
な
い
。
劉
生
や

『
白
樺
』
同
人
た
ち
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
の
複
製
に
作
品
そ
の
も
の
と
は
何
ら
関
係
の
な

い
「
舶
来
」
と
い
う
価
値
を
見
、
そ
し
て
本
来
の
ア
ウ
ラ
が
不
在
で
あ
る
た
め
に
彼
ら
の
主

張
を
充
塡
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
に
流
入
し
た
複
製
は
、
実
態
と
は
異
な
っ
た
意
味
付

け（
ま
た
は
権
威
付
け
）が
二
重
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　

劉
生
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
感
激
し
た
椿
も
そ
こ
か
ら
解
き
放
た
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
劉
生
た
ち
と
の
交
流
に
よ
っ
て
複
製
を
恣
意
的
に
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性

も
あ
る
。
前
項
で
引
用
し
た
椿
の
小
説
「
或
る
家
の
出
来
事
」
で
は
、
主
人
公
は
「
素
晴
し

き
絵
の
写
真
版
」
を
希
望
や
勇
気
を
具
現
化
し
た
よ
う
な
モ
ノ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

 

＊

　

椿
貞
雄
が
初
め
て
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
を
見
た
岸
田
劉
生
の
「
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
の
感
化
」
に

よ
る
作
品
群
の
う
ち
、《
南
瓜
を
持
ち
て
立
て
る
女
》
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
的
作
品
の
制

作
は
し
ば
ら
く
す
る
と
頭
打
ち
の
状
態
と
な
り
、
二
人
が
出
会
っ
た
一
九
一
五（
大
正
四
）年

末
に
は
ほ
ぼ
中
断
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
劉
生
が
二
〇
年
に
自
ら
の
作
品
集
『
劉
生
畫
集
及

芸
術
観
』（
聚
英
閣
）を
編
ん
だ
際
に
は
、「
そ
こ
に
生
き
た
、
本
当
の
芸
術
的
独
立
的
な
想
像

の
美
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
只
ク
ラ
シ
ツ
ク
に
よ
つ
て
教
へ
ら
れ
た
、
或
る
感
じ

4

4

4

4

を
主
に
し

て
製
作
」（
傍
点
引
用
者
）（
註
29
）さ
れ
た
も
の
と
し
て
除
外
し
て
い
る
。

　

劉
生
の
宗
教
的
作
品
制
作
に
対
す
る
志
向
は
、
現
存
す
る
作
品
で
は
ポ
ス
ト
印
象
派
的
な

作
風
を
制
作
し
て
い
た
一
九
一
三（
大
正
二
）年
春
の
、
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
第
二
回
展
会
場
の
装

飾
画（
公
益
財
団
法
人 

日
動
美
術
財
団
蔵
）か
ら
認
め
ら
れ
る
。
彼
と
宗
教
と
の
関
わ
り
は
、

父
・
吟
香（
一
八
三
三
―
一
九
〇
五
）の
死
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
生
家
の
没
落
を
契
機
と
す
る

キ
リ
ス
ト
教
へ
の
接
近
に
始
ま
り
、
三
度
の
見
神
体
験
を
基
に
宗
教
に
つ
い
て
論
じ
た
綱
島

梁
川（
本
名
・
栄
一
郎 

一
八
七
三
―
一
九
〇
七
）の
影
響
を
経
て
い
る（
註
30
）。

　

明
治
精
神
史
に
お
い
て
梁
川
の
思
想
は
北
村
透
谷（
一
八
六
八
―
九
四
）が
一
八
九
三（
明

治
二
六
）年
に
発
表
し
た
「
内
部
生
命
論
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
劉
生
は
一
九
〇
六（
明
治

三
九
）年
に
数
寄
屋
橋
協
会
の
田
村
直
臣（
一
八
五
八
―
一
九
三
四
）の
教
え
に
よ
っ
て
キ
リ

ス
ト
教
を
信
仰
す
る
が
、
田
村
は
一
八
八
八（
明
治
二
一
）年
に
北
村
透
谷
に
洗
礼
を
授
け
て

い
る
。
劉
生
が
田
村
経
由
で
透
谷
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
て
い
た
と
す
る
に
は
、
透
谷
が
自

殺
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
劉
生
が
教
会
に
通
っ
た
時
期
な
ど
か
ら
考
え
て
難
し
い
。
し
か

し
な
が
ら
田
村
の
教
え
や
梁
川
の
思
想
に
接
す
る
こ
と
で
内
部
生
命
を
め
ぐ
る
明
治
思
想
の

潮
流 
―
そ
れ
は
大
正
期
に
入
り
〝
生
命
主
義
〞
と
し
て
広
が
る
こ
と
に
な
る

― 

に
接

し
た
。
劉
生
は
こ
の
よ
う
な
実
存
に
対
す
る
不
安
や
神
に
つ
い
て
の
思
索
と
い
っ
た
思
想
遍

歴
を
経
て
、
一
九
一
一
年
秋
頃
に
『
白
樺
』
の
創
立
同
人
で
あ
る
武
者
小
路
實
篤
と
出
会

い
、
彼
の
主
張
す
る
自
我
の
肯
定
を
受
け
入
れ
た
。
自
ら
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
第
二
の
誕
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生
」
で
あ
る（
こ
の
言
葉
は
近
藤
経
一
が
一
九
一
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
『
白
樺
』
連
載

し
た
小
説
「
第
二
の
誕
生
」
に
由
来
す
る
）（
註
31
）。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
を
持
つ
劉
生
が
神
と
自
分（
あ
る
い
は
総
体
と
し
て
の
人
類
）の
関
係
を

直
截
に
描
き
た
い
と
願
っ
た
場
合
、
ポ
ス
ト
印
象
派
以
前
の
宗
教
画
に
関
心
が
向
く
の
は
当

然
だ
っ
た
。
彼
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
記
す
と
お
り
、
そ
の
絵
画
が
制
作
さ
れ
た
時
代
や
「
も

の
」
と
し
て
の
サ
イ
ズ
の
違
い
な
ど
に
も
顧
慮
す
る
こ
と
無
く
、
主
観
的
あ
る
い
は
恣
意
的

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
を
受
容
し
た
。
そ
れ
は
、
絵
画
の
中
で
キ
リ
ス
ト
や
使
徒
た
ち
が
描

か
れ
る
際
の
基
礎
的
な
知
識
、
図
像
の
生
成
と
そ
の
図
像
が
ど
の
よ
う
な
構
成
で
描
か
れ
て

い
る
か
と
い
う
必
然
性
に
つ
い
て
無
知
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

　

劉
生
の
宗
教
的4

作
品
は
描
か
れ
た
図
以
上
の
意
味
を
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

し
、
椿
は
劉
生
の
《
南
瓜
を
持
ち
て
立
て
る
女
》
な
ど
が
纏
う
雰
囲
気
に
感
動
は
し
て
も
、

宗
教
を
主
題
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
絵
画
を
見
た
経
験
が
乏
し
か
っ
た（
あ
る
い
は
、

全
く
無
か
っ
た
か
）。
劉
生
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク（
一
七
五
七
―
一
八
二
七
）の
作
品

や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ（
一
四
七
五
―
一
五
六
四
）の
《
最
後
の
審
判
》（
一
五
三
六
―
四
一
）の

影
響
の
下
に
制
作
を
構
想
し
た
《
人
類
の
意
志（
人
類
の
肖
像
）》（
一
九
一
四
年
頃
、cat.

nos.8, 9

）（
註
32
）は
素
描（cat.no.8

）に
よ
れ
ば
旧
約
聖
書
に
記
さ
れ
た
人
間
の
創
生

―
堕
落

が
軸
と
な
り
、
そ
の
周
囲
に
い
く
つ
か
の
人
間
の
罪
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
全
て
が
旧
約
聖

書
に
基
い
て
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
部
分
に
よ
っ
て
は
典
拠
が
不
明
で
あ
り
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
絵
画
を
下
敷
と
し
な
が
ら
画
家
の
想
像
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
る
。
椿
は

ど
こ
ま
で
こ
の
絵
を
「
読
む
」
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
作
者
の
説
明
が
な
い
ま
ま
に
作

品
を
見
て
も
、
そ
の
意
味
を
類
推
す
る
こ
と
す
ら
困
難
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
劉
生
の
試
み
は
、
一
九
一
五（
大
正
四
）年
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
現
代
の
美

術
社
主
催
第
一
回
美
術
展
覧
会（
草
土
社
の
実
質
的
な
第
一
回
展
と
な
っ
た
）の
た
め
の
装
飾

画（
公
益
財
団
法
人 

日
動
美
術
財
団
蔵
）も
同
じ
傾
向
の
も
の
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
実
際
に
会
場
で
用
い
ら
れ
た
か
否
か
は
不
明
で
、
未
完
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
は
象
徴
的

で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
時
期
、
椿
は
劉
生
の
自
宅
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
訪
れ
て
い
た
が
、
彼
が
作

品
を
制
作
す
る
上
で
宗
教
的
な
テ
ー
マ
に
対
し
て
劉
生
と
同
じ
よ
う
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
形
跡
は
見
ら
れ
な
い（
註
33
）。
劉
生
や
椿
は
草
土
社
に
参
加
し
た
河
野
通
勢（
一
八
九
五
―

一
九
五
〇
）と
比
較
す
れ
ば
キ
リ
ス
ト
教（
通
勢
の
場
合
は
ロ
シ
ア
正
教
）に
お
け
る
絵
画
に

つ
い
て
知
識
が
欠
け
て
い
た
。

　

そ
の
一
方
で
劉
生
の
作
品
は
宗
教
的
作
品
の
制
作
を
経
る
こ
と
で
、
内
容
に
お
い
て
質
的

な
変
化
を
遂
げ
た
。「
存
在
の
進
化
は
、
神
の
進
化
」（
註
34
）で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

劉
生
に
と
っ
て
、
細
密
描
写
に
よ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
は
単
な
る
対
象
の
存
在
感
を
追
求
す
る
手

段
と
し
て
要
請
さ
れ
た
だ
け
に
止
ま
っ
て
は
い
な
い
。
草
土
社
時
代
の
劉
生
の
作
品
を
代
表

す
る
「
ぢ
か
に
自
然
の
質
量
そ
の
も
の
に
ぶ
つ
か
つ
て
み
た
い
要
求
」（
註
35
）に
よ
っ
て
制
作

さ
れ
た
風
景
画
や
、「
内
の
美
」「
実
在
の
神
秘
」（
註
36
）を
追
求
し
た
静
物
画
に
お
い
て
、
描
く

対
象
の
「
其
処
に
在
る
て
ふ
事
の
不
思
議
さ
」（
註
37
）、
存
在
そ
の
も
の
の
追
求
は
同
時
に
自

己
が
存
在
す
る
こ
と
の
確
認
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
彼
を
支
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
神
の
存
在
を

信
じ
る
作
業
に
も
な
っ
た
。
彼
は
神
の
似
姿
を
描
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
画
家
と
対
象

と
の
関
係
を
細
密
描
写
に
よ
っ
て
迫
る
こ
と
で
、
造
物
主
に
ま
で
言
及
で
き
る
可
能
性
を
見

出
し
た
。

　

劉
生
は
一
九
一
七（
大
正
六
）年
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て
、
自
作
の
複
製
を
頒
布
す
る
会

（
色
刷
会
）を
行
っ
て
い
る（
生
活
の
資
を
得
る
た
め
に
も
複
製
の
頒
布
に
つ
い
て
積
極
的
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
複
製
芸
術
論
を

想
起
さ
せ
る
）。
彼
は
そ
の
会
報
で
静
物
画
の
意
義
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

　

静
物
を
や
り
度
い
と
思
ひ
つ
ゝ
い
ゝ
構
図
を
造
る
の
が
む
づ
か
し
く
て
弱
つ
て
ゐ
ま
す
。

静
物
の
構
図
を
造
る
と
い
ふ
事
は
そ
れ
を
描
く
と
い
ふ
よ
り
む
づ
か
し
い
気
が
し
ま
す
。
立

派
な
厳
然
と
し
た
審
美
を
内
に
持
つ
て
ゐ
な
く
て
は
立
派
な
構
図
は
生
れ
な
い
気
が
し
ま

す
。
静
物
の
構
図
に
独
自
の
美
が
出
せ
れ
ば
も
う
そ
の
人
は
立
派
な
独
立
し
た
畫
家
だ
と
云



15

へ
る
と
思
ひ
ま
す
。
か
う
い
ふ
意
味
で
、
近
代
殊
に
こ
れ
か
ら
は
静
物
と
い
ふ
畫
因
は
一
層

重
ん
ぜ
ら
れ
る
可
き
だ
と
思
ひ
ま
す
。
丁
度
、
昔
の
聖
書
中
の
事
蹟
や
神
話
の
役
目
を
、
近

代
に
於
て
は
卓
や
林
檎
や
器
物
が
す
る
訳
に
な
り
ま
す
。

（
岸
田
劉
生
「
色
刷
会
報
よ
り（
雑
稿
）　

静
物
の
構
図
」）（
註
38
）

　

絵
画
は
社
会
の
変
化
と
共
に
主
題
が
変
化
す
る
。
劉
生
の
文
章
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て

教
会
が
中
心
の
時
代
は
宗
教
画
で
あ
り
、
近
代
の
市
民
社
会
は
そ
れ
が
静
物
画
に
な
っ
た
と

い
う
変
化
を
述
べ
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
記
述
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
自
身
が
描
く

宗
教
的
絵
画
か
ら
静
物
画
へ
の
変
容
は
外
見
上
に
過
ぎ
ず
、
本
質（
テ
ー
マ
）は
変
わ
っ
て
い

な
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
の
制
作
の
軌
跡
が
近
代
か
ら
遡
行
し
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
せ
ば
よ
い
。

　

一
九
一
七（
大
正
六
）年
ご
ろ
か
ら
二
一
年
あ
た
り
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
劉
生
の
静
物
画

や
風
景
画
、
そ
し
て
麗
子
像
な
ど
に
は
、
擬
古
的
な
「
劉
」
の
飾
文
字
に
よ
る
サ
イ
ン
が
画

面
中
央
上
部
に
記
さ
れ
て
い
る
作
例
が
あ
る
。
サ
イ
ン
と
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
の
関
係
は
、

前
者
を
頂
点
と
し
た
三
角
形
の
構
図
と
な
り
、
彼
が
多
く
眼
に
し
た
で
あ
ろ
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
古
典
絵
画
に
見
ら
れ
る
神
と
僕
た
る
人
間
達
と
の
関
係
を
援
用
し
て
い
る
。
彼
は
画
中
に

記
さ
れ
る
文
字
に
つ
い
て
「
主
題
と
同
じ
創
作
的
のマ
マ

意
味
の
あ
る
も
の
」（
註
39
）と
主
張
し
て

お
り
、
画
面
上
で
構
図
の
一
端
を
担
う
サ
イ
ン
は
、
抽
象
化
さ
れ
て
は
い
る
が
絵
画
空
間
の

中
に
織
り
込
ま
れ
た
画
家
自
身
に
他
な
ら
な
い
。
描
か
れ
た
対
象
と
絵
画
の
空
間
は
画
家
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
、
同
時
に
彼
の
存
在
は
対
象
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
と
い

う
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
を
明
瞭
な
も
の
と
す
る
た
め
に
サ
イ
ン
は
画
面
中
央
上
部
に
位
置
し

て
い
る
。
画
家
が
対
象
の
「
内
な
る
美
」
を
カ
ン
バ
ス
上
に
以
前
の
自
作
に
較
べ
て
よ
り
よ

く
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
サ
イ
ン
＝
画
家
の
存
在
も
ま
た
深
い
も
の
と
な
る
。
こ
の

意
味
で
一
九
一
七
年
二
月
一
二
日
に
制
作
さ
れ
た
《
春
日
遊
戯
図（
屛
風
図
案
）》（
岡
山
県
立

美
術
館
蔵
、cat.no.21

）は
、
作
品
名
が
示
す
単
な
る
図
案
意
匠
で
は
な
い
。
現
代
の
美
術

社
主
催
第
一
回
美
術
展
覧
会
の
た
め
の
装
飾
画
を
引
き
継
い
だ
理
想
の
小
天
地（
ユ
ー
ト
ピ

ア
）が
描
か
れ
て
お
り
、
サ
イ
ン
と
描
か
れ
た
も
の
と
の
関
係
か
ら
、
未
完
に
終
わ
っ
た
宗

教
的
作
品
と
そ
の
後
の
風
景
画
や
静
物
画
を
結
ぶ
位
置
に
あ
る（
劉
生
の
そ
の
後
の
制
作
に

お
い
て
宗
教
的
作
品
を
制
作
し
た
経
験
が
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
「
補
遺
」
を
参
照
）。

　

日
露
戦
争（
一
九
〇
四
―
〇
五
）を
経
て
明
治
国
家
の
完
成
期
を
迎
え
、
第
二
次
桂
内
閣

（
一
九
〇
八
―
一
一
）に
よ
っ
て
発
布
さ
れ
た
戊
申
詔
書（
一
九
〇
八
）の
ね
ら
い
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
教
育
勅
語（
一
八
九
〇
）を
再
確
認
・
国
民
教
化
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
大

逆
事
件
が
起
こ
っ
た
一
九
一
〇（
明
治
四
三
）年
に
創
刊
さ
れ
た
『
白
樺
』
は
、
こ
の
国
家
の

方
針
と
は
思
想
的
に
対
立
す
る
自
我
の
肯
定
、
個
人
の
自
由
を
前
提
と
し
て
人
道
主
義
や
理

想
主
義
を
唱
え
た
。『
白
樺
』
は
同
時
代
の
阿
部
次
郎（
一
八
八
三
―
一
九
五
九
）や
和
辻
哲

郎（
一
八
八
九
―
一
九
六
〇
）、
倉
田
百
三（
一
八
九
一
―
一
九
四
三
）な
ど
の
大
正
教
養
派
と

共
に
若
者
を
中
心
と
し
た
多
く
の
読
者
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

　

劉
生
の
絵
画
は
、
大
正
期
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
『
白
樺
』
の
思
想
を
視
覚
化
し
た
も
の

と
し
て
同
時
代
の
青
少
年
た
ち
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
彼
は
文
章
の
寄
稿
は
も
と
よ
り
、

一
九
一
八（
大
正
七
）年
か
ら
二
三
年
に
か
け
て
表
紙
絵
を
提
供
し
、
劉
生
＝
草
土
社
が
『
白

樺
』
と
同
じ
思
想
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
内
外
に
向
け
て
示
し
て
い
る
。
そ
の
表
紙
絵
の

中
に
は
《
春
日
遊
戯
図（
屛
風
図
案
）》
と
似
通
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
見
ら
れ
る
も
の
が
存
在
す

る（
註
40
）。

　
『
白
樺
』
の
刊
行
が
継
続
さ
れ
る
に
し
た
が
い
、「『
白
樺
』
衛
星
誌
」
と
呼
ば
れ
る
同
人

誌
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
、『
白
樺
』
は
単
に
同
人
や
そ
の
周
辺
に
い
た
者
た
ち
の
主
張
の

場
と
い
う
性
格
を
超
え
た
独
自
の
言
語
空
間
、
文
化
圏
を
形
成
し
た
。
旧
来
の
漢
文
脈
に
拠

ら
な
い
、
理
解
し
や
す
い
口
語
体
で
自
ら
の
心
情
や
情
景
描
写
を
綴
る
ス
タ
イ
ル
は
、
同
人

の
み
な
ら
ず
読
者
た
ち
に
も
共
有
さ
れ
た
。
若
い
読
者
の
中
に
は
、『
白
樺
』
を
媒
介
と
し

て
海
外
の
文
学
作
品
や
思
想
、
芸
術
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
思
想
形
成
を
果
た
す
者

も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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こ
の
『
白
樺
』
の
同
人
と
読
者
た
ち
の
関
係
を
、
劉
生
を
中
心
と
し
た
草
土
社
の
活
動
、

さ
ら
に
は
同
時
代
に
細
密
描
写
を
こ
こ
ろ
み
た
若
い
画
家
た
ち
に
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
草
土
社
と
い
う
集
団
は
そ
の
発
足
の
段
階
で
劉
生
自
ら
が
同
人
を
選
ん
だ
、
い
わ
ば
私

党
だ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
劉
生
が
見
る
静
物
や
風
景
に
対
す
る
、
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
古
典
絵
画
な
ど
の
美
術
に
向
け
た
ま
な
ざ
し
を
同
人
た
ち
も
共
有
し
、
同
人
の
一
人
で

あ
る
中
川
一
政
な
ど
を
除
け
ば
大
勢
が
劉
生
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
が
自
ら
の

4

4

4

絵
画
を
制
作
す

る
上
で
「
ク
ラ
シ
ツ
ク
の
感
化
」
に
よ
っ
て
到
達
し
た
細
密
描
写
で
描
い
た
。
そ
の
中
で
最

も
劉
生
に
近
い
存
在
が
椿
だ
っ
た
。
彼
は
一
九
一
五（
大
正
四
）年
の
出
会
い
か
ら
二
三
年
の

関
東
大
震
災
の
間
ま
で
、
中
断
の
時
期
を
は
さ
み
な
が
ら
劉
生
の
最
も
忠
実
な
伴
走
者
と
し

て
彼
か
ら
学
び
続
け
た
。

 

＊

　

一
九
一
五（
大
正
四
）年
五
月
に
正
則
中
学
を
退
学
し
た
椿
貞
雄
は
、
叔
母
の
持
ち
家
の
一

軒
で
同
じ
く
劉
生
を
慕
う
高
須
光
治
、
加
藤
久（
生
歿
年
不
詳
）と
共
に
、
一
年
ほ
ど
の
間
共

同
生
活
を
行
い
な
が
ら
制
作
中
心
の
生
活
を
は
じ
め
た
。
地
方
か
ら
上
京
し
て
き
た
椿
の
よ

う
な
草
土
社
の
同
人
た
ち
の
中
に
は
、
在
籍
期
間
の
長
短
は
あ
る
に
せ
よ
白
馬
会
葵
橋
洋
画

研
究
所（
高
須
光
治
、
中
島
正
貴
）や
日
本
水
彩
画
研
究
所（
飛
田
角
一
郎
）な
ど
に
入
所
し
た

経
験
を
持
つ
者
も
い
た
が
、
椿
は
学
費
が
捻
出
で
き
な
か
っ
た
た
め
か
、
研
究
所
に
は
通
わ

な
か
っ
た（
註
41
）。
彼
は
独
学
を
進
め
る
一
方
、
劉
生
が
制
作
し
て
い
る
現
場
で
、
実
地
に
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
学
ん
だ
。
一
五
年
か
ら
翌
年
前
半
ま
で
椿
が
劉
生
の
野
外
の
写
生
に
同
行
し
た

こ
と
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
劉
生
自
身
が
白
馬
会
葵
橋
洋
画
研
究
所
で
数
年
ほ
ど
学
ん
だ
の
み
で
、
制
作
の

基
盤
は
彼
の
生
来
の
才
能
だ
っ
た
外
面
の
再
現
描
写
に
依
存
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
彼
が

椿
に
対
し
て
あ
る
程
度
の
指
導
は
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
上
の
体
系
的
な
教
育
は
望
め

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
端
的
な
例
と
し
て
、
二
人
の
作
品
に
し
ば
し
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
肖

像
画
・
人
物
像
の
ポ
ー
ズ
の
生
硬
さ
や
風
景
画
に
お
け
る
纏
ま
り
を
欠
い
た
遠
近（
法
）構
成

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
共
に
基
礎
的
な
訓
練
が
充
分
で
は
な
い
ま
ま
に
自
己
の
作
品
を
発
表
し

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
劉
生
の
《
道
路
と
土
手
と
塀（
切
通
し
の
写
生
）》（
一
九
一
五
年
一
一
月
一
五
日
、

東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵
、
重
要
文
化
財
）と
椿
の
《
風
景（
道
）》（
一
九
一
五
年
頃
、
米
沢

市
上
杉
博
物
館
蔵
、cat.no.17

）を
比
較
す
る
と
、
劉
生
の
作
品
に
見
ら
れ
る
塀
と
道
路
の

消
失
点
の
不
一
致（
生
来
の
描
写
の
く
せ
4

4

と
ポ
ス
ト
印
象
派
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
）が
、
椿

の
作
品
で
は
増
幅
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
者
が
遠
近
法
や
画
面
構
成
に
つ
い
て
体
系
的
に
学

ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
外
的
な
模
倣
に
よ
っ
て
学
ん
だ
結
果
で
あ
る（
近
世
に
お

け
る
南
蛮
絵
画
や
洋
風
画
の
描
写
が
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
も
の
と
な
る
原
因
と
同
じ
）。

　

草
土
社
参
加
後
の
椿
の
作
品
に
対
し
て
は
劉
生
の
真
似
だ
と
い
う
声
が
あ
り
、
経
済
的
な

不
安
と
重
な
っ
て
彼
は
全
く
制
作
が
で
き
な
い
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
花
田
美

穂
は
そ
の
期
間
を
《
八
重
子
像（
酸
漿
を
持
て
る
少
女
の
肖
像
）》（
一
九
一
八
年
八
月
末
、
千

葉
県
立
美
術
館
蔵
、cat.no.26

）の
裏
に
彼
が
後
年
記
し
た
覚
書
や
劉
生
の
書
簡
な
ど
か
ら

一
九
一
六（
大
正
五
）年
か
ら
翌
年
こ
ろ
ま
で
と
し
て
い
る（
註
42
）。
一
七
年
一
月
に
劉
生
が
椿

を
励
ま
す
た
め
に
書
き
送
っ
た
手
紙
に
は
「
君
の
畫
は
決
し
て
失
望
ど
こ
ろ
で
な
く
進
歩
を

ど
ん
〳
〵
し
て
居
る
時
の
気
が
し
ま
す
」（
註
43
）と
記
さ
れ
て
い
る
。
風
景
画
な
ど
は
同
じ
場

所
で
カ
ン
バ
ス
を
並
べ
て
描
け
ば
同
じ
内
容
に
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り

も
こ
の
時
期
に
お
け
る
椿
の
作
品
の
問
題
は
、
人
物
を
描
い
た
作
品
か
ら
、
劉
生
を
初
め
て

訪
ね
た
際
に
持
参
し
た
自
画
像
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
潑
剌
と
し
た
生
気
が
急
速
に

失
わ
れ
、
生
硬
さ
が
画
面
を
覆
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
何
例
か
を
除
け
ば
、

三
二（
昭
和
七
）年
に
彼
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
る
こ
ろ
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
、
彼

が
参
照
し
よ
う
と
し
た
劉
生
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
絵
画
の
よ
う
な
他
者
の
作
品
の
ス
タ
イ

ル
を
学
ぶ
こ
と
に
意
識
が
向
い
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

劉
生
が
伴
走
者
で
あ
る
椿
や
他
の
追
随
者
の
作
品
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
か
に
つ

い
て
は
一
九
二
一（
大
正
一
〇
）年
の
「
椿
の
畫
に
就
て
其
他
」
に
詳
し
い
。
彼
は
、
印
象
派
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を
は
じ
め
と
す
る
「
特
別
な
法
式
」
で
世
界
を
把
握
す
る
こ
と
を
止
め
、「
本
来
の
人
間
の

眼
」、「
素
人
の
様
な
眼
」
で
見
え
た
通
り
に
物
を
見
直
す
こ
と
で
「
其
処
に
は
じ
め
て
自
分

の
心
に
響
く
、
美
と
い
ふ
も
の
を
見
出
し
、
像
の
形
に
逢
ふ
そ
れ
を
追
求
し
た
、
こ
れ
が
余4

の
道
4

4

で
あ
つ
た
」（
傍
点
引
用
者
）と
応
え
て
い
る
。「
特
別
な
法
式
」
で
は
な
い
た
め
、
他
の

連
中
が
描
い
て
も
同
じ
よ
う
な
絵
に
な
る
の
だ
、
と（
註
44
）。

　

か
く
て
そ
の
外
面
に
於
て
は
、
別
に
奇
が
な
い
か
ら
、
心
を
素
直
に
し
て
、
見
へ
た
様
に

自
然
を
描
い
た
畫
な
ら
、
大
て
い
は
一
通
り
は
余
の
畫
の
外
面
と
類
似
し
て
ゐ
る
訳
で
あ

る
、
地
面
は
地
面
の
色
を
し
、
草
は
草
の
形
を
し
て
ゐ
る
所
に
美
を
認
め
そ
れ
等
を
別
に
わ

ざ
と
ら
し
く
変
へ
た
り
し
な
い
で
描
く
の
だ
か
ら
視
覚
が
万
人
類
似
し
て
ゐ
る
以
上
、
そ
の
4

4

表
面
的
な
処

4

4

4

4

4

で
、
余
の
様
な
態
度
を
と
る
人
の
畫
面
が
似
て
来
る
の
は
あ
た
り
前
の
事
で
あ

る
。

（
岸
田
劉
生
「
椿
の
畫
に
就
て
其
他
」　

傍
点
引
用
者
）（
註
45
）

　

し
か
し
、
劉
生
が
対
象
に
向
け
る
ま
な
ざ
し
や
細
密
描
写
、
描
か
れ
る
対
象
と
な
っ
た
崖

や
坂
道
と
い
う
も
の
は
、
あ
く
ま
で
彼
自
ら
が
求
め
・
発
見
し
た
「
余
の
道
」
で
あ
っ
て
、

他
の
同
人
達（
お
よ
び
当
時
の
画
家
た
ち
）は
そ
れ
に
共
鳴
し
た
と
い
う
関
係
に
と
ど
ま
る
。

そ
れ
が
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、「
個
」
を
尊
重
し
た
『
白
樺
』
の
思
想
と
背
離
す

る
こ
と
に
な
る
。
作
品
の
「
表
面
的
な
処
」
の
近
似
で
留
ま
り
続
け
る
以
上
、
椿
の
よ
う
な

追
随
者
た
ち
は
「
岸
田
劉
生
」
と
い
う
空
間
に
存
在
す
る
点
景
に
過
ぎ
な
い
。

　

草
土
社
時
代
の
椿
の
作
品
を
見
る
と
、
一
九
一
九（
大
正
八
）年
か
ら
劉
生
の
よ
う
に
漢
字

で
作
品
に
サ
イ
ン
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
さ
き
に
記
し
た
劉
生
の
作
品
の
よ

う
に
、
サ
イ
ン
に
画
面
構
成
を
担
う
ま
で
の
性
格
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
画
面
構
成

は
劉
生
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
た
め
、
む
し
ろ
同
じ
で
あ
る
方
が
お
か
し
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
彼
の
画
面
構
成
の
意
味
に
つ
い
て
椿
が
考
察
し
た
形
跡
は
作
品
や
残
さ
れ
た
資
料
か
ら

認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
劉
生
に
倣
っ
た
細
密
描
写
を
行
う
椿
が
、
対
象
と
画
家

（
の
内
面
）と
の
関
係
性
の
根
底
に
あ
る
問
題 

―
自
我
の
確
立

― 

を
劉
生
に
預
け
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
、
当
時
の
椿
の
作
品
を
彼
自
身
の
も
の
と
し
て
支
え
て
い
た
も
の
は
、
初
め
て

劉
生
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
見
た
時
の
感
激
で
は
な
か
っ
た
か
。

故
郷 

Ⅰ

鵠
沼
は
僕
の
好
き
な
場
所
の
一
つ
で
す
、
殊
に
海
岸
の
入
日
を
毎
日
毎
日
見
に
出
て
、
富
士

の
上
に
か
ゝ
る
雲
の
色
を
見
つ
め
た
時
を
忘
れ
ら
れ
な
い
で
ゐ
ま
す
、
色
彩
の
研
究
に
対
す

る
興
味
の
起
つ
た
の
も
鵠
沼
の
夕
方
で
し
た
。

（
柳
宗
悦
、
阿
部
次
郎
宛
書
簡
、
一
九
一
四
年
五
月
八
日
付
）（
註
46
）

　

岸
田
劉
生
は
一
九
一
七（
大
正
六
）年
二
月
、
結
核
の
療
養
を
効
果
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
、
温
暖
な
地
で
あ
る
神
奈
川
県
鵠
沼
海
岸
に
転
居
し
た
。
東
京
府
下
に
住
ん
で
い
た
椿
貞

雄
も
三
年
後
の
二
〇
年
二
月
、
同
様
に
鵠
沼
に
転
居
し
た
。

　

鵠
沼
転
居
後
、
劉
生
は
病
気
療
養
の
た
め
に
中
止
し
て
い
た
野
外
で
の
風
景
画
制
作
を
再

開
し
た
。
東
京
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
と
は
違
っ
て
細
密
描
写
で
は
な
く
、
静
物
画
と
比
較
す

れ
ば
そ
れ
は
油
彩
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
と
い
っ
た
よ
う
な
気
分
が
あ
る
。
屋
外
で
の
制
作
を
再

開
し
た
後
も
、
制
作
の
中
心
は
室
内
で
静
物
や
娘
た
ち
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
だ
っ
た
。

　

鵠
沼
に
移
り
住
ん
だ
椿
の
風
景
画
を
見
る
と
、
道
に
照
り
返
す
陽
光
が
印
象
的
な
《
鵠
沼

の
或
る
道
》（
一
九
二
二
年
七
月
一
九
日
、
宮
城
県
美
術
館
蔵
）を
は
じ
め
、
室
内
で
の
制
作

に
比
べ
て
劉
生
同
様
や
は
り
筆
致
の
違
い
が
目
立
っ
て
お
り
、
彼
ら
は
こ
の
室
内
と
室
外
の

二
傾
向
に
分
か
れ
た
描
き
方
を
統
合
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
二
人
が
描
い
た
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鵠
沼
の
風
景
は
印
象
が
異
な
っ
て
い
る
。
椿
の
風
景
画
は
、
目
の
前
の
光
景
を
一
気
に
捉
え

た
よ
う
な
劉
生
の
作
品
と
較
べ
る
と
鈍
重
な
印
象
を
受
け
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
《
鵠
沼

の
或
る
道
》
で
見
れ
ば
、
そ
の
原
因
は
材
料
の
変
質
を
考
慮
に
入
れ
て
も
鮮
や
か
さ
を
欠
い

た
空
の
描
写
の
た
め
で
あ
る
。
彼
が
描
い
た
空
は
、
道
に
反
射
す
る
光
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠

い
て
い
る
。
東
珠
樹
は
鵠
沼
転
居
前
、
原
宿
附
近
の
同
じ
場
所
を
描
い
た
劉
生
の
《
冬
枯
れ

の
道
路（
原
宿
附
近
写
生
）、（
陽
の
当
っ
た
赤
土
と
草
）》（
一
九
一
六
年
一
月
一
七
日
、
新
潟

県
立
近
代
美
術
館
・
万
代
島
美
術
館
蔵
）と
椿
の
《
冬
枯
の
道
》（
同
年
一
月
六
日
、
東
京
国

立
近
代
美
術
館
蔵
、cat.no.18
）を
比
較
し
て
両
者
の
色
感
の
相
違
を
指
摘
し
、「
劉
生
の
明

る
い
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
に
対
し
て
、
椿
の
暗
い
プ
ル
シ
ャ
ン
ブ
ル
ー
に
、
私
は
両
者
を
育
ん

だ
風
土
の
違
い
を
思
わ
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
銀
座
に
生
れ
銀
座
に
育
っ
た
劉

生
の
都
会
的
明
る
さ
と
、
雪
国
に
育
っ
た
椿
の
北
国
的
暗
さ
と
の
相
違
で
あ
ろ
う
」
と
記
し

て
い
る
。
東
に
よ
れ
ば
こ
の
差
異
は
椿
が
劉
生
と
「
同
じ
キ
ャ
ン
バ
ス
、
同
じ
筆
、
そ
し
て

同
じ
絵
具
」
で
制
作
し
た
結
果
現
れ
て
い
る
と
い
う（
註
47
）。
彼
の
見
解
に
従
え
ば
、
鵠
沼
の

陽
光
の
捉
え
方
も
育
っ
た
風
土
の
違
い
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
東

が
色
感
の
相
違
と
し
て
挙
げ
て
い
る
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
方
が
プ
ル
シ
ャ
ン
ブ
ル
ー
よ
り
も

絵
具
の
価
格
と
し
て
二
、
三
倍
高
い
と
い
う
こ
と
や
、
昭
和
期（
船
橋
転
居
後
）に
制
作
さ
れ

た
風
景
画
が
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
明
る
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
れ
ば
、

大
正
期
の
椿
は
経
済
的
な
制
約
の
た
め
に
油
絵
具
を
充
分
に
揃
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
劉
生

の
よ
う
に
鮮
や
か
な
空
を
描
き
た
く
て
も
描
け
な
か
っ
た
と
理
解
す
る
方
が
妥
当
で
は
な
い

か（
註
48
）。
こ
の
問
題
が
鵠
沼
転
居
前
の
作
品
に
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
理
由
は
、
画
面
に
大

き
く
捉
え
た
重
量
感
の
あ
る
大
地
が
帯
び
て
い
る
色
と
の
関
係
の
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
経
済
的
な
困
難
は
後
に
彼
が
教
師
と
な
る
大
正
末
こ
ろ
ま
で
続
い
た
。
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椿
貞
雄
は
一
九
一
八（
大
正
七
）年
の
日
本
美
術
院
再
興
第
五
回
展
覧
会
に
《
八
重
子
像

（
酸
漿
を
持
て
る
少
女
の
肖
像
）》
が
入
選
し
て
以
後
、
二
〇
年
ま
で
同
展
に
出
品
を
続
け

た
。
同
展
は
故
郷
米
沢
で
の
展
覧
会
を
除
け
ば
椿
が
岸
田
劉
生
の
知
友
と
は
異
な
る
画
家
た

ち
と
一
緒
に
な
っ
た
初
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
後
に
彼
が
二
二（
大
正
一
一
）年
に
結
成
さ
れ

た
春
陽
会
に
参
加
し
た
際
、
日
本
美
術
院
か
ら
離
れ
て
参
加
し
た
画
家
た
ち
と
も
出
身
を
超

え
て
交
流
で
き
る
素
地
と
な
っ
た
。

　

こ
の
時
期
か
ら
、
劉
生
と
椿
は
自
ら
の
目
を
東
洋
の
美
術
に
向
け
は
じ
め
て
い
る
。

　

劉
生
は
一
九
一
九（
大
正
八
）年
五
月
、
白
樺
十
周
年
記
念
主
催
岸
田
劉
生
作
品
個
人
展
覧

会
を
東
京
に
続
き
京
都
府
立
図
書
館
で
開
催
し
、
展
覧
会
の
前
に
奈
良
ま
で
足
を
伸
ば
し

た
。
ち
ょ
う
ど
鵠
沼
で
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
も
あ
っ
た
和
辻
哲
郎
か
ら
同
じ
月
に
刊
行
さ
れ

た
『
古
寺
巡
礼
』
を
贈
ら
れ
た
劉
生（
註
49
）は
、
翌
六
月
に
改
め
て
柳
宗
悦（
一
八
八
九
―
一

九
六
一
）や
木
村
荘
八
た
ち
と
共
に
奈
良
を
訪
れ
、
考
古
学
者
で
あ
る
濱
田
青
陵（
本
名
・
耕

作 

一
八
八
一
―
一
九
三
八
）の
仲
介
に
よ
り
奈
良
の
帝
室
博
物
館
で
薬
師
寺
の
吉
祥
天
図
と

秋
篠
寺
の
技
藝
天
な
ど
を
見
学
し
た（
註
50
）。

　

劉
生
は
見
学
の
感
想
を
「
色
刷
会
」
の
会
報
に
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
間
二
度
京
都
奈
良
方
面
に
行
き
色
々
古
美
術
を
見
て
来
ま
し
た
、
東
洋
の
芸
術
に
今

は
随
分
引
か
れ
て
ゐ
ま
す
、
内
に
眠
つ
て
ゐ
た
東
洋
の
美
の
伝
統
が
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
た
気

も
し
て
ゐ
ま
す
。
今
日
は
之
れ
で
。（
註
51
）

　

劉
生
の
文
章
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
柳
は
こ
の
年
七
月
の
『
白
樺
』
の
挿
絵
を
初
め

て
日
本
美
術
特
輯
と
し
、
正
倉
院
御
物
の
臈
纈
屛
風
、
菩
薩
像
、
樹
下
美
人
図
屛
風
、
法
隆

寺
金
堂
壁
画
の
一
部（
阿
彌
陀
の
説
法
の
印
を
結
ぶ
手
）、
鳥
羽
僧
正
の
鳥
獣
戯
画
を
紹
介
し

て
い
る
。
こ
の
図
版
掲
載
は
奈
良
を
訪
問
す
る
前
か
ら
企
画
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
彼
は
「
自
分
は
久
し
い
前
か
ら
新
し
い
意
味
で
東
洋
の
芸
術
を
省
み
、
又
吾
々
の
思
想

や
生
活
に
味
は
ゝ
れ
た
そ
れ
等
の
作
品
を
紹
介
し
た
い
望
み
が
あ
っ
た
」
け
れ
ど
も
、
同
じ

よ
う
な
関
心
を
共
有
し
な
い
同
人
へ
の
遠
慮
と
、『
白
樺
』
が
「
特
に
西
洋
の
芸
術
に
対
す
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る
新
し
い
紹
介
者
の
位
置
に
立
つ
て
ゐ
る
」（
註
52
）た
め
に
こ
れ
ま
で
紹
介
を
見
合
わ
せ
て
い

た
と
い
う
。
彼
は
一
九
一
四（
大
正
三
）年
に
浅
川
伯
教（
一
八
八
四
―
一
九
六
四
）か
ら
贈
ら

れ
た
李
朝
秋
草
面
取
壺
に
魅
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
朝
鮮
半
島
の
美
術
に
強
い
関
心
を
寄
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
彼
が
一
六
年
三
月
に
記
し
た
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ（
一
八
八
七
―

一
九
七
九
）宛
の
書
簡
で
は
自
ら
が
東
洋
の
思
想
や
芸
術
に
惹
か
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て

お
り（
註
53
）、
早
い
時
期
か
ら
意
識
的
に
東
洋
へ
眼
を
向
け
て
い
た
『
白
樺
』
同
人
だ
っ
た
。

　

然
し
東
洋
芸
術
の
真
価
に
対
す
る
自
分
の
意
識
や
感
情
が
漸
次
純
に
な
り
又
深
ま
る
に
つ

れ
て
、
自
分
は
そ
れ
を
主
張
し
て
も
い
ゝ
と
云
ふ
自
信
を
抱
く
様
に
な
つ
た
。
且
又
東
洋
芸

術
を
新
し
い
意
味
に
於
て
紹
介
す
る
と
云
ふ
事
が
「
白
樺
」
の
仕
事
と
し
て
却
て
応
は
し
い

と
云
ふ
自
覚
を
明
瞭
に
意
識
す
る
様
に
な
つ
た
。
…
…

（
柳
宗
悦
「
今
度
の
挿
絵
に
就
て
」）（
註
54
）

　

柳
に
よ
れ
ば
、
従
来
『
白
樺
』
に
挿
絵
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
は

「
吾
々
の
生
長
へ
の
必
要
な
糧
」
で
あ
り
、「
云
ひ
換
え
れ
ば
挿
絵
に
於
て
も
吾
々
自
身
の
心

を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
客
観
的
な
吾
々
を
離
れ
た
も
の
で
は
な
か
つ

た
。
吾
々
を
離
れ
て
は
あ
り
得
な
い
意
味
が
あ
つ
た
」（
註
55
）と
い
う
。
こ
こ
で
彼
は
、
か
つ

て
劉
生
が
制
作
の
上
で
自
ら
の
内
な
る
要
請
か
ら
ポ
ス
ト
印
象
派
か
ら
離
れ
北
方
ル
ネ
サ
ン

ス
を
参
照
し
た
理
由
と
同
じ
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
劉
生
の
「
内
に
眠
つ
て
ゐ
た
東
洋
の
美

の
伝
統
が
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
た
気
も
し
て
」
い
る
と
い
う
述
懐
は
、
柳
の
よ
う
な
「
東
洋
芸

術
の
真
価
に
対
す
る
自
分
の
意
識
や
感
情
が
漸
次
純
に
な
り
又
深
ま
る
」
ほ
ど
で
は
な
か
っ

た
に
せ
よ
、
確
実
に
彼
と
同
じ
方
向
に
向
か
っ
て
歩
き
は
じ
め
て
い
る
。

　

次
に
引
用
す
る
柳
の
文
章
は
、
東
洋
の
芸
術
を
彼
が
ど
の
よ
う
に
発
見
し
た
か
、
そ
の
軌

跡
は
自
ら
の
成
熟
と
い
う
内
発
性
を
強
調
す
る
か
た
ち
で
記
さ
れ
て
い
る
。

…
…
嘗
て
吾
々
は
思
想
に
於
て
も
芸
術
に
於
て
も
在
来
の
伝
習
か
ら
先
づ
離
脱
す
る
必
要
が

あ
つ
た
。
自
由
な
新
な
出
発
に
対
し
て
は
反
抗
が
と
る
べ
き
態
度
で
あ
つ
た
。
か
ゝ
る
反
抗

に
よ
つ
て
甦
ら
う
と
し
た
者
に
は
必
然
西
洋
の
宗
教
、
芸
術
、
思
想
は
新
し
い
刺
激
で
あ
り

糧
で
あ
つ
た
。
吾
々
は
今
迄
経
験
せ
ず
意
識
し
な
か
つ
た
多
く
の
真
理
の
豊
饒
な
倉
庫
を
そ

こ
に
見
出
し
た
。
吾
々
は
飢
え
る
様
に
そ
の
中
に
喰
ひ
込
む
で
い
つ
た
。
…
…（
中
略
）…
…

純
に
東
洋
の
伝
習
を
忘
れ
て
海
外
に
真
理
を
尋
ね
た
事
は
吾
々
に
は
意
味
の
あ
る
必
然
な
径マ
マ

路
で
あ
り
態
度
で
あ
つ
た
。
然
し
今
日
充
分
に
伝
習
を
破
り
得
た
吾
々
は
再
び
余
裕
を
以
て

東
洋
を
看
る
機
会
に
逢
つ
た
。
吾
々
は
今
迄
の
漢
学
者
や
僧
侶
や
畫
家
が
示
し
た
様
な
宗
教

と
芸
術
と
、
道
徳
と
に
は
殆
ど
関
り
の
な
い
、
よ
り
偉
大
な
真
理
が
吾
々
の
故
郷
に
あ
る
の

を
発
見
し
た
。
吾
々
は
今
外
来
の
思
想
に
育
ち
、
再
び
自
己
の
故
郷
に
活
き
る
必
然
な
運
命

の
歓
喜
を
得
た
。
否
、
吾
々
は
東
西
と
す
ら
分
ち
得
な
い
永
遠
の
真
理
の
発
見
者
で
あ
る
自

覚
を
ひ
そ
か
に
感
じ
て
き
た
。
今
迄
何
人
も
見
な
か
つ
た
東
西
の
美
と
真
と
を
新
し
い
目
に

よ
つ
て
共
に
見
る
喜
び
を
味
ひ
始
め
た
。
吾
々
は
全
然
新
な
要
求
か
ら
し
て
西
洋
を
見
た
の

と
同
じ
様
に
、
今
迄
何
人
も
持
た
な
か
つ
た
目
に
よ
つ
て
東
洋
を
見
る
事
を
始
め
出
し

た
。
…
…

（
柳
宗
悦　

同
）（
註
56
）

　

和
辻
が
劉
生
に
贈
っ
た
『
古
寺
巡
礼
』
は
柳
の
文
章
よ
り
も
湿
り
気
の
あ
る
文
章
で
「
故

郷
」
へ
の
帰
還
を
綴
っ
て
い
る
。
彼
は
冒
頭
近
く
、
自
ら
の
父
の
「
お
前
の
今
や
っ
て
い
る

こ
と
は
道
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
役
に
た
つ
の
だ
、
退
廃
し
た
世
道
人
心
を
救
う
の
に
ど
れ
だ

け
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、「
五
、
六
年
前
の
僕
な
ら
イ
キ

ナ
リ
反
撥
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
今
は
、
親
爺
の
言
葉
の
内
容
が
何
で
あ
ろ
う
と
そ

の
心
持
に
対
し
て
頭
を
下
げ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
」（
註
57
）と
記
す
。
父
の
問
い
は
、

古
寺
巡
礼
と
い
う
行
為
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
和
辻
が
学
ん
で
い
た
哲
学
に
対
す
る
問

い
で
も
あ
っ
た
。
父
の
問
い
に
反
撥
せ
ず
、
頭
を
下
げ
た
息
子
は
故
郷
で
は
な
い（
和
辻
は
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兵
庫
県
仁
豊
野
生
れ
）に
も
か
か
わ
ら
ず
「
し
み
じ
み
奈
良
を
な
つ
か
し
い
と
思
」
い（
註
58
）、

「
東
西
と
す
ら
分
ち
得
な
い
永
遠
の
真
理
の
発
見
者
」（
柳
）と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
よ

っ
て
奈
良
の
古
美
術
に
接
し
た
。

　

和
辻
の
奈
良
行
は
一
九
一
八（
大
正
七
）年
の
こ
と
だ
っ
た
。「
五
、
六
年
前
」
で
あ
れ
ば

「
イ
キ
ナ
リ
反
撥
」
し
た
だ
ろ
う
と
い
う
述
懐
は
、
こ
の
間
に
あ
っ
た
彼
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
出
来
事
以
上
に
、
第
一
次
世
界
大
戦（
一
九
一
四
―
一
八
）を
読
者
に
思
い
出
さ
せ
る
。

「
外
来
の
思
想
」
に
よ
っ
て
日
本
の
状
況
を
批
判
し
た
者
に
と
っ
て
、
そ
の
思
想
が
生
ま
れ

た
地
で
起
こ
っ
た
戦
争
は
、
和
辻
や
柳
た
ち
に
と
っ
て
彼
ら
の
基
盤
を
危
う
く
す
る
ほ
ど
の

危
機
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、
明
治
の
国
家
を
建
設
し
た
父
た
ち
を
は
じ
め
と
す
る
先
達
に
よ

る
、
自
分
た
ち
の
存
在
意
義
へ
の
問
い
に
対
し
て
は
直
接
回
答
す
る
こ
と
な
く
「
故
郷
」
に

帰
還
し
、「
外
来
の
思
想
」
で
東
洋
の
「
偉
大
な
真
理
」
を
見
出
す
と
い
う
作
業
に
よ
っ
て

危
機
か
ら
の
回
避
を
図
ろ
う
と
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
柳
が
一
九
一
五（
大
正
四
）年
か
ら
一
八
年
に
か
け
て
リ
ー
チ
や

同
じ
く
イ
ギ
リ
ス
人
ス
コ
ッ
ト
に
宛
て
た
書
簡
類（
未
投
函
の
も
の
を
含
む
）が
よ
り
直
截
に

心
情
を
伝
え
て
い
る（
註
59
）。
こ
の
時
期
、
彼
は
ブ
レ
イ
ク
の
研
究
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主

義
、
さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
の
神
秘
思
想
へ
と
関
心
を
拡
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
個
人
的
な
関
心
か

ら
だ
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
戦
争
と
そ
れ
に
連
動
し
た
日
本
の
大
陸
進
出
は
、
彼

の
関
心
を
よ
り
ア
ジ
ア
に
向
け
さ
せ
た
。

…
…
僕
の
現
在
の
最
大
の
抱
負
は
、
東
洋
と
西
洋
の
一
般
思
想
、
及
び
特
に
両
者
の
遭
遇
の

問
題
に
解
釈
を
施
す
こ
と
で
す
。
ご
承
知
の
通
り
、
僕
は
こ
れ
ま
で
西
洋
思
想
の
方
を
よ
り

多
く
研
究
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
最
近
、
自
分
は
や
は
り
東
洋
の
嫡
子
な
の
だ
と
感
じ
ま

す
。
だ
か
ら
僕
も
こ
の
よ
う
な
問
題
に
取
組
む
資
格
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
の
で

す
。
…
…（

柳
宗
悦
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
宛
書
簡
、
一
九
一
六
年
三
月
二
四
日
付
）（
註
60
）
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あ
く
ま
で
偶
然
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
、
和
辻
哲
郎
や
柳
宗
悦
た
ち
の
自
ら
の
思
想
的
根

拠
を
問
う
動
向
と
、
岸
田
劉
生
と
椿
貞
雄
が
我
が
身
の
置
き
場
所
を
求
め
る
気
分
が
噛
み
合

っ
て
い
る
。

　

油
彩
画
を
学
ん
だ
劉
生
は
、
草
土
社
の
活
動
の
半
ば
ま
で
こ
の
国
の
伝
統
と
は
無
縁
の
ま

ま
に
自
ら
の
制
作
を
続
け
て
い
た
。
彼
が
公
私
に
わ
た
っ
て
記
し
た
文
章
に
は
同
時
代
の
政

治
状
況
や
戦
争
に
関
す
る
直
接
的
な
記
述
を
見
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
彼
の

日
記
に
は
親
族
の
死
や
病
の
た
び
に
生
家
の
没
落
に
よ
っ
て
離
れ
離
れ
と
な
っ
た
岸
田
家
の

ひ
と
び
と
の
不
幸
を
悲
嘆
す
る
記
述
が
多
い
。
故
郷
の
喪
失
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
一
九
二
〇（
大
正
九
）年
四
月
の
日
記
は
印
象
深
い
。
劉
生
は
こ
の
月
京
都
の
個

展
に
際
し
て
前
年
に
引
き
続
き
奈
良
に
行
き
、
六
日
に
初
め
て
法
隆
寺
の
金
堂
壁
画
を
拝
観

し
た
。
彼
は
「
二
度
と
も
見
そ
こ
な
つ
た
壁
畫
を
い
よ
〳
〵
今
日
は
見
る
事
が
出
来
た
」

が
、
翌
日
京
都
の
旅
館
で
二
代
吟
香（
本
名
・
艾か
い

生せ
い　

一
八
八
五
―
一
九
二
〇
）危
篤
の
電
報

を
受
取
り
、
あ
わ
て
て
東
京
に
向
か
っ
た
。
兄
の
死
の
床
を
見
舞
っ
た
際
、
彼
は
幼
い
こ
ろ

の
兄
の
写
真
を
見
付
け
た
が
、
そ
の
一
葉
の
裏
に
は
「
自
分
は
小
さ
い
時
の
様
に
も
う
一
度

無
邪
気
に
面
白
く
暮
し
て
見
た
い
」
と
い
っ
た
意
味
の
言
葉
が
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
い

う（
註
61
）。
彼
が
制
作
の
再
検
討
と
生
活
上
の
慰
藉
と
し
て
、
柳
が
記
す
「
故
郷
」
に
自
ら
を

包
み
込
む
で
あ
ろ
う
役
割
を
期
待
し
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　

家
庭
の
事
情
は
異
な
り
な
が
ら
も
、
劉
生
と
似
た
よ
う
な
気
分
は
椿
に
も
あ
っ
た
。
一
九

一
五（
大
正
四
）年
に
巽
画
会
第
一
五
回
美
術
展
覧
会
で
二
等
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

父
か
ら
画
家
を
目
指
す
こ
と
を
許
さ
れ
て
は
い
た
。
し
か
し
、
画
家
と
し
て
活
動
し
よ
う
と

す
る
彼
の
前
に
、
機
会
が
あ
れ
ば
実
家
そ
し
て
故
郷
が
現
実
を
突
き
つ
け
て
い
た
。
今
泉
篤

男
は
椿
と
同
郷
の
画
家
で
後
に
同
じ
美
術
団
体
で
あ
る
国
画
会
に
参
加
し
た
土
田
文
雄（
一

九
〇
一
―
七
三
）に
つ
い
て
記
し
た
文
章
の
中
で
、
椿
が
故
郷
に
戻
っ
た
お
り
の
姿
に
言
及

し
て
い
る
。
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…
…
と
に
か
く
土
田
文
雄
は
中
学
を
出
る
と
同
時
に
画
家
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ

る
。
今
か
ら
は
想
像
も
出
来
な
い
よ
う
な
こ
と
だ
が
、
当
時
の
米
沢
の
普
通
の
家
庭
で
は
、

油
絵
画
家
に
な
る
こ
と
な
ど
、
よ
ほ
ど
当
人
の
堅
い
決
心
が
な
け
れ
ば
許
し
て
貰
え
な
い
こ

と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
全
く
異
端
視
さ
れ
て
い
る
職
業
だ
っ
た
。
将
来
の
生
活
の
保
証
の
な
い

油
絵
画
家
に
な
る
こ
と
を
、
親
が
許
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
息
子
を
断
崖
か
ら
突
き
落

と
す
に
等
し
い
よ
う
な
感
さ
え
当
時
は
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
土
田
さ
ん
の
家
庭
は
私

の
と
こ
ろ
と
同
じ
よ
う
に
機
屋
だ
っ
た
か
ら
、
両
親
が
息
子
の
そ
う
い
う
希
望
に
ど
ん
な
に

強
く
反
対
し
た
か
、
私
に
は
よ
く
解
る
。
そ
れ
を
押
し
切
っ
て
、
土
田
文
雄
は
上
京
し
、
川

端
画
学
校
に
入
っ
て
油
絵
を
勉
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
正
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
私
た

ち
後
輩
の
絵
の
好
き
な
連
中
は
、
土
田
さ
ん
の
そ
う
い
う
強
い
意
志
を
尊
敬
し
、
と
も
か
く

息
子
の
そ
う
い
う
志
望
を
許
し
て
東
京
に
出
し
た
土
田
さ
ん
の
家
庭
環
境
を
羨
ん
だ
。
土
田

文
雄
の
以
前
に
、
米
沢
出
身
の
油
絵
画
家
と
し
て
椿
貞
雄
さ
ん
が
い
た
が
、
椿
さ
ん
も
い
ろ

い
ろ
親
の
強
い
反
対
に
遭
っ
て
米
沢
中
学
を
中
途
で
飛
び
出
し
、
画
家
に
な
っ
た
人
で
あ

る
。
そ
の
頃
、
土
田
さ
ん
と
椿
さ
ん
と
の
間
に
は
、
特
別
に
個
人
的
な
深
い
接
触
は
何
も
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
椿
貞
雄
も
意
志
の
強
い
こ
と
で
は
誰
に
も
負
け
な
い
よ
う
な
人
だ
っ

た
が
、
当
時
の
油
絵
画
家
は
ち
ょ
っ
と
世
間
に
名
前
が
出
た
ぐ
ら
い
で
は
、
ほ
と
ん
ど
最
低

の
生
活
の
保
証
も
な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
若
い
椿
さ
ん
も
米
沢
の
実
家
に
帰
る
と
、

私
た
ち
後
輩
の
前
で
は
意
気
軒
昂
た
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
家
庭
で
は
「
放
蕩
息
子
の
帰

宅
」
と
い
う
よ
う
な
観
さ
え
あ
っ
た
。
…
…

（
今
泉
篤
男
「
土
田
文
雄
の
人
と
作
品
」）（
註
62
）

　

今
泉
が
記
す
椿
の
姿
は
、
正
則
中
学
を
退
学
し
た
一
九
一
五（
大
正
四
）年
か
ら
一
、
二
年

と
い
っ
た
短
い
期
間
で
は
な
く
、
も
っ
と
長
い
間
に
わ
た
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
椿
を
「
放

蕩
息
子
」
に
喩
え
る
今
泉
の
回
想
は
、
美
術
史
家
と
し
て
で
は
な
く
、
ひ
と
り
の
米
沢
人
が

見
た
記
憶
と
い
う
性
格
が
強
い（
だ
か
ら
こ
そ
貴
重
で
あ
る
の
だ
が
）。

　

新
約
聖
書
で
語
ら
れ
て
い
る
放
蕩
息
子
は
帰
宅
し
た
こ
と
で
父
に
祝
福
さ
れ
た
が
、
椿
が

そ
う
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
草
土
社
の
活
動
も
軌
道
に
乗
っ
た
一
九
一
九（
大
正
八
）年
か

ら
翌
年
に
か
け
て
、
さ
き
に
そ
の
一
節
を
引
用
し
た
小
説
「
或
家
の
出
来
事
」
を
『
白
樺
』

に
寄
稿
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
推
測
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
小
説
は
米
沢
と
お
ぼ
し

き
「
偉
大
な
る
山
脈
に
囲
ま
れ
た
」「
Y
市
」（
註
63
）の
大
火
を
発
端
と
し
て
、
東
京
で
叔
母
の

家
に
下
宿
し
て
い
た
主
人
公
S
と
Y
市
に
住
む
家
族 

―
横
暴
な
父
、
不
幸
な
母
と
弟
や

妹
た
ち

― 

の
「
恐
ろ
し
い
悪
夢
」
に
つ
い
て
の
長
い
物
語
だ
が
、
Y
市
で
の
生
活
は
主

人
公
だ
け
で
は
な
く
父
を
除
い
た
家
族
た
ち
に
も
「
閉
じ
込
め
ら
れ
た
洞
穴
」（
註
64
）と
言
わ

し
め
る
も
の
だ
っ
た
。
小
説
に
従
う
な
ら
ば
、
椿
の
故
郷
に
対
す
る
思
い
は
ア
ン
ビ
バ
レ
ン

ツ（
愛
情
と
憎
悪
の
入
り
混
じ
っ
た
）な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
気
分
が
、
小
説
で
故
郷
と
対
比

さ
れ
て
い
た
東
京
で
は
な
く
、
お
だ
や
か
で
寛
ぎ
の
あ
る
理
想
的
な
「
故
郷
」
を
求
め
る
力

と
し
て
作
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
二
〇（
大
正
九
）年
、
椿
は
劉
生
の
住
む
鵠
沼
に
転
居
し
た
。
経
済
的
な
不
如
意
は
相

変
わ
ら
ず
だ
っ
た
が
、
劉
生
と
の
交
流
は
再
び
親
密
な
も
の
と
な
り
、
劉
生
の
日
記
に
は
椿

の
名
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
記
さ
れ
て
い
る
。

…
…
椿
の
処
へ
行
く
。
椿
に
到
れ
ば
、
昨
日
急
に
長
野
よ
り
来
信
に
て
長
与
へ
行
き
、
結
婚

の
話
も
少
し
進
み
長
与
の
妻
君
が
長
野
に
行
つ
て
く
れ
る
事
に
な
り
、
余
に
仲
人
を
た
の
み

た
し
と
の
事
、
余
も
喜
ば
し
く
思
ふ
。
椿
の
新
し
い
静
物
段
々
と
よ
く
な
る
。
…
…

（
岸
田
劉
生
、
日
記
、
一
九
二
〇
年
三
月
一
一
日
）（
註
65
）

　

翌
二
一
年
三
月
、
椿
は
劉
生
夫
妻
の
媒
酌
に
よ
っ
て
長
與
善
郎
夫
人
の
妹
で
あ
る
市
川
隆

子（
一
九
〇
一
―
八
九
）と
結
婚
し
た
。
内
輪
の
式
で
は
あ
っ
た
が
米
沢
か
ら
父
も
出
席
し

た
。
全
面
的
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
こ
の
こ
ろ
に
は
お
互
い
が
歩
み
寄
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
関
係
は
な
い
が
、
劉
生
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
椿
の
父
の
姿
か
ら
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は
、
志
賀
直
哉（
一
八
八
三
―
一
九
七
一
）が
一
七
年
一
〇
月
、『
黒
潮
』
に
発
表
し
た
小
説

「
和
解
」
が
思
い
出
さ
れ
る
。

拝
啓　

春
暖
之
候
益
々
御
精
適
奉
賀 

　

御
令
息
貞
雄
君
之
御
婚
儀
も
め
で
た
く
相
済
み
御

祝
福
申
上
候　

そ
の
節
は
い
ろ
〳
〵
失
礼
の
み
致
し 

事
と
存
じ 

も
何
卒
御
容
謝マ
マ

被
下

度 又
先
日
は
結
構
な
る
品
御
届
け
下
さ
れ
難
有
拝
受
仕
候

先
は
右
御
礼
か
た
〴
〵
後
れ
な
が（
マ
マ
）御
祝
ひ
迄　

匆
々

　
　
　

四
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
州
鵠
沼　

岸
田
劉
生

　
　

椿
英
夫
様（
註
66
）

故
郷 

Ⅱ

　

岸
田
劉
生
の
「
内
に
眠
つ
て
ゐ
た
東
洋
の
美
の
伝
統
」
は
当
初
、
前
項
で
み
た
和
辻
哲
郎

や
柳
宗
悦
が
記
し
て
い
た
、
東
西
が
共
有
す
る
で
あ
ろ
う
美
意
識
の
発
見
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。

　

一
九
一
九（
大
正
八
）年
の
年
末
、
劉
生
は
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク（
一
三
九
五
―
一
四

四
一
頃
）の
複
製
画
二
点
を
入
手
す
る
と
共
に
、
人
を
介
し
て
京
都
の
日
本
画
家
・
榊
原
紫

峰（
一
八
八
七
―
一
九
七
一
）が
所
蔵
す
る
明
時
代
の
画
家
・
呂
紀（
一
四
二
九
―
一
五
〇
五
）

が
描
い
た
鷺
の
絵
を
借
り
た（
註
67
）。
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
の
複
製
画
の
う
ち
一
点
、《
ア
ル
ノ

ル
フ
ィ
ー
ニ
夫
妻
像
》（
一
四
三
四
年
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ロ
ン
ド
ン
蔵
）か
ら

は
、
毎
日
刺
激
を
受
け
て
い
た
。
劉
生
自
身
の
作
品
に
は
こ
の
作
品
の
持
つ
「
ホ
ロ
リ
と
し

た
美
く
し
さ
し
ぶ
い
、
ラ
イ
ト
レ
ツ
ト
の
様
な
感
じ
の
美
く
し
さ
」
に
加
え
、「
あ
の
エ
チマ
マ

プ
ト
彫
刻
の
持
つ（
今
頭
に
コ
ナ
を
ひ
く
女
等
を
お
い
て
ゐ
る
）、
深
い
単
純
な
、
や
は
り
も

ろ
い
ほ
ろ
り
と
し
た
あ
た
ゝ
か
い
感
じ
」
が
欲
し
い
と
記
し
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い

る
。

　

し
ぶ
い
、
あ
た
ゝ
か
い
美
、
静
か
で
単
純
で
簡
素
で
、
ミ
ス
チ
ツ
ク
な
味
、
原
始
又
は
創
始

（
民
族
的
に
）の
芸
術
の
み
持
つ
あ
の
簡
素
な
神
秘
な
味
が
今
余
の
胸
の
中
に
あ
る
。
…
…（
註
68
）

　

年
が
明
け
、
一
九
二
〇
年
一
月
三
〇
日
の
日
記
。

…
…
昨
日
仕
立
上
つ
た
新
ら
し
い
鄙
び
た
美
の
あ
る
銘
せ
ん
を
麗
子
に
着
せ
、
村
娘
の
例
の

赤
い
羽
織
を
き
せ
畫
室
に
坐
ら
し
て
見
た
ら
、
そ
の
美
く
し
さ
に
驚
く
。
重
く
、
し
か
も
ほ

つ
こ
り
と
暖
く
、
木
彫
の
坐
像
の
如
く
、
エ
ヂ
プ
ト
の
彫
刻
の
味
と
不
思
議
な
東
洋
と
の
味

と
に
色
彩
の
神
秘
を
加
へ
生
々
し
く
、
全
く
驚
く
。
椿
も
と
も
に
見
て
感
嘆
す
。
…
…（
註
69
）

　

劉
生
は
翌
日
水
彩
を
試
み
る
が
、
こ
の
時
期
の
作
品
を
今
日
見
る
と
彼
が
記
す
よ
う
な
意

図
は
理
解
し
難
い
。
作
品
の
評
価
は
別
と
し
て
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
彼
が
自
ら
の
制
作
の

現
場
で
「
美
」
の
性
格
や
あ
り
か
に
東
洋
的
な
る
も
の
の
要
素
を
見
出
し
、
彼
の
語
彙
に
よ

っ
て
言
語
化
し
て
お
り
、
そ
れ
を
椿
貞
雄
も
共
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

四
月
二
一
日
、
劉
生
は
家
族（
妻
・
蓁
と
妹
の
照
）と
共
に
東
京
帝
室
博
物
館（
表
慶
館
）で

開
催
さ
れ
て
い
た
醍
醐
寺
宝
物
特
別
展
覧
会
を
見
学
し
た
。「
惜
し
い
事
に
皆
顔
に
深
い
魅

力
が
足
り
な
い
。
…
…（
中
略
）…
…
個
性
芸
術
で
な
い
伝
統
芸
術
の
持
つ
共
通
の
欠
点
は
こ

れ
だ
」（
註
70
）と
批
判
し
な
が
ら
、
一
〇
日
後
依
頼
さ
れ
た
『
水
野
仙
子
集
』
の
表
紙
原
画
を

制
作
し
た
際
に
は
「
先
日
の
表
慶
館
で
見
た
素
描
単
彩
の
味
を
参
考
に
し
た
」（
註
71
）と
記
し

て
い
る
。
表
慶
館
で
展
示
さ
れ
て
い
た
作
品
に
は
彼
の
琴
線
に
触
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
五
月
三
日
。
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…
…
仕
事
の
後
蓁
の
希
望
に
て
、
屛
風
の
た
め
唐
紙
に
麗
子
と
村
娘
の
立
像
を
か
く
。
毛
筆

の
濃
墨
の
素
描
に
、
古
代
朱
を
単
彩
し
、
他
に
極
少
し
二
三
の
色
を
加
へ
し
、
重マ
マ

に
白
黒
朱

の
単
純
な
色
調
の
も
の
な
り
。
美
し
く
出
来
た
。
こ
れ
は
先
日
見
た
表
慶
館
の
仏
畫
の
素
描

か
ら
う
け
た
色
や
線
を
生
か
し
た
も
の
也
。
こ
の
屛
風
は
我
家
に
所
蔵
す
る
為
作
り
し
も
の

也
。
…
…（
註
72
）

　

こ
こ
で
劉
生
は
気
に
入
っ
た
仏
画
の
エ
ッ
セ
ン
ス
、
特
に
線
の
表
情
を
自
作
に
取
り
入
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
前
年
彼
が
読
ん
だ
で
あ
ろ
う
和
辻
の
『
古
寺
巡
礼
』
に
記
さ
れ

て
い
た
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
線
に
つ
い
て
の
言
及
を
思
い
出
さ
せ
、
ま
た
同
時
に
彼
が
以
前

か
ら
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
も
繋
が
る
。
材
料（
素
材
）と
画
家

が
意
図
し
た
制
作
上
の
課
題
の
両
面
か
ら
考
え
て
、
発
表
を
意
図
せ
ず
に
制
作
し
た
こ
の
屛

風
が
後
に
続
く
「
日
本
畫
」
制
作
の
は
じ
ま
り
だ
っ
た（
註
73
）。

　

劉
生
の
東
洋
美
術
へ
の
関
心
は
彼
ひ
と
り
の
み
で
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
動
機
は
異
な
っ
て
い
た
も
の
の
柳
宗
悦
や
和
辻
哲
郎
た
ち
の
動
向

と
連
動
し
て
い
る
。
他
に
も
、
一
九
一
五（
大
正
四
）年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
北
京
に
滞
在
し

た
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
の
体
験
は
劉
生
に
と
っ
て
早
す
ぎ
る
も
の
の
、
一
九
年
に
劉
生
た

ち
と
奈
良
を
訪
れ
た
木
村
荘
八
は
翌
年
中
国
大
陸
に
渡
り
、
木
下
杢
太
郎（
一
八
八
五
―
一

九
四
五
）と
共
に
雲
崗
石
窟
を
見
学
し
て
い
る
。

　

荘
八
の
行
動
は
関
心
の
域
を
出
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
劉
生
や
椿
が
最
初
に
見
出

し
た
東
洋
的
要
素
が
エ
ジ
プ
ト
彫
刻
を
包
含
し
た
、
あ
る
い
は
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
併
せ
て
考
え
る
と（
註
68
、
69
参
照
）、
劉
生
た
ち
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
が
成
立
す
る
以
前
の
東

西
の
美
術（
主
に
彫
刻
）に
共
通
す
る
も
の
を
西
洋
美
術
か
ら
東
洋
美
術
へ
の
回
路
と
し
て
い

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
本
多
秋
五
が
指
摘
し
た
よ
う
な
「
西
洋
か

ら
東
洋
へ
」
と
い
う
「
跨
ぎ
」（
註
74
）で
は
な
く
、「
ク
ラ
シ
ツ
ク
の
感
化
」
同
様
、「
原
始
又

は
創
始（
民
族
的
に
）の
芸
術
の
み
持
つ
あ
の
簡
素
な
神
秘
な
味
」（
劉
生
）を
求
め
、
美
術
史

を
遡
行
す
る
と
い
う
彼
ら
な
り
の
手
続
き
を
経
て
い
る（
註
75
）。

　

そ
の
具
体
例
を
作
品
上
で
確
認
す
る
な
ら
ば
、
昭
和
戦
前
期
に
大
久
保
泰（
一
九
〇
五
―

八
九
）が
ギ
リ
シ
ャ
彫
や
古
い
仏
教
彫
刻
に
つ
い
て
の
印
象
を
「
古
式
の
笑
」
と
い
う
言
葉

で
纏
め
た
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
・
ス
マ
イ
ル
で
あ
り
、
造
形
の
古
拙
さ
で
あ
る
。

　

私
達
は
屢
々
希
臘
の
ア
ル
カ
イ
ツ
ク
少
女
像
、
近
く
は
大
同
府
雲
崗
の
石
佛
及
び
我
が
推

古
佛
等
に
古ア
ル
カ
イ
ツ
ク・
ス
マ
イ
ル

式
の
笑
い
を
見
る
。
そ
れ
等
は
言
ひ
合
せ
た
や
う
に
唇
の
両
端
を
や
ゝ
上
方
へ

半
月
形
に
彎
曲
し
て
、
恰
も
微
笑
を
湛
へ
て
ゐ
る
か
の
如
く
に
見
え
る
。
そ
れ
は
口
邊
に
出

來
る
影
次
第
で
、
微
笑
に
も
苦
笑
に
も
變
る
眞
に
不
思
議
な
表
情
で
あ
る
。
昔
か
ら
人
々
は

こ
の
神
秘
に
随
分
と
悩
ま
さ
れ
て
來
た
も
の
で
あ
る
。

（
大
久
保
泰
「
古ア
ル
カ
イ
ツ
ク・
ス
マ
イ
ル

式
の
笑
」）（
註
76
）

　

劉
生
の
水
彩
《
麗
子
裸
像
》（
一
九
二
〇
年
八
月
三
一
日
）は
エ
ジ
プ
ト
彫
刻
《
書
記
座
像
》

（
紀
元
前
二
六
〇
〇
―
二
三
五
〇
年
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
蔵
）な
ど
と
呼
応
す
る
も
の
だ
ろ
う

し
、
水
彩
の
翌
年
に
制
作
さ
れ
た
《
童
女
像（
麗
子
花
持
て
る
）》（
一
九
二
一
年
九
月
二
六

日
）や
《
麗
子
微
笑（
青
果
持
テ
ル
）》（
一
九
二
一
年
一
〇
月
一
五
日
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、

重
要
文
化
財
）に
見
ら
れ
る
麗
子
の
表
情
は
明
ら
か
に
大
久
保
が
記
す
「
古
式
の
笑
」
と
な

っ
て
い
る
。
椿
が
描
く
人
物
が
劉
生
の
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
表
情
を
獲
得
す
る
の
は
数

年
遅
れ
て
お
り
、
姪
の
菊
子（
本
名
・
喜
久
子
）を
描
い
た
《
菊
子
座
像
》（
一
九
二
二
年
一
月

二
〇
日
、
平
塚
市
美
術
館
蔵
）や
《
菊
子
遊
戯
之
図
》（
一
九
二
二
年
三
月
二
一
日
、
山
形
大

学
附
属
博
物
館
蔵
）な
ど
か
ら
確
認
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
表
情
の
描
写
は
一
九
二
二
年
当
時
の
椿
の
技
倆
で
は
難
し
い
課
題
だ
っ

た
。
同
じ
年
に
制
作
さ
れ
た
《
洋
装
せ
る
菊
子
立
像
》（
米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
、cat.

no.45

）を
見
る
と
、
以
前
か
ら
の
生
硬
な
人
物
描
写
と
表
情
に
盛
り
込
み
た
い
新
し
い
美
的

感
覚
が
乖
離
し
た
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
菊
子
の
表
情
や
眼
を
「
人
形
の
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よ
う
な
」
と
い
う
形
容
が
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
、
無
機
質
に
近
い
も
の
に
し
て
し
ま
っ
て

い
る（
こ
れ
は
《
菊
子
遊
戯
之
図
》
に
も
認
め
ら
れ
る
）。
椿
が
こ
の
問
題
を
克
服
し
、
無
理

な
く
再
現
す
る
ま
で
に
は
更
に
数
年
を
要
し
て
お
り
、《
童
子
像（
男
の
子
の
首
）》（
一
九
二

四
年
一
月
二
〇
日
、
下
関
市
立
美
術
館
蔵
、cat.no.48

）の
制
作
あ
た
り
で
彼
の
「
古
式
の

笑
」
は
よ
う
や
く
技
術
的
解
決
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（
註
77
）。

　

見
落
と
さ
れ
が
ち
で
は
あ
る
が
、
劉
生
と
椿
が
こ
の
よ
う
に
東
洋
美
術
に
接
近
す
る
上
で

『
白
樺
』
同
人
と
し
て
強
い
影
響
を
与
え
た
人
物
は
長
與
善
郎
で
は
な
か
っ
た
か
。
椿
の
義

兄
と
な
っ
た
長
與
は
後
年
、
劉
生
の
こ
と
を
「
最
も
気
楽
に
つ
き
あ
え
る
畏
友
」（
註
78
）と
評

し
て
い
る
。
彼
は
他
の
『
白
樺
』
同
人
た
ち
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
に
接
す
る
一
方

で
、「
父
祖
以
来
の
お
の
ず
か
ら
な
環
境
と
薫
陶
と
に
よ
っ
て
か
、
子
供
の
時
か
ら
シ
ナ
の

陶
淵
明
、
東
坡
な
ど
の
文
人
墨
客
風
の
文
物
」（
註
79
）に
親
し
ん
で
い
た
。
こ
の
点
、
柳
な
ど

と
は
対
照
的
で
あ
る
。
長
與
は
一
九
一
九（
大
正
八
）年
七
月
下
旬
か
ら
四
年
間
ほ
ど
鎌
倉
・

由
比
ヶ
浜
に
住
ん
で
お
り
、
こ
の
こ
ろ
の
劉
生
の
日
記
に
頻
出
す
る
「
鎌
倉
へ
行
く
」
と
い

う
記
述
は
、
ほ
と
ん
ど
長
與
宅
を
訪
れ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
二
〇
年
一
二
月
に
刊
行
さ

れ
た
『
劉
生
畫
集
及
芸
術
観
』
は
、
實
篤
と
長
與
に
対
し
て
「
自
分
の
思
想
と
芸
術
は
両
兄

と
の
特
別
な
る
友
情
に
は
ぐ
く
ま
れ
る
所
が
多
か
つ
た
」（
註
80
）と
感
謝
の
言
葉
を
添
え
て
捧

げ
ら
れ
て
い
る
。

　

劉
生
の
日
記
に
は
長
與
か
ら
東
洋
の
美
術
に
つ
い
て
触
発
さ
れ
た
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ

な
い
が
、
劉
生
と
椿
は
日
々
の
交
流
の
中
で
長
與
か
ら
「
文
人
墨
客
風
の
文
物
」
に
関
す
る

情
報
を
吸
収
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る（
註
81
）。
た
と
え
ば
、
一
九
二
〇
年
七

月
二
日
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

◯
椿
は
長
与
と
昨
日
審
美
書
院
に
行
き
、
宋
畫
の
花
鳥
蓮
と
鷺
呂
紀
の
も
の
其
他
仏
畫
？

な
ど
買
つ
て
来
て
ゐ
た
。（
註
82
）

 

＊

　

同
じ
時
期
、
岸
田
劉
生
た
ち
『
白
樺
』
文
化
圏
の
外
で
も
、
美
術
品
の
移
動
と
い
う
で
き

ご
と
に
よ
っ
て
東
洋
の
古
美
術
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
。

　

茶
人
の
高
橋
箒
庵（
本
名
・
義
雄 

一
八
六
一
―
一
九
三
七
）は
『
近
世
道
具
移
動
史
』（
一

九
二
九
年
）の
中
で
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
美
術
品
の
移
動
に
つ
い
て
、
第
一
期
：
明
治

維
新
か
ら
日
清
戦
争
の
終
局
ま
で（
一
八
六
八
―
九
五
）、
第
二
期
：
日
清
戦
争
直
後
か
ら
明

治
時
代
の
終
わ
り
ま
で（
一
八
九
六
―
一
九
一
二
）、
第
三
期
：
大
正
時
代（
一
九
一
二
―
二

六
）と
三
期
に
分
け
、
更
に
第
三
期
に
つ
い
て
「
内
国
政
治
経
済
上
の
推
移
若
く
は
欧
州
大

戦
争
の
影
響
又
は
関
東
大
震
災
等
の
事
変
に
依
り
道
具
社
会
に
現
は
れ
た
変
化
状
態
が
自
然

に
分
割
し
た
四
段
の
時
期
」
と
し
て
、「
準
備
時
期
」（
一
九
一
二
―
一
六
）、「
成
金
時
期
」

（
一
九
一
六
―
二
〇
）、「
頓
挫
時
期
」（
一
九
二
〇
―
二
三
）、「
震
災
時
期
」（
一
九
二
三
―
二

六
）の
四
期
に
分
け
て
い
る（
註
83
）。
こ
の
う
ち
、
本
項
と
関
わ
る
時
期
は
「
成
金
時
期
」
が

該
当
す
る
。

　
「
成
金
時
期
」
は
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
空
前
の
好
景
気
を
背
景
と
し
て
急
激
に
富
裕

と
な
っ
た
「
成
金
」
層
の
出
現
が
命
名
の
由
来
で
あ
り
、
箒
庵
は
こ
の
は
じ
ま
り
を
一
九
一

六（
大
正
五
）年
五
月
一
六
日
に
東
京
美
術
倶
楽
部
で
行
わ
れ
た
旧
仙
台
藩
主
・
伊
達
伯
爵
家

の
入
札
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
家
名
を
表
に
出
さ
ず
従
来
内
々
に
処
分
さ
れ
て
い
た
旧
大
名

家
の
美
術
品
等
が
入
札
会
と
い
う
か
た
ち
で
公
開
の
場
で
扱
わ
れ
た
社
会
的
事
件
で
あ
り
、

こ
の
入
札
以
後
次
々
と
旧
大
名
家
の
所
蔵
品
売
立
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

…
…
明
治
二
十
五
年
頃
か
ら
折
々
出
現
し
た
道
具
入
札
会
に
も
大
名
家
の
出
品
は
至
つ
て
稀

で
、
此
間
大
名
道
具
の
移
動
し
た
の
は
大
抵
個
人
取
引
に
過
ぎ
な
か
つ
た
、
然
る
に
仙
台
伊

達
家
の
如
き
国
持
大
名
中
一
二
の
大
名
家
が
、
大
ビ
ラ
に
名
乗
つ
て
道
具
入
札
会
を
開
い
た

大
胆
極
ま
つ
た
処
置
は
、
他
の
大
名
家
を
動
か
し
て
伊
達
家
す
ら
既
に
斯
く
の
如
し
、
我
等

も
決
し
て
遠
慮
す
る
に
及
ば
ぬ
と
云
ふ
観
念
を
起
さ
し
め
、
此
時
よ
り
諸
大
名
家
が
続
々
道

具
を
入
札
売
却
に
附
す
る
事
と
為
つ
た
の
で
、
恰
も
好
し
成
金
連
中
の
道
具
慾
求
に
投
じ
、
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茲
に
売
手
と
買
手
の
顔
が
揃
つ
て
、
道
具
大
移
動
の
時
期
を
出
現
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ

る
。

（
高
橋
義
雄
「
道
具
移
動
第
三
期
」）（
註
84
）

　

伊
達
家
の
入
札
は
関
係
者
の
関
心
を
集
め
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
箒
庵
は
入
札
会
前
の

日
記
に
「
入
札
会
開
闢
以
来
の
出
来
事
」
と
し
て
、

…
…
今
度
伊
達
家
の
入
札
は
来
観
者
余
り
に
多
数
な
ら
ん
事
を
虞
れ
、
目
録
一
萬
二
千
冊
を

刷
り
、
一
冊
に
就
き
入
場
券
一
枚
を
封
入
し
て
入
場
券
持
参
者
の
外
入
場
を
許
さ
ぬ
事
と
為

し
た
れ
ば
、
入
場
券
附
目
録
は
或
る
地
方
に
て
一
部
二
圓
五
十
銭
位
に
売
買
せ
ら
る
ゝ
に
至

り
た
る
由
、
見
せ
ぬ
と
云
へ
ば
見
た
く
な
る
が
人
情
に
て
、
其
見
物
人
を
限
り
た
る
が
却
て

大
に
人
気
を
引
立
つ
る
や
と
も
知
れ
ず
と
な
り
。
…
…

（
高
橋
義
雄
、
日
記
、
一
九
一
六
年
五
月
六
日
）（
註
85
）

と
記
し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
当
時
最
大
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
新
聞
に
報
道
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

時
事
新
報
の
美
術
記
者
太
田
某
来
訪
、
伊
達
家
入
札
道
具
中
最
も
有
名
な
る
者
の
説
明
を

乞
ふ
。
因
て
岩
城
文
琳
、
梁
階
普
化
、
老
女
香
炉
、
寸
松
庵
色
紙
、
継
色
紙
、
辻
堂
香
合
等

に
就
き
所
見
を
述
べ
、
今
度
伊
達
家
の
入
札
は
明
治
二
十
五
、
六
年
頃
東
京
に
於
て
德
田
太

助
が
河
村
傳
衞
氏
及
び
渡
邊
驥
氏
の
所
蔵
品
を
現
今
行
は
る
ゝ
方
法
に
依
り
て
入
札
に
附
し

た
る
以
来
、
御
家
柄
と
云
ひ
道
具
筋
と
云
ひ
共
に
未
曾
有
の
入
札
会
な
れ
ば
、
世
に
謂
ふ
成

金
家
が
不
見
点
の
高
札
を
試
み
て
道
具
価
格
に
一
新
紀
元
を
開
く
べ
き
や
も
知
れ
ず
な
ど
物

語
れ
り
。

（
高
橋
義
雄
、
日
記
、
一
九
一
六
年
五
月
九
日
）（
註
86
）

　

箒
庵
の
新
時
代
到
来
の
予
感
は
後
日
、「
総
売
上
金
高
百
五
萬
圓
に
て
古
今
未
曾
有
な

り
」（
註
87
）と
い
う
結
果
と
し
て
現
れ
、
同
じ
年
の
七
月
五
日
に
第
二
回
の
入
札
が
行
わ
れ
た
。

　

箒
庵
が
新
聞
記
者
に
語
っ
た
伊
達
家
入
札
の
主
要
な
作
品
は
、
明
治
以
降
新
た
に
勃
興
し

た
財
界
人
を
中
心
と
す
る
数
寄
者
た
ち
の
評
価
の
基
礎
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
明
確
に
物
語

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
室
町
以
来
の
茶（
華
、
香
）道
と
一
体
と
な
っ
た
中
で
定
ま
っ
た
価
値
基

準
に
基
づ
い
た
眼
の
記
憶
で
あ
り
、
伝
統
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
伊
達
家
入
札
の
翌
年
、
前
項
に
記
し
た
通
り
『
白
樺
』
で
初
め
て
東
洋
美
術
が
紹
介

さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
柳
宗
悦
が
「
吾
々
は
今
迄
の
漢
学
者
や
僧
侶
や
畫
家
が
示
し
た
様
な

宗
教
と
芸
術
と
、
道
徳
と
に
は
殆
ど
関
り
の
な
い
」
も
の
と
し
て
東
洋
の
美
術
を
見
出
し
た

と
主
張
し
て
い
た
点
に
注
意
し
た
い
。
現
実
の
社
会（
状
況
）と
『
白
樺
』
の
関
係
は
前
者
に

対
峙
す
る
こ
と
で
後
者
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
伊
達
家
の
売
立
か
ら
は
じ
ま

る
古
美
術
熱（「
道
具
大
移
動
の
時
期
」）と
『
白
樺
』
の
編
輯
は
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
。

　

柳
や
和
辻
哲
郎
た
ち
の
東
洋
へ
の
回
帰
。
そ
れ
は
先
行
す
る
世
代
、
比
喩
を
用
い
る
な
ら

ま
さ
し
く
「
父
た
ち
の
世
代
」
と
の
和
解
を
果
た
さ
な
い
ま
ま
の
「
故
郷
」
へ
の
帰
還
だ
っ

た
こ
と
が
、
箒
庵
と
柳
を
対
比
す
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、『
白
樺
』
同
人
た
ち

を
は
じ
め
と
す
る
若
い
世
代
の
東
洋
美
術
と
の
関
わ
り
は
、
箒
庵
な
ど
の
世
代
ま
で
に
蓄
積

さ
れ
た
眼
の
記
憶
を
意
図
的
に
受
け
継
が
な
い
「
回
帰
」 

―
古
来
か
ら
価
値
あ
る
「
モ

ノ
」
は
受
け
継
ぎ
つ
つ
そ
の
評
価
の
軸
を
変
更
し
た
り
、
逆
に
評
価
の
フ
レ
ー
ム
は
そ
の
ま

ま
に
新
た
な
「
モ
ノ
」
を
見
出
す
作
業
。
そ
れ
は
古
典
を
新
し
い
「
眼
」
で
見
、
自
分
た
ち

の
言
葉
で
語
る
と
い
う
、
清
新
な
作
業
で
は
あ
っ
た
の
だ
が

― 

だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

後
年
柳
を
中
心
に
始
ま
っ
た
民
藝
運
動
に
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
が（
註
88
）、
劉
生
に
よ
る

宋
元
画
の
評
価
も
同
じ
で
あ
る
。

　

劉
生
は
一
九
二
〇（
大
正
九
）年
一
一
月
二
六
日
、
原
三
溪（
本
名
・
富
太
郎 

一
八
六
八
―

一
九
三
九
）の
長
男
・
善
一
郎（
一
八
九
二
―
一
九
三
七
）の
招
待
で
三
溪
園
に
招
か
れ
、
原

家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
和
辻
と
共
に
見
学
し
た（『
古
寺
巡
礼
』
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
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「
Z
君
」
は
善
一
郎
）。

…
…
三
人
で
い
ろ
〳
〵
見
る
。
宋
の
前
、
ゲ
ン
時
代
の
風
景
畫
、
上
図
の
如
き
も
の（
引
用

者
註　
図
は
略
）は
い
ゝ
も
の
だ
と
思
つ
た
。
毛
益
の
猫
は
さ
す
が
に
刺
戟
う
け
た
。
小
さ
な

も
の
で
猫
な
ど
は
小
さ
く
描
か
れ
て
あ
る
が
、
深
い
儼
然
と
し
た
感
じ
が
こ
も
つ
て
、
色
も

筆
も
美
し
い
。
へ
ん
に
生
き
て
ゐ
る
。
…
…（
註
89
）

　

こ
の
翌
年
か
ら
劉
生
は
い
よ
い
よ
自
ら
中
国
の
絵
画
や
浮
世
絵（
肉
筆
、
版
画
）な
ど
「
オ

リ
ジ
ナ
ル
」
の
美
術
品
収
集
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
に
は
宋
元
画
も
含
ま
れ
て
お

り
、
一
九
二
二
年
一
一
月
九
日
に
は
三
溪
旧
蔵
の
《
鳩
図
》
を
入
手
す
る
と
い
う
幸
運
に
恵

ま
れ
た（
註
90
）。
つ
い
に
は
、

　

私
は
今
、
宋
元
を
一
番
尊
敬
し
、
又
お
そ
ろ
し
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
西
洋
の
古
典
も
尊

敬
し
ま
す
が
し
か
し
、
心
か
ら
恐
ろ
し
い
と
は
思
ひ
ま
せ
ん
、
自
分
が
も
し
宋
元
に
至
れ
た

ら
ど
ん
な
に
う
れ
し
い
で
せ
う
。
私
の
新
し
い
目
標
は
宋
元
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
又
う

ん
と
勉
強
し
や
う
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。

（
岸
田
劉
生
「
出
品
畫
に
つ
い
て
」）（
註
91
）

と
公
表
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
の
傾
倒
が
、
関
東
大
震
災
直
前
の
「
東
西
の
美
術
を
論
じ

て
宋
元
の
写
生
畫
に
及
ぶ
」
執
筆
に
結
実
し
た
。

　

劉
生
は
「
東
西
の
美
術
を
論
じ
て
宋
元
の
写
生
畫
に
及
ぶ
」
の
冒
頭
で
、「
ま
だ
充
分
に

一
般
的
に
な
つ
て
ゐ
な
い
こ
の
宋
元
写
生
畫
の
真
価
」、「
こ
の
宋
元
写
生
畫
と
て
、
一
部
の

4

4

4

本
当
に
理
解
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

鑑
賞
家
な
り
芸
術
家
な
り
に
よ
り
て
充
分
に
鑑
賞
さ
れ
そ
の
真
価
を
認
め

ら
れ
て
は
ゐ
る
」（
傍
点
引
用
者
）（
註
92
）な
ど
と
記
し
て
い
る
。
一
九
二
四
年
一
月
の
『
改
造
』

に
掲
載
さ
れ
た
こ
の
宋
元
画
論
は
、
も
と
も
と
『
白
樺
』
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
て
い
た（
註

93
）。
そ
の
た
め
、
こ
の
見
解
は
不
特
定
多
数
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
彼
の
仲
間

（『
白
樺
』
の
読
者
を
含
む
）に
向
け
て
の
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
今
泉
篤
男
の
回
想
か
ら

も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

…
…
椿
さ
ん
と
い
う
方
は
家
が
土
建
屋
さ
ん
で
、
そ
れ
で
そ
の
お
父
さ
ん
に
絵
か
き
に
な
る

と
い
っ
て
い
わ
ば
勘
当
さ
れ
て
、
上
京
し
た
よ
う
な
境
遇
と
承
っ
て
い
ま
し
た
。
白
樺
派
の

岸
田
劉
生
そ
の
他
に
非
常
に
心
酔
し
て
、
劉
生
ば
り
の
絵
を
か
い
て
居
ら
れ
た
こ
と
を
、
私

ど
も
は
小
さ
い
時
か
ら
拝
見
し
て
お
ぼ
え
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
で
お
宅
に
あ
そ
び
に
参
り
ま

す
と
、「
君
た
ち
は
こ
う
い
う
絵
は
わ
か
る
ま
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
そ
の
時
示
さ
れ
た

絵
が
、
徽
宗
皇
帝
の
「
桃
鳩
の
図
」
な
ん
で
す
ね
。
み
ん
な
油
絵
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
時

で
す
か
ら
、
そ
ん
な
中
国
の
院
体
画
な
ん
て
の
は
、
ど
ん
な
名
画
で
も
そ
ん
な
に
み
ん
な
興

味
が
な
い
時
で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
絵
が
良
い
の
か
な
あ
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
椿
大
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
な
ら
間
違
い
無
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
こ
う
い
う
も
の

に
多
少
注
目
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
中
学
も
、
か
な
り
三
年
ぐ
ら
い
の
時
じ
ゃ

な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

（
今
泉
篤
男
「
美
術
随
想
」）（
註
94
）

　

今
泉
は
一
九
一
五（
大
正
四
）年
に
米
沢
中
学
校
に
入
学
し
た
。
彼
が
回
想
す
る
「
三
年
ぐ

ら
い
の
時
」
だ
と
す
る
と
一
七
年
と
な
り
、
こ
れ
は
時
期
が
早
す
ぎ
る
。
彼
は
二
三
年
に
東

京
帝
国
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
科
に
入
学
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
二

一
、
二
年
こ
ろ
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る（
た
だ
し
、
今
泉
は
一
九
二
〇
年
に
山
形
高
等
学

校
理
科
甲
類
に
入
学
し
て
い
る
。「
中
学
」
は
旧
制
高
等
学
校
の
記
憶
違
い
か
）。

　

今
泉
の
「
み
ん
な
油
絵
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
時
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
中
国
の
院
体
画
な

ん
て
の
は
、
ど
ん
な
名
画
で
も
そ
ん
な
に
み
ん
な
興
味
が
な
い
時
」
と
い
う
回
想
は
、
さ
き

に
引
用
し
た
劉
生
の
宋
元
画
へ
の
傾
倒
の
公
表
を
、
欧
米
の
芸
術
の
紹
介
に
偏
重
し
て
い
た
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従
来
の
『
白
樺
』
を
基
礎
教
養
と
し
た
彼
の
支
持
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
受
け
取
っ
た
か
を

考
え
る
上
で
参
考
と
な
る
。
確
か
に
、『
白
樺
』
の
圏
内
に
限
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
宋
元
画

と
そ
の
重
要
性
は
劉
生
や
椿
貞
雄
と
い
っ
た
ご
く
限
ら
れ
た
人
物
に
よ
っ
て
「
発
見
」
さ
れ

た（
註
95
）。

　

し
か
し
、『
白
樺
』
文
化
圏
の
外
で
は
箒
庵
が
一
九
一
八（
大
正
七
）年
三
月
の
「
東
都
茶

会
記
」
に
「
支
那
絵
画
の
最
も
進
歩
し
た
る
宋
の
徽
宗
皇
帝
時
代
」（
註
96
）と
記
し
て
い
る
よ

う
に
、
数
寄
者
た
ち 

―
劉
生
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
学
し
た
三
溪
も
そ
の
中
で
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
た

― 

は
宋
元
の
写
生
画
に
対
し
て
室
町
時
代
の
東
山
御
物
か
ら
続
く

敬
意
を
払
っ
て
お
り
、
宋
元
画
は
日
本（
人
）の
伝
統
的
な
中
国
美
術
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

っ
て
い
た
。
見
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
劉
生
は
当
時
古
美
術
に
関
心
を
持
つ
者
な
ら
ご
く
当
た

り
前
だ
っ
た
認
識
を
あ
た
か
も
自
ら
の
発
見
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
は
今
泉
た
ち
に
宋
元
画
の
重
要
性
を
説
い
た
椿
も
同
じ
で
あ
る
。
劉
生
た
ち
は
数

寄
者
の
理
解
に
つ
い
て
、
後
に
柳
が
茶
人
た
ち
を
批
判
し
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
た
だ
箱
書

（
伝
来
）を
あ
り
が
た
が
っ
て
い
る
だ
け
で
、
作
品
の
真
価
は
理
解
し
て
い
な
い
の
だ
と
言
い

た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

劉
生
が
原
家
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
学
し
た
際
、
主
に
善
一
郎
が
案
内
を
し
て
お
り
、
当

主
の
三
溪
は
劉
生
を
下
村
観
山（
一
八
七
三
―
一
九
三
〇
）や
横
山
大
観（
一
八
六
八
―
一
九

五
八
）を
は
じ
め
と
す
る
日
本
美
術
院
の
画
家
た
ち
の
よ
う
に
は
遇
さ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る（
註
97
）。

 

＊

　

一
九
二
三（
大
正
一
二
）年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
以
後
鵠
沼
を
離
れ
て
転
居
し
た
京
都

で
二
年
以
上
滞
在
す
る
間
に
岸
田
劉
生
の
宋
元
画
へ
の
関
心
は
後
退
し
、
初
期
肉
筆
浮
世
絵

の
頽
唐
と
し
た
世
界
に
の
め
り
込
む
よ
う
に
な
り
、
生
活
も
変
化
し
た
。
木
村
荘
八
は
劉
生

の
こ
の
変
化
に
つ
い
て
、「
最
後
に
初
期
浮
世
絵
風
の
屛
風
の
人
物
達
は
、
岸
田
劉
生
そ
の

ひ
と
を
遂
に
屛
風
の
山
へ
引
入
れ
て
了
つ
て
、
彼
に
絵
を
か
ゝ
せ
る
よ
り
も
、
酒
を
の
ま
せ

る
生
活
が
始
ま
つ
た
」（
註
98
）と
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
ろ
、
関
西
で
は
辛
亥
革
命（
一
九
一
一
）の
影
響
に
よ
っ
て
日
本
に
流
入
し
た
中
国

絵
画
を
収
集
す
る
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
が
い
た
。
彼
ら
は
内
藤
湖
南（
本
名
・
虎
次
郎 

一
八
六

六
―
一
九
三
四
）を
は
じ
め
と
す
る
学
者
た
ち
の
協
力
を
得
、
文
人
画
の
再
評
価
を
背
景
と

し
て
明
清
の
文
人
画
や
従
来
日
本
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
北
宋
の
山
水
画
を
積
極
的
に
収
集

し
て
い
た（
註
99
）。
京
都
滞
在
中
の
劉
生
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
接
触
し
て
い
な
い
。
彼
が

山
水
画
に
対
し
て
花
や
野
菜
、
果
物
な
ど
を
描
い
た
絵
画
ほ
ど
に
は
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た

と
か
、
仲
介
者
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
と
結
論
付
け
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
コ
レ

ク
タ
ー
た
ち
の
蔵
は
余
所
者
の
劉
生
の
前
に
開
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

別
離

　

記
述
が
前
後
す
る
が
、
一
九
二
二（
大
正
一
一
）年
一
一
月
、
草
土
社
第
九
回
美
術
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
た
。
草
土
社
は
翌
年
の
震
災
に
よ
っ
て
会
そ
の
も
の
が
立
ち
消
え
に
な
っ
た
た

め
、
こ
れ
が
最
後
の
展
覧
会
と
な
っ
た
。
展
覧
会
終
了
後
、
椿
貞
雄
は
東
京
府
下
の
上
戸
塚

伊
勢
原（
現
在
の
高
田
馬
場
）に
転
居
し
た
。

　

岸
田
劉
生
は
草
土
社
の
後
期
に
当
た
る
一
九
二
一（
大
正
一
〇
）年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
重

要
な
人
物
画
を
数
多
く
制
作
し
て
い
る
。
彼
は
娘
・
麗
子
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
前
項
に
記

し
た
「
古
式
の
笑
」
が
印
象
的
な
《
童
女
像（
麗
子
花
持
て
る
）》、《
麗
子
微
笑（
青
果
持
テ

ル
）》
な
ど
を
半
年
ほ
ど
の
間
に
次
々
と
制
作
し
た
後
、
伝
顔
輝
の
寒
山
図
に
範
を
得
た

《
野
童
女
》（
一
九
二
二
年
五
月
二
〇
日
）を
描
い
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
モ
デ
ル
が
同
じ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
画
家
の
関
心
、
自
ら
が
考
え
る
新
た
な
写
実
の
あ
り
よ
う
を
追
求
す
る
た
め

に
、
東
洋
の
美
術
様
式
の
参
照
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る
し
、
確
か

に
描
か
れ
た
一
点
一
点
を
見
れ
ば
そ
の
試
み
は
画
布
に
収
斂
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
各
作
品
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の
完
成
度
は
高
い
反
面
、
そ
れ
ら
を
総
体
と
し
て
見
れ
ば
相
互
の
関
係
は
ポ
ス
ト
印
象
派
か

ら
「
ク
ラ
シ
ツ
ク
の
感
化
」
に
向
か
っ
て
い
た
頃
の
よ
う
な
、
見
て
い
る
こ
ち
ら
側
を
息
苦

し
く
さ
せ
る
よ
う
な
求
心
力
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
二
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
描
か
れ
た
一

群
の
麗
子
像
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
「
神
」
と
い
う
存
在
を
自
ら
の
芸
術
の
支
え
と
し
て
い
た

か
つ
て
の
制
作
と
く
ら
べ
れ
ば
、
画
家
は
具
体
的
な
目
標
の
あ
り
か
を
見
失
い
収
拾
が
つ
か

な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
立
脚
点
は
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
る
。
描
か
れ
た
世
界

の
静
寂
さ
は
、
画
家
の
目
指
そ
う
と
す
る
世
界
が
茫
漠
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ

せ
る（「
補
遺
」
参
照
）。

　

椿
の
作
品
は
ど
う
か
。
こ
の
時
期
、
作
品
の
性
格
は
姪
の
菊
子（
本
名
・
喜
久
子
）を
描
い

た
一
連
の
作
品
と
《
武
者
小
路
實
篤
氏
像
》（
一
九
二
二
年
五
月
三
〇
日
、
大
阪
市
立
美
術
館

蔵
、cat.no.41

）と
を
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
。
前
者
で
は
特
に
劉
生
の
《
麗
子

微
笑（
青
果
持
テ
ル
）》
に
描
か
れ
て
い
た
肩
掛
を
そ
の
ま
ま
借
り
て
描
い
た
《
童
女
像（
毛

糸
の
肩
掛
を
し
た
菊
子
）》（
一
九
二
一
年
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
、cat.no.38

）が
端
的
に

物
語
る
よ
う
に
、
劉
生
の
後
に
椿
が
従
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
ぬ
ぐ
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
劉
生
一
人
だ
け
で
は
な
く
、《
洋
装
せ
る
菊
子
立
像
》
に
見
ら
れ
る
、
中
景
を
欠
落
さ

せ
た
ま
ま
描
か
れ
た
異
国
的
な
遠
景（
註
100
）は
同
時
期
の
河
野
通
勢
が
描
い
て
い
た
作
品
を
想

起
さ
せ
る（
註
101
）。
こ
の
よ
う
な
肩
掛
や
背
景
と
い
う
一
見
し
て
わ
か
り
や
す
い
箇
所
に
現
れ

た
こ
だ
わ
り
に
加
え
、
前
項
に
お
い
て
指
摘
し
た
通
り
、
一
九
二
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て

の
菊
子
像
は
当
時
の
彼
の
技
倆
で
は
再
現
で
き
な
い
古
典
世
界
の
美
感
を
作
品
に
盛
り
込
も

う
と
し
て
お
り
、
作
品
の
完
成
度
は
不
安
定
で
、
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。
対
し
て
實
篤
像

は
そ
れ
ま
で
彼
が
培
っ
た
技
術
を
基
に
制
作
し
た
率
直
な
写
実
で
あ
り
、
菊
子
像
と
の
違
い

が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
同
時
期
に
制
作
さ
れ
て
い
る
《
横
堀
角
次
郎
兄
像
》（
一
九
二
一

年
九
月
、
千
葉
県
立
美
術
館
蔵
、cat.no.35

）と
《
画
家
自
像
》（
一
九
二
二
年
九
月
二
三
日
、

西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
蔵
、cat.no.44

）を
見
る
と
、
こ
の
二
点
の
描
写
は
ち
ょ
う
ど
菊

子
像
と
實
篤
像
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。

　

實
篤
像
は
当
時
宮
崎
に
あ
っ
た
新
し
き
村
ま
で
椿
が
出
向
い
て
描
い
た
作
品
で
あ
り
、
自

画
像
な
ど
は
鵠
沼
で
制
作
さ
れ
て
い
る
。
椿
が
劉
生
か
ら
離
れ
た
場
所
で
描
い
た
前
者
は
こ

と
さ
ら
に
記
さ
れ
た
飾
文
字
に
驚
か
さ
れ
る
も
の
の（
こ
の
文
字
と
人
物
の
関
係
は
高
僧
を

描
い
た
頂
相
を
意
識
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
）、
写
実
に
は
衒
い
が
な
い
。
鵠
沼
で
制

作
し
た
作
品
は
意
識
的
で
あ
れ
無
意
識
的
で
あ
れ
、
劉
生
の
作
品
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る

（
特
に
菊
子
像
）か
、
自
ら
の
写
実
が
劉
生
に
引
き
ず
ら
れ
な
い
よ
う
椿
が
カ
ン
バ
ス
の
上
で

踏
み
留
ま
ろ
う
と
し
て
い
る（
自
画
像
）よ
う
だ
。
一
九
一
八（
大
正
七
）年
の
妹
・
八
重
子
を

描
い
た
作
品（cat.nos.23, 26

）や
同
時
期
の
自
画
像
な
ど
も
菊
子
像
と
似
た
よ
う
な
生
硬
な

印
象
で
あ
っ
た
こ
と
に
思
い
至
る
が
、
こ
れ
は
椿
が
劉
生
と
い
う
空
間
の
中
で
、
劉
生
の
作

品
を
外
側（
カ
ン
バ
ス
の
表
層
）か
ら
学
び
続
け
る
上
で
避
け
ら
れ
な
い
問
題
だ
っ
た
。
人
物

像
の
描
き
方
の
ば
ら
つ
き
は
、
椿
が
制
作
の
上
で
自
ら
と
劉
生
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
は

じ
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

椿
は
一
九
二
二（
大
正
一
一
）年
一
月
、
梅
原
龍
三
郎
に
誘
わ
れ
て
劉
生
、
木
村
荘
八
、
中

川
一
政
と
共
に
春
陽
会
の
結
成
に
客
員
と
し
て
参
加
し
た（
翌
年
末
に
客
員
制
が
廃
さ
れ
、

会
員
と
な
る
）。
春
陽
会
の
創
立
会
員
に
は
日
本
美
術
院
を
離
れ
た
森
田
恒
友（
一
八
八
一
―

一
九
三
三
）、
小
杉
放
庵（
本
名
・
国
太
郎
、
別
号
・
未
醒　
一
八
八
一
―
一
九
六
四
）、
山
本

鼎（
一
八
八
二
―
一
九
四
六
）、
他
の
客
員
に
は
萬
鐵
五
郎
や
石
井
鶴
三（
一
八
八
七
―
一
九

七
三
）な
ど
が
い
た
。

　

椿
は
一
九
二
三（
大
正
一
二
）年
七
月
か
ら
家
族
を
伴
い
、
米
沢
に
帰
省
し
て
い
た
。
九
月

一
日
、
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ
た
後
は
し
ば
ら
く
故
郷
に
留
ま
る
こ
と
を
決
め
、
震
災
直
後

の
自
宅
か
ら
作
品
を
持
ち
帰
り
、
一
〇
月
に
は
米
沢
で
初
め
て
個
展
を
開
催
し
て
い
る
。
翌

月
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
が
主
催
す
る
日
本
美
術
展
覧
会
に
出
品
し
た
《
風
景
》
に
よ
っ
て
銀

牌
と
賞
金
千
円
を
受
け
た
。
こ
の
審
査
員
に
は
劉
生
が
加
わ
っ
て
い
た
。
二
四
年
秋
、
椿
は

故
郷
で
の
生
活
を
切
り
上
げ
、
家
族
と
と
も
に
上
京
し
て
下
落
合
に
落
ち
着
い
た
が
、
翌
年

暮
に
は
園
池
公
致（
一
八
八
六
―
一
九
七
四
）宅
の
留
守
を
預
か
る
名
目
で
鎌
倉
に
移
り
、
そ
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の
後
も
借
家
を
見
付
け
て
そ
の
ま
ま
鎌
倉
に
住
ん
だ
。

　

売
間
信
男
は
一
九
二
三（
大
正
一
二
）年
か
ら
翌
年
こ
ろ
の
事
と
し
て
、
相
変
わ
ら
ず
経
済

的
に
安
定
し
な
い
椿
の
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る
。

　

油
絵
で
は
と
て
も
飯
が
食
え
ぬ
と
、
日
本
画
に
転
向
し
よ
う
と
し
た
。
婦
人
雑
誌
の
口
絵

を
描
き
、
ま
た
日
本
画
を
描
い
た
。
そ
の
こ
ろ
私
に
、「
漸
く
米
を
買
う
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
見
た
武
者
小
路
実
篤

先
生
が
、
椿
を
叱
っ
た
。「
君
は
い
く
ら
苦
し
く
と
も
、
油
絵
を
勉
強
し
ろ
、
絶
対
脇
見
を

し
て
は
い
か
ん
」
と
言
わ
れ
た
。
と
云
う
こ
と
を
、
私
に
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
着
て

居
た
洋
服
を
見
せ
て
、「
僕
は
洋
服
も
買
え
ぬ
の
で
、
武
者
小
路
先
生
の
古
洋
服
を
貰
っ
て

来
た
」
と
笑
っ
て
居
た
の
で
あ
っ
た
。

（
売
間
信
男
「
椿
貞
雄
伝
」）（
註
102
）

　

売
間
が
記
し
た
時
期
と
一
、
二
年
ほ
ど
の
ず
れ
が
あ
る
が
、
椿
が
紙
本
に
向
か
っ
た
初
期

の
制
作
と
し
て
現
在
確
認
で
き
る
作
品
は
震
災
後
、
一
九
二
五（
大
正
一
四
）年
の
も
の
か
ら

で
あ
る（cat.nos.54, 55

）。
米
沢
滞
在
中
に
画
材
な
ど
の
不
足
か
ら
紙
本
に
向
か
っ
た
こ
と

を
想
像
し
て
も
よ
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
同
じ
素
材
を
用
い
た
劉
生
の
制
作
は
二
〇
年
か
ら

始
ま
っ
て
お
り
、
椿
は
は
る
か
に
遅
い
。
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
二
五
年
の
作
例
は
、
椿

の
花
や
果
実
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
紙
本
に
墨
で
描
き
着
彩
さ
れ
て
い
る
が
、
用
い
ら
れ

て
い
る
画
材
は
日
本
画
の
顔
料
で
は
な
く
水
彩
絵
具
と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
制
作
さ
れ
た
同

種
の
作
例
の
多
く
が
そ
う
で
あ
り
、
た
と
え
ば
椿
が
後
年
制
作
し
た
《
冬
瓜
図
》（
一
九
四
五

年
一
〇
月
、
船
橋
市
蔵
、cat.no.103

）は
一
見
し
て
劉
生
の
《
冬
瓜
茄
子
図
》（
一
九
二
六
年

七
月
、
個
人
蔵
、cat.no.93

）を
連
想
さ
せ
る
が
、
劉
生
の
よ
う
に
絹
本
に
岩
彩
で
描
い
た

も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
和
紙
に
水
彩
絵
具
と
墨
で
描
か
れ
て
い
る
。
本
作
品
は
物
資
不
足

の
折
に
制
作
さ
れ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
後
の
作
例
を
見
て
も
用
い
て

い
る
画
材
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
要
す
る
に
椿
は
自
ら
の
技
術
の
矩
を
踰
え
て
ま

で
劉
生
の
世
界
に
近
づ
い
て
は
い
な
い（
註
103
）。

　

椿
が
一
九
二
七（
昭
和
二
）年
の
船
橋
転
居
後
に
同
地
で
知
り
合
い
、
有
力
な
後
援
者
と
な

っ
た
清
川
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
紙
本
作
品
《
春
夏
秋
冬
》（
一
九
三
四
年
初
秋
、
船
橋

市
蔵
、cat.no.83

）の
箱
の
蓋
裏
に
は
、
椿
の
筆
で
「
昭
和
九
年
初
秋
於
清
川
氏
宅　

始マ
マ

め

て
長
き
紙
に
描
く
／
其
意
味
に
て
面
白
き
も
の
也
」（
註
104
）と
あ
り
、
初
め
て
向
か
っ
た
縦
長

の
紙
本
に
は
上
か
ら
下
ま
で
遠
近
な
し
に
四
季
お
り
お
り
の
野
菜
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の

後
も
彼
が
縦
長
の
紙
本
に
描
く
場
合
は
こ
の
作
品
の
よ
う
に
絵
画
空
間
の
奥
行
き
や
距
離
が

み
ら
れ
な
い
作
品
が
目
立
つ
。
劉
生
の
場
合
も
同
じ
よ
う
な
作
例
が
見
ら
れ
、
彼
ら
は
東
洋

画
の
文
法
と
も
い
う
べ
き
三
遠
の
法（
高
遠
、
深
遠
、
平
遠
）を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
使
い

こ
な
せ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

現
在
確
認
で
き
る
作
例
の
制
作
時
期
、
画
材
や
技
術
な
ど
か
ら
み
れ
ば
、
売
間
が
記
す
よ

う
に
、
椿
が
一
九
二
三（
大
正
一
二
）年
こ
ろ
「
日
本
画
に
転
向
」
す
る
こ
と
に
は
根
本
的
な

無
理
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
二
五
年
に
椿
が
紙
本
に
よ
る
制
作
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
事
実
か

ら
、
二
四
年
秋
か
ら
翌
年
ま
で
の
間
に
、
武
者
小
路
實
篤
の
忠
告
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
売

間
は
、
忠
告
を
受
け
た
椿
は
「
そ
れ
か
ら
一
段
と
油
絵
に
精
進
し
た
」（
註
105
）と
記
し
て
い
る
。

な
お
、「
雑
誌
の
口
絵
」
に
つ
い
て
は
情
報
が
乏
し
く
不
明
。
と
は
言
え
、
こ
ち
ら
も
そ
れ

ほ
ど
収
入
に
結
び
つ
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い（
註
106
）。

　

売
間
は
経
済
的
な
面
か
ら
椿
が
「
日
本
画
」
に
関
心
を
持
っ
た
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、

一
九
二
三（
大
正
一
二
）年
と
い
う
時
期
を
考
え
る
と
春
陽
会
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
椿
が
劉
生

以
外
の
会
員
た
ち
か
ら
何
ら
か
の
刺
戟
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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岸
田
劉
生
は
一
九
二
五（
大
正
一
四
）年
四
月
、
春
陽
会
の
運
営
を
め
ぐ
っ
て
旧
院
展
系
の

会
員
た
ち
と
衝
突
し
、
脱
会
し
た
。
梅
原
龍
三
郎
も
責
任
を
取
り
会
か
ら
身
を
引
い
た
騒
動

の
中
、
椿
貞
雄
は
会
に
残
っ
た
。
以
後
も
劉
生
と
椿
は
お
互
い
に
信
頼
し
合
う
関
係
だ
っ
た
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こ
と
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
証
言
が
残
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
お
互
い
の
方
向
は
違
っ
た
も
の

と
な
っ
て
い
た
。
劉
生
が
宋
元
画
か
ら
し
だ
い
に
離
れ
初
期
浮
世
絵
の
世
界
に
入
っ
て
い
っ

た
こ
と
に
対
し
て
、
椿
は
宋
元
画
へ
の
関
心
が
持
続
し
て
お
り
、
劉
生
が
春
陽
会
を
脱
会
し

た
半
月
後
、
小
杉
放
庵
に
中
国
大
陸
で
伝
統
的
な
絵
画
を
研
究
で
き
な
い
か
相
談
し
て
い

る（
註
107
）。

　

一
九
二
三（
大
正
一
二
）年
に
劉
生
と
椿
が
花（
椿
、
菊
、
牡
丹
な
ど
）を
モ
チ
ー
フ
に
描
い

た
静
物
画
で
は
共
に
、
花
の
種
類
と
そ
れ
ら
が
活
け
ら
れ
て
い
る
や
き
も
の
や
中
国
風
の
竹

籠
に
よ
っ
て
東
洋
風
な
雰
囲
気
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
竹
籠
に
盛
ら
れ
た
花
と
い
う
題
材
は

宋
元
画
に
作
例
が
あ
る
が
、
劉
生
は
前
年
に
発
表
し
た
「
写
実
の
欠
除
の
考
察
」（
註
108
）に
基

づ
く
た
め
、
あ
る
い
は
よ
り
具
体
的
に
宋
元
画
に
倣
っ
た
紙
本
や
絹
本
を
支
持
体
と
す
る
清

浄
な
空
間
へ
の
関
心
か
ら
か
筆
致
は
お
さ
え
気
味
で
あ
る
。
椿
は
従
来
通
り
の
細
密
描
写
の

ま
ま
で
あ
り
、
題
材
に
気
分
を
求
め
て
い
る
。

　

劉
生
の
静
物
画
は
一
九
二
五（
大
正
一
四
）年
あ
た
り
か
ら
、
文
人
画
の
効
果
や
初
期
肉
筆

浮
世
絵
の
味
を
求
め
た
た
め
筆
致
に
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
劉
生
の
歿
後
に
編
ま
れ
た

『
ア
ト
リ
ヱ
』
の
岸
田
劉
生
追
悼
記
念
号（
一
九
三
〇
年
二
月
）に
彼
の
二
六
年
の
作
品
と
し

て
《
蕪
図
》
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
実
は
こ
の
作
品
は
椿
が
同
じ
年
に
制
作
し
た
作
品（cat.

no.95

）だ
っ
た
。
こ
れ
は
劉
生
が
二
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
制
作
し
た
同
じ
モ
チ
ー
フ
の

作
品
と
構
図
や
描
き
方
な
ど
が
見
分
け
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
に
起
こ
っ
た（
註
109
）。
劉
生
す

な
わ
ち
細
密
描
写
と
思
わ
れ
て
い
た
た
め
見
分
け
が
つ
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
追
悼

号
は
椿
が
か
な
り
の
部
分
協
力
し
て
い
る
た
め
、
椿
本
人
が
間
違
え
た
可
能
性
が
高
い
。
二

人
が
描
い
た
蕪
を
実
際
に
見
較
べ
る
と
、
椿
の
ほ
う
が
堅
実
で
緻
密
な
描
写
で
あ
る
。
こ
の

時
期
あ
た
り
を
境
と
し
て
劉
生
の
筆
致
は
粗
く
な
っ
て
お
り
、
椿
の
描
写
と
は
異
な
っ
て
い

る
。

　

椿
と
劉
生
の
違
い
は
、
一
九
二
六（
大
正
一
五
）年
五
月
、
椿
が
『
改
造
』
に
寄
稿
し
た

「
東
西
絵
畫
の
相
違
及
び
現
代
油
絵
の
東
洋
化
と
自
分
の
仕
事
に
就
て
」
か
ら
も
判
る
。
こ

の
題
は
劉
生
が
二
年
前
同
誌
に
寄
せ
た
宋
元
画
論
を
連
想
さ
せ
る
が
、
内
容
は
ま
る
で
違

う
。
劉
生
の
論
考
は
、
自
ら
が
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
ポ
ス
ト
印
象
派
か
ら
「
ク
ラ
シ
ツ
ク
の
感

化
」
を
経
て
宋
元
画
を
「
発
見
」
す
る
に
至
っ
た
経
緯
と
必
然
性
を
記
し
て
い
る
。
本
人
は

自
分
の
思
索
と
そ
の
深
ま
り
を
示
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
文
章
は
観
念
的
な
記
述
が
目

立
ち
、
従
来
の
論
に
宋
元
画
と
い
う
新
た
な
要
素
が
加
わ
っ
た
だ
け
の
印
象
を
与
え
る
。
こ

れ
は
そ
の
後
、
彼
が
春
陽
会
を
脱
会
し
た
二
五
年
に
刊
行
し
た
『
初
期
肉
筆
浮
世
絵
』
も
同

様
で
、
伝
統
的
な
浮
世
絵
の
世
界
を
近
代
の
日
本
語
で
再
構
築
す
る
作
業
に
よ
っ
て
美
的
価

値
を
提
示
し
て
い
る
反
面
、
宋
元
画
論
の
続
き
を
読
ん
で
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
る
。

　

椿
の
論
考
は
、
劉
生
の
文
章
で
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
油
絵
具
の
物
質
性

を
終
始
手
放
し
て
い
な
い
。
彼
は
油
絵
具
と
い
う
も
の
の
短
所
も
長
所
も
、
そ
の
物
質（
マ

テ
リ
ア
ル
）の
性
格
だ
と
割
り
切
っ
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
油
絵
具
は
「
今
迄
稽
古
し
た
だ

け
手
馴
れ
て
ゐ
る
。
よ
け
い
な
技
法
上
の
苦
労
を
す
る
必
要
も
な
い
。
こ
と
に
自
分
は
リ
ア

リ
ス
ト
で
物
を
写
す
に
は
油
絵
だ
と
自
由
」（
註
110
）だ
か
ら
用
い
る
の
だ
と
い
う
。
た
と
え
自

分
に
は
似
合
わ
な
く
と
も
和
服
よ
り
も
洋
服
の
方
が
着
慣
れ
て
い
る
か
ら
着
続
け
て
い
る
の

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
逆
に
紙
本
墨
彩
や
淡
彩
な
ど
の
方
が
彼
に
と
っ
て
「
手
馴
れ
て
」

い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

椿
は
「
芸
術
境
の
最
深
」
に
あ
る
と
す
る
北
画（
こ
こ
で
は
宋
元
画
）の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
、「
重
さ
の
内
に
軽
さ
が
あ
る
。
ど
つ
し
り
し
て
ゐ
て
、
一
方
に
さ
ら
り
と
し
て
ゐ
る
」

と
そ
の
精
神
を
評
し
て
い
る
が
、
自
ら
の
作
品
に
実
現
で
き
る
可
能
性
は
「
油
絵
の
材
料
の

生
か
し
方
一
つ
」
で
あ
る
と
言
い
切
っ
て
い
る（
註
111
）。
後
述
す
る
よ
う
に
彼
は
死
に
至
る
ま

で
、
特
に
静
物
画
の
ジ
ャ
ン
ル
で
こ
の
課
題
を
転
換
す
る
こ
と
な
く
制
作
を
続
け
て
お
り
、

本
論
考
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
文
章
は
肝
心
な
箇
所
で
妙
に
力
ん
で
し
ま
い
精
神

論
め
い
た
書
き
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
物
質（
画
材
）に
対
す
る
精
神
の
優
位
性
な

ど
は
主
張
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
技
術
の
研
鑽
が
彼
に
と
っ
て
の
課
題
と

し
て
表
明
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、椿
の
文
章
で
は
宋
元
画
の
リ
ア
リ
ズ
ム

―
彼
の
考
え
る
「
精
神
的
な
深
さ
」

― 
の
重
要
性
の
他
に
、
先
人
を
継
ぐ
こ
と
の
意
義
を
説
い
て
い
る
。

　

近
来
油
絵
に
東
洋
畫
の
精
髄
を
生
か
さ
ん
と
し
、
又
現
に
生
か
し
て
来
て
ゐ
る
の
は
、
日

本
人
と
し
て
、
西
洋
人
の
油
絵
で
は
満
足
出
来
な
く
な
つ
て
来
て
居
る
為
め
だ
。
西
洋
の
模

倣
及
び
西
洋
人
に
近
づ
か
ん
と
す
る
事
の
空
虚
を
感
じ
て
来
た
か
ら
で
、
日
本
人
が
そ
れ
を

望
む
の
は
自
然
な
事
で
あ
る
。
日
本
人
は
日
本
人
特
有
の
畫
境
を
生
か
す
欲
求
を
感
じ
る
の

は
あ
た
り
前
の
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
人
と
し
て
支
那
、（
東
洋
精
神
の
代
表
者
）を
模

倣
し
、
教
へ
を
受
け
る
の
は
又
自
然
な
事
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
、
日
本
人
は
日
本
人
の

真
の
絵
畫
を
生
ま
ん
と
す
る
の
も
自
然
な
事
で
あ
る
。
人
々
は
模
倣
を
軽
蔑
す
る
が
、
模
倣

な
く
し
て
現
在
な
く
、
未
来
な
し
だ
。
人
々
は
「
形
」
を
軽
蔑
す
る
が
、
先
輩
が
、
そ
の
道

を
極
め
る
に
一
番
い
ゝ
道（
形
）を
残
し
て
い
つ
て
く
れ
た
の
は
、
直
截
に
そ
の
形
に
よ
つ
て

精
神
を
会
得
す
る
の
は
一
番
利
巧
な
や
り
方
で
あ
る
。
そ
れ
を
足
場
と
し
な
い
の
は
馬
鹿

〳
〵
し
い
事
だ
。「
形
」
を
受
け
、
模
倣
し
、
そ
し
て
心
を
会
得
す
れ
ば
よ
い
の
だ
。
で
、

日
本
人
が
、
支
那
人
を
先
生
に
す
る
の
は
尤
も
し
た
事
で
あ
る
。（
句
読
点
マ
マ
）

（
椿
貞
雄
「
東
西
絵
畫
の
相
違
及
び
現
代
油
絵
の
東
洋
化
と
自
分
の
仕
事
に
就
て
」）（
註
112
）

　

こ
の
こ
と
は
、
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
。

（
形
を
倣
ふ
事
を
人
々
は
否マ

マ

難
す
る
が
。
或
る
精
神
の
深
さ
に
到
達
す
る
に
一
番
い
ゝ
道
を

形
の
上
で
示
し
て
く
れ
た
昔
人
を
倣
ふ
事
、
形
を
借
り
て
其
の
道
を
極
め
ん
と
す
る
事
は
先

に
言
つ
た
が
、
形
骸
の
み
き
り
見
れ
ぬ
人
は
形
に
止
ま
り
、
形
の
み
し
か
見
る
事
が
出
来

ぬ
。
こ
の
事
は
作
者
に
も
観
者
に
も
言
へ
や
う
。）（
句
読
点
マ
マ
）

（ 

同 

）（
註
113
）

　

こ
れ
は
宋
元
画
だ
け
で
は
な
く
、
彼
が
劉
生
に
倣
っ
て
絵
画
の
制
作
を
開
始
し
た
経
験
が

反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

　

そ
れ
で
は
、
牡
丹
を
盛
っ
た
花
籠
を
細
密
描
写
で
描
く
よ
う
な
外
形
的
類
似
に
止
ま
ら

ず
、
宋
元
画
の
リ
ア
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
に
立
脚
し
た
油
彩
画
を
制
作
す
る
と
い
う
志
向
は
い

つ
ご
ろ
椿
の
裡
に
根
付
い
た
の
か
。
売
間
信
男
の
回
想
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

椿
が
油
絵
を
描
き
始
め
た
こ
ろ
、

「
君
は
ど
ん
な
目
的
で
洋
画
を
描
く
の
か
」
と
聞
い
た
ら
、

「
僕
は
洋
画
な
ど
描
か
ん
」
と
憤
然
と
し
た
。

「
で
は
何
を
描
く
の
か
」

「
油
絵
の
具
を
使
っ
て
日
本
精
神
を
描
く
。」

と
自
信
あ
り
げ
に
答
え
た
。

　

そ
の
後
、
私
は
椿
の
絵
を
洋
画
と
言
わ
ぬ
こ
と
に
し
た
。
椿
は
そ
の
言
の
如
く
、
一
本
の

筋
金
を
通
し
、
日
本
精
神
に
徹
し
て
、
油
絵
を
描
き
通
し
た
の
で
あ
る
。

（
売
間
信
男
「
椿
貞
雄
伝
」）（
註
114
）

　

椿
の
「
油
絵
の
具
を
使
っ
て
日
本
精
神
を
描
く
」
と
い
う
発
言
は
そ
の
ま
ま
「
東
西
絵
畫

の
相
違
及
び
現
代
油
絵
の
東
洋
化
と
自
分
の
仕
事
に
就
て
」
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て

い
る
。
売
間
の
回
想
に
あ
る
「
椿
が
油
絵
を
描
き
始
め
た
こ
ろ
」、
つ
ま
り
一
九
一
四（
大
正

三
）年
こ
ろ
の
会
話
の
中
で
、
彼
が
自
ら
の
絵
画
制
作
の
動
機
に
つ
い
て
「
日
本
精
神
」
と

い
う
語
彙
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
状
況
や
小
説
「
或
家
の
出
来
事
」
な
ど
を
読

む
限
り
考
え
ら
れ
な
い
。
椿
の
作
品
か
ら
手
掛
か
り
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
二
二
年
三
月
に

椿
が
制
作
し
た
《
菊
子
遊
戯
之
図
》
に
は
、
そ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
日
本
画
家

4

4

4

4

椿
貞

雄
正
筆
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
画
面
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
サ
イ
ン
と
売
野
の
回
想
を
結
び

つ
け
て
考
え
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
無
理
で
は
な
い
。
売
野
が
記
し
て
い
た
二
人
の
会
話
は
、
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「
大
正
十
二
三
年
こ
ろ
」
椿
が
経
済
的
に
苦
し
み
、「
二
年
程
足
を
滑
ら
し
た
」
た
め
に
彼
が

武
者
小
路
實
篤
か
ら
忠
告
を
受
け
、
改
め
て

4

4

4

油
彩
に
対
し
て
真
摯
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
時

期
の
発
言
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
妥
当
な
も
の
と
な
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、

論
考
に
記
さ
れ
た
椿
の
宋
元
画
へ
の
傾
倒
は
、
劉
生
に
由
来
し
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
文
章

が
発
表
さ
れ
た
二
六
年
の
時
点
で
、
彼
自
身
の
課
題
、
特
に
画
材
の
面
か
ら
の
考
察
を
読
む

限
り
に
お
い
て
す
で
に
血
肉
化
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
今
後
の
自

ら
の
課
題
を
「
油
絵
の
材
料
の
生
し
方
一
つ
」
に
あ
る
と
自
覚
す
る
こ
と
も
で
き
た
の
だ
っ

た
。
こ
こ
で
、
二
〇
世
紀
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
古
典
の
発
見
と
再
評
価
、
そ
し
て
継
承

と
い
う
精
神
の
運
動
に
引
き
寄
せ
て
考
え
る
と
す
れ
ば
、「
ク
ラ
シ
ツ
ク
の
感
化
」
以
後
の

劉
生
と
彼
に
従
っ
た
椿
は
、
対
象
の
存
在
を
写
実
に
よ
っ
て
捉
え
よ
う
と
し
た
過
程
に
お
い

て
宋
元
画
と
い
う
世
界
を
自
分
た
ち
の
「
古
典
」
と
し
て
彼
ら
な
り
に
発
見
し
た
こ
と
で 

―
本
人
た
ち
の
意
識
と
は
無
関
係
で
は
あ
っ
て
も

― 
内
発
的
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
端
緒

を
開
い
て
い
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
と
な
る（
註
115
）。

　

加
え
て
、
向
日
的
な
文
章
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
に
見
落
と
し
が
ち
だ
が
、
椿
は
本
論
考

で
中
国
絵
画
に
お
け
る
陰
影
法
に
つ
い
て
「
未
醒
老
人
」
す
な
わ
ち
放
庵
の
言
葉
を
紹

介（
註
116
）し
て
お
り
な
が
ら
、
宋
元
画
を
称
揚
し
て
い
た
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
劉
生
に
つ

い
て
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
浮
世
絵
に
関
す
る
話
題
は
あ
え
て
避
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

関
す
る
興
味
深
い
記
述
は
、
油
彩
の
南
画（
文
人
画
）的
表
現
に
つ
い
て
、「
し
か
し
水
墨
の

味
に
は
未
だ
遠
い
と
思
ふ
。
線
と
云
ひ
色
と
云
ひ
ど
う
も
甘
く
油
絵
の
材
料
そ
の
も
の
が
適

当
で
な
い
気
が
す
る
。
思
ひ
切
つ
て
水
墨
を
採
つ
た
方
が
い
ゝ
と
言
ふ
気
が
す
る
」（
註
117
）と

い
う
箇
所
で
、
こ
れ
は
劉
生
作
品
に
対
し
て
の
批
判
と
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

劉
生
が
衝
突
し
た
旧
院
展
系
の
メ
ン
バ
ー
は
彼
よ
り
も
皆
年
長
者
で
あ
り
、
放
庵
や
恒
友

は
劉
生
と
は
違
う
経
路（
端
的
に
は
渡
欧
経
験
）を
経
て
「
油
彩
画
の
日
本
的
表
現
」
を
目
指

し
、
文
人
画
を
制
作
し
て
い
た
画
家
た
ち
だ
っ
た
。
旧
院
展
系
で
は
な
か
っ
た
萬
鐵
五
郎
も

彼
ら
と
同
じ
制
作
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
劉
生
が
紙
本
に
向
か
っ
た
一
九
二
〇（
大
正

九
）年
に
椿
は
同
調
し
な
か
っ
た
こ
と
と（
こ
れ
ま
で
自
分
が
描
く
油
彩
画
が
劉
生
の
真
似
だ

と
批
判
さ
れ
て
い
た
椿
に
と
っ
て
、
描
く
画
題
や
内
容
は
と
も
か
く
、
劉
生
が
紙
本
に
向
か

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
自
ら
が
紙
本
に
向
か
う
こ
と
へ
の
た
め
ら
い

4

4

4

4

も
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ

る
）、
春
陽
会
に
参
加
し
た
二
二
年
以
後
に
「
日
本
画
に
転
向
」
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
売

間
信
男
の
回
想
は
重
な
り
合
う
。
な
ぜ
こ
の
時
期
に
な
っ
て
椿
が
紙
本
に
向
か
う
よ
う
に
な

っ
た
の
か
。
彼
は
放
庵
た
ち
と
同
じ
会
で
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
と
り
劉
生
が
見
出

し
て
い
た
と
思
っ
て
い
た
課
題
が
、
実
は
同
時
代
の
草
土
社
＝
『
白
樺
』
文
化
圏
と
は
関
係

の
な
い
画
家
た
ち
も
共
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
具
体
的
に

は
、
近
代
日
本
の
油
彩
画
家
が
紙
本
に
向
う
必
然
性
で
あ
り
、
外
来
の
技
術
の
土
着
化
で
あ

る
。
椿
の
文
章
に
放
庵
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
、
劉
生
の
名
前
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
同
様
の

理
由
に
よ
る
。
そ
れ
は
こ
の
文
章
が
執
筆
さ
れ
た
時
期
、
椿
が
こ
れ
ま
で
自
ら
の
導
き
手
で

あ
っ
た
劉
生
を
周
囲
の
画
家
た
ち
と
の
関
係
の
中
で
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で

も
あ
る
。

　

椿
の
論
考
に
よ
れ
ば
、
彼
の
油
彩
技
法
は
絵
具
を
「
い
つ
た
ん
殺
し
て
生
す
や
り
方
」
で

あ
り
、
仕
上
が
り
の
段
階
で
金
属
的
な
光
沢
が
出
な
い
よ
う
、
油
彩
を
溶
く
際
に
揮
発
性
の

テ
レ
ピ
ン
を
用
い
る
と
い
う（
註
118
）。
こ
れ
は
「
ボ
ツ
ソ
リ
し
て
西
洋
人
程
油
つ
こ
く
な

い
」（
註
119
）日
本
人
好
み
の
画
面
を
作
る
た
め
だ
ろ
う
。
彼
が
こ
の
文
章
を
発
表
し
た
ほ
ぼ
同

じ
時
期
、
一
九
二
五（
大
正
一
四
）年
こ
ろ
の
作
品
か
ら
劉
生
は
筆
運
び
の
抵
抗
感
を
減
ら

し
、
あ
た
か
も
筆
と
和
紙
で
制
作
す
る
か
の
よ
う
な
気
分
を
先
行
さ
せ
る
た
め
に
、
い
わ
ゆ

る
「
お
つ
ゆ
」
と
呼
ば
れ
る
状
態
に
ま
で
絵
具
を
溶
き
、
技
法
の
破
綻
を
招
い
て
い
る
。
椿

は
こ
の
よ
う
な
劉
生
の
制
作
に
つ
い
て
後
年
、「
彼
は
こ
の
頃
か
ら
北
画
風
か
ら
段
々
南
画

風
に
変
っ
て
来
て
い
る
」
と
し
て
、「
僕
は
こ
の
傾
向
を
あ
ま
り
好
ま
な
か
っ
た
」
と
い
う

彼
に
し
て
は
珍
し
い
作
品
評
を
記
し
て
い
る（
註
120
）。
こ
れ
は
彼
が
「
東
西
絵
畫
の
相
違
及
び

現
代
油
絵
の
東
洋
化
と
自
分
の
仕
事
に
就
て
」
の
中
で
油
彩
の
南
画
的
表
現
に
つ
い
て
否
定

的
に
記
し
て
い
た
こ
と
と
一
致
す
る
。
椿
の
《
童
子
像（
男
の
子
の
首
）》
の
技
術
を
分
析
し



33

た
岡
本
正
康
は
彼
の
制
作
に
つ
い
て
「
着
実
な
職
人
的
技
術
」
で
あ
り
、「
理
念
的
な
も
の

は
、
提
唱
者
で
あ
る
岸
田
自
身
の
作
品
よ
り
も
、
そ
の
随
伴
者
で
あ
っ
た
椿
貞
雄
の
よ
う
な

人
の
作
品
に
お
い
て
忠
実
に
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
る
」
と
評
し
て

い
る（
註
121
）。「
い
つ
た
ん
殺
し
て
生
す
」
と
い
う
椿
の
言
葉
は
、
劉
生
と
は
異
な
り
油
絵
具

と
い
う
物
質
が
自
分
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
ど
こ
ま
で
耐
え
ら
れ
る
の
か
、
強
度
や
許
容
範
囲
と

い
っ
た
も
の
を
見
極
め
な
が
ら
制
作
を
進
め
よ
う
と
す
る
自
ら
の
姿
勢
を
的
確
に
言
い
表
し

て
い
る
。
ま
た
、
椿
の
油
彩
作
品
に
は
時
期
は
下
る
が
一
九
三
〇
年
代
後
半
の
梅
原
の
よ
う

に
、
油
彩
と
岩
彩
の
併
用
な
ど
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
こ
こ
に
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
劉
生
が
中
途
で
方
向
を
転
換
し
、
椿
が
自
ら
の
目
標
に
定
め
た
、
油
彩
に
よ

っ
て
宋
元
画
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
再
現
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。
結
論
か
ら
記
し
て
し
ま
え

ば
、
こ
れ
は
否
で
あ
る
。
浅
野
徹
が
梅
原
と
劉
生
の
作
品
を
比
較
し
た
論
考
を
引
用
す
る
。

…
…
い
う
ま
で
も
な
く
浮
世
絵
も
し
く
は
日
本
の
伝
統
的
絵
画
は
基
本
的
に
は
平
面
的
色
面

と
抽
象
的
な
線
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
中
国
宋
元
の
写
生
画
に
し
ろ
、
個
々
の
対
象
に
は

克
明
な
写
実
描
写
が
あ
っ
て
も
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
の
西
洋
画
の
モ
デ
リ
ン
グ
と
そ
れ
ら
を

視
覚
的
に
合
理
的
な
空
間
関
係
の
う
ち
に
と
ら
え
る
表
現
法
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
劉
生
が
宋
元
画
や
浮
世
絵
に
見
る
美
を
油
絵
で
再
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
彼
が
本
能
的
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
執
着
し
た
〝
質
の
美
観
〞

―
彼
の
写
実
様
式
の
一

つ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
質
感
表
現
と
の
異
和
感
が
表
面
化
し
て
こ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
は
、
宋
元
の
絵
画
や
浮
世
絵
な
ど
へ
の
深
ま
る
傾
倒
が
、
結
果
と
し
て

代
々
木
や
駒
沢
の
時
代
に
確
立
し
、
そ
の
後
の
彼
の
芸
術
展
開
を
支
え
た
写
実
様
式
を
突
き

崩
す
よ
う
に
働
い
た
、
と
見
え
る
の
で
あ
る
。

（
浅
野
徹
「
日
本
的
油
絵
の
形
成 

―
岸
田
劉
生
と
梅
原
龍
三
郎

―
」）（
註
122
）

　

浅
野
は
梅
原
が
一
九
三
〇
年
代
中
期
以
後
に
彼
独
自
の
「
日
本
的
油
絵
」
を
形
成
で
き
た

理
由
に
つ
い
て
、
梅
原
が
獲
得
し
た
絵
画
構
造
と
い
う
も
の
が
、「
あ
る
段
階
で
そ
れ
と
類

縁
関
係
を
持
つ
日
本
の
伝
統
的
絵
画
を
融
合
で
き
る
も
の
に
す
で
に
な
っ
て
い
た
」
か
ら
で

あ
る
と
い
う
。
具
体
的
に
は
梅
原
が
パ
リ
で
学
ん
だ
ポ
ス
ト
印
象
派
に
基
づ
い
て
築
い
た

「
色
面
と
観
念
的
な
輪
郭
線
」
が
浮
世
絵
の
造
形
構
造
と
マ
チ
ス
の
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ

っ
た
と
指
摘
し
て
い
る（
註
123
）。
浅
野
の
考
察
に
沿
え
ば
、
椿
が
目
指
そ
う
と
す
る
絵
画
は
劉

生
の
よ
う
に
油
彩
技
法
に
無
理
強
い
を
し
て
も
し
な
く
て
も
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
椿
が
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
後
に
改
め
て
触
れ
て
み

た
い
。

 

＊

　

岸
田
劉
生
は
一
九
二
六（
大
正
一
五
）年
三
月
、
京
都
を
引
き
上
げ
て
鎌
倉
の
長
谷
に
転
居

し
た
。
同
月
末
、
椿
貞
雄
は
春
陽
会
で
知
り
合
っ
た
山
本
鼎
の
紹
介
を
得
、
船
橋
尋
常
高
等

小
学
校
の
図
画
教
員（
当
初
は
代
用
教
員
）に
採
用
さ
れ
、
翌
年
六
月
千
葉
県
の
船
橋
に
転
居

し
た
。
船
橋
に
移
っ
た
同
じ
月
、
彼
は
草
土
社
以
来
の
知
り
合
い
で
あ
る
河
野
通
勢
か
ら
紹

介
さ
れ
て
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
の
図
画
教
員
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
幼
稚
舎
に
我
が
子

を
通
わ
せ
る
父
兄
の
中
か
ら
後
援
者
も
現
れ
、
彼
は
一
四
年
に
上
京
し
て
以
来
、
よ
う
や
く

画
家
と
し
て
の
活
動
を
続
け
る
経
済
的
基
盤
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
家
族
を
養
う
上
で
金
銭

の
心
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
。

　

売
間
信
男
は
こ
の
こ
ろ
の
椿
の
制
作
風
景
を
回
想
の
中
に
記
し
て
い
る
。

　

そ
の
頃
私
が
船
橋
市
の
貸
家
に
住
ん
で
い
た
椿
を
訪
ね
た
。「
こ
ん
ど
は
飯
も
食
え
る
し
、

洋
服
も
買
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。」
と
顔
を
綻
ば
し
て
話
し
た
。
話
し
な
が
ら
時
々
空
の
色

を
見
、
時
計
を
見
て
、「
描
く
時
間
に
な
っ
た
」
と
云
っ
て
ア
ト
リ
エ
に
入
り
、
静
物
を
描

き
な
が
ら
話
を
続
け
た
。「
幼
稚
舎
の
先
生
を
し
て
居
る
と
、
舎
生
の
家
に
来
て
教
え
て
く

れ
、
と
言
わ
れ
る
と
実
に
堂
々
た
る
邸
宅
で
あ
る
、
そ
こ
で
子
供
に
教
え
る
と
云
う
こ
と
は

楽
し
い
も
の
だ
。」
口
で
は
そ
う
話
し
な
が
ら
、
烱
々
と
眼
を
光
ら
せ
、
果
物
を
睨
む
よ
う
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に
見
て
描
い
て
居
る
。
皮
を
通
し
、
肉
を
通
し
、
種
子
ま
で
も
見
詰
め
て
居
る
よ
う
だ
。
果

物
の
あ
と
、
少
女
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
肖
像
を
描
い
た
。
こ
れ
も
、
骸
骨
を
見
透
し
て
、
い

わ
ゆ
る
日
本
精
神
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
幼
稚
舎
生
の
父
兄
が
後
に
椿

の
画
の
愛
好
者
に
な
り
、
後
援
者
に
な
っ
た
こ
と
を
、
彼
は
何
度
も
、
有
が
た
い
こ
と
だ
と

感
謝
し
て
い
た
。
…
…

（
売
間
信
男
「
椿
貞
雄
伝
」）（
註
124
）

　

こ
の
間
、
椿
は
武
者
小
路
實
篤
が
提
唱
す
る
大
調
和
美
術
展
覧
会
に
参
加
す
る
た
め
、
一

九
二
七（
昭
和
二
）年
九
月
に
春
陽
会
を
退
会
し
た
。
實
篤
の
組
織
し
た
展
覧
会
は
翌
年
ま
で

の
間
に
二
回
開
催
さ
れ
た
だ
け
に
終
わ
っ
た（
他
に
劉
生
や
椿
た
ち
審
査
員
に
よ
る
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
）。
二
八
年
七
月
、
椿
は
梅
原
龍
三
郎
に
誘
わ
れ
、国
画
会
の
結
成
に
河

野
通
勢
と
共
に
加
わ
り
、九
月
に
船
橋
の
小
学
校
を
依
願
退
職
し
た（
註
125
）。
慶
応
義
塾
幼
稚
舎

の
職
は
四
五
年
三
月
ま
で
続
け
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
椿
で
あ
れ
ば
東
京
や
鎌
倉
な
ど

に
転
居
し
た
だ
ろ
う
が
、
亡
く
な
る
ま
で
船
橋
に
住
み
続
け
た
。
も
っ
と
も
、
船
橋
で
の
環

境
が
落
ち
着
い
た
も
の
に
な
る
の
は
三
七
年
に
市
内
に
自
宅
を
新
築
し
て
以
後
の
こ
と
に
な

る
。

　

椿
が
国
画
会
と
い
う
活
動
の
場
を
得
て
一
年
以
上
が
過
ぎ
た
一
九
二
九（
昭
和
四
）年
一
二

月
二
〇
日
、
劉
生
が
満
洲
旅
行
か
ら
の
帰
途
山
口
県
の
徳
山
で
客
死
し
た
。

　

椿
は
劉
生
の
葬
儀
で
の
司
会
、
複
数
の
雑
誌
で
の
追
悼
号
へ
の
寄
稿
や
協
力
、
遺
作
展
開

催
な
ど
を
次
々
と
行
っ
た
。
中
で
も
一
九
三
〇（
昭
和
五
）年
の
『
ア
ト
リ
ヱ
』
二
月
号（
岸

田
劉
生
追
悼
記
念
号
）で
は
自
ら
執
筆
す
る
だ
け
で
は
な
く
木
村
荘
八
と
共
に
編
輯
に
協
力

し
、
作
品
展
開
の
整
理
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
今
日
ま
で
続
く
劉
生
研
究
の
基
礎
と
な
っ
て
い

る
。
彼
は
ま
た
、「
完
全
な
遺
作
展
」
開
催
の
た
め
に
作
品
の
所
在
に
つ
い
て
の
情
報
を
船

橋
の
椿
宅
に
寄
せ
る
よ
う
誌
上
で
呼
び
か
け
て
い
る
が（
註
126
）、
こ
の
活
動
は
劉
生
だ
け
で
は

な
く
自
ら
の
歩
み
を
振
り
返
る
こ
と
に
直
結
し
た
。

　

劉
生
歿
後
の
後
始
末
に
追
わ
れ
た
一
九
三
〇（
昭
和
五
）年
前
半
が
過
ぎ
、
こ
の
年
後
半
と

翌
年
は
椿
の
制
作
活
動
は
あ
ま
り
ふ
る
わ
な
か
っ
た（
註
127
）。
そ
れ
は
傍
で
見
て
い
て
も
判
っ

た
よ
う
で
、
彼
は
周
囲
の
す
す
め
も
あ
っ
て
三
二
年
四
月
渡
欧
し
た
。
主
な
滞
在
地
は
パ
リ

で
、
そ
こ
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
に
も
足
を
伸
ば
し
、
イ
タ
リ
ア
を
経
由
し
て
一

一
月
下
旬
に
帰
国
し
た
。

　

椿
が
滞
在
先
の
パ
リ
か
ら
妻
に
送
っ
た
手
紙
か
ら
。

　

五
月
十
四
日
、
小
雨
の
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
降
る
中
を
斎
藤
君
と
猛
郎
さ
ん
と
僕
と
三
人
で
ル

ー
ブ
ル
美
術
館
を
見
に
行
く
、
さ
す
が
に
世
界
一
流
の
大
画
家
の
作
品
故
、
実
に
感
心
し

た
。
こ
と
に
プ
ー
サ
ン
の
も
の
一
点
、
ゴ
ヤ
の
小
品
、
ド
ラ
ク
ロ
ア
の
大
作
、
ル
ー
ベ
ン
ス

の
メ
ヂ
チ
の
諸
作
、
小
品
の
肖
像
、
ボ
ッ
チ
チ
ェ
リ
の
壁
画
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
前
の
宗
教

画
、
ダ
ビ
ン
チ
の
モ
ナ
リ
ザ
、
時
間
が
な
く
な
っ
て
彫
刻
や
他
の
絵
は
見
る
事
が
出
来
な
か

っ
た
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
古
代
彫
刻
や
ギ
リ
シ
ャ
は
実
に
、
実
に
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
。
本
物
4

4

を
見
な
く
て
は
実
際
わ
か
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
に
か
く
そ
の
力
と
大
き
さ
と
輝
か
し
さ
に
驚
く
。
毎

日
見
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
ゆ
っ
く
り
見
た
ら
ま
だ
ま
だ
い
い
も
の
が
沢
山
あ
る
と
思

う
。
実
に
楽
し
み
だ
。
今
日
ル
ー
ブ
ル
を
見
て
本
当
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
、
得

る
処
実
に
多
か
っ
た
。
…
…

（
傍
点
引
用
者
）（
註
128
）

　

椿
は
パ
リ
で
日
本
か
ら
持
ち
込
ん
だ
作
品
や
現
地
で
雇
っ
た
モ
デ
ル
を
描
い
た
作
品
を
日

本
人
の
グ
ル
ー
プ
展
や
個
展
で
発
表
し
て
い
る
。
売
上
な
ど
の
成
果
は
充
分
で
は
な
か
っ
た

が
、
そ
の
こ
と
よ
り
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
れ
て
、
複
製
で
知
っ
て
い
た
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

に
接
し
た
こ
と
が
大
き
な
刺
激
で
あ
り
収
穫
と
な
っ
た
。
彼
は
再
び
パ
リ
を
訪
れ
る
こ
と
を

考
え
て
い
た
よ
う
だ
が（
註
129
）、
そ
の
希
望
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
渡
欧
は
椿
が
自
ら
の
内
な
る
劉
生
の
姿
を
客
観
的
に
見
つ
め
る
機
会
と
な
っ
た
。
美
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術
史
家
と
し
て
早
い
時
期
に
劉
生
作
品
の
研
究
を
上
梓
し
た
土
方
定
一（
一
九
〇
四
―
八
〇
）

は
、
椿
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
の
思
い
出
を
直
接
聞
き
、
感
想
を
記
し
て
い
る
。

　

椿
貞
雄
氏
は
草
土
社
の
同
人
の
う
ち
で
、
岸
田
劉
生
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
心
か
ら
素
直
に

い
え
る
一
人
で
あ
ろ
う
と
ぼ
く
は
思
っ
て
い
る
。
こ
の
椿
貞
雄
氏
が
あ
る
と
き
、
も
ち
ろ

ん
、
岸
田
劉
生
の
死
後
で
あ
る
が
、「
イ
タ
リ
ア
に
行
っ
て
最
初
に
見
た
も
の
は
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
の
作
品
で
あ
っ
た
が
、
私
は
そ
の
前
に
立
っ
た
と
き
、
驚
愕
の
あ
ま
り
頭
髪
が
、
総
毛

立
っ
て
一
瞬
に
し
て
白
髪
に
な
る
思
い
が
し
た
」
と
話
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
大
変
な
比
較
で
あ
り
大
変
な
批
判
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
岸
田
劉
生
を
冒
瀆
し
た
と
考
え
た
り
、
椿
貞
雄
氏
の
劉
生
へ
の
畏
敬
と
愛
情
と
を
疑

う
人
は
、
あ
ま
り
人
間
を
知
ら
な
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
土
方
定
一
「
劉
生
と
四
人
の
友
人　

三
、
位
置
に
つ
い
て
」）（
註
130
）

　

こ
の
文
章
は
日
本
の
近
代
美
術
史
を
切
り
拓
い
た
土
方
ら
し
い
、
い
い
回
想
に
な
っ
て
い

る
。
若
い
史
家
に
向
か
っ
て
自
ら
の
心
情
を
率
直
に
話
す
椿
の
真
摯
な
姿
だ
け
で
は
な
く
、

短
い
文
章
の
中
に
劉
生
と
椿
が
結
ん
だ
精
神
の
紐
帯
や
、
椿
と
い
う
画
家
の
立
脚
点
と
い
っ

た
も
の
に
対
し
て
土
方
が
充
分
な
理
解
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

昭
和 

Ⅰ

　

岸
田
劉
生
が
京
都
滞
在
中
の
一
九
二
四（
大
正
一
三
）年
か
ら
の
め
り
込
ん
だ
初
期
肉
筆
浮

世
絵
の
世
界
に
、
椿
は
紙
本
に
よ
る
絵
画
制
作
同
様
た
だ
ち
に
追
随
は
し
な
か
っ
た
。
劉
生

か
ら
彼
が
収
集
し
た
作
品
を
見
せ
ら
れ
れ
ば
素
直
に
感
心
し
、
自
ら
も
購
入
し
た
り
す
る
の

だ
が
、
そ
の
下
卑
た
味
は
二
八（
昭
和
三
）年
ご
ろ
ま
で
自
作
に
反
映
さ
せ
て
い
な
い（
註
131
）。

彼
は
二
八
年
ご
ろ
か
ら
三
一
年
に
か
け
て
、《
春
夏
秋
冬
図
屛
風
》（
一
九
二
八
―
二
九
年
、

福
岡
市
美
術
館
蔵
）、
同
題
の
《
春
夏
秋
冬
図
屛
風（
春
）》（
一
九
三
一
年
三
月
、
千
葉
県
立

美
術
館
蔵
、cat.no.67

）、
そ
し
て
《
髪
す
き
図
》（
同
年
一
二
月
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館

蔵
、cat.no.68

）と
い
う
三
点
の
油
彩
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
、
劉
生
の
初
期

肉
筆
浮
世
絵
好
み
と
対
応
す
る
椿
の
代
表
的
な
作
例
で
あ
る
。

　

特
に
一
九
二
八（
昭
和
三
）年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
《
春
夏
秋
冬
図
屛
風
》
に

は
、
少
女
た
ち
の
四
季
を
描
き
な
が
ら
、
少
女
や
女
た
ち
の
表
情
に
劉
生
の
い
わ
ゆ
る

「
生
々
し
い
、
デ
レ
リ
と
し
た
、
へ
ん
に
し
つ
こ
い
味
」（
註
132
）が
あ
る
。
椿
が
少
女
た
ち
の
春

夏
秋
冬
を
描
い
た
作
品
は
、
他
に
も
先
に
あ
げ
た
千
葉
県
立
美
術
館
所
蔵
の
油
彩
作
品
や
紙

本
に
よ
る
作
品
な
ど
多
数
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
少
女
た
ち
の
四
季
を
描
き

な
が
ら
淫
蕩
に
も
似
た
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
作
品
は
福
岡
市
美
術
館
が
所
蔵
す
る
も
の

の
他
は
未
見
で
、
本
作
品
は
劉
生
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
茶
屋
の
体
験
に
根
ざ
し
て
い
る
と

推
測
さ
れ
る（
註
133
）。

　
《
髪
す
き
図
》
は
江
戸
期
の
浮
世
絵
に
も
見
ら
れ
る
画
題
に
取
り
組
ん
だ
作
品
で
、
東
珠

樹
に
よ
れ
ば
劉
生
の
生
前
か
ら
制
作
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う（
註
134
）。
劉
生
に
《
童
女

飾
髪
之
図
》（
一
九
二
一
年
初
秋
、
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
蔵
、cat.no.36

）や
《
二

人
麗
子
図（
童
女
飾
髪
図
）》（
一
九
二
二
年
三
月
二
一
日
、
泉
屋
博
古
館
蔵
）が
あ
る
が
、
制

作
時
期
か
ら
み
れ
ば
梅
原
龍
三
郎
が
一
九
二
八（
昭
和
三
）年
ご
ろ
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
テ
ー
マ
で
あ
る
「
裸
婦
結
髪
」
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
梅
原
の
作
品
は
椿

と
は
異
な
り
、
太
い
線
で
人
体
が
捉
え
ら
れ
、
色
は
鮮
や
か
で
平
面
的
で
あ
る（
註
135
）。
偶
然

な
が
ら
椿
が
《
髪
す
き
図
》
を
制
作
し
た
年
は
小
林
古
径（
一
八
八
三
―
一
九
五
七
）が
同
じ

題
材
で
あ
る
《
髪
》（
一
九
三
一
年
、
永
青
文
庫
蔵
）を
再
興
第
一
八
回
日
本
美
術
院
展
覧
会

に
発
表
し
た
年
で
も
あ
る
。

　
《
髪
す
き
図
》
は
ひ
と
つ
の（
絵
画
）空
間
に
配
さ
れ
て
い
る
風
呂
桶
、
手
桶
、
し
ゃ
が
む

女
、
髪
を
す
く
女
の
位
置
関
係
が
ち
ぐ
は
ぐ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
初
期
肉
筆
浮
世
絵
に
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も
通
じ
る
稚
拙
さ
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
が
、
梅
原
の
作
品
と
比
較
し
た
場
合
、

椿
が
草
土
社
参
加
当
時
か
ら
遠
近
の
再
現
な
ど
が
不
得
手
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
。

　

千
葉
県
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
作
品
は
、
パ
リ
の
個
展
で
発
表
さ
れ
て
以
後
、
現
在
は

「
春
」
の
み
が
知
ら
れ
て
い
る
。
福
岡
市
美
術
館
が
所
蔵
す
る
同
題
の
作
品
お
よ
び
《
髪
す

き
図
》
な
ど
と
は
違
い
背
景
は
明
る
く
、
人
物
の
表
情
は
ア
ク
の
強
さ
が
は
る
か
に
抑
え
ら

れ
て
い
る
。
姉
妹
ら
し
き
人
物
と
犬
が
描
か
れ
、
年
長
者
の
髪
型
は
禿
の
そ
れ
に
似
て
い

る
。
こ
の
少
女
と
描
か
れ
て
い
る
犬
は
、
劉
生
が
『
初
期
肉
筆
浮
世
絵
』
に
掲
載
し
、
自
ら

模
写（cat.no.49

）し
た
『
骨
董
集
』
上
編（
著
者
・
山
東
京
伝
、
一
八
一
四
年
刊
、cat.

no.51

）所
載
の
「
犬
を
連
れ
た
禿
図
」（
一
六
二
四
―
四
四
年
頃
、
千
葉
市
美
術
館
蔵
、cat.

no.50

）が
下
敷
に
さ
れ
て
い
る
。

　

劉
生
の
死
の
前
後
に
制
作
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
前
項
で
み
た
椿
が
求
め
る
「
リ
ア

リ
ズ
ム
」
と
は
異
な
る
。
そ
れ
は
「
も
の
」
の
存
在
で
は
な
く
、
ど
う
し
て
も
「
世
態
人

事
」（
註
136
）、「
こ
と
」
の
味
わ
い
に
重
き
が
置
か
れ
る
た
め
だ
ろ
う
。
や
は
り
、
初
期
肉
筆
浮

世
絵
の
世
界
は
彼
に
馴
染
め
な
い
も
の
だ
っ
た
。
彼
が
パ
リ
か
ら
妻
に
宛
て
た
手
紙
に
は
、

「
こ
っ
ち
へ
来
た
時
ま
で
は
浮
世
絵
に
少
し
コ
ウ
デ
イ
し
過
ぎ
た
。
こ
ん
ど
は
思
い
切
っ
て
、

そ
れ
等
の
考
え
を
振
り
す
て
て
や
っ
て
見
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
も
っ
と
本
能
的
に
な
る
必

要
を
感
じ
て
い
る
。
一
方
の
写
実
の
方

4

4

4

4

4

4

4

は
こ
の
ま
ま
グ
ン
グ
ン
押
し
て
行
け
ば
い
い
と
思
っ

て
い
る
が
」（
傍
点
引
用
者
）（
註
137
）と
あ
る
。

　

以
後
、
少
女
た
ち
の
春
夏
秋
冬
を
描
く
と
い
う
画
題
は
油
彩
で
は
な
く
、
紙
本
に
よ
る
作

品
に
複
数
の
作
例
が
存
在
す
る
。
椿
の
紙
本
に
よ
る
作
品
群
は
、
文
人
画
的
な
も
の
と
写
実

的
な
も
の
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
少
女
た
ち
を
描
い
た
作
品
は
前
者
に
属
し
、
劉

生
が
宗
教
画
的
作
品
を
描
い
た
後
に
制
作
し
た
装
飾
画
な
ど
に
見
ら
れ
る
理
想
の
小
天
地
と

一
見
似
た
よ
う
な
世
界（
註
138
）の
中
で
、
四
季
お
り
お
り
の
少
女
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る

（cat.nos.84, 86, 87

）。
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椿
貞
雄
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
ま
で
に
一
男
三
女（
長
男
・
朱
明
、
長
女
・
朝
子
、
次
女
・

夏
子
、
三
女
・
晴
子
）の
子
供
た
ち
が
お
り
、
戦
後
は
彼
の
生
前
に
三
人
の
孫
が
生
ま
れ
た
。

彼
が
自
分
の
子
供
を
描
い
た
作
品
を
出
品
記
録
か
ら
た
ど
る
と
、
一
九
二
二（
大
正
一
一
）年

に
米
沢
の
美
術
団
体
・
光
原
社
が
開
催
し
た
展
覧
会
に
賛
助
出
品
し
た
《
幼
児
の
像
》（
現
在

所
在
不
明
）が
最
初
の
作
例
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
子
供
た
ち
を
描
い
た
作
品
が
増

え
る
の
は
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
で
、
娘
の
像
が
多
い
。

　

椿
の
制
作
の
展
開
と
子
供
た
ち
の
成
長
の
関
係
で
、
劉
生
に
と
っ
て
の
麗
子
の
よ
う
に
、

自
ら
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
注
ぐ
器
と
し
て
我
が
子
を
題
材
と
し
た
作
品
は
少
な
い
。
こ
れ
が
娘

た
ち
の
前
に
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
、
姪
の
菊
子
を
描
い
た
作
品
と
は
違
う
。
一
九
二
七（
昭

和
二
）年
三
月
の
《
朝
子
像
》（
平
塚
市
美
術
館
蔵
、cat.no.138

）は
前
述
の
劉
生
の
初
期
肉

筆
浮
世
絵
の
影
響
を
受
け
た
作
品
を
制
作
す
る
直
前
の
も
の
で
、
二
八
―
二
九
年
の
《
春
夏

秋
冬
図
屛
風
》
に
近
い
描
写 

―「
夏 

夏
祭
行
支
度
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
、
鏡
を
持
っ
た

幼
女
は
朝
子
だ
と
思
わ
れ
る

― 

に
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
劉
生
と
椿
で
は
子

供
に
向
け
る
ま
な
ざ
し
は
違
っ
て
い
る
。

　
《
朝
子
像
》
の
顔
は
丸
く
、
目
は
つ
ぶ
ら
で
、
頬
に
は
赤
み
が
あ
る
。
顔
か
ら
生
気
が
は
ち

き
れ
ん
ば
か
り
で
、
お
と
な
し
く
モ
デ
ル
を
さ
せ
る
に
は
大
変
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
椿
が
子
供
や
孫
た
ち
を
描
く
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン（
こ
の
場
合
、
テ
ー

マ
で
も
あ
る
）は
既
に
本
作
品
で
確
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
か
ら
、
椿
が
初
期
肉
筆
浮
世

絵
の
世
界
か
ら
脱
し
た
経
緯
は
彼
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
た
か
ら
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と

が
判
る
。
結
局
、
劉
生
が
入
り
込
ん
だ
世
界
は
我
が
子
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
。
い

く
ら
作
品
の
た
め
と
は
言
え
、
椿
は
一
九
二
八
―
二
九
年
の
《
春
夏
秋
冬
図
屛
風
》
の
よ
う

な
世
界
に
我
が
子
を
捧
げ
る
こ
と
が
生
理
的
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
三
〇
年
に
椿
が

子
供
た
ち
の
周
囲
を
劉
生
調
の
枠
や
飾
文
字
な
ど
で
あ
し
ら
っ
た
素
描
が
残
っ
て
い
る
が
、

子
供
た
ち
は
劉
生
と
い
う
空
間
の
中
で
大
人
し
く
は
し
て
お
ら
ず
、
勝
手
気
ま
ま
に
ふ
る
ま

い
、
も
は
や
劉
生
調
の
装
飾
は
パ
ロ
デ
ィ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る（cat.nos.139－ 141

）。
椿
の
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子
供
た
ち
が
彼
を
救
っ
た
と
も
形
容
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
を
描
い
た
作
品
に
見
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
顔
の
造
形

に
は
、
対
象
と
は
別
に
画
家
が
カ
ン
バ
ス
に
向
か
う
前
か
ら
、
何
ら
か
の
意
図
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
劉
生
が
麗
子
を
描
く
際
に
宋
元
画
や
初
期
肉
筆
浮
世
絵
を
念
頭（
も
し
く

は
傍
ら
）に
置
く
こ
と
と
本
質
的
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
そ
れ
が
椿
の
場
合
、
子
や
孫
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
と
い
う
親（
あ
る
い
は
祖
父
）の
ね
が
い
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な

い
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
普
遍
的
な
こ
の
制
作
意
図
は
、
画
面
上
の
構
成

な
ど
に
個
々
の
造
形
的
な
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
彼
が
劉
生
か
ら
学
び
、
受
け
継
い
だ
宋
元

画
に
由
来
す
る
リ
ア
リ
ズ
ム
を
目
指
す
こ
と
と
は
次
元
を
異
に
す
る
。

　

子
供
と
孫
を
描
い
た
作
品
を
比
較
し
て
み
る
と
、
孫
を
描
い
た
方
が
よ
り
写
実
的
に
な
っ

て
い
る
。
画
家
の
作
品
で
は
あ
る
が
、
一
般
の
祖
父
同
様
、
孫
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
よ
う

な
気
分
の
方
が
勝
っ
て
い
る
。

 

＊

　

一
九
三
二（
昭
和
七
）年
の
渡
欧
後
、
初
期
肉
筆
浮
世
絵
の
世
界
を
脱
し
た
椿
貞
雄
の
作
品

の
変
化
は
、
風
景
画
に
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ま
で
の
彼
の
作
品
で
風
景
と
い
え

ば
、
劉
生
以
前
に
は
誰
も
描
か
な
か
っ
た
道
や
崖
で
あ
り
、
ま
た
は
鵠
沼
な
ど
の
田
畑
や
人

家
な
ど
が
主
だ
っ
た
。
帰
国
後
、
椿
は
風
景
画
の
題
材
と
し
て
富
士
山
を
選
ん
で
い
る
。
富

士
山
は
彼
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
疎
開
中
に
取
り
組
ん
だ
妙
義
山
、
最
晩
年
の
桜
島
な
ど
と

は
異
な
り
、
三
〇
年
代
半
ば
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
油

彩
に
限
ら
ず
、
紙
本
に
よ
る
作
品
を
も
含
め
る
と
、
彼
が
富
士
山
を
描
い
た
作
品
の
全
点
数

を
確
認
す
る
こ
と
は
今
日
不
可
能
で
あ
る
。

　

富
士
山
と
い
う
画
題
は
月
並
み
さ
ゆ
え
に
作
品
を
求
め
る
側
に
も
好
ま
れ
た
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
以
外
に
意
図
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
極
め
て
日
本
的
な
画
題
、
日
本
の
象
徴
と
し
て

だ
ろ
う
。
前
項
に
記
し
た
、
一
九
二
六（
大
正
一
五
）年
に
椿
が
発
表
し
た
「
東
西
絵
畫
の
相

違
及
び
現
代
油
絵
の
東
洋
化
と
自
分
の
仕
事
に
就
て
」
や
売
野
正
男
の
回
想
な
ど
に
見
ら
れ

る
通
り
、
彼
は
大
正
末
あ
た
り
か
ら
「
日
本
」、「
日
本
人
」
と
い
う
言
葉
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
。
そ
の
傾
向
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
中
に
一
層
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
妻
宛
の
手
紙
か
ら
も

う
か
が
わ
れ
る（
註
139
）。

　

と
は
い
え
、
椿
の
四
年
ほ
ど
後
に
渡
欧
し
た
小
説
家
の
横
光
利
一（
一
八
九
八
―
一
九
四

七
）の
よ
う
に
、
彼
が
「
日
本
的
な
る
も
の
」
に
急
激
に
傾
斜
し
な
か
っ
た
理
由
も
、
両
者

の
渡
欧
時
期
に
よ
る
政
情
の
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
体
験
が
椿
を
押
し
と

ど
め
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
彼
が
自
ら
の
絵
画
を
描
く
材
料
と
し
て
選
ん
だ
油
彩
と
そ
の
技

法
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
明
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
か
ら
で

あ
り
、
蓄
積
さ
れ
た
技
術（
油
彩
の
歴
史
）の
差
と
い
う
も
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
経
験
に

基
づ
い
て
い
る
。

　

椿
が
描
い
た
油
彩
に
よ
る
富
士
山
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
捉
え
た
作
例
が
あ
る
。
多

く
が
月
並
み
な
、
誰
も
が
ど
こ
か
で
見
た
よ
う
な
富
士
山
を
描
い
た
絵
で
あ
る
。
そ
の
中
で

制
作
上
の
問
題
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
作
例
は
、
画
家
が
見
晴
ら
し
の
良
い
場
所
に
位
置

し
、
遠
景
に
富
士
山
を
配
し
た
も
の
だ
ろ
う（cat.nos.175, 176

）。
富
士
山
を
配
し
た
画
面

の
上
が
遠
く
、
下
に
向
う
ほ
ど
手
前（
画
家
の
足
元
）に
な
る
と
い
う
構
図
で
、
こ
れ
を
梅
原

龍
三
郎
の
作
品
と
比
較
す
る
と
、
椿
の
場
合
は
対
象
が
雄
大
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
過
ぎ
て

い
る
。
富
士
山
と
い
う
量
塊
を
強
調
し
た
い
た
め
な
の
か
近
景
の
捉
え
方
が
こ
と
さ
ら
に
細

か
く
、
開
け
た
視
界
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
と
い
う
、
も
う
ひ
と
つ
の
量
塊
が

見
え
に
く
い（
註
140
）。

　

同
様
の
問
題
は
最
晩
年
に
制
作
さ
れ
た
桜
島
を
描
い
た
作
品（cat.nos.184, 185

）な
ど

に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
も
梅
原
の
作
例
と
比
較
が
可
能
だ
が
、
椿
は
錦
江
湾
の
対
岸
か

ら
の
視
点
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
画
面
の
中
央
を
分
断
し
て
し
ま
う
ほ
ど
大
き
く
海
を
描
い

て
い
る
場
合
が
あ
る
。
富
士
山
や
桜
島
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
に
見
ら
れ
る
椿
の
こ
の
躓
き

は
、
名
所
旧
跡
を
も
の
4

4

に
し
よ
う
と
肩
肘
を
張
っ
て
し
ま
う
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は

抜
き
が
た
い
も
の
と
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
、
亡
く
な
る
直
前
、
彼
が
晩
年
好
ん
で
風
景
を
描
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い
た
長
崎
に
住
む
知
人
に
宛
て
た
手
紙
に
は
「
風
景
画
は
ど
う
し
て
も
南
画
風
に
な
り
ま

す
」（
註
141
）と
い
う
嘆
息
の
よ
う
な
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
南
画（
文
人
画
）と
い
う

形
式
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
と
も
す
れ
ば
風
景
を
前
に
気
分
が
高
揚
し
、
空
間
の
把

握
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま
う
彼
の
自
戒
だ
ろ
う
。
彼
は
本
質
的
に
画
室
で
制
作
を
追
求

す
る
タ
イ
プ
の
画
家
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

例
外
的
に
、
椿
が
一
九
四
五（
昭
和
二
〇
）年
に
疎
開
先
で
目
に
し
た
妙
義
山
を
描
い
た
作

品（cat.no.160

）に
力
み
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
彼
は
太
平
洋
戦
争
末
期
の
四
五
年
三
月
、
長

く
勤
め
た
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
を
辞
職
し
て
碓
氷
に
疎
開
し
、
翌
年
三
月
ま
で
同
地
に
滞
在
し

た
。
妙
義
山
は
谷
文
晁（
一
七
六
三
―
一
八
四
〇
）の
『
名
山
図
譜
』（
一
八
〇
四
年
刊
）に
取

り
上
げ
ら
れ
、
椿
に
近
い
時
期
で
は
富
岡
鉄
斎（
一
八
三
七
―
一
九
二
四
）の
《
妙
義
山
図
・

瀞
八
丁
図
》（
一
九
〇
六
年
、
布
施
美
術
館
蔵
）が
有
名
で
あ
る
。
椿
に
よ
っ
て
デ
フ
ォ
ル
メ

さ
れ
た
山
の
か
た
ち
は
文
人
画
を
彷
彿
と
さ
せ
る
が
、
彼
が
先
達
た
ち
の
作
品
に
接
し
た
眼

の
記
憶
と
対
象
が
画
面
上
で
無
理
な
く
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
彼
が
あ
ま
り

に
も
文
人
画
的
な
デ
フ
ォ
ル
メ
を
反
省
し
た
た
め
か
、
妙
義
山
を
テ
ー
マ
と
し
た
制
作
は
こ

の
時
期
の
み
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
妙
義
山
を
描
い
た
作
品
以
外
に
も
、

疎
開
先
で
出
会
っ
た
何
気
な
い
風
景
を
描
い
た
作
品
に
は
、
佳
品
が
あ
る
。

昭
和 

Ⅱ

　

一
九
三
二（
昭
和
七
）年
、
渡
欧
中
の
椿
貞
雄
が
滞
在
先
の
パ
リ
か
ら
妻
に
宛
て
た
手
紙
に

は
、
岸
田
劉
生
の
影
響
に
よ
る
浮
世
絵
の
よ
う
な
世
界
へ
の
接
近
は
止
め
、「
一
方
の
写
実

の
方
」
は
進
め
た
い
と
記
さ
れ
て
い
た
。
作
品
の
上
で
二
人
の
分
岐
点
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
冬
瓜
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
静
物
画
で
あ
る
。

　

劉
生
が
冬
瓜
を
描
い
た
の
は
、
確
認
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
関
東
大
震
災
の
直
前
、
一
九

二
三（
大
正
一
二
）年
八
月
三
〇
日
付
の
日
記
に
「
昼
頃
か
ら
、
日
本
畫
を
か
く
。
絹
の
小
点

に
冬
瓜
と
ぶ
ど
う
を
か
く
。
け
い
こ
の
つ
も
り
也
」
と
あ
る
の
が
恐
ら
く
最
初
だ
ろ

う（
註
142
）。
本
格
的
に
冬
瓜
と
向
き
合
っ
た
の
は
そ
の
ち
ょ
う
ど
一
年
後
、
京
都
滞
在
中
の
二

四
年
九
月
一
日
、
妻
・
蓁
が
静
物
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
錦
小
路
で
買
い
求
め
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
て
い
る（
註
143
）。
劉
生
夫
妻
は
冬
瓜
に
つ
い
て
ど
ん
な
も
の
か
知
っ
て
い
た
が
、
米
沢
生

れ
の
椿
は
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
彼
が
冬
瓜
を
描
く
の
は
翌
二
五
年
か
ら
で
あ
る
。

　

彼
は
不
思
議
な
題
材
を
よ
く
発
見
す
る
。
僕
は
北
国
生
れ
で
冬
瓜
と
い
う
も
の
を
知
ら
な

か
つ
た
の
で
、
そ
れ
に
八
百
屋
の
店
先
を
注
意
し
て
見
る
と
い
う
こ
と
を
し
な
か
つ
た
の

で
、
こ
の
絵
を
見
た
と
き
、
こ
ん
な
不
思
議
な
も
の
が
こ
の
世
に
あ
る
の
か
と
思
い
、
そ
れ

を
取
上
げ
て
そ
の
不
思
議
な
美
を
実
に
よ
く
表
現
し
て
い
る
の
に
驚
き
、
一
方
自
分
の
う
か

つ
さ
を
心
か
ら
恥
じ
た
の
で
あ
つ
た
。

（
椿
貞
雄
「
劉
生
の
作
品
に
つ
い
て　

冬
瓜
葡
萄
図
」）（
註
144
）

　

椿
は
劉
生
が
選
ん
だ
題
材
で
あ
る
以
上
に
、
冬
瓜
が
自
ら
の
記
憶
に
な
い
存
在
＝
オ
ブ

ジ
ェ
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
魅
せ
ら
れ
た
。
彼
が
冬
瓜
を
描
い
た
最
初
期
の
《
冬
瓜
図

（
支
那
籠
）》（
一
九
二
五
年
一
〇
月
二
日
、
豊
橋
市
美
術
博
物
館
蔵
）な
ど
で
は
、
劉
生
が
描

く
こ
と
が
な
か
っ
た
果
肉
や
ワ
タ
ま
で
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

椿
が
描
く
冬
瓜
は
、
劉
生
の
そ
れ
に
比
べ
て
色
が
濃
く
、
深
い
。
劉
生
の
油
彩
作
品
が
岩

彩
で
制
作
さ
れ
た
《
冬
瓜
茄
子
之
図
》（
一
九
二
六
年
春
、
三
重
県
立
美
術
館
蔵
、cat.

no.92

）や
《
冬
瓜
茄
子
図
》（
同
年
七
月
、cat.no.93

）な
ど
と
同
じ
よ
う
に
冬
瓜
の
た
た
ず

ま
い
を
重
視
し
た
制
作
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
椿
の
場
合
、《
冬
瓜
図（
支
那
籠
）》
を
見
る
限

り
最
初
か
ら
形
状
全
体
が
生
み
出
す
量（
塊
）感
と
白
い
粉
を
ふ
く
表
面
の
「
か
る
み
」
を
持

っ
た
質
感
と
い
う
、
相
反
す
る
要
素
を
ど
の
よ
う
に
画
面
上
に
再
現
す
る
か
が
ね
ら
い
と
な

っ
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
は
冬
瓜
そ
の
も
の
が
宋
元
画
の
「
重
さ
の
内
に
軽
さ
が
あ
る
。
ど
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っ
し
り
し
て
ゐ
て
、
一
方
に
さ
ら
り
と
し
て
ゐ
る
」
リ
ア
リ
ズ
ム
を
体
現
し
た
存
在
と
な
っ

た
。

　

冬
瓜
は
浮
世
ば
な
れ
し
た
感
じ
だ
。
禅
味
を
お
び
て
い
る
。
机
の
上
に
こ
ろ
が
し
て
見
て

い
る
と
、
い
く
ら
見
て
い
て
も
飽
き
な
い
。
ど
つ
か
と
梃
子
で
も
動
か
ぬ
重
量
感
。
そ
れ
は

唐
時
代
の
鼎
を
連
想
さ
せ
る
。
薄
緑
の
肌
に
白
い
粉
を
ふ
い
て
い
る
質
感
の
不
思
議
な
魅

力
。
図マ
マ

の
デ
ッ
サ
ン
は
雪
山
を
想
わ
し
め
る
。
見
つ
め
て
い
る
と
、
フ
ウ
ー
と
息
を
す
る
と

思
う
の
だ
。

（ 

同 

）（
註
145
）

　

椿
は
一
九
二
〇
年
代
中
期
以
降
、
静
物
画
の
題
材
と
し
て
冬
瓜
の
他
に
も
白
菜
や
蜜
柑
な

ど
、
身
辺
の
野
菜
や
果
物
を
多
く
用
い
て
い
る
。
彼
が
四
五（
昭
和
二
〇
）年
こ
ろ
ま
で
に
こ

れ
ら
を
描
い
た
作
品
に
は
、
落
ち
着
き
の
あ
る
、
静
か
な
画
面
の
も
の
が
多
い
。
基
本
的
に

描
こ
う
と
す
る
対
象
を
画
面
の
正
面
に
据
え
、
水
平
か
や
や
斜
め
上
か
ら
見
る
構
図
で
あ

る
。
場
所
は
室
内
で
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
に
お
い
て
静
物
が
置
か
れ
た
卓
と
背
後
の
壁
は
薄

暗
い
色
調
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
モ
チ
ー
フ
に
あ
ま
り
陰
影
を
施
さ
な
い
手
法
は
、
静
物

そ
の
も
の
が
ぽ
っ
か
り
と
画
面
に
浮
か
び
上
が
る
こ
と
を
考
え
て
の
も
の
だ
っ
た
。
彼
の
静

物
画
に
見
ら
れ
る
対
象
へ
の
光
の
当
て
方
は
、
現
存
す
る
作
品
や
記
録
写
真
な
ど
で
確
認
す

る
と
、
二
〇
年
代
中
期
ま
で
は
主
に
薄
明
の
中
か
ら
対
象
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
な
光
で
、

三
〇
年
代
に
な
る
と
横
方
向
か
ら
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る（
画
面
左
側
か
ら
の
作
例
が
多

い
）。
ど
ち
ら
も
、
絵
を
見
る
者
の
意
識
を
モ
チ
ー
フ
に
の
み
向
か
わ
せ
る
た
め
、
壁
や
卓

に
当
た
る
光
は
つ
と
め
て
再
現
を
避
け
て
い
る
。
そ
の
光
は
制
作
を
す
る
上
で
重
要
な
要
素

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
で
は
な
い
。
二
〇
年
代
初
期
の
作
品
に
見
ら
れ
た
陰
鬱
さ
や
重
苦
し

さ
と
も
感
じ
さ
せ
る
雰
囲
気
は
制
作
年
が
下
る
に
つ
れ
て
薄
ら
い
で
お
り
、
こ
れ
は
画
家
の

年
齢
に
応
じ
た
技
倆
の
積
み
重
ね
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

…
…
油
絵
は
物
を
描
写
す
る
に
は
持
つ
て
来
い
だ
。
自
分
は
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
る
か
ら
物
そ

れ
自
身
を
愛
す
、
そ
の
物
自
身
の
持
味
を
愛
す
。
対
照マ
マ

物
そ
の
物
を
そ
つ
く
り
写
す
に
は
持

つ
て
来
い
で
あ
る
。（
そ
の
物
の
持
つ
質
の
味
、
実
在
の
神
秘
）例
へ
ば
僕
は
、
対
照マ
マ

物（
果

実
人
物
）に
影
を
造
ら
な
い
様
に
す
る
。
投
影
も
少
な
く
す
る
。
物
に
影
を
造
る
と
物
そ
れ

自
身
の
質
感
を
か
く
す
事
に
な
る
。
バ
ツ
ク
を
一
色
の
暗
色
で
塗
る
方
法
も
、
宋
元
画
の
花

鳥
畫
等
に
倣
つ
た
も
の
だ
。
リ
ア
ル
を
よ
り
明
瞭
に
描
写
し
た
い
が
為
め
と
、
ジ
ン
と
し
た

深
さ
を
生
む
為
だ
。
…
…

（
椿
貞
雄
「
東
西
絵
畫
の
相
違
及
び
現
代
油
絵
の
東
洋
化
と
自
分
の
仕
事
に
就
て
」）（
註
146
）

 

＊

　

椿
貞
雄
の
静
物
画
の
制
作
に
変
化
が
起
こ
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
一
九
四
三

（
昭
和
一
八
）年
こ
ろ
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
向
を
目
指
そ
う
と

し
た
か
に
つ
い
て
は
、
四
五
年
九
月
に
制
作
さ
れ
た
《
瓜
図
》（
米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
、

cat.no.102

）と
翌
月
の
《
冬
瓜
図
》（
船
橋
市
蔵
、cat.no.103

）と
い
う
二
点
の
紙
を
支
持
体

と
し
た
水
彩
画
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
こ
の
二
点
は
所
蔵
先
が
異
な
り
、
前
者
が

額
装
、
後
者
が
軸
装
で
あ
る
た
め
に
判
り
に
く
い
が
、
落
款
と
印
章
が
点
対
称
の
位
置
に
あ

り（《
瓜
図
》
が
画
面
右
下
、《
冬
瓜
図
》
が
左
上
）、
大
き
く
捉
え
た
冬
瓜
の
緑
系
統
の
色
は

薄
く
、
や
や
小
さ
い
瓜
を
濃
く
捉
え
る
な
ど
、
画
家
は
当
初
か
ら
対
に
な
る
こ
と
を
想
定
し

て
制
作
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

描
写
の
技
法（
テ
ク
ニ
ッ
ク
）も
対
照
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ
支
持
体
と
な
っ
た
紙
に
輪
郭
線
を

用
い
ず（《
瓜
図
》
に
は
一
部
認
め
ら
れ
る
）描
か
れ
た
対
象
は
、
前
者
は
滲
み
に
よ
っ
て
、

後
者
は
白
系
統
の
絵
具
が
全
体
を
暈
す
よ
う
に
包
む 

―
冬
瓜
の
表
面
に
ま
と
わ
り
つ
く

粉
と
、
光
の
よ
う
に

― 

こ
と
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
瓜
に
見
ら
れ
る
滲
み
だ
け
を
見
れ

ば
画
面
上
の
効
果（
つ
ま
り
、
劉
生
が
求
め
た
「
気
分
」）を
ね
ら
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
も
の
の
、
紙
の
上
に
白
で
冬
瓜
の
表
面
を
捉
え
た
作
品
と
併
せ
て
見
れ
ば
、
こ
の

二
点
の
作
品
に
見
ら
れ
る
画
面
上
の
効
果
は
、
モ
ノ
と
空
間
の
あ
い
ま
い
さ
に
よ
っ
て
周
囲
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の
余
白（
紙
本
そ
の
も
の
）も
描
か
れ
た
対
象
と
等
質
の
存
在
、
絵
画
の
み
が
持
つ
空
間
で
あ

る
と
い
う
画
家
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る（
註
147
）。

　

椿
は
水
彩
に
よ
っ
て
摑
ん
だ
こ
の
対
象
と
周
囲
の
空
間
の
関
係
を
、
油
彩
に
お
い
て
ど
の

よ
う
に
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
か
。

　

椿
は
一
九
四
三
年
、
李
朝
白
磁
の
《
白
磁
大
壺
に
柘
榴
》（
一
九
四
三
―
四
四
年
）（
註
148
）と
、

中
国
の
黒
釉
壺
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
《
壺（
黒
い
壺
に
南
天
）》（
一
九
四
三
年
一
二
月
二
〇
日

―
四
八
年
、
千
葉
市
美
術
館
蔵
、cat.no.112

）の
制
作
に
着
手
し
た
。

　

椿
の
趣
味
ら
し
い
趣
味
と
言
え
ば
関
東
大
震
災
の
お
り
に
滞
在
し
て
い
た
郷
里
で
覚
え
た

鮒
釣
り
だ
っ
た
。
船
橋
で
暮
し
て
か
ら
は
、
千
葉
県
下
の
川
を
ほ
と
ん
ど
廻
っ
た
と
自
ら
語

っ
て
い
る（
註
149
）。
凝
り
性
と
い
う
点
で
は
、
や
は
り
劉
生
と
同
じ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
劉
生
に
と
っ
て
の
古
画
に
近
い
存
在
は
、
椿
の
場
合
や
き
も
の
だ
っ
た
。
彼
が
い
つ
ご

ろ
か
ら
や
き
も
の
の
収
集
を
は
じ
め
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
文
章

な
ど
を
基
に
推
測
す
れ
ば
、
一
九
三
二（
昭
和
七
）年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
し
て
以
後
の

こ
と
に
な
る
。
三
八
年
こ
ろ
に
な
る
と
彼
が
戦
利
品
を
手
に
我
が
家
に
帰
る
と
家
族
た
ち
が

「
ま
た
古
る
物
？
」
と
訊
く

―
（
註
150
） 

彼
の
文
章
に
は
そ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

点
数
は
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
写
生
材
料
と
し
て
も
欲
し
い
と
彼
は
記
し
て
い
る
が
、
現
在
確

認
で
き
る
彼
の
静
物
画
に
さ
ま
ざ
ま
な
や
き
も
の
が
主
題
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
四
〇
年
代
中
期
以
後
の
作
品
か
ら
で
、《
白
磁
大
壺
に
柘
榴
》
と
《
壺（
黒
い
壺
に
南
天
）》

は
初
期
の
作
例
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
二
点
に
は
そ
れ
ま
で
の
椿
の
静
物
画
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

　
《
白
磁
大
壺
に
柘
榴
》
は
従
来
通
り
室
内
の
卓
に
置
か
れ
た
静
物
と
い
う
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

な
が
ら
、
画
面
全
体
が
以
前
よ
り
も
明
る
く
感
じ
ら
れ
る
。
背
後
の
壁
と
卓
は
光
に
よ
っ
て

分
け
ら
れ
て
い
る
。
本
作
品
は
上
か
ら
の
人
為
的
・
人
工
的
な
照
明
で
あ
り
、
壁
と
卓
の
違

い
は
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
色
面
と
し
て
の
処
理
に
近
い
。
そ
の
中
で
、
全
体
に
つ
る
り
と
し

て
い
な
が
ら
各
部
が
不
均
質
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
た
李
朝
白
磁
が
存
在
し
て
い
る
。

　

壺
は
光
と
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
よ
り
も
見
下
ろ
す
よ
う
に
対
象
を
捉
え
て
い
る
視
点
の
た

め
、
下
部
は
影
に
覆
わ
れ
て
い
る
。「
陰
影
を
描
く
事
は
ゲ
ビ
ら
せ
る
。
俗
に
す
る
。
描
写

の
緊
密
を
欠
く
即
ち
畫
境
を
甘
く
す
る
」（
註
151
）と
し
て
、
宋
元
画（
お
よ
び
劉
生
）に
倣
っ
て

影
を
積
極
的
に
は
描
か
な
か
っ
た
こ
れ
ま
で
の
椿
と
は
異
な
る
。
こ
の
た
め
白
い
球
体
と
し

て
の
壺
と
、
色
面
と
な
っ
た
壁
と
卓
と
の
対
比
が
、
壺
の
存
在
感
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
ま

た
、
壺
が
卓
に
落
と
す
影
と
、
そ
の
前
に
配
さ
れ
た
二
顆
の
柘
榴
の
影
の
違
い
も
対
象
の
質

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
働
い
て
い
る
。
光
の
方
向
と
対
象
を
見
る
視
線
が
重
な
り
合

い
、
結
果
と
し
て
《
白
磁
大
壺
に
柘
榴
》
で
の
光
は
画
家
の
意
識
そ
の
も
の
に
な
っ
た
よ
う

だ
。
椿
は
本
作
品
の
制
作
に
着
手
す
る
前
年
、《
夜
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
》（
一
九
四
二
年
）（
註
152
）

と
い
う
油
彩
を
制
作
し
、
以
後
も
《
夜
の
静
物
》（
一
九
四
六
年
、
個
人
蔵
、cat.no.106

）や

《
夜
の
自
画
像
》（
一
九
四
九
年
頃
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
、cat.no.114

）な
ど
を
制
作
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
で
対
象
を
照
ら
し
出
す
光
線
も
人
為
的
、
意
識
的
な
も
の
で
あ
る

が
、
白
磁
大
壺
の
よ
う
な
単
純
な
構
造
を
持
っ
た
モ
チ
ー
フ
で
は
な
い
た
め
作
者
の
意
図
は

一
見
わ
か
り
に
く
い
。

　
《
壺（
黒
い
壺
に
南
天
）》
に
描
か
れ
た
壺
は
《
白
磁
大
壺
に
柘
榴
》
と
は
対
照
的
に
窓
際

に
置
か
れ
て
お
り
、
バ
ッ
ク
は
明
る
い（
註
153
）。
逆
光
の
中
で
画
面
に
大
き
く
描
か
れ
た
壺
は

黒
一
色
で
は
描
か
れ
て
は
お
ら
ず
、
白
や
青
、
茶
系
統
の
色
彩
を
用
い
て
光
に
よ
っ
て
変
化

す
る
各
部
分
の
か
せ
た

4

4

4

感
じ
や
釉
薬
が
剝
が
れ
た
表
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
質
感

が
ひ
と
つ
の
壺
と
い
う
か
た
ち
に
綜
合
さ
れ
、
全
体
の
存
在
感
に
転
化
し
て
い
る
。
そ
の
確

か
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
机
に
落
ち
た
影
は
薄
い
た
め
に
対
象
が
カ
ン
バ
ス
上
に
再
現
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
絵
画
と
い
う
空
間
の
中
に
壺
が
た
だ
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
こ
こ
に
は
、
劉
生
が
紙
本
や
絹
本
で
行
な
い
な
が
ら
、
油
彩
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た

空
間
と
類
似
の
も
の
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。

　

窓
辺
や
縁
側
に
置
か
れ
た
壺
と
い
う
画
題
は
《
春
雪
》（
一
九
四
二
年
）や
《
窓
辺
早
春
》

（
一
九
四
九
年
、
個
人
蔵
、cat.no.113

）も
同
様
で
、
後
者
に
は
《
壺（
黒
い
壺
に
南
天
）》
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と
同
じ
壺
が
描
か
れ
て
い
る
。
前
者
は
未
確
認
で
あ
る
が（
作
品
写
真
を
見
る
限
り
こ
の
作

品
が
逆
光
の
最
初
の
作
例
か
）、
後
者
に
見
ら
れ
る
壺
の
影
は
薄
い
も
の
の
、
磨
か
れ
た
縁

側
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
よ
っ
て
、
不
自
然
さ
は
や
や
薄
ら
い
で
い
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
お
い
て
壺
は
作
品
の
主
題
で
は
な
い
た
め
性
格
が
異
な
る
。

　
《
白
磁
大
壺
に
柘
榴
》
と
《
壺（
黒
い
壺
に
南
天
）》
は
、
画
家
が
画
面
に
描
か
れ
て
い
る

も
の（
の
表
面
）と
光
の
関
係
に
着
目
し
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
従
来
の
椿
の
静
物
画

で
は
、
描
こ
う
と
す
る
対
象
を
細
密
描
写
で
は
っ
き
り
と
再
現
す
る
た
め
に
光
が
必
要
だ
っ

た
が
、
こ
の
二
点
の
作
品
で
間
接
的
に
描
か
れ
た
光
は
画
面
上
に
描
か
れ
て
い
る（
こ
こ
で

は
「
構
築
さ
れ
て
い
る
」
と
形
容
し
た
方
が
よ
り
適
切
だ
ろ
う
か
）も
の
4

4

、
そ
の
も
の
の
存

在
に
と
っ
て
不
可
分
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
時
期
に
《
壺（
白
磁
大
壺
に
椿
）》（
一
九

四
七
年
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
、cat.no.107

）や
《
黒
壺
に
梅
一
輪
》（
一
九
四
八
年
・
五

一
年
加
筆
、
千
葉
県
立
美
術
館
蔵
、cat.no.111

）が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
作
品
も

《
白
磁
大
壺
に
柘
榴
》
の
よ
う
な
作
為
性
は
抑
え
ら
れ
て
は
い
る
が
制
作
の
方
針
は
同
じ
で

あ
る（
後
者
の
視
点
の
設
定
や
影
の
描
き
方
は
《
白
磁
大
壺
に
柘
榴
》
に
近
い
）。

　

椿
が
一
点
の
作
品
を
描
く
た
め
に
粘
り
強
く
カ
ン
バ
ス
に
向
か
う
姿
は
後
の
語
り
草
と
な

っ
て
い
る（
註
154
）が
、
一
旦
筆
を
置
い
て
も
文
字
通
り
自
ら
が
納
得
の
行
く
ま
で
加
筆
を
行
っ

て
い
た
よ
う
で
、
特
に
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
制
作
さ
れ
た
椿
の
作
品
の
年
記
に
は
し
ば
し

ば
加
筆
を
行
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
加
筆
は
油
彩
の
剝
落
な
ど
の
補
修
や

気
に
な
っ
た
箇
所
を
補
う
程
度
の
よ
う
な
補
助
的
な
営
為
で
は
な
か
っ
た（
註
155
）。《
壺（
黒
い

壺
に
南
天
）》
は
一
九
四
八（
昭
和
二
三
）年
に
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
作
品
で
、
カ
ン
バ

ス
裏
に
は
「
昭
和
十
八
年
描
き
始
め
／
其
后
気
の
む
い
た
時
に
／
度
々
加
筆
す
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
制
作
が
天
候
や
季
節
の
変
化
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
る
風
景
画
な
ど
と
は
違
い
、
画

家
が
長
く
画
室
で
温
め
て
い
た
作
品
だ
っ
た
。

　
《
壺（
黒
い
壺
に
南
天
）》
の
制
作
が
続
け
ら
れ
て
い
る
間
、
画
家
が
描
く
冬
瓜
は
従
来
の

写
実
の
ス
タ
イ
ル
を
突
き
詰
め
た
《
冬
瓜
南
瓜
図
》（
一
九
四
六
年
一
二
月
二
一
日
―
四
七

年
、
島
根
県
立
石
見
美
術
館
、cat.no.104

）の
よ
う
な
傾
向
か
ら
、《
冬
瓜
図
》（
一
九
四
七

年
、
個
人
蔵
、cat.no.108

）に
見
ら
れ
る
、
対
象
の
表
面
に
光
が
ま
と
わ
り
つ
い
た
か
に
見

え
る
描
き
方
へ
と
変
化
し
て
い
る
。《
冬
瓜
南
瓜
図
》
で
も
背
景
と
な
っ
た
壁
と
冬
瓜
と
の

境
目
部
分
は
卓
と
冬
瓜
の
関
係
よ
り
も
曖
昧
な
描
か
れ
方
に
な
っ
て
お
り
、
対
象
と
そ
の
周

囲
の
空
間
の
関
係
に
つ
い
て
椿
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
作

品
で
は
あ
く
ま
で
も
描
か
れ
た
冬
瓜
と
南
瓜
の
「
質
」
の
対
比
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。

対
し
て
《
冬
瓜
図
》
の
筆
致
は
丁
寧
で
あ
り
な
が
ら
、
冬
瓜
と
周
囲
の
空
間
は
曖
昧
に
、
暈

さ
れ
た
よ
う
に
描
か
れ
て
お
り
、
画
面
上
で
一
体
化
し
た
も
の
と
し
て
存
在
感
が
表
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
、
椿
が
一
九
四
五
年
に
疎
開
先
で
描
い
て
い
た
水
彩
《
冬
瓜
図
》
の
空
間

が
油
彩
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
は
誤
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
《
壺（
黒
い
壺
に
南
天
）》
と
向
き
合
っ
た
椿
の
時
間
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
油
絵
具
を
入

手
し
た
ば
か
り
の
若
い
彼
が
ポ
ス
ト
印
象
派
の
影
響
下
に
あ
る
《
落
日（
代
々
木
附
近
）》
を

制
作
し
た
直
後
、
劉
生
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
画
に
接
し
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
細
密
描
写
に
影
響

さ
れ
て
《
自
画
像
》
を
制
作
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。《
壺（
黒
い
壺
に
南
天
）》
に
つ

い
て
費
や
さ
れ
た
時
間
の
長
さ
と
そ
の
間
に
制
作
さ
れ
た
作
品
な
ど
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、

こ
の
作
品
は
画
家
に
と
っ
て
自
ら
の
思
索
を
深
め
る
た
め
の
足
場
と
な
っ
て
い
る
。
当
然
、

そ
こ
に
は
劉
生
か
ら
学
ん
だ
絵
画
観
な
り
造
形
思
考
の
再
検
討
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
だ
ろ

う
が
、
そ
れ
は
入
り
口
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
を
過
ぎ
れ
ば
、
終
始
自
分
自
身
と
の
対

話 

―
ち
ょ
う
ど
、
椿
よ
り
歳
下
の
鳥
海
青
児（
一
九
〇
二
―
七
二
）が
《
夜
の
ノ
ー
ト
ル
・

ダ
ー
ム
》（
平
塚
市
美
術
館
蔵
）で
こ
こ
ろ
み
て
い
た
よ
う
に

― 

が
続
け
ら
れ
た
。
先
に
引

用
し
た
浅
野
徹
に
よ
る
岸
田
劉
生
と
梅
原
龍
三
郎
の
比
較
に
従
え
ば
、
椿
は
水
彩
の
制
作
に

お
い
て
絵
画
空
間
に
お
け
る
光
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
結
果
、
東
洋
画
の
制
作
と
自

ら
の
油
彩
画
の
間
を
結
び
つ
け
る
可
能
性
を
見
出
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
註
156
）。

　

こ
こ
で
椿
が
油
彩
に
よ
っ
て
描
い
た
冬
瓜
の
暈
し
に
つ
い
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
お
よ

び
直
後
の
彼
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
見
る
と
、
矢
代
幸
雄（
一
八
九
〇
―
一
九
七
五
）が
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の
ち
に
『
水
墨
画
』（
岩
波
新
書
、
一
九
六
九
年
）に
再
録
し
た
論
考
「
滲
じ
み
の
感
覚
」
お

よ
び
「
水
墨
画
の
心
理
」
を
一
九
四
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
椿
に
親
し
い
旧
『
白
樺
』

同
人
が
関
わ
る
雑
誌
に
相
次
い
で
発
表
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
「
滲
じ
み
の
感
覚
」
は
一
九
四
六
年
、『
座
右
寶
』
第
三
号
お
よ
び
第
四
・
五
号
に
分
載
さ

れ
た
。「
日
本
美
の
探
求
」
と
い
う
副
題
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
滲
み（
そ
し
て
暈
し
）

と
い
う
現
象
が
「
東
洋
美
術
、
特
に
日
本
美
術
の
諸
相
に
於
て
如
何
に
効
果
的
に
利
用
さ
れ

て
居
る
か
」（
註
157
）に
つ
い
て
概
観
し
た
も
の
だ
っ
た
。
矢
代
は
「
滲
じ
み
を
真
に
利
用
し
、

そ
の
特
殊
感
覚
と
技
法
と
を
育
て
上
げ
た
も
の
は
、
水
墨
畫
で
あ
っ
た
」（
註
158
）と
指
摘
し
て

い
る
が
、
そ
の
水
墨
画
の
特
質
に
つ
い
て
翌
年
『
世
界
』
一
月
号
に
発
表
し
た
「
水
墨
畫
の

心
理
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

　

偖さ

て
水
墨
畫
は
絵
畫
の
三
要
素（「
色
彩
、
線
、
及
び
明
暗
の
調
子
」）の
う
ち
極
め
て
重
要

な
る
色
彩
を
欠
く
が
故
に
、
甚
だ
特
殊
な
る
趣
致
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
そ
の
特
殊

な
る
趣
致
と
は
何
か
と
言
へ
ば
、
そ
れ
は
文
字
通
り
皮
相
を
去
つ
て
内
面
的
に
注
意
を
集
中

す
る
観
照
即
ち
是
れ
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
内
面
的
と
い
ふ
こ
と
は
、
先
づ
絵
畫
の
最
初
の

任
務
た
る
自
然
の
事
物
を
描
写
す
る
に
當
つ
て
、
形
似
に
捕
は
れ
ず
、
表
面
の
華
や
か
さ
に

迷
は
さ
れ
ず
、
実
在
の
本
質
を
摑
む
こ
と
を
意
味
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
更
に
進
ん
で
は
、
そ
こ
に
宿
る
精
神

的
意
義
を
感
得
し
、
端
的
に
之
を
表
は
さ
ん
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
即
ち
描
写
表
現
何

れ
の
面
に
於
て
も
截
然
と
精
神
的
傾
向
を
帯
び
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
こ
れ
こ
そ
水
墨
畫
が
他

に
比
類
な
き
芸
術
形
式
を
組
成
す
る
所
以
で
あ
る
。

（
矢
代
幸
雄
「
水
墨
畫
の
心
理
」　

ル
ビ
・
傍
点
・
カ
ッ
コ
内
は
引
用
者
に
よ
る
）（
註
159
）

　

水
墨
画
に
つ
い
て
の
矢
代
の
考
察
は
、
技
法
と
し
て
の
滲
じ
み
が
「
強
く
粘
着
性
な
る
」

油
絵
具
に
は
不
向
き
で
、「
潤
沢
に
水
を
用
ゆ
る
水
絵
具
に
於
て
の
み
可
能
」（
註
160
）と
し
て
い

る
。
し
か
し
椿
が
経
験
に
よ
っ
て
会
得
し
た
、
油
絵
具
の
特
性
を
「
い
つ
た
ん
殺
し
て
生

す
」
手
法
は
、
画
面
上
で
は
水
墨
画
と
似
た
効
果
の
再
現
を
可
能
な
も
の
と
し
た（
註
161
）。
そ

の
た
め
、
矢
代
の
水
墨
画
に
関
す
る
考
察
は
、
椿
の
制
作
を
理
論
面
か
ら
保
証
す
る
も
の
に

な
り
得
て
い
る（
註
162
）。

　

そ
し
て
、
対
象
を
暈
す
よ
う
に
描
く
と
い
う
こ
と
は
、
写
実
を
追
求
し
て
い
た
椿
の
従
来

の
制
作
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
矢
代
の
考
察
に
沿
っ
て
改
め
て
対
象（
と
そ
の
質
）の
再

現
性
が
重
視
さ
れ
た
《
冬
瓜
南
瓜
図
》
以
後
に
制
作
さ
れ
た
《
冬
瓜
図
》
に
見
ら
れ
る
光
の

描
写
の
変
化
を
見
る
と
、
椿
は
こ
の
間
現
実
と
は
異
な
る
絵
画
と
い
う
空
間
の
な
か
で
存
在

す
る
も
の
4

4（
こ
れ
が
矢
代
の
記
す
「
実
在
の
本
質
」
で
、
そ
こ
に
は
光
も
含
ま
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
）に
つ
い
て
考
え
て
い
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
絵
画
が
現
実
の
写

像
で
は
な
い
と
い
う
椿
の
姿
勢
が
モ
チ
ー
フ
の
面
か
ら
理
解
さ
れ
る
の
が
一
九
四
九
年
か
ら

五
一
年
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
《
冬
瓜
図
》（
個
人
蔵
、cat.no.121

）で
あ
り
、
ま
た
本
作
品

で
は
《
壺（
黒
い
壺
に
南
天
）》
の
「
加
筆
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。

…
…
僕
は
毎
年
毎
年
冬
瓜
を
五
ツ
六
ツ
買
い
集
め
て
は
写
生
す
る
。
そ
し
て
毎
年
々
々
か
く

度
に
む
ず
か
し
い
。
二
月
に
な
る
と
、
机
の
上
で
冬
瓜
は
デ
ロ
デ
ロ
に
腐
敗
し
て
水
が
流
れ

出
す
。
そ
し
て
感
慨
無
量
な
気
持
に
な
る
。

（
椿
貞
雄
「
劉
生
の
作
品
に
つ
い
て　

冬
瓜
葡
萄
図
」）（
註
163
）

　

何
年
に
も
わ
た
っ
て
描
き
続
け
ら
れ
る
冬
瓜
は
、
同
じ
冬
瓜
で
は
な
い
。
画
家
が
描
い
て

い
る
冬
瓜
は
目
の
前
に
あ
る
対
象
の
写
像
で
は
な
く
、
絵
画
の
中
に
の
み
存
在
す
る
冬
瓜
で

あ
る
。

　
こ
の
時
期
に
椿
が
制
作
し
た
人
物
画
《
村
童
図
》（
一
九
四
七
年
、
多
摩
信
用
金
庫
蔵
）（
註
164
）、

そ
し
て
制
作
時
期
が
や
や
遅
れ
る
《
渡
邊
義
一
君
像（
水
彩
画
家
）》（
一
九
五
三
年
、
千
葉
県

立
美
術
館
蔵
、cat.no.174

）な
ど
は
草
土
社
時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
題
名
と
図
像
の
構
え
で
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あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
静
物
画
と
共
通
し
た
光
の
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。
他
に

も
、《
少
年（
野
口
敦
弘
君
像
）》（
一
九
四
五
年
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
、cat.no.161

）の

よ
う
な
、
古
い
フ
レ
ス
コ
画
を
思
わ
せ
る
淡
く
、
薄
い
色
彩
に
よ
っ
て
光
が
か
た
ち
と
な
っ

た
か
の
よ
う
に
軽
や
か
に
仕
上
げ
ら
れ
た
人
物
像
も
、
同
じ
こ
こ
ろ
み
の
範
疇
に
あ
る
。

　

椿
の
作
品
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
描
写
の
変
化
は
、
本
稿
に
記
し
た
作
品
の
み
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。《
壺（
黒
い
壺
に
南
天
）》
は
自
分
の
造
形
思
考
を
確
認

す
る
た
め
、
た
ま
た
ま
実
験
室
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
の
第
二
次
世
界
大
戦
期
以
後
の
作

品
、
特
に
静
物
を
扱
っ
た
作
品
群
は
全
体
と
し
て
そ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
造
形
思
考
が
顕
著

で
あ
る
。
彼
は
静
物
画
に
お
い
て
新
し
い
カ
ン
バ
ス
に
向
か
う
た
び
ご
と
に
自
ら
の
方
法
論

の
確
認
作
業
を
行
い
、
彼
の
考
え
る
写
実
を
追
求
し
て
い
る
。

　

草
土
社
結
成
前
か
ら
、
劉
生
は
カ
ン
バ
ス
上
に
対
象
を
見
た
ま
ま
に
再
現
し
よ
う
と
し
て

い
た
。
椿
は
そ
れ
に
従
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
劉
生
は
写
実
の
先
に
あ
る
も
の
を
求
め
、

「
写
実
の
欠
除
の
考
察
」（
一
九
二
二
年
）を
経
て
初
期
肉
筆
浮
世
絵
の
世
界
を
発
見
し
た
。
し

か
し
そ
れ
は
カ
ン
バ
ス
の
外
側（
こ
ち
ら
側
）で
の
主
知
的
な
操
作
が
先
行
し
て
い
た
と
評
価

せ
ざ
る
を
得
な
い
性
格
を
多
分
に
帯
び
て
い
た
。
対
象
を
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
し
た
細
密

描
写
と
は
異
な
る
椿
の
「
写
実
」
は
、
画
家
の
視
点
が
対
象
だ
け
で
は
な
く
、
対
象
と
周
囲

の
空
間
と
の
関
係
に
向
け
ら
れ
、
冬
瓜
や
壺
と
周
囲
の
境
を
漠
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
絵
画

と
い
う
空
間
と
、
そ
し
て
そ
こ
に
実
在
す
る
も
の
4

4

の
創
造
に
向
か
っ
た
。
そ
れ
は
彼
の
論
理

に
従
え
ば
、
描
く
対
象
の
存
在
を
カ
ン
バ
ス
上
に
再
現
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
油
彩
に
よ
っ

て
東
洋
の
美
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
ふ
た
つ
の
課
題
が
止
揚
さ
れ
る
具
体
的
な
糸
口
で
も
あ

っ
た
。

　

昭
和
期
に
椿
が
制
作
し
た
一
連
の
静
物
画
の
う
ち
出
来
上
が
り
の
よ
い
作
品
は
、
見
る
者

を
落
ち
着
き
の
あ
る
空
間
に
誘
い
、
共
に
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

＊

　

椿
貞
雄
は
一
九
二
八（
昭
和
三
）年
に
結
成
さ
れ
た
国
画
会
絵
画
部
に
創
立
メ
ン
バ
ー
と
し

て
参
加
し
て
以
後
、
終
生
同
会
の
会
員
と
し
て
活
動
し
た
。
そ
の
中
で
、
彼
を
会
に
誘
っ
た

梅
原
龍
三
郎
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
作
品
が
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る

と
、
す
で
に
記
し
た
三
一
年
の
《
髪
す
き
図
》
と
い
う
画
題
で
あ
り
、《
西
横
野
村
秋
景
》

（
一
九
四
五
―
四
八
年
）（
註
165
）に
見
ら
れ
る
色
彩
の
布
置
、
風
景
画
に
お
け
る
富
士
山
や
桜
島

と
い
う
画
題
と
構
図
で
あ
る
。
あ
る
い
は
《
少
年（
野
口
敦
弘
君
像
）》
は
梅
原
が
早
い
時
期

か
ら
自
ら
の
制
作
と
の
関
連
で
ポ
ン
ペ
イ
の
壁
画
に
代
表
さ
れ
る
古
い
フ
レ
ス
コ
画
に
関
心

が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る（
註
166
）。
ま
た
、
水
彩
《
呉
州
赤
絵
皿
に
果
物
》（
制
作
年
不

詳
、
船
橋
市
蔵
、cat.no.110

）の
場
合
、
そ
の
筆
致
は
梅
原
が
四
〇
年
代
に
制
作
し
て
い

た
岩
彩
を
併
用
し
た
油
彩
画
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
し
、
呉
須
赤

絵
皿
と
い
う
モ
チ
ー
フ
自
体
が

―
つ
つ
ま
し
や
か
で
は
あ
る
が

―
梅
原
の
趣
味
に
呼
応

す
る
。

　

国
画
会
会
員
だ
っ
た
椿
の
作
品
を
考
え
る
上
で
、
梅
原
と
の
関
係
の
み
が
考
察
の
対
象
で

は
な
い
。
椿
よ
り
も
若
い
世
代
と
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
本
項
で
み
た
《
白
磁

大
壺
に
柘
榴
》
や
《
静
物（
冬
瓜
と
包
丁
）》（
一
九
五
三
年
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
、cat.

no.124

）に
見
ら
れ
る
人
工
的
な
光
線
と
単
純
な
色
面
に
近
づ
け
ら
れ
た
背
景
や
卓
の
描
写

は
、
香
月
泰
男（
一
九
一
一
―
七
四
）の
よ
う
な
一
九
五
〇
年
代
に
国
画
会
の
中
堅
と
し
て
活

動
し
て
い
た
画
家
の
作
品
に
近
似
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る（
香
月
は
一
九
四
〇
年
同
人
推

挙
、
六
二
年
退
会
）。
椿
が
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
新
た
な
静
物
画
の
空
間
を
創
造
す
る
こ

と
に
な
っ
た
間
接
的
な
影
響
と
し
て
、
新
し
い
世
代
に
よ
る
作
品
の
刺
戟
に
つ
い
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
劉
生
の
死
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
椿
そ
の
も
の
ま
で
過
去
に

封
印
さ
れ
た
観
が
あ
り
、
周
囲
も
時
と
し
て
そ
の
よ
う
に
画
家
に
接
し
て
し
ま
っ
た（
註
167
）。

し
か
し
椿
自
身
は
劉
生
を
通
し
て
学
ん
だ
造
形
論
を
自
ら
が
生
き
る
時
代
の
中
で
考
え
続

け
て
い
た
。
香
月（
を
は
じ
め
と
す
る
後
進
た
ち
）の
作
品
と
の
近
似
は
、
そ
の
姿
勢
が
決

し
て
閉
じ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
後
椿
の
絵
画
制
作

に
つ
い
て
考
え
る
上
で
注
意
す
べ
き
点
だ
ろ
う（
註
168
）。
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椿
は
一
九
四
九（
昭
和
二
四
）年
に
千
葉
県
美
術
会
結
成
に
尽
力
し
、
常
任
委
員
に
就
任
し

た
。
展
覧
会（
県
展
）で
は
作
品
本
位
の
姿
勢
を
貫
い
て
選
考
を
行
っ
た
が
、
主
要
な
出
品
者

に
つ
い
て
は
所
属
す
る
美
術
団
体
に
こ
だ
わ
ら
ず
過
去
の
作
品
も
よ
く
記
憶
し
て
い
た
よ
う

だ（
註
169
）。
そ
の
千
葉
県
美
術
会
を
め
ぐ
る
座
談
会
で
、
展
覧
会
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

か
と
問
わ
れ
た
際
、
椿
は
「
あ
く
ま
で
道
場
だ
」
と
言
い
切
っ
て
い
る（
註
170
）。
彼
に
と
っ
て

は
国
画
会
も
同
じ
よ
う
に
道
場
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
梅
原
の
よ
う
な
年
上
だ
け
で
な
く
、
年

下
の
画
家
た
ち
の
こ
こ
ろ
み
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
あ
り
得
た
に
ち
が
い
な
い
。
草
土
社
以
来
、

彼
に
と
っ
て
美
術
団
体
と
は
何
よ
り
も
ま
ず
絵
を
学
ぶ
場
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。

　

椿
は
一
九
五
四（
昭
和
二
九
）年
に
長
崎
で
国
画
会
展
を
開
催
す
る
準
備
の
た
め
に
同
地
を

訪
問
し
、
亡
く
な
る
五
七
年
ま
で
に
五
回
訪
れ
た
。
五
二
年
に
八
丈
島
、
五
六
年
に
は
鹿
児

島
に
写
生
旅
行
を
行
っ
て
い
る
。
房
総
も
同
じ
陽
光
の
地
で
は
あ
る
が
遠
隔
の
地
で
の
制
作

は
、
気
分
も
ま
た
違
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
五
七
年
一
〇
月
に
長
崎
か
ら
戻
っ
た
後

に
発
病
し
、
一
二
月
二
九
日
に
亡
く
な
っ
た
。

お
わ
り
に

　

本
稿
に
記
し
た
通
り
椿
貞
雄
が
描
い
た
紙
本
墨
彩
・
淡
彩
は
、
文
人
画
的
傾
向
と
写
実
の

二
つ
に
大
別
で
き
る
。
文
人
画
的
傾
向
は
四
季
折
々
に
遊
ぶ
少
女
た
ち
を
油
彩
で
描
く
こ
と

を
し
な
く
な
っ
た
後
も
描
き
続
け
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
自
ら
の
油
彩
の
技
術
で

は
描
け
な
い
テ
ー
マ
の
た
め
の
受
け
皿
や
避
難
場
所
の
よ
う
な
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
そ
し

て
写
実
に
よ
る
作
品
に
は
、
油
彩
に
よ
る
静
物
画
を
展
開
さ
せ
る
た
め
の
、
確
認
作
業
と
し

て
の
性
格
が
認
め
ら
れ
る
。

　

一
九
五
一（
昭
和
二
六
）年
に
椿
が
執
筆
し
た
文
章
に
は
、

…
…
私
自
身
日
本
画
を
描
い
て
い
る
時
も
ま
た
油
絵
を
描
い
て
い
る
時
同
様
真
剣
で
全
力
を

尽
す
。
だ
か
ら
日
本
画
を
や
っ
て
い
る
時
は
油
絵
が
描
け
な
く
な
り
油
絵
を
や
り
出
せ
ば
日

本
画
が
描
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
片
手
間
に
描
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

（
椿
貞
雄
「
日
本
画
と
洋
画
」）（
註
171
）

ま
た
、

…
…
洋
画
家
が
日
本
画
を
描
き
日
本
画
家
が
油
絵
を
描
く
、
そ
し
て
自
己
の
画
境
を
深
め
高

め
て
行
く
こ
と
こ
そ
当
然
過
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。
我
輩
は
日
本
画
家
で
御
座
る
の
油
絵
画
家

で
御
座
る
の
と
狭
い
根
性
で
は
心
細
い
。

（ 

同 

）（
註
172
）

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
五
五
年
、
岸
田
劉
生
の
作
品
《
茄
子
図
》（
一
九
二
四

年
、
個
人
蔵
）に
つ
い
て
記
し
た
文
章
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
人
は
あ
る
年
配
に
な
る
と
水
墨
を
や
り
た
く
な
る
も
の
ら
し
い
。
紙
と
墨
は
わ
れ
わ

れ
と
切
つ
て
も
切
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。
長
い
伝
統
が
そ
う
い
う
心
を
我
々
の
奥
深
く

植
え
つ
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
椿
貞
雄
「
劉
生
の
作
品
に
つ
い
て　

茄
子
」）（
註
173
）

　

劉
生
が
亡
く
な
っ
て
四
半
世
紀
以
上
の
時
が
過
ぎ
、
還
暦
を
目
前
に
し
た
椿
は
劉
生
が
生

き
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
時
間
を
費
し
て
「
長
い
伝
統
」
と
向
き
合
っ
た
自
ら
の
心
情

を
、
紋
切
形
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
こ
れ
以
外
の
言
葉
で
は
綴
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
に
違

い
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
文
章
の
末
尾
は
、
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日
本
で
は
油
絵
画
家
、
日
本
画
家
と
は
つ
き
り
区
別
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
こ
と
に
お

か
し
な
も
の
で
、
単
に
使
う
材
料
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
。
油
絵
で
表
現
す
る
方
が
適
切
な
ら

油
を
や
り
、
水
墨
で
や
つ
た
方
が
い
い
場
合
は
水
墨
で
や
る
が
い
い
の
で
、
そ
ん
な
窮
屈
な

考
え
を
す
て
る
が
い
い
。

（ 

同 

）（
註
174
）

と
、
し
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
椿
が
語
る
「
長
い
伝
統
」
は
油
彩
に
は
不
向
き

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
水
墨
で
や
つ
た
方
が
い
い
」
仕
事
を
「
油
絵
で
表
現
」
し

よ
う
と
し
て
い
た
彼
の
制
作
活
動
と
矛
盾
す
る
。

　

劉
生
の
場
合
、
こ
の
矛
盾
は
画
面
上
に
技
法
の
破
綻
と
し
て
そ
の
ま
ま
現
れ
た
。
前
項
で

見
た
と
お
り
、
椿
は
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
墨
の
暈
し
や
滲
み
と
近
似
し
た
効
果
を
油
彩

で
再
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
彼
は
「
東
西
絵
畫
の
相
違
及
び
現
代
油
絵
の
東
洋
化

と
自
分
の
仕
事
に
就
て
」
の
中
で
油
彩
の
南
画（
文
人
画
）的
表
現
に
つ
い
て
、「
し
か
し
水

墨
の
味
に
は
未
だ
遠
い
と
思
ふ
」
と
記
し
て
い
た
が
、
晩
年
の
「
水
墨
で
や
つ
た
方
が
い
い

場
合
は
水
墨
で
や
る
が
い
い
」
と
い
う
発
言
は
、
彼
の
同
時
期
の
油
彩
制
作
が
未
だ
到
達
点

で
は
な
く
、
途
半
ば
の
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
本
人
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　

引
用
し
た
文
章
に
は
い
ず
れ
も
椿
と
い
う
人
物
の
真
面
目
さ
が
よ
く
表
れ
て
い
る
が
、
売

間
信
男
は「『
油
絵
に
精
出
し
て
い
る
間
に
、日
本
画
を
描
く
の
は
、心
の
休
息
で
あ
る
。
羊

羹
を
食
っ
て
玉
露
を
飲
む
気
持
ち
で
あ
る
』と
に
こ
に
こ
し
て
話
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
」（
註
175
）

と
い
う
、
文
章
と
は
異
な
っ
た
画
家
の
表
情
を
書
き
留
め
て
い
る
。
こ
の
発
言
は
油
彩
画
家

の
森
田
恒
友
が
文
人
画
に
求
め
た
「
寛
ぎ
」
そ
の
も
の
で
あ
り（
註
176
）、
彫
刻
家
の
高
村
光
太

郎（
一
八
八
三
―
一
九
五
六
）が
自
作
の
木
彫
に
つ
い
て
「
…
…
自
分
の
好
き
な
小
さ
な
生
き

物
を
作
り
出
し
、
又
其
を
眺
め
な
が
ら
玉
露
を
す
す
る
」
ひ
と
と
き
を
「
ま
つ
た
く
恍
惚
の

時
間
」（
註
177
）と
呼
ん
だ
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
生
前
の
椿
は
展
覧
会

で
紙
本
墨
彩
・
淡
彩
の
発
表
を
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
に
は
行
っ
て
い
な
い
。
や
は
り
彼
は
あ
く

ま
で
自
ら
を
「
稽
古
し
た
だ
け
手
馴
れ
て
ゐ
る
」
油
彩
を
用
い
る
画
家
と
規
定
し
て
い
た
の

で
あ
り
、
劉
生
を
通
し
て
学
ん
だ
宋
元
画
の
写
実
を
油
彩
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
せ

る
か
が
草
土
社
参
加
以
後
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

椿
は
画
家
と
し
て
出
発
し
た
時
点
で
制
作
上
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
技
術
の
両
面
に
お
い
て
ほ

と
ん
ど
劉
生
の
活
動
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
狭
路
の
中
で
展
開
を
模
索
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
「
日
本
的
油
絵
」
の
あ
り
か
を
求
め
る
動
向
は
彼
の
課

題
そ
の
も
の
だ
っ
た
し
、
彼
の
理
解
者
で
あ
る
梅
原
龍
三
郎
は
そ
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て

制
作
し
て
い
た
。
椿
が
同
時
代
の
こ
の
動
向
に
呼
応
す
る
よ
う
に
自
ら
の
課
題
を
克
服
し
、

作
品
の
内
容
を
転
換
さ
せ
る
の
は
四
〇
年
代
中
期
以
降
に
ま
で
ず
れ
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
は

何
よ
り
も
彼
に
と
っ
て
劉
生
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
た
め
だ
っ
た（
註
178
）。

 

＊

　

椿
貞
雄
が
彼
独
自
の
油
彩
画
を
制
作
し
て
い
た
一
九
五
五（
昭
和
三
〇
）年
、
美
術
雑
誌
で

は
画
家
た
ち
が
も
の
4

4

の
存
在
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
討
論
の
中
に
椿
は
お

ろ
か
岸
田
劉
生
の
名
前
す
ら
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
二
人
の
仕
事
が
現
代
美
術
の
ア
ク

チ
ュ
ア
ル
な
問
題
と
は
無
縁
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
か（
註
179
）。

我
々
は
我
々
の
足
で
立
つ
事
を
誇
り
に
し
や
う
。（

椿
貞
雄
「
舜
擧
の
牡
丹
図
そ
の
他
」）（
註
180
）
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註 
劉
生
や
椿
の
文
章
の
う
ち
、
千
葉
市
美
術
館
の
展
覧
会
図
録
に
再
録
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
当
該
頁
を

（
＊
）内
に
記
し
た
。

1 

長
與
善
郎
『
わ
が
心
の
遍
歴
』
筑
摩
書
房
、
一
九
五
九
年
、
二
一
三
頁

 

文
中
の
「
倉
田
」
は
倉
田
百
三
。

 

は
じ
め
に

2 

椿
貞
雄
「
岸
田
劉
生
と
僕
」
東
珠
樹（
編
）『
近
代
画
家
研
究
資
料　

岸
田
劉
生
Ⅰ　

木
村
荘
八
・
椿
貞
雄
』

東
出
版
、
一
九
七
六
年
、
二
〇
四
頁（
初
出　
『
ふ
さ
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
九
五
五
年
五
月
）（
＊
一
三

頁
）

3 

売
間
信
男
「
椿
貞
雄
伝
」『
米
沢
文
化
』
第
三
号
、
一
九
六
八
年
九
月
、
四
五
頁（
刊
行
月
は
奥
付
に
基
づ

く
）

4 

上
杉
熊
松
は
米
沢
藩
一
二
代
藩
主
斉
憲（
一
八
二
〇
―
八
九
）の
子（
最
後
の
藩
主
で
あ
る
茂
憲
の
異
母

弟
）。
工
部
美
術
学
校
に
在
籍
し
、
堀
江
正
章（
一
八
五
八
―
一
九
三
二
）や
曽
山
幸
彦（
一
八
六
〇
―
九

二
）た
ち
と
共
に
一
八
八
〇（
明
治
一
三
）年
に
来
日
し
た
イ
タ
リ
ア
人
の
サ
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
か
ら
絵
画

を
学
ん
だ
。
明
治
学
院
の
図
画
教
師
と
な
り
、
同
校
で
は
和
田
英
作（
一
八
七
四
―
一
九
五
九
）を
指
導
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
米
沢
中
学
校
に
転
じ
た
。
剣
術
に
も
優
れ
、
父
と
同
じ
心
形
刀
流
を
学
ん
だ
。

 

　

今
泉
篤
男
は
上
杉
に
つ
い
て
「
…
…
旧
藩
主
上
杉
家
の
分
家
の
出
の
方
で
、
横
山
大
観
と
同
級
の
東
京

美
術
学
校
の
第
一
回
卒
業
生
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
が
、
記
憶
違
い
か
。

 

今
泉
篤
男
「
土
田
文
雄
の
人
と
作
品
」『
今
泉
篤
男
著
作
集
1　

洋
画
論　

現
代
日
本
』
求
龍
堂
、
一
九
七

九
年
、
二
八
〇
―
二
八
一
頁（
初
出　
『
土
田
文
雄
画
集
』
山
形
美
術
博
物
館
、
一
九
七
四
年
）

 

磯
崎
康
彦
、
吉
田
千
鶴
子
「
第
一
編　

明
治
期
の
東
京
美
術
学
校　

第
四
章　

明
治
二
二
年
東
京
美
術
学

校
開
校
」『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』
日
本
文
教
出
版
、
一
九
七
七
年
、
四
八
―
五
一
頁

5 

売
間
信
男
「
椿
貞
雄
伝
」
註
3
と
同
、
四
五
―
四
八
頁

6 

椿
貞
雄
「
草
土
社
時
代
断
片
」
註
2
と
同
、
一
六
六
頁（
初
出　
『
畫
学
生
の
頃
』
ア
ト
リ
ヱ
社
、
一
九
三

〇
年
）

7 

椿
貞
雄
「
岸
田
劉
生
と
僕
」
註
2
と
同
、
二
〇
三
頁（
＊
一
三
頁
）

8 

椿
貞
雄
「
岸
田
劉
生
を
め
ぐ
っ
て
」
註
2
と
同
、
一
九
七
頁（
初
出　
『
み
づ
ゑ
』
第
五
九
三
号
、
一
九
五

五
年
一
月
）

 

＊

　

 

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
椿
の
自
筆
文
献
「
静
物
畫
に
就
い
て
」
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

 

　

私
が
静
物
畫
を
見
て
、
初
め
て
、
真
に
強
く
心
を
打
た
れ
た
の
は
、
後
期
印
象
派
の
畫
家
、
ル
ヌ
ア
ー

ル
、
ゴ
オ
ホ
、
セ
ザ
ン
ヌ
等
の
描
い
た
静
物
畫
を
見
た
時
で
あ
つ
た
。（
勿
論
写
真
版
か
色
刷
を
見
た
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、）殊
に
セ
ザ
ン
ヌ
の
静
物
畫
に
は
実
に
驚
歎
し
た
。
ど
つ
し
り
さ
、
量
と
か
、
実

在
の
も
つ
神
秘
感
や
、
荘
重
、
永
遠
と
か
、
そ
の
畫
事
に
、
畫
境
か
ら
教
は
る
処
甚
大
で
あ
つ
た
。
果
実

や
草
花
や
器
具
を
モ
チ
ー
フ
に
す
る
美
術
境
を
発
見
し
、
か
く
の
如
く
強
く
深
く
、
そ
れ
等
を
美
化
し
、

権
威
を
与
へ
た
事
を
讃
美
し
驚
歎
し
畏
敬
し
た
。
セ
ザ
ン
ヌ
こ
そ
静
物
畫
の
創
造
者
、
真
に
生
命
を
植
え

つ
け
た
第
一
人
者
で
あ
る
と
其
時
強
く
感
じ
た
。
セ
ザ
ン
ヌ
の
描
い
た
静
物
畫
は
、
雄（
マ
マ
）に
昔
の
偉

い
畫
家
達
の
描
い
た
、
コ
ン
ポ
ジ
シ
ヨ
ン
や
人
物
畫
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
な
か
つ
た
美

境
の
発
見
で
あ
り
、
美
術
の
創
造
で
あ
る
。

　
　

椿
貞
雄
「
静
物
畫
に
就
い
て
」
北
原
義
雄（
編
）『
油
絵
の
研
究
』
ア
ト
リ
ヱ
社
、
一
九
三
一
年
、
一
一
三

―
一
一
四
頁

9 

石
井
柏
亭
は
ポ
ス
ト
印
象
派
の
影
響
か
ら
離
れ
た
岸
田
劉
生
、
木
村
荘
八
の
作
品
に
つ
い
て
彼
な
り
の
評

価
を
し
て
い
た
。

　
　
　

今
二
氏
が
粗
よ
り
精
に
入
つ
た
の
は
此
後
期
印
象
派
の
影
響
洽
き
時
代
に
あ
つ
て
多
少
の
異
趣
を
呈
す

る
。
二
氏
の
作
は
フ
ユ
ー
ザ
ン
会
頃
の
も
の
よ
り
も
此
頃
の
も
の
ゝ
方
が
余
程
善
く
な
つ
て
居
る
。
そ
れ

は
進
歩
と
曰
ひ
得
可
き
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
私
に
は
「
出
直
し
」
と
云
ふ
こ
と
の
尚
適
切
な

る
を
覚
え
る
。
二
氏
は
今
迄
の
道
の
誤
れ
る
を
知
つ
て
出
直
し
た
も
の
だ
と
曰
は
れ
て
も
立
腹
す
る
に
は

及
ぶ
ま
い
。
二
氏
は
後
期
印
象
派
の
影
響
か
ら
脱
れ
て
自
然
の
懐
に
入
り
、
表
面
に
浮
動
す
る
美
よ
り

も
、
も
つ
と
エ
ツ
セ
ン
シ
ヤ
ル
な
核
心
を
捕
へ
や
う
と
す
る
こ
と
に
一
致
し
て
来
た
。
こ
れ
は
大
変
結
構

な
こ
と
で
あ
る
と
思
ふ
。

　
　
　

石
井
は
、
フ
ユ
ウ
ザ
ン
会
時
代
の
二
人
の
言
説
が
「
…
…
い
つ
も
大
方
断
定
的
で
、
如
何
に
も
確
信
を

有
つ
曰
は
れ
て
居
る
様
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、「
出
直
し
」
以
前
の
作
品
と
言
説
は
「
若
気
の
至
り
」
だ

っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

 

石
井
柏
亭
「
岸
田
木
村
両
氏
の
作
品
」
東
珠
樹（
編
）『
近
代
画
家
研
究
資
料　

岸
田
劉
生
Ⅱ
』
東
出
版
、

一
九
七
七
年
、
一
〇
―
一
一
頁（
初
出　
『
卓
上
』
第
五
号
、
一
九
一
四
年
一
二
月
）

10 

木
村
荘
八
「
岸
田
の
行
路
」
註
2
と
同
、
一
七
頁（
初
出　
『
ア
ト
リ
ヱ
』
第
七
巻
第
二
号
、
一
九
三
〇
年

二
月
）

11 

石
井
柏
亭
「
岸
田
木
村
両
氏
の
作
品
」
註
9
と
同
、
一
三
頁

12 

岸
田
劉
生
「
自
分
の
踏
ん
で
来
た
道（
千
九
百
十
九
年
個
人
展
覧
会
に
際
し
て
）」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
二

巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
五
二
一
頁（
初
出　
『
白
樺
』
第
一
〇
年
四
月
号
、
一
九
一
九
年
四
月
／

再
録　
『
劉
生
畫
集
及
芸
術
観
』
聚
英
閣
、
一
九
二
〇
年
）

13 

椿
貞
雄
「
岸
田
劉
生
と
僕
」
註
2
と
同
、
二
〇
四
―
二
〇
五
頁（
初
出　
『
ふ
さ
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
九

五
五
年
五
月
）（
＊
一
三
頁
）

 

　

な
お
、
初
出
で
は
心
の
中
で
「
呼
ん
で
」
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

14 

東
珠
樹
「
兄
の
感
化
と
画
家
志
向
」『
画
道
一
筋　

椿
貞
雄
の
生
涯
と
芸
術
』
椿
貞
雄
遺
族
会（
私
家
版
）、

一
九
九
六
年
、
二
九
頁

15 
月
本
寿
彦
「（《
道
》
解
説
）」
花
田
美
穂
、
月
本（
編
）『
没
後
五
〇
年　

愛
情
の
画
家　

椿
貞
雄
』
米
沢
市

上
杉
博
物
館
、
山
形
美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
、
七
頁

16 
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン（
著
）　

高
木
久
雄
・
高
原
宏
平（
訳
）「
複
製
技
術
の
時
代
に
お
け
る
芸
術
作
品
」

『
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
著
作
集
2　

複
製
技
術
時
代
の
芸
術
』
晶
文
社
、
一
九
七
〇
年
、
一
二
頁

（
註
18
、
一
三
九
頁
を
併
せ
て
参
照
の
こ
と
）



47

17 

註
16
と
同
。

18 

多
木
浩
二
「
4
　
ア
ウ
ラ
の
消
え
る
日
」『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
複
製
技
術
時
代
の
芸
術
作
品
」
精
読
』
岩
波
現

代
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
六
―
四
七
頁

19 

東
珠
樹
が
編
纂
し
た
椿
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
転
居
先
は
劉
生
が
代
々
木
北
山
谷
一
二
九
、
椿
が
代
々
木
中

山
谷
一
四
六
で
あ
る
。

 

岸
田
劉
生
「（
横
堀
角
次
郎
宛
書
簡
、
一
九
一
五
年
四
月
五
日
付
）」『
岸
田
劉
生
全
集
　
第
十
巻
』
岩
波
書

店
、
一
九
八
〇
年
、
二
〇
三
頁（
書
簡
　

no. 

八
）

 

東
珠
樹（
編
）「
椿
貞
雄
年
譜
」
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
椿
貞
雄
展
実
行
委
員
会（
編
・
発
行
）『「
生
誕
一
〇
〇

年
記
念
椿
貞
雄
展
」
図
録
』
一
九
九
六
年
、
一
五
二
頁

20 

椿
貞
雄
の
「
或
家
の
出
来
事
」
は
『
白
樺
』
に
次
の
通
り
連
載
さ
れ
た
。

 

一
〜
一
四
章
、『
白
樺
』
第
一
〇
年
一
〇
月
号
、
一
九
一
九
年
一
〇
月
、
一
―
一
一
八
頁

 

一
五
〜
二
〇
章
、『
白
樺
』
第
一
〇
年
一
一
月
・
一
二
月
合
本
号
、
一
九
一
九
年
一
二
月
、
九
―
八
六
頁

 

二
一
〜
三
〇
章
、『
白
樺
』
第
一
一
年
一
月
号
、
一
九
二
〇
年
一
月
、
四
九
―
一
三
〇
頁

 

初
出
の
目
次
で
は
「
或
る
家
の
出
来
事
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

21 

東
珠
樹
「
草
土
社
時
代（
二
）」
註
14
と
同
、
五
二
頁

22 

椿
貞
雄
「
或
家
の
出
来
事
　
一
九
」『
白
樺
』
第
一
〇
年
一
一
月
・
一
二
月
合
本
号
、
一
九
一
九
年
一
二
月
、

七
五
頁

23 

「
後
記
」
註
12
と
同
、
五
九
二
頁

24 

柳
宗
悦
「（
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
宛
書
簡
、
一
九
一
五
年
一
一
月
八
、
一
九
、
二
四
日
付
）」『
柳
宗
悦
全

集
著
作
篇
第
二
十
一
巻
上
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年
、
二
〇
九
、
六
六
一
頁（
書
簡
　

no. 

二
四
七
）

 

「
岸
田
劉
生
」
と
い
う
空
間

25
　
岸
田
劉
生
「
思
ひ
出
及
今
度
の
展
覧
会
に
際
し
て
　
白
樺
の
十
周
年
に
際
し
て
」
註
12
と
同
、
二
三
四
―

二
三
五
頁（
初
出
　『
白
樺
』
第
一
〇
年
四
月
号
、
一
九
一
九
年
四
月
）

26 

黒
田
清
輝
「
日
本
現
今
の
油
畫
に
就
て
」『
絵
画
の
将
来
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
三
年
、
三
九
頁

（
初
出
　『
美
術
新
報
』
第
一
巻
二
三
号
、
一
九
〇
三
年
二
月
二
〇
日
）

27 

岸
田
劉
生
「
東
西
の
美
術
を
論
じ
て
宋
元
の
写
生
畫
に
及
ぶ
」『
岸
田
劉
生
全
集
　
第
三
巻
』
岩
波
書
店
、

一
九
七
九
年
、
三
四
八
―
三
八
三
頁（
初
出
　『
改
造
』
第
六
巻
第
一
号
、
一
九
二
四
年
一
月
）（
＊
二
二
二

―
二
三
一
頁
） 

28 

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
複
製
技
術
の
時
代
に
お
け
る
芸
術
作
品
」
註
16
と
同
、
一
四
頁（
註
18
、
一
四
一
頁
を
併

せ
て
参
照
の
こ
と
）

 

＊

 

　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
「
複
製
技
術
の
時
代
に
お
け
る
芸
術
作
品
」
に
よ
っ
て
白
樺
派
の
複
製
技
術
を
通
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
受
容
の
性
格
を
捉
え
る
論
考
は
多
数
あ
る
が
、
本
稿
に
関
連
し
た
も
の
と
し
て
は
次
を

参
照
の
こ
と
。

 

赤
松
祐
樹
「
岸
田
劉
生

―
写
実
の
展
開
に
お
け
る
確
信
と
不
安
」
徳
山
美
術
博
物
館（
編
）『
徳
山
市
制

施
行
六
五
周
年
／
徳
山
市
美
術
博
物
館
開
館
五
周
年
記
念
　
岸
田
劉
生
展
』
徳
山
市
美
術
博
物
館
、
二
〇

〇
〇
年
、
一
〇
六
―
一
一
二
頁

29 

岸
田
劉
生
「
自
分
の
踏
ん
で
来
た
道（
千
九
百
十
九
年
個
人
展
覧
会
に
際
し
て
）」
註
12
と
同
、
五
二
二
頁

　 

　
併
せ
て
次
を
参
照
の
こ
と
。

 

岸
田
劉
生
「
年
代
作
品
総
目
録
及
そ
れ
に
関
す
る
附
言
」
註
12
と
同
、
五
八
三
―
五
八
四
、
五
八
六
―
五

八
七
頁（
初
出
　『
劉
生
畫
集
及
芸
術
観
』
聚
英
閣
、
一
九
二
〇
年
）

30
　
劉
生
の
メ
モ（
一
九
一
六
年
二
月
三
日
付
）に
基
づ
く
。

 

…
…
そ
の
眼
は
初
め
彼
に
開
い
て
も
ら
つ
た
。
も
つ
と
初
め
は
十
二
三
の
時
に
つ
ま
ら
な
い
泥
の
金
の
大

黒
様
を
信
じ
る
事
に
よ
つ
て
、
こ
れ
は
可
笑
な
話
だ
け
れ
ど
自
分
は
そ
れ
を
信
じ
て
、
自
己
の
運
命
の
狂

ひ
を
恐
れ
る
恐
れ
を
慰
め
、
又
、
他
人
に
不
親
切
に
す
る
事
を
、
バ
ツ
を
恐
れ
る
事
に
よ
つ
て
恐
れ
、
少

し
づ
ゝ
愛
を
知
つ
た
の
だ
つ
た
。
次
は
基
督
教
に
よ
つ
て
そ
れ
か
ら
梁
川
氏
に
よ
つ
て
。
し
か
し
こ
れ
等

の
も
の
も
彼
に
よ
つ
て
眼
を
開
か
れ
な
け
れ
ば
よ
し
開
い
た
に
し
て
も
も
つ
と
ず
つ
と
後
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
う
し
て
、
悪
く
考
へ
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
に
会
は
な
い
な
ら
或
は
途
中
で
死
ん
で

居
た
か
も
知
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。（
か
く
思
ふ
事
は
少
し
淋
し
過
ぎ
る
。（
彼
の
生
長
し
か
た
に
く
ら

べ
て
））

 

　
劉
生
の
メ
モ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
彼
」
は
、
武
者
小
路
實
篤
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
綱
島
梁
川
が
自
ら

の
見
神
体
験
を
記
し
た
「
予
が
見
神
の
実
験
」
が
収
録
さ
れ
た
『
病
間
録
』
は
劉
生
が
實
篤
と
出
会
う
以

前
、
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

 

岸
田
劉
生
「
雑
纂
　
ノ
ー
ト
　
そ
の
三
　
◯
公
言（
彼
と
自
分
に
就
て
）」
註
19
と
同
、
一
九
八
〇
年
、
五

六
四
頁

31 

岸
田
劉
生
「
思
ひ
出
及
今
度
の
展
覧
会
に
際
し
て
　
白
樺
の
十
周
年
に
際
し
て
」
註
25
と
同
、
二
三
五
頁

32 

劉
生
が
生
前
に
公
表
し
た
断
想（
一
九
一
五
年
一
月
一
三
日
付
）に
「
自
分
は
一
生
の
中
に
ど
う
か
し
て
、

人
類
の
肖
像
を
描
き
た
い
、
肖
像
と
い
つ
て
も
、
一
人
の
顔
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
人
類
を
描
き
た

い
の
だ
」
と
し
て
、
構
想
が
記
さ
れ
て
い
る
。

 

　
こ
の
製
作
に
対
す
る
抽
象
的
な
空
想
を
云
ふ
な
ら
ば
、
畫
幅
は
可
な
り
大
き
な
も
の
だ
。
小
さ
く
と
も

二
間
に
三
間
程
の
も
の
だ
。
そ
う
し
て
、
其
処
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
、
自
分
の
経
験
し
た
内
心
の
感
じ
を
、

人
間
の
顔
や
肉
体
に
よ
つ
て
抽
象
し
、
中
央
に
は
深
き
、
そ
う
し
て
、
強
き
、
善
美
を
欲
す
る
人
類
の
意

志
を
、
描
く
、
同
じ
く
、
偉
大
な
人
間
に
よ
つ
て
、
抽
象
す
る
そ
の
人
類
を
と
り
ま
く
他
の
凡
て
の
人
間

は
皆
善
と
美
を
欲
し
て
、
う
ご
め
い
て
居
る
。
そ
う
し
て
凡
て
現
世
の
醜
悪
の
為
め
に
、
押
し
合
ふ
様
に

う
ご
め
い
て
居
る
。
そ
う
し
て
、
段
々
と
一
人
一
人
、
高
き
処
へ
上
ら
う
と
し
て
居
る
。
や
が
て
、
終

に
、
自
由
な
る
透
徹
し
た
美
の
世
界
に
飛
躍
し
て
行
く
。
一
方
に
は
、
偉
大
な
先
聖
が
奏
す
る
、
美
と
善

と
真
の
、
鼓
舞
の
音
が
聞
へ
る
。
そ
う
し
て
…
…
…
…
…
…
…
…

 

　
し
か
し
、
こ
れ
は
今
の
自
分
に
い
ま
だ
到
底
描
き
切
れ
な
い
。
今
で
も
こ
の
コ
ン
ポ
ヂ
シ
ヨ
ン
は
時
々

少
し
づ
ゝ
試
み
て
は
居
る
。
し
か
し
こ
れ
は
一
生
の
仕
事
だ
。
も
つ
と
〳
〵
深
い
経
験
と
実
感
を
得
な
く

て
は
駄
目
だ
。
そ
う
し
て
ま
だ
〳
〵
、
大
き
な
エ
ナ
ヂ
ー
が
な
く
て
は
。

 

　
実
際
一
人
々
々
の
人
間
だ
つ
て
、
な
み
大
抵
な
実
感
を
持
つ
て
居
た
つ
て
出
来
や
し
な
い
。

 

　
し
か
し
、
追
々
に
は
出
来
て
行
く
だ
ら
う
。
出
来
て
行
く
に
従
つ
て
、
コ
ン
ポ
ー
ズ
も
変
つ
て
来
る
だ
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ら
う
。
意
匠
も
変
つ
て
来
る
で
あ
ら
う
。
今
の
処
は
只
概
略
な
も
の
し
か
な
い
の
だ
か
ら
、
だ
ん
〳
〵
、

微
細
に
深
い
処
へ
行
つ
て
行
く
心
算
だ
。

 

　

し
か
し
、
ま
だ
実
に
大
変
だ
。

 

岸
田
劉
生
「
断
片
」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
一
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
四
九
三
―
四
九
五
頁（
初

出　
『
多
都
美
』
第
九
巻
第
三
号
、
一
九
一
五
年
三
月
）

 

＊

 

　

劉
生
が
「
断
片
」
に
記
す
イ
メ
ー
ジ
が
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
《
最
後
の
審
判
》（
一
五
三
六
―
四
一
）に

近
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
公
表
さ
れ
た
次
の
文
章
で
判
る
。

 

　

ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
エ
ロ
の
最
後
の
裁
判
に
表
は
さ
れ
た
人
間
を
見
よ
、
そ
こ
に
表
さ
れ
た
世
界
と
人
生
を

思
へ
、
苦
痛
も
醜
も
悪
も
滅
亡
も
又
は
喜
も
美
も
善
も
甦
生
も
皆
言
に
つ
き
る
程
深
く
強
く
味
は
れ
て
居

る
の
だ
。
そ
う
し
て
只
あ
く
迄
強
い
意
志
の
力
と
又
、
現
世
の
美
以
上
の
深
き
美
と
善
に
統
合
せ
ら
れ
て

あ
る
の
だ
。

 

　

こ
の
力
に
く
ら
べ
ら
れ
る
美
は
な
い
。
こ
の
世
界
に
現
は
さ
れ
た
醜
と
悪
と
は
、
も
早
人
を
汚
さ
な

い
。
の
み
な
ら
ず
心
あ
る
人
を
生
か
す
力
を
持
つ
の
だ
。
そ
れ
は
最
早
既
に
醜
で
は
な
く
誠
の
美
で
あ
る

か
ら
だ
。

 

岸
田
劉
生
「
感
想
及
び
詩
」
同
、
四
七
四
頁（
初
出　
『
エ
ゴ
』
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
一
五
年
一
月
）

 

＊

 

　

こ
の
よ
う
な
劉
生
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
へ
の
遡
行
は
単
純
に
自
ら
の
制
作
上
の
問
題
ば
か
り
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
同
時
に
實
篤
に
代
表
さ
れ
る
雑
誌
『
白
樺
』
が
主
張
し
た
、「
人
類
」
史
上
の

「
天
才
」
を
称
揚
す
る
劉
生
流
の
実
践
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
そ
の
實
篤
や
劉
生
の
態
度
に
は

「
…
…
年
代
順
と
か
そ
の
他
の
順
序
と
か
が
あ
る
の
で
は
な
く
」、「
…
…
す
べ
て
の
偉
人
の
中
で
誰
が
最4

も4

偉
大
な
る
者
」
で
あ
る
か
を
ケ
ー
ベ
ル（
一
八
四
八
―
一
九
二
三
）に
た
ず
ね
た
学
生
と
共
通
す
る
気
分

が
感
じ
ら
れ
る
。

 

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル（
著
）　

久
保
勉（
訳
編
）『
ケ
ー
ベ
ル
博
士
随
筆
集
』
岩
波
文
庫
、
一

九
五
七
年
、
一
一
頁

33 

現
在
作
品
名
し
か
判
明
し
て
い
な
い
が
、
椿
は
一
九
一
八
年
の
草
土
社
第
六
回
美
術
展
覧
会
に
《
キ
リ
ス

ト
埋
葬
》、
翌
年
の
第
七
回
展
に
《
釈
迦
誕
生
》
を
出
品
し
て
い
る
。
後
者
と
同
じ
年
に
描
か
れ
た
雑
誌

『
我
等
』
の
た
め
の
挿
画
は
現
在
確
認
出
来
る
数
少
な
い
宗
教
画
的
雰
囲
気
を
持
つ
作
例
で
あ
る
。

 

註
19
と
同
、
一
九
九
六
年
、
一
一
四
頁（cat.no.130

）、
一
六
三
―
一
六
四
頁

34 

劉
生
の
メ
モ（
一
九
一
五
年
三
月
二
日
付
）よ
り
。

 

岸
田
劉
生
「
雑
纂　

ノ
ー
ト　

そ
の
二
」
註
19
と
同
、
一
九
八
〇
年
、
五
四
五
頁

35 

岸
田
劉
生
「
自
分
の
踏
ん
で
来
た
道（
千
九
百
十
九
年
個
人
展
覧
会
に
際
し
て
）」
註
12
と
同
、
五
二
三
頁

36 

岸
田
劉
生
「
自
分
の
踏
ん
で
来
た
道（
千
九
百
十
九
年
個
人
展
覧
会
に
際
し
て
）」
註
12
と
同
、
五
二
五
頁

37 

芝
川
照
吉
旧
蔵
の
油
彩
《
詩
句
あ
る
静
物
》（
一
九
一
八
年
八
月
三
〇
日
、
現
存
せ
ず
）に
記
さ
れ
た
詩
句

よ
り
。

 

市
川
政
憲
「
油
彩
作
品
目
録
」
東
京
国
立
近
代
美
術
館（
監
修
）『
岸
田
劉
生
画
集　

目
録
・
解
説
』
岩
波

書
店
、
一
九
八
〇
年
、
一
三
七
頁（
参
考 

四
二
）

38 

岸
田
劉
生
「
色
刷
会
報
よ
り（
雑
稿
）　

静
物
の
構
図
」
註
12
と
同
、
四
九
九
頁（
初
出　
「（
色
刷
会
報　

二
）」
一
九
一
八
年
六
月
二
六
日
／
再
録　
『
劉
生
畫
集
及
芸
術
観
』
聚
英
閣
、
一
九
二
〇
年
）

39 

岸
田
劉
生
「
装
飾
文
字
に
就
て
児
島
氏
に
」
註
12
と
同
、
九
五
頁（
初
出　
『
読
売
新
聞
』
一
九
一
五
年
一

二
月
一
二
日
・
日
曜
附
録
）

40 

一
九
一
九（
大
正
八
）年
の
第
一
〇
年
一
〜
三
、
五
、
六
月
号
の
表
紙
、
四
月
号（
十
週
年
紀
念
号
）の
中
扉

お
よ
び
二
〇
年
の
第
一
一
年
一
〜
六
月
号
裏
表
紙
。

41 

井
伏
鱒
二（
一
八
九
八
―
一
九
九
三
）は
硲
伊
之
助（
一
八
九
五
―
一
九
七
七
）に
つ
い
て
記
し
た
文
章
の
中

で
、
一
九
一
五（
大
正
四
）年
こ
ろ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

 

…
…（
引
用
者
註
：
硲
が
）胸
を
悪
く
し
て
鵠
沼
の
別
荘
で
療
養
生
活
に
入
つ
た
。
こ
こ
に
は
岸
田
劉
生
が

よ
く
遊
び
に
来
た
。
こ
こ
の
別
荘
番
の
福
さ
ん
と
い
ふ
人
と
劉
生
は
よ
く
将
棋
を
さ
し
た
。
福
さ
ん
は
三

度
に
一
度
ぐ
ら
ゐ
わ
ざ
と
負
け
て
、「
お
お
、
し
も
う
た
」
と
顔
に
手
を
や
つ
て
劉
生
の
機
嫌
を
損
ね
ぬ

術
を
心
得
て
ゐ
た
。
福
さ
ん
は
劉
生
の
お
気
に
入
り
で
あ
つ
た
。
こ
の
頃
は
、
椿
貞
雄
、
木
村
荘
八
と
は

研
究
所
で
顔
を
合
は
せ
る
く
ら
ゐ
で
、
そ
れ
ほ
ど
親
密
に
は
な
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
こ
の
別
荘
か
ら
、
い

つ
た
ん
向
島
の
自
宅
に
帰
つ
て
、
そ
れ
か
ら
我
孫
子
へ
移
つ
た
。

 

　

こ
の
文
章
は
井
伏
の
実
見
談
で
は
な
く
、
硲
か
ら
の
聞
き
書
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
研
究
所
」
が

具
体
的
に
ど
こ
を
指
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
り
、
椿
本
人
に
よ
る
回
想
に
も
類
似
の
記
述
は
確
認
さ
れ

な
い
。

 

井
伏
鱒
二
「
硲
伊
之
助
さ
ん
の
こ
と

―
序
に
か
え
て

―
」『
硲
伊
之
助
作
品
集
』
渓
水
社
、
一
九
七
七

年
、
七
頁（
の
ち
、「
硲
伊
之
助
の
絵
付
」
と
改
題
さ
れ
『
焼
物
雑
記
』
文
化
出
版
局
、
一
九
八
五
年
に
再

録
）

42 

花
田
美
穂
「
椿
貞
雄
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

―
岸
田
劉
生
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に

―
」
註
15
と
同
、

一
一
一
頁

 

　

椿
が
《
八
重
子
像（
酸
漿
を
持
て
る
少
女
の
肖
像
）》
の
カ
ン
バ
ス
の
裏
面
に
記
し
た
覚
書
は
次
の
通

り
。

 

千
九
百
十
八
年
／
八
月
月
末
／
に
故
郷
米
澤
／
の
生
家
に
於
て
／
妹
八
重
子
を
／
描
き
し
も
の
な
り
／
ま

る
一
ケ
月
を
要
／
す
色
の
点
で
／
自
分
の
思
出
の
作
な
／
り
／
当
時
自
分
は
絶
望
／
し
て
お
り
画
筆
／
を

な
げ
う
つ
か
画
家
／
と
し
て
立
つ
か
の
わ
か
れ
道
の
坂
上
／
に
い
た
り
／
こ
の
作
は
院
展
に
出
／
品
し
た

こ
と
あ
り
／
千
九
百
廿
一
年
／
十
月
書
く
／
椿
貞
雄

 
「
出
品
目
録
」
註
19
と
同
、
一
九
九
六
年
、
一
七
八
頁

　

 

　

ま
た
、
書
簡
は
劉
生
が
一
九
一
七（
大
正
六
）年
一
月
二
九
日
お
よ
び
同
年
二
月
一
六
日
付
で
椿
に
宛
て

た
も
の
。

 

岸
田
劉
生
「（
椿
貞
雄
宛
書
簡
）」
註
19
と
同
、
一
九
八
〇
年
、
二
一
四
―
二
一
七
頁（
書
簡 

nos. 

二
九
、
三
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〇
）

43　

岸
田
劉
生
「（
椿
貞
雄
宛
書
簡
、
一
九
一
七
年
一
月
二
九
日
付
）」
註
19
と
同
、
一
九
八
〇
年
、
二
一
五
頁

（
書
簡 
no. 
二
九
）

44　

岸
田
劉
生
「
椿
の
畫
に
就
て
其
他
」
註
27
と
同
、
一
九
七
九
年
、
二
三
頁（
初
出　
『
現
代
之
美
術
』
第
四

巻
第
五
号
、
一
九
二
一
年
七
月
）

45　

註
44
と
同
。

 

＊
 

　

劉
生
が
『
劉
生
畫
集
及
芸
術
観
』
の
た
め
に
書
き
下
ろ
し
た
「
写
実
論
」
は
「
椿
の
畫
に
就
て
其
他
」

で
記
し
た
こ
と
を
彼
の
構
想
す
る
造
形
思
考
の
体
系
の
一
分
野
と
し
て
普
遍
的
に
論
じ
て
お
り
、「
此
一

篇
を
畫
友
椿
貞
雄
兄
に
捧
ぐ
。」
と
い
う
献
辞
が
あ
る
。

 

岸
田
劉
生
「
写
実
論
」
註
12
と
同
、
四
一
五
―
四
三
三
頁（
初
出　
『
劉
生
畫
集
及
芸
術
観
』
聚
英
閣
、
一

九
二
〇
年
）

 

故
郷
　
Ⅰ

46 

柳
宗
悦
「（
阿
部
次
郎
宛
書
簡
、
一
九
一
四
年
五
月
八
日
付
）」
註
24
と
同
、
一
七
六
頁（
書
簡 

no. 

二
一
〇
）

47 

東
珠
樹
「
草
土
社
時
代（
一
）」
註
14
と
同
、
四
〇
、
四
三
―
四
四
頁

48　

油
絵
具
の
価
格
の
違
い
に
つ
い
て
は
渡
邉
郁
夫
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
現
在
で
も
プ
ル
シ

ャ
ン
ブ
ル
ー
と
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
で
は
価
格
に
二
、
三
倍
ほ
ど
違
い
が
あ
る
と
い
う
。
参
考
と
し
て
示
さ

れ
た
文
房
堂
の
一
九
一
四（
大
正
三
）年
版
カ
タ
ロ
グ
で
は
、
徳
用
チ
ュ
ー
ブ
の
「
プ
ラ
ッ
シ
ア
ン 

ブ
リ

ュ
ー
」
が
三
五
銭
に
対
し
て
「
コ
バ
ル
ト 

ブ
リ
ュ
ー
」
は
一
円
一
〇
銭
と
な
っ
て
い
る
。

 

　

ま
た
、
椿
が
劉
生
と
同
じ
色
を
用
い
た
と
し
て
も
、
彼
が
低
廉
で
質
の
悪
い
油
絵
具
を
需
め
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。『
油
絵
の
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
彼
が
記
し
た
「
色
の
変
色
不
変
色
に
就
い
て
」
の
中

で
、

 

　

要
す
る
に
色
彩
を
主
に
し
た
行
き
方
の
人
に
と
つ
て
色
の
変
色
は
恐
る
可
き
で
あ
る
。
色
が
変
色
し
褪

色
す
れ
ば
、
そ
の
絵
の
生
命
は
そ
れ
で
終
り
を
つ
げ
る
。
し
か
し
色
彩
を
主
に
せ
ず
、
線
描
や
描
写
を
主

に
し
た
も
の
、
無
形
の
色（
気
韻
）を
主
に
し
た
も
の
は
、
色
に
よ
つ
て
、
ひ
ど
い
打
撃
は
受
け
ず
に
す

む
。

 

と
、
読
み
よ
う
に
よ
っ
て
は
絵
具
の
変
色
に
つ
い
て
は
最
初
か
ら
諦
め
て
い
る
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い

る
。

 

椿
貞
雄
「
色
の
変
色
不
変
色
に
就
い
て
」
註
8
と
同
、
一
九
三
一
年
、
一
五
〇
頁

 

＊

 

　

経
済
的
な
点
で
は
代
々
木
時
代（
一
九
一
三
―
一
六
年
）の
劉
生
も
生
活
が
苦
し
く
、
画
材
を
満
足
に
購

入
で
き
な
か
っ
た
。
彼
が
不
満
を
感
じ
る
事
な
く
制
作
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
は
芝
川
照
吉（
一
八
七

一
―
一
九
二
三
、cat.nos.3, 30, 32, 43

））の
よ
う
な
後
援
者
の
存
在
が
あ
っ
た
。
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館

の
『
幻
想
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
展（
二
〇
〇
五
）図
録
所
載
の
年
表
に
よ
れ
ば
芝
川
を
は
じ
め
と
す
る
後
援

者
た
ち
は
岸
田
劉
生
後
援
会（
岸
田
会
）を
つ
く
り
、
一
九
一
五（
大
正
四
）年
か
ら
一
九
年
に
か
け
て
九
回

の
展
覧
会
を
行
っ
た
が
、「
毎
回
三
〇
〇
円
く
ら
い
の
赤
字
と
な
り
芝
川
等
が
補
塡
」
し
た
と
い
う
。
こ

の
た
め
劉
生
が
一
七
年
二
月
一
六
日
付
の
椿
宛
書
簡
で
「
甚
だ
失
礼
で
す
が
僕
の
処
に
は
今
金
が
あ
ま
つ

て
居
」
る
の
で
送
金
す
る
か
ら
絵
具
を
購
入
す
る
よ
う
椿
に
勧
め
て
い
る
の
は
、
先
輩
と
し
て
の
虚
勢
な

ど
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
劉
生
と
彼
の
後
援
者
た
ち
の
背
景
に
は
、
一
五
年
後
半
か
ら
始
ま
っ

た
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
日
本
の
好
景
気
が
あ
っ
た
。

 

長
與
善
郎
『
わ
が
心
の
遍
歴
』
註
1
と
同
、
一
九
一
頁

 

東
珠
樹
「
日
本
画
と
水
彩
画
」『
岸
田
劉
生

―
椿
貞
雄
の
回
想
か
ら

―
』
雪
華
社
、
一
九
六
一
年
、
一

六
四
―
一
六
七
頁

 

岸
田
劉
生
「（
椿
貞
雄
宛
書
簡
、
一
九
一
七
年
二
月
一
六
日
付
）」
註
19
と
同
、
一
九
八
〇
年
、
二
一
七
頁

（
書
簡 

no. 

三
〇
）

 

佐
々
木
静
一
「
幻
想
の
蒐
集
家

―
洋
画
の
初
期
収
集
家
・
芝
川
照
吉
」
日
本
洋
画
商
協
同
組
合（
編
）『
日

本
洋
画
商
史
』
美
術
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
二
四
九
―
二
五
八
頁

 

瀬
尾
典
昭
「
芝
川
照
吉
の
生
涯
と
美
術
家
た
ち
」、（
無
署
名
）「
芝
川
照
吉
お
よ
び
関
連
事
項
年
表
」
渋
谷

区
立
松
濤
美
術
館（
編
）『
幻
想
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

芝
川
照
吉　

劉
生
、
達
吉
、
柏
亭
ら
を
支
え
た
も
う

一
つ
の
美
術
史
』
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年
、
一
四
六
―
一
七
二
頁

49 

劉
生
が
一
九
一
九（
大
正
八
）年
五
月
三
〇
日
付
で
和
辻
に
宛
て
た
二
通
の
葉
書
を
参
照
の
こ
と
。

 

岸
田
劉
生
「（
和
辻
哲
郎
宛
書
簡
）」
註
19
と
同
、
一
九
八
〇
年
、
二
八
二
―
二
八
三
頁（
書
簡 

nos. 

一
六

一
、
一
六
二
）

50　

劉
生
が
一
九
一
九（
大
正
八
）年
六
月
七
、
九
、
一
〇
、
一
一
日
付
で
妻
・
蓁
に
宛
て
た
五
通
の
葉
書
を
参

照
の
こ
と
。
尚
、
一
一
日
付
の
葉
書
に
「
法
隆
寺
の
金
堂
の
壁
画
を
見
る
事
は
都
合
好
く
許
可
に
な
つ

た
」
と
あ
る
が
、
結
局
こ
の
時
は
拝
観
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る（
註
61
参
照
）。

 

岸
田
劉
生
「（
岸
田
蓁
宛
書
簡
）」
註
19
と
同
、
一
九
八
〇
年
、
二
八
四
―
二
八
六
頁（
書
簡 

nos. 

一
六
五
、

一
六
七
、
一
六
八
、
一
六
九
、
一
七
一
）

51 

岸
田
劉
生
「
色
刷
会
報　

第
二
輯
之
二
」
註
12
と
同
、
二
七
〇
―
二
七
一
頁（
初
出　

一
九
一
九
年
六
月

二
八
日
）

52 

柳
宗
悦
「
今
度
の
挿
絵
に
就
て
」『
柳
宗
悦
全
集
著
作
篇
第
一
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
、
五
八
六
頁

（
初
出　
『
白
樺
』
第
一
〇
年
七
月
号
、
一
九
一
九
年
七
月
）

53 

柳
宗
悦
「（
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
宛
書
簡
、
一
九
一
六
年
三
月
二
四
日
付
）」
註
24
と
同
、
二
一
二
―
二

一
三
、
六
五
九
―
六
六
〇
頁（
書
簡 

nos. 

二
五
〇
）

54 

註
52
と
同
。

55 
註
52
と
同
、
五
八
七
頁

56 
註
52
と
同
、
五
八
八
頁

57　

和
辻
哲
郎
「
二　

哀
愁
の
こ
こ
ろ
」『
初
版　

古
寺
巡
礼
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
二
年
、
二
一
頁

（
初
版　

一
九
一
九
年
）

58　

和
辻
哲
郎
「
五　

ホ
テ
ル
の
食
堂
」
註
57
と
同
、
三
八
頁

59　

柳
が
一
九
一
五（
大
正
四
）年
か
ら
一
八
年
に
か
け
て
記
し
た
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
宛
書
簡（
一
九
一
五

年
五
月
五
日
付
、
八
月
一
八
日
付
、
一
一
月
八
、
一
九
、
二
四
日
付
、
一
六
年
三
月
二
四
日
付
、
七
月
二

八
日
付
、
一
二
月
二
三
日
付
、
一
八
年
八
月
二
三
日
付
）お
よ
び
未
投
函
の
ス
コ
ッ
ト
宛
書
簡
草
稿（
一
九



50

一
六
年
二
月
一
二
日
付
）を
参
照
の
こ
と
。

 
柳
宗
悦
「（
書
簡　

大
正
五
年
／
一
九
一
六
年
）」
註
24
と
同
、
一
八
五
―
一
八
六
、
一
九
八
、
二
〇
〇
―

二
一
〇
、
二
一
二
―
二
一
四
、
二
一
九
―
二
二
六
、
六
四
四
―
六
五
三
、
六
五
八
―
六
七
三
、
六
七
八
―

六
七
九
頁（
書
簡 

nos. 

二
二
六
、
二
四
三
、
二
四
七
、
二
五
〇
、
二
五
二
、
二
五
九
、
二
六
〇
、
二
六
四
）

60　

柳
宗
悦
「（
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
宛
書
簡
、
一
九
一
六
年
三
月
二
四
日
付
）」
註
24
と
同
、
二
一
二
、
六

五
九
頁（
書
簡 
no. 

二
五
〇
）

61　

劉
生
の
一
九
二
〇（
大
正
九
）年
四
月
六
、
七
、
一
二
、
一
三
、
一
五
、
一
七
日
付
の
日
記
を
参
照
の
こ

と
。

 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
四
月
）」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
五
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
二

九
七
―
二
九
九
、
三
〇
二
―
三
〇
七
頁

62　

今
泉
篤
男
「
土
田
文
雄
の
人
と
作
品
」
註
4
と
同
、
一
九
七
九
年
、
二
八
一
―
二
八
二
頁

63　

椿
貞
雄
「
或
家
の
出
来
事　

一
」『
白
樺
』
第
一
〇
年
一
〇
月
号
、
一
九
一
九
年
一
〇
月
、
一
頁

64　

椿
貞
雄
「
或
家
の
出
来
事　

三
〇
」『
白
樺
』
第
一
一
年
一
月
号
、
一
九
二
〇
年
一
月
、
一
二
六
頁

65　

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
三
月
一
一
日
）」
註
61
と
同
、
二
六
七
頁

　

 

　

文
中
、「
長
野
」
と
あ
る
の
は
、
長
野
県
の
市
川
家
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

66　

岸
田
劉
生
「（
椿
英
夫
宛
書
簡
、
一
九
二
一
年
四
月
二
七
日
付
）」
註
19
と
同
、
一
九
八
〇
年
、
三
四
〇
頁

（
書
簡 

no. 

二
八
九
）

 

故
郷
　
Ⅱ

67 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
一
九
年
一
二
月
一
二
日
）」
註
61
と
同
、
二
〇
二
頁

68 

註
67
と
同
、
二
〇
一
頁

69 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
一
月
三
〇
日
）」
註
61
と
同
、
二
二
六
―
二
二
七
頁

70 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
四
月
二
一
日
）」
註
61
と
同
、
三
一
〇
頁

71 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
五
月
一
日
）」
註
61
と
同
、
三
一
九
頁

72 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
五
月
三
日
）」
註
61
と
同
、
三
二
〇
―
三
二
一
頁

73 

劉
生
本
人
が
日
記
に
自
ら
の
制
作
を
「
日
本
畫
」
と
記
す
よ
う
に
な
る
の
は
二
ヶ
月
ほ
ど
後
の
こ
と
に
な

る
。

 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
七
月
七
日
）」
註
61
と
同
、
三
八
〇
―
三
八
一
頁

74 

本
多
秋
五
「
五　

後
期
印
象
派
」『『
白
樺
』
派
の
文
学
』
講
談
社
、
一
九
五
四
年
、
五
五
―
五
八
頁

75 

当
時
の
劉
生
や
椿
た
ち
が
世
界
美
術
史
に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
認
識
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
考
え
る
際
、

木
村
荘
八
が
児
童
向
け
に
著
し
た
書
籍
に
記
さ
れ
た
記
述
に
つ
い
て
は
基
礎
的
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て

い
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

 

木
村
荘
八
『
少
年
藝
術
史　

ニ
ー
ル
河
の
草
』
洛
陽
堂
、
一
九
一
九
年（
改
版　

新
生
堂
、
一
九
二
四
年
）

76 

大
久
保
泰
「
古
式
の
笑（
ア
ル
カ
イ
ツ
ク
・
ス
マ
イ
ル
）」『
み
づ
ゑ
』
第
四
二
一
号
、
一
九
三
九
年
一
二
月
、

三
六（
六
九
〇
）頁

77 

岡
本
正
康
「「
質
の
美
」
と
「
模
倣
」

―
岸
田
劉
生
の
「
内
な
る
美
」
発
現
の
経
路
に
あ
る
も
の
」
青

木
加
苗
、
宮
本
久
宣（
編
）『
動
き
出
す
！
絵
画　
ペ
ー
ル
北
山
の
夢
』
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
、
東
京
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
下
関
市
立
美
術
館
、
読
売
新
聞
社
、
美
術
館
連
絡
協
議
会
、
二
〇
一
六
年
、

二
四
九
―
二
五
〇
頁

78 

長
與
善
郎
『
わ
が
心
の
遍
歴
』
註
1
と
同
、
二
二
六
頁

79 

長
與
善
郎
『
わ
が
心
の
遍
歴
』
註
1
と
同
、
一
九
三
頁

80 

岸
田
劉
生
「
序
文（
劉
生
畫
集
及
芸
術
観
）」
註
12
と
同
、
三
四
七
頁（
初
出　
『
劉
生
畫
集
及
芸
術
観
』
聚

英
閣
、
一
九
二
〇
年
）

　

 

　

併
せ
て
同
書
﹇
三
四
四
﹈
頁
を
参
照
の
こ
と
。

81　

長
與
宅
で
彼
が
奈
良
旅
行
か
ら
持
ち
帰
っ
た
「
奈
良
美
術
館
の
孔
雀
明
王
の
図
」
に
劉
生
が
感
動
し
た
記

述
な
ど
は
例
外
に
属
す
る
だ
ろ
う
。

 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
五
月
二
日
）」
註
61
と
同
、
三
二
〇
頁

 

＊

 

　

長
與
善
郎
以
外
に
東
洋
美
術
に
向
う
劉
生
や
椿
の
支
え
と
な
っ
た
『
白
樺
』
同
人
は
、
木
下
利
玄（
一

八
八
六
―
一
九
二
五
）で
は
な
か
っ
た
か
。

 

　

現
在
の
岡
山
県
に
位
置
す
る
足
守
藩
の
藩
主
だ
っ
た
木
下
家
を
嗣
い
だ
利
玄
は
一
九
一
六（
大
正
五
）年

か
ら
一
八
年
ま
で
東
京
を
離
れ
、
一
九
年
か
ら
鎌
倉
に
住
ん
だ
も
の
の
二
二
年
春
に
肺
結
核
に
な
っ
た
た

め
、
劉
生
た
ち
と
の
交
流
は
長
與
に
比
べ
れ
ば
淡
い
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
利
玄
の
日
記
に
は
代
々
家
蔵

す
る
近
世
絵
画
に
つ
い
て
の
言
及
の
他
に
、「
恐
ら
く
は
顔
輝
の
寒
山
か
ら
教
は
つ
た
、
麗
子
さ
ん
の
、

一
寸
グ
ロ
テ
ス
ク
な
微
笑
と
自
分
で
云
つ
て
ゐ
る
も
の
ゝ
下
書
」
と
思
わ
れ
る
素
描
を
評
価
し
た
り（
一

九
二
二
年
五
月
七
、
八
日
）、「
人
見
少
華
の
菖
蒲
の
絵
」
を
劉
生
が
ほ
め
る（
同
年
七
月
二
四
日
）と
い
う

記
述
な
ど
が
あ
る
。

 

　

利
玄
と
劉
生
、
椿
の
交
流
に
つ
い
て
は
既
に
嶋
田
華
子
に
よ
る
論
考
が
あ
る
が
、
今
後
も
精
し
い
調
査

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

 

木
下
利
玄
『
定
本 

木
下
利
玄
全
集　

散
文
篇
』
臨
川
書
店
、
一
九
七
七
年

 

嶋
田
華
子
「
日
記
に
見
る
『
白
樺
』
同
人
の
交
遊
と
創
作
の
背
景

―
岸
田
劉
生
と
木
下
利
玄
の
牡
丹
を

巡
っ
て

―
」
読
売
新
聞
大
阪
本
社
文
化
事
業
部
ほ
か（
編
）『『
白
樺
』
生
誕
一
〇
〇
年　

白
樺
派
の
愛
し

た
美
術
』
読
売
新
聞
大
阪
本
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
六
九
―
一
七
二
頁

82 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
七
月
二
日
）」
註
61
と
同
、
三
七
七
頁

83 

高
橋
義
雄
「
道
具
移
動
第
三
期
」『
近
世
道
具
移
動
史
』
慶
文
堂
書
店
、
一
九
二
九
年
、
一
六
二
―
一
六
三

頁

84 

註
83
と
同
、
一
八
四
―
一
八
五
頁

85 

高
橋
義
雄
「（
日
記
、
一
九
一
六
年
五
月
六
日
）」『
萬
象
録　

高
橋
箒
庵
日
記　

巻
四
』
思
文
閣
出
版
、
一

九
八
八
年
、
一
五
二
頁

86 

高
橋
義
雄
「（
日
記
、
一
九
一
六
年
五
月
九
日
）」
註
85
と
同
、
一
五
五
頁

87 

高
橋
義
雄
「（
日
記
、
一
九
一
六
年
五
月
一
七
日
）」
註
85
と
同
、
一
六
七
頁

88 

科
英
也
「
ふ
た
つ
の
茶
会

―
棟
方
志
功
の
「
実
験
茶
会
」
と
柳
宗
悦
の
茶
会

―
」『
河
井
寬
次
郎
と

棟
方
志
功　

日
本
民
藝
館
所
蔵
品
を
中
心
に
』
千
葉
市
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
、
二
四
〇
―
二
六
六
頁

89 
岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
一
一
月
二
六
日
）」
註
61
と
同
、
四
九
二
頁

90 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
二
年
一
一
月
九
日
）」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
七
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九

年
、
三
九
七
―
三
九
八
頁
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な
お
、
同
年
一
〇
月
一
五
日（
三
六
二
頁
）お
よ
び
一
一
月
二
三
日（
四
一
七
頁
）を
併
せ
て
参
照
の
こ

と
。

91 

岸
田
劉
生
「
出
品
畫
に
つ
い
て
」
註
27
と
同
、
三
一
一
頁（
初
出　
『
み
づ
ゑ
』
第
二
二
〇
号
、
一
九
二
三

年
六
月
）

92 

岸
田
劉
生
「
東
西
の
美
術
を
論
じ
て
宋
元
の
写
生
畫
に
及
ぶ
」
註
27
と
同
、
三
四
八
―
三
四
九
頁（
＊
二

二
二
頁
）

93 

「
後
記
」
註
27
と
同
、
六
四
四
―
六
四
五
頁

94 

今
泉
篤
男
「
美
術
随
想
」『
米
沢
文
化
』
第
一
二
号
、
一
九
八
二
年
六
月
、
三
三
頁

95 

今
井
信
雄
は
「『
創
作
』
物
語
」
の
中
で
『
白
樺
』
の
休（
廃
）刊
が
一
九
一
九
年
四
月
の
「
白
樺
第
十
周

年
紀
念
号
」
を
境
に
同
誌
の
「
凋
落
」
が
顕
著
に
な
っ
て
い
く
過
程
を
丹
念
た
ど
っ
て
い
る
。『
白
樺
』

は
関
東
大
震
災
で
自
然
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
か
に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
今
井
の
報
告
は
同
人
間
の
対
立
や

意
識
の
違
い
、
社
会
の
状
況
と
ず
れ
て
い
く
雑
誌
の
あ
り
さ
ま
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、『
白
樺
』
の
休

刊
は
む
し
ろ
遅
す
ぎ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
思
わ
せ
る
。

 

　

今
井
は
「
終
焉
の
原
因
の
一
つ
に
、
同
人
の
〝
東
洋
へ
の
回
帰
〞
が
よ
く
問
題
に
さ
れ
る
」
と
し
て
い

る
が
、「
ひ
た
ぶ
る
に
〝
東
洋
へ
の
回
帰
〞
の
途
を
急
」
い
だ
柳
や
劉
生
そ
し
て
椿
た
ち
に
対
し
て
、『
白

樺
』
に
西
洋
芸
術
の
紹
介
者
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
地
方
の
読
者
た
ち 

―
例
え
ば
註
94
の
今

泉
篤
男
の
よ
う
な

― 

の
中
に
は
幻
滅
し
、
離
れ
て
い
っ
た
者
が
い
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

 

今
井
信
雄
「『
創
作
』
物
語
」『
新
訂 『
白
樺
』
の
周
辺 

―
信
州
教
育
と
の
交
流
に
つ
い
て

―
』
信
濃

教
育
会
出
版
部
、
一
九
八
六
年
、
二
三
〇
―
三
〇
四
頁

96　

高
橋
箒
庵（
義
雄
）　

熊
倉
功
夫
・
原
田
茂
弘（
校
注
）「
曜
変
天
目　

三
」『
東
都
茶
会
記　

四
』
淡
交
社
、

一
九
八
九
年
、
四
一
二
頁

97　

こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

 

　

ひ
と
つ
は
、
一
九
三
八（
昭
和
一
三
）年
に
棟
方
志
功（
一
九
〇
三
―
七
五
）が
河
井
寬
次
郎（
一
八
九
〇

―
一
九
六
六
）に
伴
わ
れ
て
岡
山
の
大
原
家
を
初
め
て
訪
問
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
大
原
孫
三
郎（
一
八

八
〇
―
一
九
四
三
）は
「
息
子（
總
一
郎
）が
棟
方
さ
ん
の
こ
と
を
大
好
き
」
で
あ
り
、
茶
を
知
り
た
い
と

願
っ
て
い
た
棟
方
の
た
め
に
所
有
し
て
い
た
名
物
で
一
席
設
け
た（
こ
れ
は
河
井
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
）。

そ
の
時
、
床
に
は
「
女
一
人
舞
の
肉
筆
の
浮
世
絵
」
が
飾
ら
れ
た
。

 

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
木
村
荘
八
が
「
岸
田
劉
生
の
日
本
畫
」
の
中
で
、『
白
樺
』
同
人
の
犬
養
健（
一
八
九

六
―
一
九
六
〇
）の
父
で
あ
り
中
国
絵
画
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
毅（
一
八
五
五
―
一
九
三
二
）

が
劉
生
の
文
人
画
的
作
品
に
つ
い
て
評
し
た
言
葉
。

 

　

故
人
も
こ
れ
は
破
顔
し
て
ゐ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
が
、
岸
田
は
殆
ど
例
外
な
く
そ
の
作
品
の
上
に
文

字
を
題
し
て
、
少
々
怪
し
い
漢
文
な
ど
も
誌
し
入
れ
る
好
み
が
あ
つ
た
。
犬
養
毅
氏
が
一
度
こ
れ
に
つ
い

て
、
岸
田
君
の
畫
も
い
ゝ
が
、
文
字
が
題
し
て
な
い
と
い
ゝ
と
云
つ
た
話
が
伝
は
つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。

…
…

　

 

　

劉
生
や
棟
方
は
、
当
時
の
代
表
的
な
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
の
息
子
4

4

た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、

劉
生
が
原
三
溪
か
ら
棟
方
に
対
す
る
大
原
孫
三
郎
の
よ
う
な
接
し
方
を
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
彼
の
日
記

か
ら
は
わ
か
り
難
い（
実
際
二
人
が
会
っ
た
の
は
一
九
二
二
年
一
一
月
二
三
日
と
翌
年
の
七
月
三
〇
日
の

み
か
）。
鵠
沼
時
代
の
劉
生
の
後
援
者
で
あ
る
西
郷
健
雄（
一
八
八
五
―
一
九
六
七
）は
三
溪
の
長
女
・
春

子
の
夫
で
あ
る
た
め
、
椿
が
回
想
す
る
よ
う
に
劉
生
は
「
原
氏
一
家
が
パ
ト
ロ
ン
」
と
な
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
犬
養
毅
に
よ
る
劉
生
の
作
品
評
と
同
様
、
当
主
の
三
溪
は
劉
生
に
対

し
て
い
わ
ば
「
条
件
付
き
」
で
接
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

 

棟
方
志
功
「
大
原
氏
親
子
」『
わ
だ
ば
ゴ
ッ
ホ
に
な
る
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
、
九
四
―
九
五
頁

 

木
村
荘
八
「
岸
田
劉
生
の
日
本
画
」
註
2
と
同
、
一
二
二
頁（
初
出　
『
畫
論
』
第
四
号
、
一
九
四
一
年
一

二
月
）

 

椿
貞
雄
「
岸
田
劉
生
と
僕
」
註
2
と
同
、
二
〇
九
頁（
初
出　
『
ふ
さ
』
第
一
巻
第
五
・
六
号
、
一
九
五
五

年
八
月
）（
＊
一
五
頁
）

98 

木
村
荘
八
「
岸
田
劉
生
の
日
本
画
」
註
2
と
同
、
一
二
六
頁（
初
出　
『
畫
論
』
第
四
号
、
一
九
四
一
年
一

二
月
）

99 

次
を
参
照
の
こ
と
。

 

曽
布
川
寛（
監
修
）　

関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会（
編
）『
中
国
書
画
探
訪　

関
西
の
収
蔵
家
と

そ
の
名
品
』
二
玄
社
、
二
〇
一
一
年

 

別
離

100 

椿
が
一
九
一
四
年
九
月
の
上
京
直
後
に
目
に
し
た
東
京
大
正
博
覧
会
の
光
景
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
博

覧
会
は
同
年
七
月
ま
で
の
開
催
だ
っ
た
。

 

米
沢
市
上
杉
博
物
館（
編
）『
開
館
一
五
周
年
記
念　
企
画
展
「
生
誕
一
二
〇
年　

椿
貞
雄
展

―
椿
貞
雄
と

岸
田
劉
生

―
』
米
沢
市
上
杉
博
物
館
、
二
〇
一
六
年
、
三
一
頁（cat.no.22

）

101 

例
え
ば
《
虞
美
人
化
粧
之
図
》（
一
九
二
一
年
、
個
人
蔵
）だ
ろ
う
。
こ
の
油
彩
作
品
は
長
與
善
郎
の
戯
曲

『
項
羽
と
劉
邦
』（
新
潮
社
、
一
九
二
二
年
改
訂
版
）の
挿
絵
を
河
野
が
担
当
し
た
こ
と
か
ら
描
か
れ
た
。

 

土
方
明
司
、
江
尻
潔
、
瀬
尾
典
昭
、
木
内
真
由
美（
編
）『「
大
正
の
鬼
才 

河
野
通
勢 

新
発
見
作
品
を
中
心

に
」
展
図
録
』
美
術
館
連
絡
協
議
会
、
二
〇
〇
八
年
、
六
七
、
一
四
〇
―
一
四
三
頁（cat.nos.Ⅱ̶

22, 62､
Ⅵ̶

 4~14

）

102　

売
間
信
男
「
椿
貞
雄
伝
」
註
3
と
同
、
四
一
頁

103　

東
洋
絵
画
で
用
い
ら
れ
る
岩
絵
具
な
ど
の
顔
料
に
つ
い
て
、
木
村
荘
八
は
劉
生
も
「
使
い
訓
れ
る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
彼
は
劉
生
が
「
…
…
ま
だ
自
由
自
在
と
い
ふ
ま
で
マ
ス
タ
ー
す
る
に

至
ら
な
い
中
に
倒
れ
た
の
と
、
元
元
を
し
て
岩
絵
の
具
を
要
求
す
る
畫
境
に
行
つ
て
ゐ
な
い
」
こ
と
を
そ

の
理
由
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
…
…
膠
な
ど
完
全
で
な
く
、
そ
の
ま
ゝ
落
ち
た
岩
が
大
分
有
る
」

と
い
う
。

 

　

内
呂
博
之
は
《
狗
を
ひ
く
童
女
》（
一
九
二
四
年
、
ポ
ー
ラ
美
術
館
蔵
）の
解
説
の
中
で
、
画
面
上
の
効

果
の
見
事
さ
を
指
摘
し
な
が
ら
、
木
村
の
回
想
を
踏
ま
え
、
劉
生
は
東
洋
絵
画
の
技
術
を
「
…
…
独
学

で
、
古
画
の
鑑
賞
を
通
し
て
会
得
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
技
術
的
に
は
完
全
で
は
な
」
い
と
記
し
て
い

る
。

 

木
村
荘
八
「
岸
田
劉
生
の
日
本
画　

後
記
」
註
2
と
同
、
一
三
二
頁（
初
出　
『
東
京
の
風
俗
』
毎
日
新
聞
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社
、
一
九
四
九
年
）

 
内
呂
博
之
「
劉
生
の
日
本
画
」『
美
術
の
窓
』
第
二
八
巻
第
五
号
、
二
〇
〇
九
年
五
月
、
二
一
―
二
三
頁

104 
箱
書
は
一
九
三
六（
昭
和
一
一
）年
三
月
八
日（
箱
書
の
解
読
に
は
同
僚
の
松
尾
知
子
氏
の
協
力
を
得
た
）。

105 

売
間
信
男
「
椿
貞
雄
伝
」
註
3
と
同
、
四
一
頁

 

　

現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
椿
の
日
記
中
、
一
九
二
五（
大
正
一
四
）年
の
記
述
に
「
自
分
は
建
築
的
な
行
方

よ
り
出
来
な
い
性
質
の
人
間
だ
。
し
か
し
一
方
水
墨
で
も
う
一
方
の
自
己
を
生
し
切
り
た
い
と
願
つ
て
ゐ

る
」（
一
月
一
七
日
）、「
午
后
水
墨
画
を
描
く
。
水
墨
画
は
遊
び
な
り
。
遊
び
の
境
地
を
つ
き
進
め
て
行
く

事
」（
四
月
一
五
日
）と
い
う
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
売
間
の
回
想
と
結
び
つ
け
れ
ば
、
椿
は
こ
の
日

記
の
時
点
で
あ
く
ま
で
自
ら
を
油
彩
画
家
と
規
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

 

月
本
寿
彦
「
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
、
あ
る
画
家
の
視
点

―
椿
貞
雄
の
日
記
よ
り
」
註
15

と
同
、
一
一
六
頁

106 

一
九
二
六（
大
正
一
五
）年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
椿
が
長
與
善
郎
や
武
者
小
路
實
篤
た
ち
の
単
行
本
の
装

幀
を
複
数
担
当
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
長
與
た
ち
が
椿
の
経
済
的
な
問
題
を
少
し
で
も
救
う
た
め
に
考
慮

し
た
た
め
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

107 

東
珠
樹（
編
）「
椿
貞
雄
年
譜
」
註
19
と
同
、
一
九
九
六
年
、
一
五
五
、
一
六
二
頁

 

　

椿
が
中
国
大
陸
に
渡
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
資
料
で
は
木
下
利

玄（
註
81
参
照
）の
一
九
二
四
年
一
二
月
八
日
付
の
日
記
が
最
も
早
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
日
、
利
玄

の
自
宅
を
訪
れ
た
園
池
公
致
の
話
と
し
て
、
椿
が
「
今
大
連
の
学
校
の
先
生
山
脇
信
徳
氏
の
後
へ
行
か
う

と
し
て
交
渉
中
だ
と
の
事
だ
」
と
記
し
て
い
る（
山
脇
は
一
九
二
二
年
に
渡
満
し
、
奉
天
中
学
や
奉
天
高

等
女
学
校
な
ど
の
教
諭
を
務
め
て
い
た
。
た
だ
し
園
池
が
語
る
「
大
連
の
学
校
」
は
不
明
）。

 

木
下
利
玄
「
名
越
日
記
」
註
81
と
同
、
一
九
七
七
年
、
七
二
九
頁

108 

岸
田
劉
生
「
写
実
の
欠
除
の
考
察
」
註
27
と
同
、
一
二
一
―
一
三
八
頁（
初
出　
『
改
造
』
第
四
巻
第
五

号
、
一
九
二
二
年
五
月
）

109 

花
田
美
穂
「（《
蕪
に
く
わ
い
》
解
説
）」
註
15
と
同
、
二
七
頁

110 

椿
貞
雄
「
東
西
絵
畫
の
相
違
及
び
現
代
油
絵
の
東
洋
化
と
自
分
の
仕
事
に
就
て
」『
改
造
』
第
八
巻
第
五

号
、
一
九
二
六
年
五
月
、
三
三
頁（
＊
二
三
五
頁
）

111 

註
110
と
同
、
三
四
頁（
＊
二
三
五
頁
）

112 

註
110
と
同
、
三
二
頁（
＊
二
三
四
頁
）

113 

註
110
と
同
、
三
四
頁（
＊
二
三
五
頁
）

114 

売
間
信
男
「
椿
貞
雄
伝
」
註
3
と
同
、
四
〇
頁

115 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
劉
生
と
椿
の
二
人
の
油
彩
作
品
に
野
島
康
三（
一
八
八
九
―
一
九
六
四
）の
写
真

作
品
を
対
置
す
る
と
理
解
し
や
す
い
。
野
島
の
写
真
作
品
に
お
け
る
草
土
社
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
芸
術

写
真
か
ら
モ
ダ
ニ
ズ
ム
へ
の
展
開
は
な
ぜ
可
能
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
コ
ン
セ

プ
ト
の
違
い
で
は
な
く
、
彼
ら
が
用
い
た
油
彩
と
写
真
と
い
う
「
も
の（
媒
体
）」
に
蓄
積
さ
れ
た
歴
史
の

差
だ
っ
た
と
い
う
視
点
で
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
劉
生
や
椿
の
造
形
思
考
に
内
発
的
な
モ
ダ
ニ

ズ
ム
の
萌
芽
を
認
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 

　

こ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
谷
崎
潤
一
郎（
一
八
八
六
―
一
九
六
五
）や
宇
野
千
代（
一
八
九
七
―
一

九
九
六
）、
川
端
康
成（
一
八
九
九
―
一
九
七
二
）た
ち
に
よ
る
文
学
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
展
開
を
付

け
加
え
て
も
よ
い（
椿
の
場
合
、
銀
座
に
生
ま
れ
た
劉
生
が
一
九
一
二
年
の
『
小
品
畫
集　

黒
猫
』
に
記

し
た
よ
う
な
享
楽
的
な
都
市
文
化
を
く
ぐ
り
抜
け
た
体
験
を
持
た
な
か
っ
た
が
）。

116 

註
110
と
同
、
三
一
頁（
＊
二
三
四
頁
）

 

＊

 

　

椿
と
小
杉
放
庵
と
の
交
流
の
深
さ
は
、
椿
が
中
国
大
陸
に
渡
る
相
談
を
放
庵
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

う
か
が
わ
れ
る
。
他
に
も
時
期
は
や
や
後
に
な
る
が
《
昼
寝
》（
一
九
二
八
年
五
月
、
船
橋
市
蔵
、cat.

no.60

）の
よ
う
な
森
田
恒
友
風
の
作
例
が
注
目
さ
れ
る
。
放
庵
や
恒
友
な
ど
日
本
美
術
院
洋
画
部
を
脱

退
し
て
春
陽
会
の
創
立
会
員
と
な
っ
た
画
家
た
ち
は
、
会
の
運
営
を
め
ぐ
っ
て
劉
生
と
は
異
な
る
態
度
を

と
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
劉
生
と
梅
原
龍
三
郎
が
会
を
脱
退
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

 

丹
尾
安
典
「
晴
れ
て
よ
か
り
き

―
『
放
庵
日
記
』
に
見
る
春
陽
会
の
創
立

―
」
春
陽
会
七
〇
年
史
刊

行
委
員
会（
編
）『
春
陽
会
七
〇
年
史
』
春
陽
会
、
一
九
九
四
年
、
九
九
―
一
二
〇
頁

117 

註
110
と
同
、
三
三
頁（
＊
二
三
五
頁
）

118 

註
110
と
同
、
三
五
頁（
＊
二
三
五
―
二
三
六
頁
）

119 

註
110
と
同
、
二
八
頁（
＊
二
三
三
頁
）

120 

椿
貞
雄
「
岸
田
劉
生
と
僕
」
註
2
と
同
、
二
一
三
頁（
初
出　
『
ふ
さ
』
仲
秋
号
、
一
九
五
五
年
一
〇
月
）

（
＊
一
六
頁
）

 

　

椿
の
元
の
文
章
で
は
劉
生
の
油
彩
画
の
描
き
方
の
変
化
か
、
紙
本
を
用
い
た
作
品
の
ス
タ
イ
ル
の
変
化

な
の
か
判
り
難
い
が
、
椿
の
紙
本
も
考
え
併
せ
、
前
者
と
理
解
し
た
。

121 

岡
本
正
康
「「
質
の
美
」
と
「
模
倣
」

―
岸
田
劉
生
の
「
内
な
る
美
」
発
現
の
経
路
に
あ
る
も
の
」
註

77
と
同
。

122 

浅
野
徹
「
日
本
的
油
絵
の
形
成 

―
岸
田
劉
生
と
梅
原
龍
三
郎

―
」
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
京
都

国
立
近
代
美
術
館（
編
）『
梅
原
龍
三
郎
遺
作
展
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
、
二
六
頁

123 

註
122
と
同
、
二
六
―
二
七
頁

124 

売
間
信
男
「
椿
貞
雄
伝
」
註
3
と
同
、
四
一
頁

125 

三
浦
拓
郎
「
千
葉
県
船
橋
尋
常
高
等
小
学
校
時
代
の
椿
貞
雄
」
註
19
と
同
、
一
九
九
六
年
、
一
四
三
―
一

四
五
頁

126 

椿
貞
雄
「
草
土
社
時
代
の
岸
田
氏　

附
記
」『
ア
ト
リ
ヱ
』
第
七
巻
第
二
号（
岸
田
劉
生
追
悼
記
念
号
）、
一

九
三
〇
年
二
月
、
五
五
頁

127 

椿
貞
雄
は
劉
生
が
亡
く
な
っ
た
直
後
に
執
筆
を
求
め
ら
れ
た
追
悼
文
の
冒
頭
、「
あ
つ
ち
こ
つ
ち
駆
け
廻

つ
て
忙
が
し
く
し
て
ゐ
た
時
は
未
だ
よ
か
つ
た
が
、
こ
う
し
て
一
人
ぼ
つ
ち
に
な
る
と
耐
ら
れ
な
く
な

る
。
時
が
經
て
ば
經
つ
程
こ
の
念
が
強
く
な
り
は
し
な
い
か
と
恐
れ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

 

椿
貞
雄
「
岸
田
さ
ん
の
死
」
註
2
と
同
、
一
四
五
頁（
初
出　
『
美
術
新
論
』
第
五
巻
第
二
号
、
一
九
三
〇

年
二
月
）

128 
椿
貞
雄
「
パ
リ
通
信（
妻
隆
子
に
宛
て
て　

一
九
三
二
年
五
月
―
十
月
）　

第
二
信
」『
画
道
精
進
』
光
風
社

書
店
、
一
九
六
九
年
、
一
五
七
頁

　

 

　

文
中
の
「
斎
藤
君
」
に
つ
い
て
は
本
稿
末
尾
の
追
記
を
参
照
の
こ
と
。

129 

椿
貞
雄
「
パ
リ
通
信（
妻
隆
子
に
宛
て
て　

一
九
三
二
年
五
月
―
十
月
）　

第
十
六
信
」
註
128
と
同
、
二
五

三
―
二
五
四
頁
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椿
貞
雄
「
パ
リ
行
」『
壺
』
第
八
号
、
一
九
三
四
年
七
月
、
四
、
九
頁

130 

土
方
定
一
「
劉
生
と
四
人
の
友
人
　
三
、
位
置
に
つ
い
て
」『
岸
田
劉
生
』
日
動
出
版
部
、
一
九
八
六
年

（
改
訂
新
版
）、
一
四
五
頁

 

昭
和
　
Ⅰ

131 

椿
と
同
郷
の
美
術
関
係
者
に
金
子
孚
水（
本
名
・
清
次 

一
八
九
七
―
一
九
七
八
）と
木
村
東
介（
一
九
〇
一

―
九
二
）が
い
る
。
関
東
大
震
災
後
、
木
村
は
椿
に
働
き
か
け
、
米
沢
の
若
い
画
家
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
展

を
発
足
さ
せ
た
。
こ
れ
が
一
九
二
六（
大
正
一
五
／
昭
和
元
）年
一
二
月
に
第
一
回
展
が
開
催
さ
れ
た
七
渉

会
で
、
椿
は
劉
生
を
会
の
顧
問
に
迎
え
、
会
場
は
以
前
か
ら
木
村
と
知
り
合
い
だ
っ
た
金
子
の
孚
水
画
房

だ
っ
た
。
木
村
の
年
表
に
よ
れ
ば
「
展
覧
会
の
会
場
に
は
上
杉
伯
爵
を
は
じ
め
米
沢
出
身
の
知
名
士
」
が

数
多
く
来
場
し
た
と
い
う
。
金
子
は
浮
世
絵
商
の
酒
井
好
古
堂
で
働
い
た
後
に
独
立
し
、
震
災
後
の
二
四

年
肉
筆
浮
世
絵
を
扱
う
孚
水
画
房
を
開
い
た（
命
名
は
小
杉
放
庵
に
よ
る
）。
白
崎
秀
雄
は
孚
水
画
房
を
し

き
り
に
訪
れ
た
画
家
と
し
て
放
庵
や
劉
生
と
共
に
椿
の
名
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
関
心
が
ど
れ
ほ
ど
の

も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
不
明
。

 

　
な
お
、
椿
の
晩
年
、
一
九
五
四（
昭
和
二
九
）年
と
五
六
年
に
松
坂
屋
上
野
店
で
開
催
さ
れ
た
個
展
は
木

村
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

 

白
崎
秀
雄
「
あ
る
北
斎
狂
の
一
生

―
肉
筆
浮
世
絵
に
憑
か
れ
た
金
子
孚
水

―
」『
藝
術
新
潮
』
第
二
九

巻
第
一
〇
号
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
、
一
七
六
―
一
七
七
頁

 

木
村
品
子
、
荒
井
織
枝
、
木
村
京
子
、
山
崎
利
達
、
木
村
泰
子（
編
）「
年
表
　
木
村
東
介
と
羽
黒
洞
」『
ラ

ン
カ
イ
屋
東
介
の
眼
』
羽
黒
洞
木
村
東
介
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
九
四
、
二
〇
〇
頁

132
　
岸
田
劉
生
「
二
　
浮
世
絵
の
審
美
的
本
質（
初
期
肉
筆
浮
世
絵
）」『
岸
田
劉
生
全
集
　
第
四
巻
』
岩
波
書

店
、
一
九
七
九
年
、
一
五
四
頁（
初
出
　『
初
期
肉
筆
浮
世
繪
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
六
年
）

 

　
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
は
同
書
の
「
後
記
」（
六
三
一
―
六
三
七
頁
）を
参
照
の
こ
と
。

133
　「
冬
」
の
画
面
右
側
で
長
煙
管
を
持
つ
女
性
は
、
祖
母
と
い
う
よ
う
な
少
女
の
家
族
で
は
な
く
置
屋
の
女

将
で
あ
り
、
少
女
は
芸
を
仕
込
ま
れ
て
い
る
最
中
で
は
な
い
か
。

134
　
東
珠
樹
「
一
〇
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遊
学
」
註
14
と
同
、
八
七
頁

 

　
本
作
品
に
つ
い
て
は
椿
隆
子
に
よ
る
回
想
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

 

　
あ
る
時
、
本
町
通
り
を
主
人
と
歩
い
て
い
ま
す
と
、
森
田
屋
と
い
う
呉
服
屋
の
前
を
通
る
時
、
主
人

が
、
い
い
浴
衣（
ゆ
か
た
）が
出
て
い
る
で
は
な
い
か
と
言
っ
て
、
自
分
か
ら
お
店
へ
入
っ
て
行
っ
て
そ
の

浴
衣
を
買
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
長
唄
の
中
の
「
初
し
ぐ
れ
」
と
い
う
名
が
つ
け
ら
れ
た
も
の
で

し
た
が
、
な
ん
と
岸
田
劉
生
図
案
と
あ
り
、
大
へ
ん
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

 

　
そ
の
浴
衣
を
着
た
私
を
モ
デ
ル
に
し
て
描
い
た
の
が
『
髪
す
き
図
』（
現
在
東
京
国
立
近
代
美
術
館
所

蔵
）で
す
。
裸
の
女
性
は
、
梅
原
龍
三
郎
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
モ
デ
ル
さ
ん
で
す
。
浴
衣
は
、

洗
い
ざ
ら
し
に
な
っ
て
棄
て
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
色
あ
せ
て
も
と
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
、
と
今
で
は

後
悔
し
て
い
ま
す
。

 

椿
隆
子
「
椿
貞
雄
と
船
橋
の
思
い
出
」
椿
貞
雄
展
実
行
委
員
会（
編
）『
椿
貞
雄
展
』
西
武
美
術
館
、
一
九

八
七
年

135 

椿
に
は
正
座
し
て
髪
を
整
え
ら
れ
て
い
る
裸
婦
を
描
い
た
一
九
三
一（
昭
和
六
）年
こ
ろ
の
素
描
《
化
粧

図
》
が
現
存
す
る
が
、
ポ
ー
ズ
以
外
に
も
人
体
の
輪
郭
線
を
太
く
す
る
な
ど
梅
原
の
作
品
と
比
較
で
き
る

点
が
あ
る
。

 

註
19
と
同
、
一
九
九
六
年
、
一
一
七
頁（cat.no.136

）

136 

岸
田
劉
生
「
一
　
錦
絵
と
初
期
肉
筆
畫（
初
期
肉
筆
浮
世
絵
）」
註
132
と
同
、
一
一
一
頁

137 

椿
貞
雄
「
パ
リ
通
信（
妻
隆
子
に
宛
て
て
　
一
九
三
二
年
五
月
―
十
月
）　
第
十
二
信
」
註
128
と
同
、
二
二

二
―
二
二
三
頁

138 

劉
生
の
《
春
日
遊
戯
図（
屛
風
図
案
）》
と
白
樺
の
装
画
に
描
か
れ
た
世
界
は
同
種
の
も
の
で
あ
り
、
現
実

の
場
所
を
連
想
さ
せ
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
が
理
想
郷
、
つ
ま
り
東
洋
画
に
お
け
る
「
胸
中
の
山
水
」
に
も

通
じ
る
世
界
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、《
春
日
遊
戯
図（
屛
風
図
案
）》
に
描
か
れ
て
い

る
二
人
の
少
女
は
劉
生
が
東
洋
美
術
へ
の
傾
斜
を
深
め
る
と
「
二
人
麗
子
」（cat.no.36

）に
な
り
、
さ
ら

に
は
寒
山
拾
得（cat.no.59

）へ
と
変
容
す
る
こ
と
に
な
る
。

 

　
椿
の
場
合
、《
春
夏
秋
冬
極
楽
図
》（
一
九
三
六
年
、
当
館
蔵
、cat.no.86

）で
明
ら
か
だ
が
、
遠
景
に

富
士
山
が
描
か
れ
て
い
る
た
め
に
描
か
れ
て
い
る
少
女
た
ち
は
船
橋
に
暮
ら
す
画
家
の
子
供
た
ち
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
絵
画
の
空
間
は
伝
統
的
な
絵
画
の
イ
メ
ー
ジ
と
現
実
の
暮
ら
し
の
二
つ
が
ど
ち
ら

に
傾
斜
す
る
で
も
な
く
、
お
互
い
が
重
ね
合
わ
せ
に
な
る
こ
と
で
成
立
し
て
お
り
、
劉
生
の
作
品
世
界
と

は
異
な
っ
て
い
る
。

139 

た
と
え
ば
次
を
参
照
の
こ
と
。

 

椿
貞
雄
「
パ
リ
通
信（
妻
隆
子
に
宛
て
て
　
一
九
三
二
年
五
月
―
十
月
）　
第
十
七
信
」
註
128
と
同
、
二
六

三
頁

140 

椿
の
《
富
士
図（
二
の
宮
）》（
一
九
五
四
年
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
、cat.no.175

）に
見
ら
れ
る
簡
略
化

さ
れ
た
富
士
山
は
《
絹
本
著
色
富
士
曼
荼
羅
図
》（
室
町
期
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
蔵
、
重
要
文
化
財
）

を
思
い
出
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
に
記
し
た
遠
景
と
近
景
の
関
係
は
、
椿
が
近
世
の
富
士
信
仰
に
よ
っ

て
描
か
れ
た
曼
荼
羅
な
ど
を
意
識
し
た
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
彼
は
本
文
中
に
記
し
た
よ

う
に
草
土
社
の
頃
か
ら
遠
近
の
再
現（
あ
る
い
は
画
面
上
の
構
成
）が
不
得
手
だ
っ
た
た
め
、
梅
原
龍
三
郎

の
作
例
と
比
較
す
れ
ば
先
に
破
綻
が
目
立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

141 

小
林
敏
夫
「
椿
先
生
の
手
紙
と
私
の
日
記
か
ら
」『
椿
貞
雄
遺
作
展
目
録
』
浜
屋
、
一
九
六
〇
年
、
一
五
頁

 

昭
和
　
Ⅱ

142 
岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
三
年
八
月
三
〇
日
）」『
岸
田
劉
生
全
集
　
第
八
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九

年
、
二
七
一
頁

 
　
同
書
巻
末
の
「
大
正
十
二
年
製
作
日
録（
日
記
）」
に
「
日
本
畫
小
点
水4

瓜
と
葡
萄
絹
本
」（
四
四
九
頁
）

と
あ
る
の
は
劉
生
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
。

143 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
四
年
九
月
一
日
）」『
岸
田
劉
生
全
集
　
第
九
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九

年
、
二
七
七
頁

144 

椿
貞
雄
「
劉
生
の
作
品
に
つ
い
て
　
冬
瓜
葡
萄
図
」
註
128
と
同
、
一
四
五
―
一
四
六
頁（
初
出
　『
産
業
經

濟
新
聞
』
一
九
五
五
年
四
月
一
五
日
・
夕
刊
）
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本
文
中
の
引
用
は
初
出
に
拠
る
。

145　

註
144
と
同
、
一
四
六
頁

 

　

文
中
、「
図
の
デ
ッ
サ
ン
」
は
何
を
指
す
か
不
明
。

146 

椿
貞
雄
「
東
西
絵
畫
の
相
違
及
び
現
代
油
絵
の
東
洋
化
と
自
分
の
仕
事
に
就
て
」
註
110
と
同
、
三
四
頁

（
＊
二
三
五
頁
）

147 

椿
は
《
冬
瓜
図
》
を
描
く
以
前
、
一
九
四
一
年
六
月
に
劉
生
の
岩
彩
に
よ
る
《
冬
瓜
茄
子
図
》（
一
九
二
六

年
七
月
、cat.no.93

）の
箱
書
を
記
し
て
い
る
。
題
材
だ
け
を
見
れ
ば
、
椿
が
和
紙
に
水
彩
で
描
い
た 

―
日
本
画
調
の

― 
作
品
に
劉
生
作
品
の
余
響
を
見
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

 

　

し
か
し
劉
生
は
椿
と
は
異
な
り
、
冬
瓜
の
表
面
を
丁
寧
に
描
き
な
が
ら
、
そ
の
外
周
に
つ
い
て
は
墨
の

輪
郭
線
と
そ
の
内
側
を
縁
取
る
よ
う
に
白
い
絵
具（
恐
ら
く
胡
粉
）を
施
す
こ
と
で
対
象
全
体
を
一
挙
に
平

面
的
な
も
の
と
し
、
抽
象
化
し
て
い
る
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
冬
瓜
の
存
在
そ
の
も
の
が
表
出
、
描
写
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
「
…
…
永
遠
の
間
に
、
夢
の
様
に
ふ
つ
と
浮
か
ん
で
ゐ

る
」
と
呼
ん
で
も
差
し
支
え
な
い
。
彼
が
油
彩
で
描
こ
う
と
し
た
世
界
は
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
油
彩
の
場
合
そ
の
描
か
れ
た
モ
ノ
と
周
囲
の
空
間
が
等
価
で
あ
る

と
い
う
関
係
を
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
。

 

岸
田
劉
生
「
描
き
す
ぎ
る
と
い
ふ
事
」
註
12
と
同
、
五
三
四
頁（
初
出　
『
劉
生
畫
集
及
芸
術
観
』
聚
英

閣
、
一
九
二
〇
年
）

 

東
野
芳
明
「
岸
田
劉
生
『
美
の
本
体
』
を
読
ん
で
」
岸
田
劉
生
『
美
の
本
体
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九

八
五
年
、
三
二
五
―
三
二
九
頁

148 

註
19
と
同
、
一
九
九
六
年
、
七
四
頁（cat.no.73

）

149 

売
間
信
雄
「
椿
貞
雄
伝
」
註
3
と
同
、
四
一
頁

150 

椿
貞
雄
「
盗
欲
」
註
128
と
同
、
一
三
頁（
初
出
未
確
認
）

151 

椿
貞
雄
「
東
西
絵
畫
の
相
違
及
び
現
代
油
絵
の
東
洋
化
と
自
分
の
仕
事
に
就
て
」
註
110
と
同
、
三
一
頁

（
＊
二
三
四
頁
）

152 

東
珠
樹（
編
集
監
修
）『
生
誕
百
年
記
念　

ふ
る
さ
と
の
椿
貞
雄
特
別
展
』
米
沢
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九

六
年（cat.no.40

）

153 

《
壺（
黒
い
壺
に
南
天
）》
以
前
に
対
象
と
な
っ
た
モ
チ
ー
フ
が
置
か
れ
た
部
屋
全
体
を
明
る
く
し
た
作
例

と
し
て
、
第
二
回
新
文
展（
一
九
三
八
年
）に
出
品
し
た
《
牡
丹
図
》
が
あ
る
が
、
逆
光
で
は
な
い（《
牡
丹

図
》
に
つ
い
て
は
実
作
を
未
確
認
の
た
め
、
詳
細
不
明
）。

 

日
展
史
編
纂
委
員
会（
編
）『
日
展
史　

13　

新
文
展
編
一
』
日
展
、
一
九
八
四
年
、
三
〇
六
頁

154 

郡
司
幹
雄
、
渡
辺
阿
以
湖
、
浅
見
喜
舟
、
種
谷
扇
舟
、
大
須
賀
力
、
峯
岸
義
一
、
山
谷
鍈
一
、
富
取
風

堂
、
千
代
倉
桜
舟
、
長
谷
川
昻
、
青
木
滋
芳
、
土
肥
満
、
中
地
昭
夫
、
福
田
襄
州（
司
会
）「
第
四
章　

座

談
会　

県
展
を
支
え
た
人
々
」
千
葉
県
展
三
十
年
史
編
集
委
員
会（
編
）『
千
葉
県
展
三
十
年
史
』
千
葉
県

美
術
会
、
一
九
七
八
年
、
一
八
二
―
一
八
三
頁

155 

加
筆
し
た
旨
の
書
き
込
み
は
、
昭
和
期
以
前
、
一
九
二
五（
大
正
一
四
）年
に
描
か
れ
た
《
牡
丹
花
籠
図
》

（
山
形
美
術
館
蔵
、cat.no.91

）な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

 

　

本
稿
を
展
覧
会
図
録
に
掲
載
し
た
際
は
、「
加
筆
の
多
く
は
自
作
を
手
放
す
際
に
油
彩
の
剝
落
な
ど
の

補
修
や
気
に
な
っ
た
箇
所
を
補
う
程
度
の
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」（
二
六
〇
頁
）と
し
て
い
た
が
、
こ

れ
は
誤
り
。

156 

《
冬
瓜
南
瓜
図
》
は
モ
チ
ー
フ
の
配
置
か
ら
渡
辺
淳（
一
八
九
七
―
一
九
九
〇
）の
写
真
作
品
《
果
実
》（
一

九
二
七
）を
連
想
さ
せ
る
が
、
対
象
を
暈
す
手
法
に
よ
っ
て
描
き
出
さ
れ
た
《
冬
瓜
図
》
は
「
芸
術
写
真
」

の
中
で
も
註
115
で
椿
た
ち
と
比
較
し
た
野
島
康
三
が
ブ
ロ
ム
オ
イ
ル
・
プ
リ
ン
ト
に
よ
っ
て
「
全
体
を
統

一
さ
れ
た
絵
画
空
間
」（
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ギ
ル
バ
ー
ト
）と
し
た
《
仏
手
柑
》（
一
九
三
〇
）の
よ
う
な
作
品
と

同
じ
で
は
な
い
か
。

 

　

椿
と
野
島
は
劉
生
の
生
前
か
ら
知
り
合
い
で
あ
り
、
共
に
大
正
期
は
春
陽
会
、
昭
和
期
は
国
画
会
に
参

加
し
て
い
た
が（
野
島
は
評
議
員
）、
椿
の
《
冬
瓜
図
》
は
野
島
の
写
真
作
品
か
ら
一
〇
年
以
上
後
の
制
作

で
あ
り
、
直
接
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
椿
は
あ
く
ま
で
自
己
の
制
作
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
野
島
の

写
真
作
品
に
近
似
し
た
絵
画
を
制
作
し
て
い
る
。

 

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ギ
ル
バ
ー
ト
、
河
本
信
治（
訳
）「
野
島
康
三
序
論
」
河
本
、
光
田
由
里（
編
）『
野
島
康
三
と

そ
の
周
辺
』
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
、
一
九
九
一
年
、
一
五
頁

 

金
子
隆
一
「
芸
術
写
真
の
成
立
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ
」、
堀
宜
雄
、
久
慈
伸
一（
編
）「
作
家
略
歴　

渡
辺
淳
」

堀
、
久
慈（
編
）『
光
の
ノ
ス
タ
ル
ヂ
ア
―
小
関
庄
太
郎
と
日
本
の
芸
術
写
真
』
福
島
県
立
美
術
館
、
二
〇

〇
一
年
、
六
―
九
、
二
二
、
一
七
〇
頁

157　

矢
代
幸
雄
「
滲
じ
み
の
感
覚　

日
本
美
の
探
求　

下
」『
座
右
寶
』
第
四
・
五
号
、
一
九
四
六
年
九
月
、
五

五
頁

158　

矢
代
幸
雄
「
滲
じ
み
の
感
覚　

日
本
美
の
探
求　

上
」『
座
右
寶
』
第
三
号
、
一
九
四
六
年
六
月
、
一
九
頁

159　

矢
代
幸
雄
「
水
墨
畫
の
心
理
」『
世
界
』
第
一
三
号
、
一
九
四
七
年
一
月
、
七
三
頁

 

　

後
に
本
論
考
が
改
稿
・
再
録
さ
れ
た
岩
波
新
書
巻
末
の
初
出
デ
ー
タ
は
誤
り
。

160　

註
158
と
同
、
18
頁

161　

こ
の
手
法
は
椿
ひ
と
り
の
も
の
で
は
な
い
。
同
時
期
の
須
田
國
太
郎（
一
八
九
一
―
一
九
六
一
）の
作
品
の

方
が
、
椿
の
も
の
よ
り
も
視
覚
的
な
効
果
の
点
で
成
功
し
て
い
る
。

162　

雑
誌
『
座
右
寶
』
は
志
賀
直
哉
が
一
九
二
六（
大
正
一
五
）年
に
編
纂
・
刊
行
し
た
古
美
術
図
録
の
名
に
由

来
す
る
通
り
、
座
右
宝
刊
行
会
を
引
き
継
い
だ
後
藤
眞
太
郎（
一
八
九
四
―
一
九
五
四
）に
よ
っ
て
四
六
年

か
ら
四
八
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
雑
誌（
一
九
号
ま
で
全
一
五
冊
）で
あ
り
、
志
賀
を
は
じ
め
武
者
小
路

實
篤
や
長
與
善
郎
も
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
の
他
、
座
右
宝
刊
行
会
は
同
じ
時
期
に
志
賀
の
『
革
文

函
』、『
豊
年
蟲
』（
共
に
一
九
四
六
年
）、
實
篤
の
『
若
き
日
の
思
ひ
出
』、『
牧
谿
と
梁
楷
』（
共
に
一
九
四

六
年
）、『
藝
に
生
き
る
人
々
』（
一
九
四
八
年
）を
刊
行
す
る
、
終
戦
直
後
の
旧
『
白
樺
』
同
人
に
と
っ
て

重
要
な
出
版
社
だ
っ
た
。

 

　

一
方
、
岩
波
書
店
が
一
九
四
六
年
一
月
に
創
刊
し
た
雑
誌
『
世
界
』
は
、
当
初
安
部
能
成（
一
八
八
三

―
一
九
六
六
）や
和
辻
哲
郎
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
創
刊
号
に
は
志
賀
の
「
灰
色
の
月
」
が
掲
載
さ
れ
た
。

『
世
界
』
の
編
集
方
針
が
左
翼
的
傾
向
に
向
か
う
の
は
四
七
年
以
降
で
あ
る
が
、
矢
代
の
論
考
が
掲
載
さ

れ
た
頃
ま
で
は
ま
だ
創
刊
時
の
雰
囲
気
は
保
た
れ
て
お
り
、
同
じ
号
か
ら
志
賀
の
「
蝕
ま
れ
た
友
情
」
の

連
載
が
始
ま
っ
て
い
る（
一
〜
四
月
号
）。

 

　

こ
の
当
時
、
椿
が
矢
代
幸
雄
の
水
墨
画
を
め
ぐ
る
論
考
を
読
ん
だ
と
い
う
記
録
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
占
領
下
と
物
資
不
足
の
中
、
教
養
雑
誌
の
存
在 

―
し
か
も
、
か
つ
て
の
『
白
樺
』
同
人

が
寄
稿
す
る

― 

は
貴
重
で
あ
り
、
椿
が
こ
れ
ら
の
雑
誌
を
手
に
し
て
い
た
可
能
性
を
想
像
す
る
こ
と
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は
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

 

阿
川
弘
之
「
大
東
亜
戦
争
」、「
熱
海
隠
棲
」『
志
賀
直
哉　

下
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
一
一
一
―
一

一
三
、
二
〇
九
―
二
一
〇
頁

163 

椿
貞
雄
「
劉
生
の
作
品
に
つ
い
て　

冬
瓜
葡
萄
図
」
註
144
と
同
、
一
四
六
―
一
四
七
頁

164 

註
19
と
同
、
一
九
九
六
年
、
八
四
頁（cat.no.84

）

165 

註
19
と
同
、
一
九
九
六
年
、
七
七
頁（cat.no.82

）

166 

梅
原
の
古
代
フ
レ
ス
コ
画
へ
の
関
心
は
、
最
初
に
渡
欧（
一
九
〇
八
―
一
三
）し
た
際
、
一
九
一
二（
明
治

四
五
／
大
正
元
）年
秋
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
で
ポ
ン
ペ
イ
の
壁
画
を
自
由
模
写
し
て
以
来
続
い
て
い
た
。

 

梅
原
龍
三
郎
「
ナ
ポ
リ
ー
の
思
ひ
出
」『
美
術
』
第
13
巻
第
2
号（
伊
太
利
美
術
研
究
号
）、
一
九
三
八
年
二

月
、
一
二
―
一
三
頁

167 

岡
崎
恭
一
「
非
礼
を
詫
び
る

―
椿
貞
雄
さ
ん
の
思
い
出

―
」
註
19
と
同
、
一
九
九
六
年
、
一
三
四
頁

168 

椿
が
第
三
回
新
文
展（
一
九
三
九
年
）に
出
品
し
た
《
晴
子
像
》（
一
九
三
八
年
、
府
中
市
美
術
館
蔵
）は
、

現
在
背
景
の
暗
い
空
間
を
ス
ク
ラ
ッ
チ
に
よ
っ
て
鮮
や
か
な
赤
系
統
の
下
地
を
む
き
出
し
に
す
る
と
い

う
、
彼
と
し
て
は
珍
し
い
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
日
展
史　

13　

新
文
展
編
一
』
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
作
品
写
真
で
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
展
覧
会
に
国
画
会
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
ば
か
り
の
香

月
泰
男
は
同
じ
手
法
を
効
果
的
に
用
い
た
《
兎
》
を
出
品
し
て
特
選
を
受
賞
し
て
い
る
。
今
後
椿
と
香
月

と
の
作
品
を
比
較
す
る
場
合
、
こ
の
時
期
を
起
点
と
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

 

註
153
と
同
、
七
七
、
四
六
三
頁

169 

椿
貞
雄
、
田
岡
春
徑
、
浅
見
喜
舟
、
杉
本
郁
太
郎
、
大
須
賀
力
、
信
田
洋
、
林
勇
雄
「
座
談
会　

県
展
六

年
」『
房
総
展
望
』
第
九
巻
第
一
号
、
一
九
五
五
年
一
月
、
三
〇
―
三
三
頁

170 

註
169
と
同
、
三
〇
頁

 

お
わ
り
に

171 

椿
貞
雄
「
日
本
画
と
洋
画
」
註
128
と
同
、
一
九
頁

172 

註
171
と
同
、
二
〇
頁

173 

椿
貞
雄
「
劉
生
の
作
品
に
つ
い
て　

茄
子
」
註
128
と
同
、
一
四
九
頁（
初
出　
『
産
業
經
濟
新
聞
』
一
九
五

五
年
四
月
一
七
日
・
夕
刊
）

　

 

　

本
文
中
の
引
用
は
初
出
に
拠
る
。
初
出
お
よ
び
再
録
と
も
に
本
作
品
を
水
墨
画
と
表
記
し
て
い
る
が
、

紙
本
彩
色
。

174 

註
173
と
同
、
一
五
〇
頁

175 

売
間
信
男
「
椿
貞
雄
伝
」
註
3
と
同
、
四
九
頁

176 

森
田
恒
友
「
畫
談
片
々
」『
恒
友
畫
談
』
古
今
書
院
、
一
九
三
四
年
、
一
〇
七
頁（
初
出　
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

第
二
三
巻
第
五
号
、
一
九
二
〇
年
二
月
）

177 

高
村
光
太
郎
「
工
房
よ
り 

Ⅳ
」『
高
村
光
太
郎
全
集
第
九
巻（
増
補
版
）』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
、
一

二
〇
頁（
初
出　
『
明
星
』
第
六
巻
第
一
号
、
一
九
二
五
年
一
月
）

 

＊

 

　

光
太
郎
や
註
176
の
恒
友
の
「
気
分
」
は
、
作
り
手
た
ち
の
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
や
き
も

の
を
手
に
し
た
同
時
代
の
文
学
者
た
ち
な
ど
の
発
言
と
も
共
通
す
る
。

 

柏
木
麻
里
「
出
光
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
古
唐
津

―
や
き
も
の
は
日
本
人
の
心
に
ど
の
よ
う
に
寄
り
添
う

か
」、
柏
木
「
見
い
だ
さ
れ
た
安
ら
か
さ

―
や
き
も
の
を
〈
読
む
〉
言
葉
」
公
益
財
団
法
人
出
光
美
術

館（
編
）『
開
館
五
〇
周
年
記
念　

古
唐
津

―
大
い
な
る
や
き
も
の
の
時
代
』
公
益
財
団
法
人
出
光
美
術

館
、
二
〇
一
七
年
、
六
―
一
三
、
一
六
〇
―
一
六
五
頁

178 

志
賀
直
哉
に
師
事
し
た
尾
崎
一
雄（
一
八
九
九
―
一
九
八
三
）は
一
〇
代
半
ば
で
志
賀
が
一
九
一
三
年
に
発

表
し
た
『
大
津
順
吉
』
を
読
ん
で
以
来
彼
の
文
学
に
心
酔
し
て
直
接
師
事
す
る
に
至
っ
た
が
、
志
賀
の
影

響
の
強
さ
や
大
正
末
期
に
大
き
く
な
っ
た
自
ら
の
文
学
と
は
異
な
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
流
行
な
ど
に

よ
っ
て
執
筆
が
停
滞
す
る
時
期
が
長
く
続
い
た
。
特
に
前
者
は
小
説
家
で
あ
る
尾
崎
に
と
っ
て
本
質
的
な

問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
軛
か
ら
解
き
放
た
れ
た
の
は
、

 

「
松
や
銀
杏
の
や
う
な
樹
も
あ
る
。
こ
の
小
さ
な
庭
の
隅
に
生
え
た
南
天
や
や
つ
で

0

0

0

の
や
う
な
木
も
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
木
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
延
び
方
生
き
方
を
し
て
ゐ
る
。
彼
ら
は
、
皆
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を

し
て
ゐ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
木
と
し
て
、
せ
い
い
つ
ぱ
い
の
生
き
方
を
す
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
の
だ
。

―

多
賀
直
義（
引
用
者
註
：
志
賀
直
哉
を
指
す
）は
、
き
っ
と
松
な
の
だ
ら
う
。
そ
し
て
俺
は

―
や
つ
で

0

0

0

ぐ

ら
ゐ
か
」

（
尾
崎
一
雄
『
芳
兵
衞
物
語
』）

 

と
、
思
い
定
め
た
こ
と
に
よ
る
。

 

　

椿
が
劉
生
の
世
界
か
ら
離
れ
て
自
ら
の
絵
画
を
目
指
す
決
意
は
一
九
三
二（
昭
和
七
）年
に
滞
在
先
の
パ

リ
か
ら
妻
に
宛
て
た
手
紙
の
中
に
記
さ
れ
て
い
た
が
、
四
〇
年
代
に
入
っ
て
《
壺（
黒
い
壺
に
南
天
）》
を

は
じ
め
と
す
る
静
物
画
の
制
作
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
そ
の
端
緒
を
開
い
た
。
劉
生
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
初
め

て
接
し
た
時
か
ら
視
覚
的
な
再
現
性
を
重
視
し
た
写
実
を
脱
す
る
ま
で
の
彼
の
長
い
歩
み
は
、
絵
画
と
文

学
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
尾
崎
と
共
通
す
る
。

 

尾
崎
一
雄
『
芳
兵
衞
物
語
』
池
田
書
店
、
一
九
五
三
年
、
二
一
〇
―
二
一
一
頁

 

阿
川
弘
之
「
門
下
戦
後
」
註
162
と
同
、
三
一
七
―
三
一
八
頁

 

椿
貞
雄
「
パ
リ
通
信（
妻
隆
子
に
宛
て
て　

一
九
三
二
年
五
月
―
十
月
）　

第
十
七
信
」
註
128
と
同
、
二
六

三
頁

179 

一
九
五
三（
昭
和
二
八
）年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
国
立
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
抽
象
と
幻
想
：
非
写

実
絵
画
を
ど
う
理
解
す
る
か
」
を
め
ぐ
る
画
家
た
ち
の
討
議
か
ら
。
駒
井
哲
郎（
一
九
二
〇
―
七
六
）、
鶴

岡
政
男（
一
九
〇
七
―
七
九
）、
斎
藤
義
重（
一
九
〇
四
―
二
〇
〇
一
）の
発
言
を
参
照
の
こ
と
。
た
だ
し
、

出
席
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
斎
藤
は
、
劉
生
の
「
あ
る
て
ふ
こ
と
の
不
思
議
さ
」
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

い
た
。

 
小
山
田
二
郎
、
鶴
岡
政
男
、
斎
藤
義
重
、
駒
井
哲
郎
、
杉
全
直
「〈
座
談
会
〉 「
事
」
で
は
な
く
「
物
」
を

描
く
と
い
う
こ
と
」『
美
術
批
評
』
第
二
六
号
、
一
九
五
四
年
二
月
、
一
七
―
一
八
頁

 

科
英
也
「「
反
対
称
」
に
つ
い
て
」
斎
藤
義
重
展
実
行
委
員
会（
編
）『
斎
藤
義
重
展
図
録
』
斎
藤
義
重
展

実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
、
二
二
七
―
二
二
八
、
二
三
二
―
二
三
五
頁

 

科
英
也
「
斎
藤
義
重
氏
を
め
ぐ
る
思
い
出
」『C’n

（
千
葉
市
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
）』
第
六
三
号
、
二
〇
一

二
年
七
月
、﹇
七
﹈
頁
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180 
椿
貞
雄
「
舜
擧
の
牡
丹
図
そ
の
他
」『
星
雲
』
第
七
号
、
一
九
三
一
年
七
月
、
二
一
頁（
＊
二
三
七
頁
）

﹇
附
記
﹈

　

本
稿
を
記
す
に
当
た
り
木
本
文
平（
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
）、
花
田
美
穂（
米
沢
市
上
杉
博
物
館
）両

氏
か
ら
貴
重
な
御
助
言
と
御
意
見
を
、
大
槻
倫
子（
滋
賀
県
立
陶
芸
の
森
陶
芸
館
）、
谷
新
、
鄭
銀
珍（
大
阪
市

立
東
洋
陶
磁
美
術
館
）、
森
孝
一（
日
本
陶
磁
協
会
）、
山
田
諭（
京
都
市
美
術
館
）、
渡
邉
郁
夫（
修
復
研
究
所

21
）の
各
氏
か
ら
御
意
見
・
御
協
力
は
じ
め
資
料
と
情
報
の
御
提
供
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
椿
貞
雄
の
事
蹟

に
つ
い
て
は
東
珠
樹
、
売
間
信
男
両
氏
の
著
作
か
ら
多
く
を
学
び
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
二
〇
一
七
年
四
月
二
一
日　

科
記
／
一
〇
月
一
五
日
改
稿
）

　

千
葉
市
美
術
館
の
展
覧
会
以
後
に
開
催
さ
れ
、
現
在
巡
回
中
の
「
求
道
の
画
家　

岸
田
劉
生
と
椿
貞
雄
」
展

（
宮
城
県
美
術
館
ほ
か
）で
は
、《
鵠
沼
の
或
る
道
》（
宮
城
県
美
術
館
蔵
）の
制
作
年
を
従
来
の
一
九
二
〇
年
か
ら

二
二
年
と
し
て
お
り
、
本
稿
で
も
そ
れ
に
従
っ
た
。
ま
た
、
同
展
図
録
で
は
本
稿
で
引
用
し
た
滞
欧
中
の
椿
の

書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
「
斎
藤
君
」
に
つ
い
て
、
高
村
光
太
郎
と
関
わ
り
が
あ
る
木
彫
家
・
斉
藤
芳
也（
一
八

九
四
―
一
九
七
〇
）で
は
な
い
か
と
す
る
な
ど
、
新
た
な
調
査
に
基
づ
く
知
見
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
二
〇
一
八
年
二
月
二
一
日
追
記
）
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は
じ
め
に

　
「
椿
貞
雄　

歿
後
六
〇
年
記
念　

師
・
劉
生
、
そ
し
て
家
族
と
と
も
に
」
の
準
備
に
際
し

て
は
、
椿
だ
け
で
は
な
く
劉
生
の
作
品
や
資
料
に
も
当
た
っ
た
。
そ
の
中
に
、
武
者
小
路
實

篤（
一
八
八
五
―
一
九
七
六
）が
刊
行
し
た
雑
誌
『
新
し
き
村
』
の
た
め
に
劉
生
が
提
供
し
た

表
紙
絵
を
は
じ
め
と
す
る
装
画
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
装
画
に
つ
い
て
、
特
に
一
九
二
〇

（
大
正
九
）年
の
表
紙
絵
を
通
し
て
劉
生
の
造
形
思
考
の
変
化
に
つ
い
て
た
ど
る（
本
稿
は
内

容
上
、「
油
彩
画
家
・
椿
貞
雄
」
の
記
述
と
重
複
し
た
箇
所
が
あ
る
）。

雑
誌
『
新
し
き
村
』
と
岸
田
劉
生

　

一
九
一
六（
大
正
五
）年
暮
、
武
者
小
路
實
篤
は
東
京
か
ら
我
孫
子
に
転
居
し
た
。
彼
が
志

賀
直
哉（
一
八
八
三
―
一
九
七
一
）や
柳
宗
悦（
一
八
八
九
―
一
九
六
一
）た
ち
と
一
〇
年
に
創

刊
し
た
雑
誌
『
白
樺
』
は
、
誌
上
で
同
人
た
ち
が
讃
仰
す
る
ポ
ス
ト
印
象
派
や
ロ
ダ
ン
を
は

じ
め
と
す
る
西
洋
の
芸
術
作
品
や
思
想
を
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
美
術
展
や
音
楽
会
の
開
催

を
着
実
に
重
ね
、
青
年
層
を
中
心
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
實
篤
は

同
誌
の
一
七
年
一
〇
月
号
に
「
美
術
館
を
つ
く
る
計
畫
に
就
て（
並
び
に
同
志
の
人
の
寄
附

を
つ
の
る
）」（註
1
）を
発
表
し
、
美
術
品
の
収
集
と
恒
常
的
な
施
設
の
建
設
を
広
く
呼
び
か
け
た
。

　

美
術
館
建
設
の
運
動
は
結
実
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
實
篤
は
こ
の
計
画
を
公
表
し
て

半
年
後
の
一
九
一
八（
大
正
七
）年
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
理
想
主
義
的
を
共
有
す
る
同

志
た
ち
に
よ
る
理
想
社
会
す
な
わ
ち
「
新
し
き
村
」
建
設
に
関
す
る
対
話
形
式
の
文
章
を

『
白
樺
』
お
よ
び
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
に
発
表
し
た（
註
２
）。

　

実
現
に
向
け
て
の
動
き
は
早
か
っ
た
。
六
月
一
五
日
に
東
京
で
村
を
創
設
す
る
た
め
の
最

初
の
会
合
が
行
わ
れ
、
こ
の
翌
月
に
は
早
く
も
村
の
精
神
と
活
動
を
広
く
知
ら
せ
、
か
つ
運

営
資
金
を
獲
得
す
る
た
め
に
雑
誌
『
新
し
き
村
』
が
創
刊
さ
れ
た（
註
３
）。
同
じ
年
の
一
一
月

一
四
日
、
宮
崎
県
児
湯
郡
木
城
村（
現
・
木
城
町
）の
土
地
を
獲
得
す
る
目
処
が
つ
き
、
實
篤

は
翌
月
我
孫
子
を
離
れ
宮
崎
に
入
っ
た
。

　
『
新
し
き
村
』
の
判
型
は
『
白
樺
』
同
様
菊
判
で
、
ペ
ー
ジ
数
は
数
十
頁
足
ら
ず
の
も
の

が
多
い
。
創
刊
か
ら
終
刊
ま
で
岸
田
劉
生
が
装
画
を
担
当
し
て
い
る
。

　

装
画
は
次
の
通
り
。

①　

一
九
一
八
年
七
月
〜
一
二
月　

第
一
年
七
月
号
〜
一
二
月
号（
図
１
）

　
　
　

＊
創
刊
号
に
劉
生
の
記
載
は
な
い
が
、
八
月
号
か
ら
目
次
に
表
紙
装
幀
の
記
載
あ
り
。

②　

一
九
一
九
年
一
月
〜
一
一
月　

第
二
年
一
月
号
〜
一
一
月
号（
図
２
）

　
　
　

＊
一
二
月
は
休
刊
。

補
遺
　
岸
田
劉
生
に
よ
る
雑
誌
『
新
し
き
村
』
の
装
画
に
つ
い
て

科
英
也
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③　

一
九
二
〇
年
一
月
〜
六
月　

第
三
年
一
月
号
〜
六
月
号（
図
３
）

　
　
　

＊
こ
の
年
の
三
月
号
ま
で
『
白
樺
』
を
印
刷
し
て
い
た
三
秀
舎
が
雑
誌
の
制
作
を
行

っ
て
い
た
が
、
四
月
号
か
ら
有
志
た
ち
が
東
京
で
設
立
し
た
曠
野
社
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た（
こ
の
た
め
、
雑
誌
の
出
来
は
以
前
に
比
べ
劣
る
）。

　
　
　

曠
野
社
は
新
し
き
村
の
出
版
部（「
曠
野
社
は
村
の
一
部
で
、
新
し
き
村
の
第
一
工

場
」）と
し
て
『
新
し
き
村
』
や
「
新
し
き
村
叢
書
」、
實
篤
の
著
作
な
ど
を
刊
行
し
た

他
、
野
菜
や
花
卉
の
生
育
・
販
売
を
行
っ
た（
註
４
）。

④　
　

同　
　
　

七
月
〜
一
二
月　

第
三
年
七
月
号
〜
一
二
月
号（
図
４
）

　
　
　

＊
裏
表
紙
も
描
く（
図
５
）。
表
紙
・
裏
表
紙
共
に
二
色（
黒
・
赤
）刷
。

⑤　

一
九
二
一
年
一
月
〜
一
〇
月　

第
四
年
一
月
号
〜
一
〇
月
号（
図
６
）

　
　
　

＊
裏
表
紙
も
描
く（
図
７
）。
ま
た
、
第
一
年
の
表
紙
絵
が
中
扉
に
用
い
ら
れ
る
。
表

紙
は
二
色（
黒
・
赤
）・
裏
表
紙
は
一
色（
赤
）。

⑥　
　

同　
　
　

一
一
月
〜
一
二
月　

第
四
年
一
一
月
号
〜
一
二
月
号（
図
８
）

　
　
　

＊
中
扉
、
裏
表
紙
は
⑤
と
同
。

⑦　

一
九
二
二
年
一
月
〜
一
二
月　

第
五
年
一
月
号
〜
一
二
月
号

　
　
　

＊
一
一
月
は
休
刊
。
目
次
頁
の
カ
ッ
ト（
図
９
）以
外
は
表
紙
、
裏
表
紙
と
も
⑥
と
同
。

⑧　

一
九
二
三
年
一
月
〜
一
二
月　

第
六
年
一
月
号
〜
一
一
・
一
二
月
号（
図
10
）

　
　
　

＊
九
月
は
休
刊
。
三
・
四
月
、
一
一
・
一
二
月
は
そ
れ
ぞ
れ
合
併
号
。
表
紙
は
二
色

刷（
黒
・
赤
）。
裏
表
紙
は
「
第
一 

新
し
き
村
実
測
畧
図
」。

　

こ
れ
ら
の
全
て
を
劉
生
が
い
つ
描
い
た
か
に
つ
い
て
正
確
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
彼
の
日
記
に
み
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
記
述
か
ら
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
月
か
ら
一
ヶ
月

半
ほ
ど
前
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る（
註
５
）。

　

劉
生
は
一
九
一
六（
大
正
五
）年
七
月
、
肺
結
核
と
診
断
さ
れ
て
療
養
の
た
め
に
代
々
木
山

谷
か
ら
荏
原
郡
駒
沢
村
に
転
居
し
、
更
に
翌
年
二
月
、
陽
光
の
地
を
求
め
て
鵠
沼
海
岸
に
移

っ
た
。
以
後
、
二
三
年
九
月
の
関
東
大
震
災
に
よ
る
京
都
移
住
ま
で
同
地
に
暮
ら
し
た
。

　

一
九
一
一（
明
治
四
四
）年
、
劉
生
は
『
白
樺
』
同
人
た
ち
と
出
会
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
彼

ら（
主
に
實
篤
）が
標
榜
し
て
い
た
自
己
に
対
す
る
信
頼
、
そ
し
て
自
ら
を
高
め
よ
う
と
す
る

意
志
を
知
っ
た
こ
と
で
自
ら
の
思
想
的
彷
徨（
註
６
）を
救
わ
れ
、
ま
た
彼
ら
を
通
じ
て
ポ
ス
ト

印
象
派
の
画
家
た
ち
、
更
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
絵
画
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
に
な

っ
た
。
後
に
劉
生
自
ら
も
『
白
樺
』
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
を
記
し
て
い

る
が
、
彼
の
「
鵠
沼
時
代
」
は
彼
と
『
白
樺
』
の
関
係
が
よ
り
緊
密
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ

が
対
外
的
に
も
示
さ
れ
た
時
期
だ
っ
た
。

　
『
新
し
き
村
』
が
創
刊
さ
れ
た
一
九
一
八（
大
正
七
）年
七
月
、『
白
樺
』
は
通
巻
百
号
を
数

え
た
。
劉
生
は
こ
の
号
か
ら
二
三
年
五
月（
号
）ま
で
表
紙
を
は
じ
め
と
す
る
同
誌
の
装
画
を

担
当
し
て
い
る
。『
白
樺
』
の
装
画
は
一
〇（
明
治
四
三
）年
四
月
に
創
刊
し
た
際
に
表
紙
絵

を
描
い
た
児
島
喜
久
雄（
一
八
八
七
―
一
九
五
〇
）か
ら
、
劉
生
の
後
に
実
質
的
な
終
刊
号
と

な
っ
た
二
三
年
八
月
ま
で
装
画
を
提
供
し
た
富
本
憲
吉（
一
八
八
六
―
一
九
六
三
）ま
で
、
同

人
お
よ
び
同
人
と
関
係
す
る
造
形
作
家
に
よ
る
表
紙
絵
と
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
や
ゴ
ヤ
、
セ
ザ

ン
ヌ
な
ど
の
作
品
が
表
紙
を
飾
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
劉
生
が
装
画
を
担
当
し
た
期
間
が
最

も
長
い
。
一
九
年
に
は
白
樺
十
周
年
記
念
主
催
岸
田
劉
生
作
品
個
人
展
覧
会
が
東
京
と
京
都

で
開
催
さ
れ
、
翌
年
一
〇
月
に
は
『
白
樺
』
で
劉
生
の
特
輯
が
編
ま
れ
た
。
軌
を
一
に
し
て

實
篤
の
単
行
本
な
ど
の
装
幀
も
劉
生
が
手
が
け
た
も
の
が
増
え
て
い
る（
註
７
）。
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装
画
の
内
容
に
つ
い
て

　

岸
田
劉
生
に
よ
る
『
新
し
き
村
』
の
装
画
は
一
九
一
八（
大
正
七
）年
七
月
の
『
白
樺
』
一

〇
〇
号
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
硬
質
な
枠
で
囲
ま
れ
た
飾
文
字
を
大
き
く
扱
っ
た
第
一
年
、
第

二
年（
図
１
・
２
）か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
第
一
年
に
も
線
描
で
小
さ
な
人
物
像
が
描
か
れ

て
い
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
表
紙
絵
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
第
三
年
に
当
た
る
二
〇
年

か
ら
に
な
る
。

　

第
三
年
は
二
種
類
の
表
紙
絵
が
存
在
す
る
。

　

一
月
号
〜
六
月
号（
図
３
）は
壁
龕
状
の
枠
の
中
に
、
上
か
ら
太
陽
と
そ
れ
に
向
か
っ
て
咲

き
誇
る
よ
う
な
巨
大
な
花
、
茎
の
下
に
炎
と
「
劉
」
の
サ
イ
ン
、
そ
の
真
下
に
新
し
く
大
地

か
ら
新
た
な
芽
が
生
え
て
い
る
。
芽
の
左
右
に
は
少
女
が
配
さ
れ
て
お
り
、
右
の
少
女
は
種

蒔
き
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
左
は
大
地
に
ひ
ざ
ま
ず
い
て
巨
大
な
花
に
向
か
っ
て
手
を

合
わ
せ
て
い
る
。
炎
は
「
劉
」
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
炎
で
あ
り
、
そ
れ
が
太
陽
に
向
か
う

巨
大
な
花
の
養
分
と
な
っ
て
い
る
。

　

太
陽
か
ら
大
地
の
新
芽
ま
で
の
垂
直
な
要
素
の
配
置
に
は
、
劉
生
が
一
九
一
四（
大
正
三
）

年
頃
に
キ
リ
ス
ト
教
に
由
来
す
る
、
普
遍
的
な
神
と
人
類
の
関
係
と
い
う
宗
教
的
な
テ
ー
マ

に
基
づ
い
た
大
作
《
人
類
の
意
志（
人
類
の
肖
像
）》
を
制
作
す
る
上
で
援
用
し
よ
う
と
し
た

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク（
一
七
五
七
―
一
八
二
七
）の
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る（
第

一
年
の
線
描
に
よ
る
人
体
像
も
こ
の
流
れ
に
あ
る
）。
結
局
、《
人
類
の
意
志（
人
類
の
肖

像
）》
は
構
想
の
み
で
未
完
に
終
わ
っ
た
。
劉
生
の
制
作
史
に
お
い
て
ブ
レ
イ
ク
の
影
響
は

油
彩
の
場
合
一
四
年
ご
ろ
の
一
時
期
の
み
に
過
ぎ
ず
、
五
年
後
に
自
ら
制
作
の
歩
み
に
つ
い

て
記
し
た
文
章
で
は
言
及
す
ら
さ
れ
て
い
な
い（
註
８
）。
し
か
し
装
画
ま
で
含
め
て
見
る
と
、

宗
教
画
的
な
作
品
の
制
作
を
断
念
し
た
後
の
一
七
年
に
彼
が
手
掛
け
た
武
者
小
路
實
篤
『
カ

チ
カ
チ
山
と
花
咲
爺
』（
阿
蘭
陀
書
房
）の
た
め
の
装
画
に
色
濃
く
反
映
し
て
お
り
、
そ
れ
が

こ
の
後
も
続
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
表
紙
絵
に
は
彼
の
絵
画
が
ど
の
よ
う
な
世
界
観
や
原
理
に
拠
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
る

の
か
を
絵
解
き
す
る
よ
う
に
、
彼
が
認
識
す
る
世
界
と
そ
の
上
位
に
位
置
す
る
で
あ
ろ
う
次

元
が
異
な
る
世
界
と
い
う
二
層
が
ま
と
め
て
描
か
れ
て
い
る
。
太
陽
と
花
の
意
味
を
考
え
る

と
、
前
者
は
神（
創
造
主
）で
あ
り
、
後
者
は
制
作
を
重
ね
る
こ
と
で
神
に
向
か
っ
て（
ま
た

は
、
神
に
祝
福
さ
れ
た
）生
長
す
る
劉
生
の
芸
術
な
い
し
存
在
そ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、

茎
の
根
元
で
燃
え
上
が
る
炎
は
「
劉
」
の
生
命
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
下
部
に
描
か
れ
た
「
劉
」
を
頂
点
と
し
た
大
地
の
新
た
な
芽
と
二
人
の
少
女
に

よ
る
三
角
形
の
構
図
は
、
や
は
り
ブ
レ
イ
ク
が
描
い
て
い
た
楽
園
の
イ
メ
ー
ジ
を
劉
生
な
り

に
受
容
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
《
春
日
遊
戯
図（
屛
風
図
案
）》（
一
九
一
七
年
二
月
一
二

日
、
岡
山
県
立
美
術
館
蔵
）を
思
い
出
さ
せ
る（
註
９
）。
こ
の
自
ら
の
サ
イ
ン
を
頂
点
と
し
た

三
角
形
の
こ
の
構
図
は
一
九
一
七
年
ご
ろ
か
ら
二
一
年
あ
た
り
に
か
け
て
制
作
し
て
い
た
静

図 1

図 2

図 3

図 4
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物
画
や
風
景
画
、
そ
し
て
麗
子
像
な
ど
に
し
ば
し
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
、
彼
は
写

実
に
つ
い
て
、
描
か
れ
る
対
象
は
彼
が
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
保
証
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
認
識
を
深
め
る（
具
体
的
に
は
描
写
に
よ
っ
て
対
象
に
迫
る
）こ
と
が
で

き
れ
ば
自
己
の
存
在
は
よ
り
確
か
な
も
の
と
な
り
、
自
ら
を
生
み
出
し
た
神
の
存
在
を
強
く

信
ず
る
こ
と
と
い
う
思
考
が
あ
っ
た（
註
10
）。
画
面
中
央
上
部
に（
こ
と
さ
ら
に
）記
さ
れ
た
サ

イ
ン
と
描
か
れ
た
も
の
の
関
係
は
、
彼
の
思
考
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る（
註
11
）。

　

こ
の
構
図
の
共
通
性
は
、
自
ら
の
裡
に
広
が
る
も
の
か
外
部
で
あ
る
か
と
い
う
違
い
が
あ

り
な
が
ら
、
劉
生
が
「
見
た（
＝
描
い
た
）」
世
界
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
が
一
九
一
八（
大
正
七
）年
に
発
表
し
た
造
形
論
「
内
な
る
美
」
が

「
…
…
只
の
線
、
形
、
色
の
美
、
即
ち
装
飾
の
美
」、「
写
実
の
美
」
そ
し
て
「
…
…
自
然
の

形
を
記
憶
し
想
像
し
又
は
観
念
、
心
理
等
無
形
の
も
の
を
形
に
想
像
し
て
、
そ
れ
を
自
由
に

意
の
ま
ゝ
に
案
配
し
、
使
駆
し
て
内
な
る
美
を
活
か
す
、
即
ち
『
想
像
の
美
』」
の
三
つ
に

分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い（
註
12
）。
静
物
画
の
よ
う
に
可
視
の
世
界
を
描
い
た

作
品
は
「
写
実
の
美
」
で
あ
り
、《
春
日
遊
戯
図（
屛
風
図
案
）》
な
ど
は
「
想
像
の
美
」
に

該
当
す
る
わ
け
だ
が
、
彼
は
ど
ち
ら
に
も
中
断
し
た
《
人
類
の
意
志（
人
類
の
肖
像
）》
の
構

想
を
反
映
さ
せ
、「
私
」
と
「
神
」
の
関
係
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

劉
生
の
神
に
対
す
る
信
仰
は
一
九
一
四（
大
正
三
）年
に
公
表
し
た
次
の
メ
モ
の
中
に
端
的

に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
信
仰
は
『
新
し
き
村
』
の
表
紙
絵
を
描
い
た
一
九
年
の
末
頃
ま

で（
根
幹
は
）変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、《
人
類
の
意
志（
人
類
の
肖

像
）》
の
制
作
が
未
完
に
終
わ
っ
て
も
彼
が
ブ
レ
イ
ク
的
な
世
界
を
放
棄
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
も
な
る（
註
13
）。

　
　
　
　
　

◯
自
分
は
神
を
信
ず
る

　

自
分
は
自
我
を
信
じ
て
居
る
。
し
か
し
、
神
を
信
じ
な
い
で
自
分
は
自
我
を
信
じ
得
な

い
。
し
か
し
又
、
自
分
は
自
我
を
信
じ
得
る
自
分
に
な
つ
て
は
じ
め
て
神
を
知
り
神
を
信
じ

て
来
た
の
だ
。　
　

一
九
一
四
、
三
、
一
八

…
…（
中
略
）…
…

◯

　

神
を
信
ず
る
と
い
ふ
事
が
神
の
存
在
を
信
ず
る
と
い
ふ
事
で
な
し
に
、
神
が
自
己
を
守
り

給
ひ
み
ち
び
き
給
ふ
と
い
ふ
事
を
信
用
し
切
る
事
で
あ
り
た
い
。

　

天
才
に
の
み
こ
の
事
は
ゆ
る
さ
れ
る
の
で
あ
る
。　
　
　

一
九
一
四
、
四
、
二
一

（
岸
田
劉
生
「
雑
感
」）（
註
14
）

　

こ
の
よ
う
な
図
像
を
個
人
の
作
品
と
し
て
で
は
な
く
雑
誌
の
表
紙
絵
と
す
る
こ
と
は
一
見

奇
妙
で
あ
る
。
そ
し
て
本
来
の
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
れ
ば
「
劉
」
の
サ
イ
ン
が
位
置
す
る
場
所

に
は
画
家
で
は
な
く
神
の
御
子
で
あ
る
イ
エ
ス
が
描
か
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
劉

生
が
一
〇
代
半
ば
で
接
近
し
た
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
理
解
の
未
熟
さ
と
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
伝
統
的
宗
教
絵
画
に
対
す
る
理
解
の
浅
さ
と
も
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
問
題
が

あ
り
な
が
ら
も
、
彼
は
自
我
の
確
立
と
そ
れ
に
と
も
な
う
生
長
こ
そ
が
神
に
近
づ
く
道
で
あ

る
こ
と
を
實
篤
か
ら
学
ん
だ
た
め
、
描
か
れ
た
図
像
は
實
篤
の
言
語
空
間（『
新
し
き
村
』
だ

け
で
は
な
く
、
当
然
『
白
樺
』
な
ど
も
含
ま
れ
る
）に
お
い
て
、
む
し
ろ
ふ
さ
わ
し
い（
註
15
）。

 

＊

　

一
方
、
一
九
二
〇（
大
正
九
）年
七
月
号
〜
一
二
月
号
の
表
紙
絵（
図
4
）に
お
い
て
ま
ず
注

目
さ
れ
る
点
は
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
東
洋
風
の
様
式（
ス
タ
イ
ル
）に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る

事
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
の
岸
田
劉
生
は
「
自
分
は
日
本
畫
と
い
ふ
も
の
が
人
類
の
仕
事
と
い
ふ
意
味
で

そ
の
本
統マ
マ

の
芸
術
で
な
い
様
な
気
が
す
る
」（
註
16
）と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る
通
り
、
か
ね
て

よ
り
同
時
代
の
日
本
画
に
批
判
的
で
あ
り
自
ら
が
日
本
画
な
ど
に
向
か
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た（
註
17
）。
そ
れ
が
変
化
し
た
理
由
は
、
こ
の
年
の
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
体
験

が
反
映
し
て
い
る
。
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四
月
二
一
日
、
劉
生
は
東
京
帝
室
博
物
館
で
醍
醐
寺
宝
物
特
別
展
覧
会
を
見
学
後
、
五
月

に
入
り
『
水
野
仙
子
集
』
の
表
紙
原
画
を
「
先
日
の
表
慶
館
で
見
た
素
描
淡
彩
の
味
を
参

考
」
に
描
き（
一
日
）、
そ
の
二
日
後
に
は
妻
・
蓁
に
依
頼
さ
れ
た
自
宅
用
の
屛
風
の
た
め
に

麗
子
と
村
娘（
於
松
）を
「
先
日
見
た
表
慶
館
の
仏
畫
の
素
描
か
ら
う
け
た
色
や
線
を
生
か

し
」
て
描
い
て
い
る（
三
日
）（
註
18
）。
現
在
確
認
で
き
る
彼
の
日
記
に
は
前
年
か
ら
「
東
洋
の

美
」
と
自
ら
の
制
作
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
描
線
の
よ
う
な
絵

画
の
根
本
的
な
要
素
に
ま
で
東
洋
風
を
意
識
し
た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
だ
っ
た
。
彼
は
自

ら
が
描
い
た
麗
子
と
於
松
の
屛
風
を
か
な
り
気
に
入
っ
た
ら
し
く
、
同
時
期
に
制
作
し
た

『
白
樺
』
七
月
号
か
ら
の
新
し
い
表
紙
に
も
似
た
よ
う
な
麗
子
と
於
松
の
姿
を
描
き（
七
日
）、

『
白
樺
十
周
年
紀
念
集
』（
新
潮
社
）の
見
返
し
は
「
一
枚
村
娘
麗
子
の
背
に
一
面
の
花
や
艸
か

い
た
も
の
を
作
つ
た
が
思
は
し
く
な
い
の
で
、
先
日
か
い
た
屛
風
の
様
な
も
の
を
か
き
な

ほ
」
し
て
い
る（
一
〇
日
）（
註
19
）。『
新
し
き
村
』
の
表
紙
原
画
は
こ
れ
ら
の
制
作
に
続
い
て

六
月
九
日
以
降
に
描
か
れ
た
と
推
測
さ
れ（
註
20
）、
麗
子
や
於
松
の
描
写
は
前
月
に
描
い
た

『
白
樺
』
の
装
画
な
ど
に
比
べ
る
と
手
慣
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。

　
新
し
い
表
紙
に
は
大
き
な
花
の
下
に
麗
子
と
於
松
と
思
わ
れ
る
二
人
の
少
女
が
茎
を
持
っ

て
立
ち
、
傍
ら
に
は
花
を
付
け
た
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
表
紙
絵
に
描
か
れ
た
少
女
た
ち
が

劉
生
に
と
っ
て
身
近
な
存
在 

―
麗
子
と
於
松

― 

で
あ
る
こ
と（
前
述
の
《
春
日
遊
戯
図

（
屛
風
図
案
）》
と
関
連
付
け
て
考
え
る
と
、
両
者
が
制
作
さ
れ
た
時
期
の
間
隔
は
そ
の
ま
ま

愛
娘
が
画
家
の
モ
デ
ル
と
な
る
ま
で
の
時
間
と
な
っ
て
い
る
）で
、
描
か
れ
て
い
る
空
間
が

彼
の
内
面
で
あ
る
こ
と
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
彼
が
主
張
し
た

「
内
な
る
美
」
に
お
け
る
「
想
像
の
美
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

…
…
こ
の
場
合（
引
用
者
註
：
「
想
像
の
美
」
を
指
す
）は
自
然
物
の
形
そ
の
も
の
ゝ
美
を
見

出
す
の
で
は
な
い
。
自
然
の
形
の
中
、
内
な
る
美
し
き
装
飾
の
美
を
表
は
す
に
ふ
さ
は
し
い

形
、
線
、
色
を
借
り
て
つ
か
ふ
の
で
あ
る
。
自
然
物
の
形
は
だ
か
ら
記
憶
で
沢
山
な
の
で
あ

る
。
自
由
に
お
の
が
心
の
ま
ゝ
に
そ
の
形
を
変
へ
て
い
ゝ
の
で
あ
る
。
自
然
の
現
象
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

有
り
得
な
い
様
な
事
で
も
さ
し
つ
か
え
な
い
の
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。（
傍
点
引
用
者
）（
註
21
）

　「
自
然
の
現
象
と
し
て
有
り
得
な
い
様
な
」
イ
メ
ー
ジ
は
、
一
九
二
一（
大
正
一
〇
）年
一

一
月
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
表
紙（
図
8
）と
雑
誌
の
最
終
巻
と
な
っ
た
二
三
年
の
表
紙（
図

10
）に
も
見
ら
れ
る
。
後
者
は
雑
誌
だ
け
で
は
な
く
村
そ
の
も
の
の
経
済
状
態
を
物
語
る
よ

う
に
表
紙
絵
が
占
め
る
ス
ペ
ー
ス
は
全
体
の
半
分
に
も
満
た
な
く
な
り
人
物
も
戯
画
じ
み
て

い
る
が
、
花
と
人
物
の
逆
転
し
た
大
き
さ
は
同
じ
で
あ
る
。
小
さ
く
描
か
れ
た
の
は
麗
子
や

於
松
の
よ
う
な
少
女
た
ち
ば
か
り
で
は
な
い
。
二
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
裏
表
紙
に
用
い

図 5

図 6

図 7

図 8
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ら
れ
た
労
働
す
る
男
性
の
カ
ッ
ト（
図
7
）は
劉
生
の
制
作
の
中
で
も
珍
し
い
が
、
こ
れ
も
人

物
が
花
や
昆
虫
に
比
し
て
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
。
實
篤
が
中
心
と
な
っ
て
建
設
さ
れ
つ
つ

あ
る
村
が
、
劉
生
の
理
想
郷
と
同
じ
も
の
で
あ
る
か
、
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か

ら
だ
ろ
う（
註
22
）。

　
似
た
よ
う
な
世
界
が
描
か
れ
た
作
例
と
し
て
、
他
に
も
實
篤
が
一
九
一
八（
大
正
七
）年
に

刊
行
し
た
単
行
本
『
我
孫
子
よ
り
』（
我
孫
子
刊
行
会
）や
二
〇
年
か
ら
二
四
年
に
か
け
て
刊

行
さ
れ
た
「
新
し
き
村
叢
書
」
の
た
め
に
劉
生
が
描
い
た
装
画（
図
11
、
12
）、
あ
る
い
は
二

一
年
四
月
に
曠
野
社
か
ら
新
た
に
創
刊
さ
れ
た
『
新
し
き
村
』
の
兄
弟
誌
と
も
呼
ぶ
べ
き

『
生
長
す
る
星
の
群
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
。『
我
孫
子
よ
り
』
は
《
春
日
遊
戯
図（
屛
風
図

案
）》
と
同
じ
内
容
で
、
他
は
東
洋
的
な
雰
囲
気
で
あ
る
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
人
間

た
ち
の
世
界
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
二
〇
年
上
半
期
の
表
紙
絵
同
様
、
妖

精
を
幻
視
し
た
と
い
う
ブ
レ
イ
ク（
註
23
）に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
描
か
れ
て
い
る

空
間
全
体
を
見
れ
ば
六
月
号
ま
で
の
表
紙
絵
の
下
部
に
該
当
す
る
。

お
わ
り
に 

―
神
の
喪
失

―

　
前
項
に
記
し
た
よ
う
に
、
岸
田
劉
生
が
一
九
二
〇（
大
正
九
）年
の
『
新
し
き
村
』
の
た
め

に
描
い
た
二
種
類
の
表
紙
絵
の
変
化
は
、
様
式（
描
か
れ
方
）に
お
い
て
当
時
の
彼
の
油
彩
や

水
彩
の
制
作
が
一
四
年
の
「
ク
ラ
シ
ツ
ク
の
感
化
」
か
ら
本
格
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
写

実
、
あ
る
い
は（
細
密
）描
写
の
追
求
が
東
洋
の
美
へ
と
向
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
大
き
な
変
化
だ
が
、
む
し
ろ
様
式
が
明
ら
か
に
異
な
り
な
が
ら
表
紙
絵
に
描
か
れ
た

世
界（
の
意
味
内
容
）に
変
化
が
な
く
、
そ
れ
ら
が
共
に
彼
が
か
つ
て
油
彩
の
制
作
に
お
い
て

援
用
し
よ
う
と
し
た
ブ
レ
イ
ク
に
由
来
す
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
世
界（
観
）が

変
わ
ら
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
彼
は
描
き
方
＝
線
描
の
質
を
変
え
る
と
い
う
技
術
的
対
応
の

み
で
転
換
が
可
能
だ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
同
じ
年
に
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
『
国
粋
』
一
一
月
号
に
寄

稿
し
た
「
想
像
と
装
飾
の
美
」
で
は
今
後
従
来
の
日
本
画
は
形
式
と
し
て
廃
れ
る
と
し
た
上

で
、
画
材
と
そ
の
効
果（「
質
料
の
持
つ
型
に
な
ら
な
い
美
術
品
的
要
素
」）の
み
が
残
り
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
前
項
に
引
い
た
「
想
像
の
美
」、
言
い
換
え
れ
ば
「
精
神
を
以
て
こ
の
世
界

を
飾
る
」
ブ
レ
イ
ク
や
シ
ヤ
バ
ン
ヌ
の
よ
う
な
絵
画
世
界
を
描
く
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
さ

れ
て
い
る（
註
24
）。
確
か
に
、
二
〇
年
以
降
に
制
作
さ
れ
た
劉
生
の
日
本
画
を
見
る
と
、
特
に

初
期
の
線
に
見
ら
れ
る
質
あ
る
い
は
表
情
は
『
新
し
き
村
』
の
表
紙
絵
と
同
じ
で
あ
る
し
、

花
と
人
物
の
比
率
な
ど
が
近
似
し
た
も
の
も
あ
る（
註
25
）。
彼
の
東
洋
の
美
へ
の
接
近
は
驚
く

ほ
ど
穏
や
か
に 

―
こ
の
後
、
一
九
二
五
年
頃
の
「
お
つ
ゆ
描
き
」
に
よ
る
油
彩
技
法
の

破
綻
な
ど
と
比
較
す
れ
ば

― 

行
わ
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

図 9

図 10

図 12　同　裏表紙

図 11　武者小路実篤『新しき村
　　　叢書（第二篇）新しき村の
　　　信仰』（曠野社、1920年
　　　9月）表紙
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し
か
し
、
一
九
二
一（
大
正
一
〇
）年
一
一
月
号
か
ら
用
い
ら
れ
た
『
新
し
き
村
』
の
表
紙

絵（
図
8
）は
前
年
と
同
じ
世
界
が
描
か
れ
て
お
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
太
陽
は

描
か
れ
て
い
る
世
界
の
存
在
を
保
証
す
る
象
徴
＝
神
で
は
な
く
、
武
者
小
路
實
篤
た
ち
が
築

き
つ
つ
あ
る
村
の
所
在
地
で
あ
る
「
日
向
」
と
い
う
地
名
の
判
じ
絵
と
な
っ
て
い
る（
上
部

の
飾
り
枠
に
「
向
」
の
文
字
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
）。
こ
の
頃
に
は
油
彩
画
や
水
彩
画
に

お
い
て
「
劉
」
の
サ
イ
ン
を
頂
点
と
す
る
構
図
に
よ
る
作
例
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、

劉
生
は
前
年
の
表
紙
絵
に
描
い
て
い
た
よ
う
な
、
自
ら
と
神
の
関
係
に
基
づ
く
絵
画
制
作
を

止
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る（
註
26
）。
こ
の
傍
証
と
し
て
彼
が
二
二
年
一
二
月
に
記
し
た
「
一

工
人
と
し
て
の
生
活
の
中
に
」
と
い
う
文
章
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
中
に
見
ら

れ
る
、

…
…
私
は
仕
事
上
の
自
己
を
生
か
し
て
行
け
ば
ま
あ
安
心
立
命
が
得
ら
れ
る
の
で
、
そ
し
て

そ
れ
以
外
に
今
私
に
本
当
に
「
生
死
」
の
事
を
超
え
る
道
は
な
い
の
だ
が
、
そ
ん
な
訳
で
、

思
想
と
し
て
の
宗
教
の
方
の
事
に
は
実
際
上
の
交
渉
が
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

…
…（
中
略
）…
…

　

私
は
も
う
4

4

宗
教
上
の
方
面
に
は
、
左
程
御
厄
介
に
な
ら
ず
と
も
す
む

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

だ
け
の
も
の
に
は
な

つ
て
ゐ
る
つ
も
り
で
あ
る
。
私
の
思
想
な
り
、
仕
事
な
り
生
活
な
り
に
は
或
る
宗
教
も
含
ま

れ
て
ゐ
る
。（
傍
点
引
用
者
）（
註
27
）

な
ど
と
い
う
記
述
は
、
自
ら
「
…
…
内
に
或
る
神
を
求
め
な
く
て
は
落
ち
著
け
な
」
い（「
才

能
及
び
技
巧
と
内
容
に
就
て
」）（
註
28
）と
し
た
、
か
つ
て
の
彼
か
ら
明
ら
か
に
か
け
離
れ
て
い

る
。「
左
程
御
厄
介
に
な
ら
ず
と
も
す
む
」
と
い
う
一
節
に
は
、
軽
侮
と
も
、
門
を
叩
く
者

を
軽
く
あ
し
ら
う
よ
う
な
態
度
と
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
気
分
が
漂
う（
註
29
）。

　

こ
の
変
化
に
、
関
東
大
震
災
以
後
の
劉
生
の
制
作
が
混
乱
し
た
原
因
の
一
端
を
求
め
る
こ

と
は
可
能
だ
ろ
う（
註
30
）。

 

＊

　
『
新
し
き
村
』
は
同
じ
曠
野
社
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
生
長
す
る
星
の
群
』
と
合
併
す
る

た
め
、
一
九
二
三（
大
正
一
二
）年
一
一
・
一
二
月
合
併
号
で
終
刊
し
た
。
翌
年
一
月
、
新
た

に
『
人
間
生
活
』
が
創
刊
さ
れ
た
が
岸
田
劉
生
は
こ
の
装
画
を
担
当
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
雑

誌
は
同
年
の
一
〇
・
一
一
月
合
併
号
で
廃
刊
し
た（
註
31
）。

　

そ
し
て
武
者
小
路
實
篤
は
一
九
二
四
年
一
二
月
、
村
の
経
済
を
外
部
か
ら
支
え
る
な
ど
の

理
由
に
よ
っ
て
七
年
間
過
ご
し
た
日
向
の
村
を
離
れ
、
大
晦
日
に
転
居
先
で
あ
る
奈
良
に
入

っ
た（
註
32
）。

註1 

左
記
の
執
筆
者
は
「
同
人
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
誌
の
「
編
輯
室
に
て
」
に
は
「
無
車
」
の
名
で

「「
美
術
館
に
就
て
」
と
云
ふ
一
文
は
志
賀
と
柳
に
見
せ
て
注
意
し
て
も
ら
う
處
は
注
意
し
て
も
ら
つ
た
」

と
あ
る
。

 

同
人
「
美
術
館
を
つ
く
る
計
畫
に
就
て（
並
び
に
同
志
の
人
の
寄
附
を
つ
の
る
）」『
白
樺
』
第
八
年
一
〇
月

号
、
一
九
一
七
年
一
〇
月
、
一
四
六
―
一
四
八
頁

2 

こ
の
文
章
は
左
記
の
三
篇
。
こ
れ
ら
は
纏
め
ら
れ
、
同
じ
年
の
八
月
、『
新
し
き
村
の
生
活
』（
新
潮
社
）と

し
て
刊
行
さ
れ
た
。

 

「
新
ら
し
き
生
活
に
入
る
道
」『
白
樺
』
第
九
年
五
月
号
、
一
九
一
八
年
五
月
、
二
九
―
五
三
頁

 

「
新
ら
し
き
生
活
に
入
る
道
二
」『
白
樺
』
第
九
年
六
月
号
、
一
九
一
八
年
六
月
、
八
八
―
一
〇
七
頁

 

「
あ
る
国
」『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
夕
刊
）一
九
一
八
年
七
月
一
二
日
―
二
一
日（
う
ち
九
回
連
載
）

 

『
新
し
き
村
の
生
活
』
成
立
に
つ
い
て
は
左
記
を
参
照
。

 

大
津
山
国
夫
「
新
し
き
村
の
提
唱
」『
武
者
小
路
実
篤
研
究 

―
実
篤
と
新
し
き
村

―
』
明
治
書
院
、

一
九
九
七
年
、
二
三
―
四
一
頁

3 

『
新
し
き
村
』
の
発
行
所
は
新
し
き
村
社（
一
九
一
八
年
七
月
号
〜
九
月
号
）、
新
し
き
村
本
部（
一
九
一
八

年
一
〇
月
号
〜
一
九
年
二
月
号
）、
新
し
き
村
東
京
支
部（
一
九
一
九
年
三
月
号
〜
二
三
年
八
月
号
）、
新

し
き
村
出
版
部（
一
九
二
三
年
一
〇
月
号
お
よ
び
一
一
・
一
二
合
併
号
）と
変
わ
っ
て
い
る
。
途
中
、「
本

部
」
が
「
支
部
」
に
変
わ
っ
て
い
る
の
は
、
日
向
の
新
し
き
村（
日
向
国
児
湯
郡
木
城
局
区
内
）を
本
部
と

し
た
た
め
。

4 
左
記
を
参
照
の
こ
と
。

 
長
島
豐
太
郎
「
印
刷
所
に
就
て
」『
新
し
き
村
』
第
三
年
三
月
号
、
一
九
二
〇
年
三
月
、
一
六
―
一
八
頁

 

豐
太
郎
「
曠
野
社
よ
り
」『
新
し
き
村
』
第
三
年
一
二
月
号
、
一
九
二
〇
年
一
二
月
、
三
四
―
三
六
頁

（「
…
…
新
し
き
村
の
第
一
工
場
」
と
い
う
形
容
が
見
ら
れ
る
）

5 

劉
生
の
日
記
か
ら
拾
う
と
、「
白
樺
の
表
紙
及
裏
畫
、
新
し
き
村
雑
誌
、
武
者
の
『
土
地
』
等
の
表
紙
、

裏
畫
、
扉
畫
な
ど
か
く
」（
一
九
二
〇
年
一
二
月
九
日
）、「
如
是
経
の
箱
の
装
畫
と
背
と
を
忘
れ
て
ゐ
た
の

で
、
朝
一
寸
か
き
つ
い
で
に
新
し
い
村
と
星
の
群
の
表
紙
も
か
い
て
み
る
。
二
つ
と
も
在
来
の
が
気
に
入

つ
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
」（
二
一
年
九
月
一
二
日
）と
い
う
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
⑤
、
⑥
に
該
当
す
る
。
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こ
の
他
に
、「
…
…
新
し
き
村
叢
書
の
表
紙
裏
絵
、
ニ
ウ
ス
の
カ
ツ
ト
な
ど
描
く
」（
一
九
二
〇
年
五
月
一

日
）と
い
う
記
述
も
あ
る
。
後
者
は
新
し
き
村
の
『
ニ
ウ
ス
』
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
不
明
。

 
岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
五
月
一
日
、
同 

一
二
月
九
日
）」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
五
巻
』
岩
波

書
店
、
一
九
七
九
年
、
三
一
九
、
五
〇
二
頁

 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
一
年
一
二
月
九
日
）」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
六
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九

年
、
二
五
八
頁

 

武
者
小
路
実
篤
と
白
樺
美
術
展
編
集
委
員
会（
編
）『
生
誕
百
年　

武
者
小
路
実
篤
と
白
樺
美
術
展
』
西
武

美
術
館
、
一
九
八
四
年
、
五
〇
頁

 

今
井
信
雄
「〝
新
し
き
村
〞
余
録 

―
中
村
亮
平
伝

―
」『
新
訂 『
白
樺
』
の
周
辺 

―
信
州
教
育
と
の

交
流
に
つ
い
て

―
』
信
濃
教
育
会
出
版
部
、
一
九
八
六
年
、
三
五
六
―
三
七
三
頁

6 

こ
れ
に
つ
い
て
劉
生
は
し
ば
し
ば
回
想
し
て
い
る
が
、
本
稿
と
の
関
わ
り
で
は
左
記
の
文
章
を
参
照
の
こ

と
。

 

岸
田
劉
生
「
才
能
及
び
技
巧
と
内
容
に
就
て
」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
一
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、

五
三
四
―
五
四
六
頁

7　

参
考
ま
で
に
劉
生
が
一
九
一
八
年
ま
で
に
装
画
を
担
当
し
た
単
行
本
を
東
珠
樹
氏
の
調
査
を
基
に
次
に
掲

げ
る
。

 

一
九
一
四（
大
正
三
）年　

ク
ェ
ス
ネ
・
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
オ
ホ（
多
胡
淳
一
訳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
追
想
の
ゴ
オ
ホ
』（
日
本
洋
画
協
会
）

 

一
九
一
六（
大
正
五
）年　

武
者
小
路
實
篤　
『
小
さ
き
世
界
』（
新
潮
社
）

 

一
九
一
七（
大
正
六
）年　

武
者
小
路
實
篤　
『
不
幸
な
男
』（
我
孫
子
刊
行
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
者
小
路
實
篤　
『
カ
チ
カ
チ
山
と
花
咲
爺
』（
阿
蘭
陀
書
房
）

 

一
九
一
八（
大
正
七
）年　

武
者
小
路
實
篤　
『
我
孫
子
よ
り
』（
我
孫
子
刊
行
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
與
善
郎　
　
　
『
生
活
の
花
』（
新
潮
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
者
小
路
實
篤　
『
新
し
き
村
の
生
活
』（
新
潮
社
）

 

一
九
一
九（
大
正
八
）年　

長
與
善
郎　
　
　
『
明
る
い
部
屋
』（
春
陽
堂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
者
小
路
實
篤　
『
自
己
を
生
か
す
為
に
』（
新
潮
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
樺
同
人　
　
　
『
白
樺
脚
本
集（
白
樺
同
人
脚
本
集
）』（
新
潮
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
者
小
路
實
篤　
『
第
二
の
母
』（
聚
英
閣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
者
小
路
實
篤　
『
幸
福
者
』（
叢
文
閣
）

　
　

東
珠
樹（
編
）「
岸
田
劉
生
装
幀
本
一
覧
」『
岸
田
劉
生
装
幀
画
集
』
東
出
版
、
一
九
七
五
年
、
一
五
三
頁

8　

岸
田
劉
生
「
自
分
の
踏
ん
で
来
た
道（
千
九
百
十
九
年
四
月
個
人
展
覧
会
に
際
し
て
）」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
二
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
五
二
一
―
五
二
二
頁（
初
出　
『
白
樺
』
第
一
〇
年
四
月
号
、
一
九

一
九
年
四
月
／
再
録　
『
劉
生
畫
集
及
芸
術
観
』
聚
英
閣
、
一
九
二
〇
年
）

9　

た
だ
し
、《
春
日
遊
戯
図（
屛
風
図
案
）》
の
三
角
形
の
構
図
の
頂
点
は
「
劉
」
の
サ
イ
ン
で
は
な
く
、《
古

屋
君
の
肖
像（
草
持
て
る
男
の
肖
像
）》（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵
、
一
九
一
六
年
九
月
一
〇
）同
様
、
羽

根
に
「
R
」
の
サ
イ
ン
。

10　

科
英
也
「
油
彩
画
家
・
椿
貞
雄
」
本
紀
要
一
五
頁

11　

劉
生
が
な
ぜ
画
面
中
央
上
部
に
「
R
」
や
「
劉
」
の
飾
文
字
や
サ
イ
ン
を
入
れ
た
か
に
つ
い
て
は
先
行
す

る
考
察
に
乏
し
い
。
註
9
に
も
記
し
た
《
春
日
遊
戯
図（
屛
風
図
案
）》
の
場
合
、
描
か
れ
て
い
る
空
間
の

天
頂
部（
画
面
中
央
上
部
）以
外
に
も
画
面
右
側
に
「
春
日
／
遊
戯
／
図
／
劉
生　
（
羽
根
に
「
R
」
の
サ

イ
ン
）」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
天
頂
部
の
サ
イ
ン
は
単
に
作
者
を
示
す
た
め
の
「
外
的
な
る
添
加
物
」
で

は
な
く
明
ら
か
に
「
創
作
的
の
意
味
が
あ
る
も
の
」（
劉
生
）と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
に
つ
い
て
の
私
見
は
本
文
に
記
し
た
通
り
。

　
　
　

試
案
と
し
て
同
様
の
作
例
を
別
表
に
纏
め
た
。
作
例
は
静
物
画
、
風
景
画
、
人
物
画
を
問
わ
な
い
が
、

人
物
画
の
場
合
は
麗
子
を
描
い
た
も
の
に
偏
重
し
て
い
る
点
が
興
味
を
引
く
。
他
者（
の
存
在
）と
い
う
も

の
を
明
確
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
成
人
を
描
い
た
作
品
に
は
画
面
中
央
上
部
に
殆
ど
サ
イ
ン
が
見
ら

れ
な
い
わ
け
で
、
ブ
レ
イ
ク
的
な
世
界
に
あ
こ
が
れ
な
が
ら
も
自
ら
の
制
作
で
は
主
と
し
て
可
視
の
空
間

を
自
己
の
内
面
に
お
い
て
把
握
す
る（
＝
カ
ン
バ
ス
に
定
着
さ
せ
る
）こ
と
を
自
我
の
確
立
と
し
て
い
た
劉

生
流
の
造
形
思
考
で
は
、
自
分
と
は
異
な
る
意
思
を
持
っ
た
成
人
を
描
く
こ
と
は
自
己
と
他
者
の
違
い
を

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
て
も（
初
期
の
「
首
狩
り
」
が
こ
れ
に
当
た
る
）、
自
己
の
内
面
を
見
つ
め
る
に
は

適
さ
な
か
っ
た
た
め
か
。

　

 

岸
田
劉
生
「
装
飾
文
字
に
就
て
児
島
氏
に
」
註
8
と
同
、
九
五
頁（
初
出　
『
読
売
新
聞
』
一
九
一
五
年
一

二
月
一
二
日
・
日
曜
附
録
）

12 

岸
田
劉
生
「
内
な
る
美
」
註
8
と
同
、
三
六
六
―
三
七
七
頁（
初
出　
『
白
樺
』
第
九
年
三
月
号
、
一
九
一

八
年
三
月
／
再
録
１　
『
白
樺
の
林
』
聚
英
閣
、
一
九
一
九
年
／
再
録
２　
『
劉
生
畫
集
及
芸
術
観
』
聚
英

閣
、
一
九
二
〇
年
）

13　

こ
の
後
、
一
九
二
二
年
の
日
記
に
「
…
…
先
日
来
た
北
川
と
い
ふ
青
年
畫
を
持
つ
て
来
訪
。
ブ
レ
ー
ク
の

畫
な
ど
見
る
。
ブ
レ
ー
ク
に
は
今
更
感
心
す
る
。
こ
の
美
は
特
別
だ
」（
二
月
一
三
日
）と
い
う
一
節
が
見

ら
れ
る
。
劉
生
が
ブ
レ
イ
ク
に
対
し
て
素
直
な
讃
嘆
を
記
し
た
も
の
と
し
て
は
こ
の
記
述
が
お
そ
ら
く
最

後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

そ
の
後
の
ブ
レ
イ
ク
に
対
す
る
劉
生
の
見
解
は
同
人
誌
『
太
陽
花
』
に
寄
せ
た
文
章
に
記
さ
れ
て
い

る
。

 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
二
年
二
月
一
三
日
）」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
七
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九

年
、
五
八
頁

 

岸
田
劉
生
「
ブ
レ
ー
ク
」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
十
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
七
六
八
―
七
六
九
頁

（
初
出　
『
太
陽
花
』
第
一
〇
号
、
一
九
二
七
年
九
月
）

14　

劉
生
の
思
想
に
お
い
て
「
神
」
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
た
か
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
油
彩

画
家
・
椿
貞
雄
」
で
も
触
れ
た
が
、
彼
が
實
篤
と
出
会
っ
た
一
九
一
一（
明
治
四
四
）年
か
ら
『
劉
生
畫
集

及
芸
術
観
』
が
刊
行
さ
れ
た
二
〇（
大
正
九
）年
頃
ま
で
は
こ
こ
に
引
用
し
た
メ
モ
の
よ
う
な
、
か
つ
て
の

キ
リ
ス
ト
教
経
験
に
人
道
主
義
が
接
ぎ
木
さ
れ
た
信
仰
を
基
盤
と
し
て
彼
の
造
形
論
が
組
み
立
て
ら
れ
て

い
る
。
む
し
ろ
、「
内
な
る
美
」
を
は
じ
め
と
す
る
独
特
か
つ
精
緻
な
造
形
論
の
展
開
は
こ
の
基
盤
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

 

　

な
お
、
や
は
り
劉
生
が
公
表
し
た
一
九
一
五
年
三
月
二
八
日
付
の
メ
モ
に
は
「
自
分
は
自
分
の
太
陽
で

あ
る
事
を
は
つ
き
り
自
分
で
知
り
た
い
。
／
太
陽
で
あ
る
事
を
欲
す
る
ば
か
り
で
な
く
。（
後
略
）」
と
あ

る
。
こ
の
メ
モ
に
従
え
ば
『
新
し
き
村
』
の
表
紙
絵
の
太
陽
と
「
劉
」
の
サ
イ
ン
は
同
じ
も
の
と
な
り
、

上
部
と
下
部
は
同
じ
内
容
が
反
覆
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
メ
モ
に
記
さ
れ
た
太
陽
が

「
神
」
で
は
な
く
「
自
我
」
の
比
喩
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
前
年
に
記
し
て
い
た
メ
モ
の
変
奏
で

あ
る
。

 
岸
田
劉
生
「
雑
感
」
註
6
と
同
、
四
一
六
、
四
二
四
頁（
初
出　
『
エ
ゴ
』
第
二
巻
第
五
号
、
一
九
一
四
年

五
月
）

 

岸
田
劉
生
「
い
ろ
〳
〵
の
事　

太
陽
で
あ
る
事
を
」
註
8
と
同
、
四
七
〇
―
四
七
一
頁（
初
出　
『
劉
生
畫

集
及
芸
術
観
』
聚
英
閣
、
一
九
二
〇
年
か
）
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藁
科
英
也
「
油
彩
画
家
・
椿
貞
雄
」
註
10
と
同
、
一
三
―
一
四
、
四
七
―
四
八
頁

15　

こ
の
表
紙
画
が
初
め
て
用
い
ら
れ
た
『
新
し
き
村
』
一
九
二
〇
年
一
月
号
に
は
日
向
で
村
を
建
設
中
の

佐
々
木
秀
元
が
寄
せ
た
「
新
し
い
家
に
は
ブ
レ
ー
ク
の
畫
が
か
ざ
り
た
い
。
今
ブ
レ
ー
ク
の
マ
ス
ク
が
ほ

し
い
。
そ
れ
か
ら
ゴ
オ
ホ
も
。
だ
ん
〴
〵
と
い
ゝ
畫
が
か
ざ
つ
て
ゆ
き
た
い
。
今
は
色
々
空
想
で
い
つ
ぱ

い
だ
」（「
雑
記
」）と
い
う
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
劉
生
や
佐
々
木
が
ブ
レ
イ
ク
に
対
し
て
寄

せ
る
思
い
に
は
共
通
の
も
の
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

 

　

ま
た
、
信
州
で
刊
行
さ
れ
た
『
白
樺
』
衛
星
誌
の
ひ
と
つ
『
兄
弟
』
の
表
紙
は
劉
生
の
こ
の
表
紙
絵
を

模
倣
し
て
い
る
。
た
だ
し
模
倣
で
あ
る
以
上
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
が
「
劉
」
の
サ
イ
ン
ま
で
は
画
面
に
記

さ
れ
て
い
な
い
。

 

佐
々
木
秀
元
「
雑
記
」『
新
し
き
村
』
第
三
年
一
月
号
、
一
九
二
〇
年
一
月
、
三
九
頁

 

註
5
と
同
、
一
九
八
四
年
、
四
四
頁

16 

岸
田
劉
生
「
日
本
畫
に
就
い
て
」
註
13
と
同
、
一
九
八
〇
年
、
六
三
四
頁（
初
出　
『
邦
画
』
第
二
巻
、
一

九
一
四
年
二
月
）

17 

劉
生
は
一
九
一
五（
大
正
四
）年
に
「
岸
田
劉
生
半
切
画
展
覧
会
」（
巽
画
会
本
部
、
二
月
一
五
―
一
九
日
）

を
開
催
し
て
い
る
が
、
半
切
に
墨
で
描
い
た
と
い
う
こ
と
の
み
で
日
本（
東
洋
）画
へ
の
関
心
は
乏
し
い
。

本
人
も
「
厭
で
厭
で
な
ら
ぬ
の
を
我
慢
し
つ
ゝ
描
い
た
」、「
こ
れ
は
打
ち
開
け
れ
ば
額
縁
へ
の
負
債
を
早

く
返
し
た
い
為
め
と
其
他
い
ろ
〳
〵
の
日
常
の
入
用
と
を
得
た
い
為
め
と
で
あ
つ
た
の
だ
」
と
弁
明
し
て

い
る
。

 

岸
田
劉
生
「
自
分
の
半
切
畫
展
覧
会
に
就
て
」
註
6
と
同
、
四
九
八
―
五
〇
四
頁（
初
出　
『
読
売
新
聞
』

一
九
一
五
年
三
月
三
、
四
日
）

18　

岸
田
劉
生
「（
日
記　

一
九
二
〇
年
四
月
二
一
日
、
同 

五
月
一
日
、
同 
五
月
二
日
）」
註
５
と
同
、
三
〇

九
―
三
一
〇
、
三
一
九
―
三
二
〇
頁　

 

　

劉
生
が
妻
の
依
頼
に
よ
っ
て
描
い
た
屛
風
に
関
し
て
は
左
記
を
参
照
の
こ
と
。

 

『
東
京
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵
作
品　

岸
田
劉
生　

作
品
と
資
料
』
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
六

年
、
四
一
頁（
Ⅲ
―
３　

２
２
５
）

19 

劉
生
は
『
白
樺
十
周
年
記マ
マ

念
集
』
の
「
扉
畫
」
と
記
し
て
い
る
。

 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
五
月
七
日
、
同 

五
月
一
〇
日
）」
註
５
と
同
、
一
九
七
九
年
、
三
二

四
、
三
二
七
頁

20　

六
月
九
日
の
日
記
に
「
…
…
原
田
彦
太
郎
来
る
。
新
ら
し
き
村
の
雑
誌
や
本
の
表
紙
の
事
た
の
ま
れ
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ
制
作
し
た
か
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
六
月
九
日
）」
註
5
と
同
、
一
九
七
九
年
、
三
五
七
頁

21　

註
12
と
同
、
三
七
三
頁

22　

本
稿
に
取
り
上
げ
た
『
新
し
き
村
』
の
装
画
は
『
白
樺
』
同
様
劉
生
の
無
償
協
力
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
劉
生
は
木
村
荘
太（
一
八
八
九
―
一
九
五
〇
）や
荘
十
二（
一
九
〇
三
―
八
八
）を
は
じ
め
と
す
る
木
村

家
の
兄
弟
た
ち
の
よ
う
に
村
の
活
動
に
直
接
は
関
わ
っ
て
い
な
い（
理
由
は
不
明
だ
が
健
康
上
の
理
由
か

ら
東
京
を
離
れ
て
鵠
沼
に
移
り
住
ん
で
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
）。

 

　

金
銭
的
な
援
助
に
つ
い
て
み
れ
ば
、『
新
し
き
村
』
誌
上
の
会
計
報
告
で
劉
生
名
に
よ
る
寄
附
が
記
さ

れ
て
い
る
も
の
は
左
記
の
通
り
。
当
時
の
村
の
会
則
で
は
寄
附
を
一
口
五
十
銭
と
定
め
て
い
る
の
で
口
数

か
ら
換
算
し
た（
寄
附
の
期
間
が
不
明
の
も
の
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
）。

 

一
九
一
九
年　

八
月
号　
　

三
円

　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
号　
　

五
円（
七
月
一
六
日
〜
八
月
一
五
日
）

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
月
号　
　

五
円（
八
月
一
六
日
〜
九
月
一
五
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

五
円（　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

）

 

一
九
二
〇
年　

九
月
号　
　

三
円（
七
月
二
三
日
〜
八
月
一
〇
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

一
〇
円（　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

）

 

一
九
二
一
年　

一
月
号　

三
〇
円（
一
一
月
一
一
日
〜
一
二
月
一
〇
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
号　

三
〇
円（
四
月
二
六
日
〜
五
月
一
〇
日
）

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
月
号　

六
〇
円（
八
月
一
一
日
〜
九
月
一
〇
日
）

 

一
九
二
二
年　

一
月
号　

二
五
円（
一
〇
月
二
六
日
〜
一
一
月
二
五
日
）

 

　

一
九
二
〇（
大
正
九
）年
か
ら
一
回
あ
た
り
の
寄
付
金
の
額
が
増
え
て
い
る
理
由
は
、
劉
生
が
新
し
き
村

の
経
済
状
況
が
厳
し
い
こ
と
を
知
っ
た
た
め
だ
っ
た
。
彼
は
二
〇
年
八
月
四
日
の
日
記
に
「
内
藤
琪
土
か

ら
村
の
経
済
に
つ
い
て
金
が
い
る
の
で
椿
の
畫
会
断
つ
て
来
る
。
困
つ
た
事
と
思
ふ
。
し
か
し
い
や
な
気

は
し
な
か
つ
た
」
と
記
し
、
七
日
に
は
「
…
…
村
の
雑
誌
送
つ
て
来
て
今
更
村
の
経
済
の
事
心
配
に
な

る
。
よ
く
行
く
事
を
祈
り
度
い
。
武
者
か
ら
小
泉
に
云
つ
て
来
た
と
か
で
白
樺
同
人
そ
の
他
で
一
先
づ
十

円
づ
ゝ
で
も
助
け
た
い
と
思
ふ
。
畫
会
で
も
起
さ
う
か
と
も
思
ふ
」
と
記
し
て
い
る
。

 

　

劉
生
は
新
し
き
村
の
た
め
の
画
会
を
起
こ
す
こ
と
に
つ
い
て
す
ぐ
實
篤
に
知
ら
せ
た
。
實
篤
が
『
新
し

き
村
』
の
九
月
号
に
寄
せ
た
八
月
一
五
日
付
の
文
章
に
は
「
…
…
志
賀
は
多
く
は
出
来
な
い
が
困
つ
た
ら

知
ら
せ
て
く
れ
と
云
つ
て
く
れ
た
。
岸
田
は
村
の
為
に
畫
会
を
起
さ
せ
て
も
ら
ひ
た
い
と
云
つ
て
く
れ

た
。（
之
は
今
の
処
安
心
だ
か
ら
あ
と
で
ま
た
た
の
む
か
も
知
れ
な
い
が
と
返
事
し
た
。）」
と
あ
る
。

 

　

画
会
は
新
し
き
村
の
電
化
の
目
的
で
『
白
樺
』
一
一
月
号
に
会
費
六
〇
円（
毎
月
五
円
づ
つ
一
年
間
払

込
）、
会
員
六
名
限
り
と
し
て
告
知
さ
れ
、
そ
の
月
の
内
に
定
員
に
達
し
た
。
劉
生
は
新
し
き
村
の
会
計

宛
に
、
一
二
月
二
日
付
で
三
〇
円
を
画
会
の
入
会
者
の
名
を
添
え
て
送
金
し
て
い
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る

よ
う
に
『
新
し
き
村
』
の
一
九
二
一
年
一
月
号
と
六
月
号
の
寄
附
報
告
に
は
画
会
に
よ
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
画
会
は
順
調
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
二
一
年
一
一
月
一
八
日
付
の
實
篤
に
宛
て
た

手
紙
の
中
で
は
会
費
の
集
ま
り
が
悪
く
、
送
金
が
充
分
に
で
き
な
い
こ
と
を
詫
び
て
い
る
。

 

　

ま
た
、
劉
生
は
金
銭
の
寄
附
以
外
に
も
「
手
の
出
て
ゐ
る
静
物
」（
一
九
一
八
年
一
一
月
号
）、「
村
娘
之

図
及
白
樺
表
紙
原
畫
」（
一
九
年
一
〇
月
号
）を
新
し
き
村
に
贈
っ
て
い
る
。「
手
の
出
て
ゐ
る
静
物
」
は

《
静
物（
手
を
描
き
入
れ
し
静
物
）》（
一
九
一
八
年
五
月
八
日
、
現
・
個
人
蔵
）で
あ
り
、
他
は
不
明
。

 

武
者
小
路
實
篤
「
第
一
新
し
き
村
よ
り
」『
新
し
き
村
』
第
三
年
九
月
号
、
一
九
二
〇
年
九
月
、
三
二
頁

 

岸
田
劉
生
「（
日
記　

一
九
二
〇
年
八
月
四
日
、
同 

八
月
七
日
、
同 

一
〇
月
一
八
日
、
同 

一
一
月
七
日
、

同 

一
一
月
九
日
）」
註
5
と
同
、
一
九
七
九
年
、
四
〇
三
、
四
〇
六
、
四
六
一
、
四
七
六
、
四
七
八
頁

 

岸
田
劉
生
「（
武
者
小
路
實
篤
宛
書
簡　

一
九
二
〇
年
八
月
八
日
、
同 

八
月
一
八
日
・
本
書
簡
の
年
次
は

推
定
、
同 

八
月
二
八
日
、
同 

一
一
月
六
日
、
同 

一
一
月
一
四
日
、
同 

一
二
月
六
日
、
一
九
二
一
年
一
〇

月
二
〇
日
、
同 

一
一
月
一
八
日
、
同 

一
一
月
二
九
日
）」、「（
新
し
き
村
会
計
宛
書
簡　

一
九
二
〇
年
一

二
月
二
日
）」、「
岸
田
劉
生
新
し
き
村
の
為
の
小
品
素
畫
会
」
註
13
と
同
、
一
九
八
〇
年
、
三
二
一
―
三

二
二（
書
簡
nos.
二
五
〇
、
二
五
二
、
二
五
三
）、
三
二
四
―
三
二
六（
書
簡
nos.
二
五
九
、
二
六
〇
、
二
六

二
）、
三
四
六
―
三
四
八（
書
簡
nos.
三
〇
八
、
三
一
〇
）、
三
五
〇
―
三
五
一（
書
簡
no.
三
一
八
）、
七
〇
五

頁（
初
出　
『
白
樺
』
第
一
一
年
一
一
月
号
、
一
九
二
〇
年
一
一
月
）

＊

 

　

一
九
二
〇
年
五
月
八
日
、
劉
生
は
日
向
か
ら
上
京
し
た
實
篤
と
鵠
沼
で
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
。
こ
の



66

時
、
實
篤
を
見
送
る
気
分
に
つ
い
て
「
一
昨
年
武
者
を
九
州
に
藤
沢
で
送
つ
た
時
は
涙
が
こ
ぼ
れ
て
仕
様

が
な
か
つ
た
が
、
今
日
も
涙
ぐ
ま
し
い
気
が
し
た
。
山
本（
引
用
者
註
：
貞
次
郎
。
劉
生
の
後
援
者
・
収

集
家
で
あ
り
、
前
記
の
画
会
に
も
参
加
）は
浜
松
迄
一
緒
、
武
者
は
京
都
大
阪
へ
寄
つ
て
九
州
へ
帰
る
由
。

余
も
来
年
あ
た
り
彼
を
訪
ね
た
く
思
ふ
。
本
当
に
武
者
は
余
に
と
つ
て
兄
の
如
く
、
な
つ
か
し
く
、
し
た

は
し
き
男
也
」
と
記
し
て
い
る
。
椿
貞
雄
は
一
九
二
二
年
五
月
に
實
篤
の
肖
像
画
を
描
く
た
め
に
日
向
ま

で
赴
い
た
が
、
劉
生
は
新
し
き
村
を
訪
問
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

 

岸
田
劉
生
「（
日
記　

一
九
二
〇
年
五
月
八
日
）」
註
5
と
同
、
一
九
七
九
年
、
三
二
五
頁

23　

柳
宗
悦
は
ブ
レ
イ
ク
の
幼
少
期
の
体
験
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

 

　

恰
も
天
は
そ
の
預
言
を
充
た
す
為
に
再
び
地
に
ブ
レ
ー
ク
を
送
つ
た
様
に
さ
へ
思
へ
る
。
霊
界
の
秘
事

を
地
に
承
ぐ
為
に
ス
ヱ
デ
ン
ボ
ル
グ
の
後
を
追
つ
た
の
は
実
に
幼
い
此
ブ
レ
ー
ク
で
あ
つ
た
。
神
秘
の
世

界
が
彼
に
開
け
、
異
常
な
性
情
が
外
に
発
露
し
た
の
は
彼
が
ま
だ
幼
い
頃
で
あ
つ
た
。
窓
の
き
わ
に
神
の

幻
影
を
見
て
驚
き
叫
ん
だ
の
は
彼
が
僅
か
四
歳
の
折
だ
つ
た
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
野
に
遊
ん
で
ペ
ッ
カ

ム
・
ラ
イ Peckam

 R
ye 

か
ら
家
に
帰
つ
て
来
た
途
中
、
彼
は
木
の
間
に
多
く
の
天
使
が
ゐ
て
、
彼
等
の

羽
が
星
の
様
に
光
つ
て
ゐ
る
の
を
見
た
。
又
時
と
し
て
草
を
乾
す
人
の
中
に
天
使
が
歩
い
て
ゐ
る
の
を
見

た
と
云
ふ
。
又
或
夏
野
に
遊
ん
だ
時
木
の
下
に
預
言
者
エ
ゼ
キ
エ
ル
の
姿
を
見
た
。
僅
か
八
歳
の
ブ
レ
ー

ク
が
此
異
常
な
経
験
を
親
に
告
げ
た
時
、
彼
は
偽
る
者
と
見
做
さ
れ
て
厳
し
い
譴
り
を
受
け
た
と
云
は
れ

て
ゐ
る
。
…
…（
中
略
）…
…
幼
い
時
か
ら
此
暗
知
と
幻
像
と
の
力
に
生
ひ
立
つ
た
彼
が
、
生
涯
如
何
な
る

経
験
を
味
つ
た
か
、
又
如
何
な
る
仕
事
を
成
し
得
た
か
は
寧
ろ
明
か
で
あ
る
。
彼
は
幻
像
の
教
へ
に
信
仰

を
持
つ
両
親（
引
用
者
註
：
柳
は
ブ
レ
イ
ク
の
父
親
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
信
奉
者

で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
）の
血
を
受
け
、
幻
像
の
宗
教
に
そ
の
想
像
力
を
育
ま
れ
、
自
ら
幻
像
の

性
情
を
以
て
生
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
彼
の
芸
術
、
彼
の
思
想
、
彼
の
一
生
が
驚
く
べ
き
奇
蹟
に
充
ち
て

ゐ
る
事
は
彼
に
と
つ
て
寧
ろ
自
然
で
あ
る
。 

 

柳
宗
悦
「
ヰ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
」『
柳
宗
悦
全
集
著
作
篇
第
四
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
、
二
七
、

三
九
八
、
六
三
三
頁（
初
出　
『
ヰ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク　

彼
の
生
涯
と
製
作
及
び
そ
の
思
想
』
洛
陽
堂
、

一
九
一
四
年
）

24 

岸
田
劉
生
「
想
像（
イ
マ
ヂ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）と
装
飾
の
美　

そ
れ
を
持
つ
特
殊
の
個
性
に
よ
つ
て
生
か
さ
る

可
し
」
註
8
と
同
、
三
〇
七
―
三
〇
九
頁（
初
出　
『
国
粋
』
第
二
号
、
一
九
二
〇
年
一
一
月
）

25 

岸
田
劉
生
の
日
本
画
に
つ
い
て
は
油
彩
な
ど
に
比
べ
る
と
詳
細
な
紹
介
が
乏
し
い
が
、『
新
し
き
村
』
の

装
画
と
比
較
で
き
る
も
の
と
し
て
《
春
日
麗
々
麗
子
喜
々
》（
一
九
二
〇
年
頃
、
個
人
蔵
）な
ど
が
該
当
す

る
。

 

愛
知
県
美
術
館
、
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
、
笠
間
日
動
美
術
館
、
東
京
新
聞（
編
）『
生
誕
一
一
〇
年　

岸
田
劉
生
展
』
東
京
新
聞
、
二
〇
〇
一
年
、
一
一
六
頁（
作
品
no.
一
〇
〇
）

＊

 

　

ま
た
、
劉
生
の
日
本
画
に
は
《
児
童
遊
戯（
麗
子
曼
荼
羅
）》（
一
九
二
一
年
五
月
七
日
、
個
人
蔵
）の
よ

う
に
縦
長
の
画
面
の
上
か
ら
下
ま
で
遠
近
に
ま
る
で
変
化
の
な
い
作
例
を
し
ば
し
ば
見
か
け
る
。
私
は
椿

貞
雄
に
つ
い
て
の
報
告
の
中
で
椿
と
劉
生
が
「
東
洋
画
の
文
法
と
も
い
う
べ
き
三
遠
の
法（
高
遠
、
深
遠
、

平
遠
）を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
使
い
こ
な
せ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
し
た
が
、《
児
童
遊
戯（
麗

子
曼
荼
羅
）》
の
よ
う
な
作
品
の
場
合
、
椿
の
作
品
と
は
異
な
り
、
子
供
た
ち
と
花
の
大
き
さ
の
比
率
が

現
実
離
れ
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

 

東
京
国
立
近
代
美
術
館（
編
）『
没
後
五
〇
年
記
念　

岸
田
劉
生
展
図
録
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
、

一
七
六
、
二
六
四
頁（
作
品
no.
一
五
九
）

 

科
英
也
「
油
彩
画
家
・
椿
貞
雄
」
註
10
と
同
、
二
九
頁

26 

「
在
来
の
が
気
に
入
つ
て
ゐ
な
か
」（
註
5
参
照
）っ
た
た
め
に
劉
生
が
新
た
に
描
い
た
こ
の
表
紙
原
画
の
質

的
な
変
化
を
、
当
時
の
受
け
手
は
感
じ
取
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
編
輯
を
担
当
し
て
い
た
長
島
豐
太

郎
の
文
章
を
次
に
引
用
す
る
。

 

岸
田
劉
生
氏
か
ら
新
し
い
装
幀
を
送
つ
て
下
さ
つ
た
。
同
氏
の
御
厚
意
に
は
実
に
感
謝
す
る
。
製
版
の
都

合
で
十
一
月
号
か
ら
で
な
く
て
は
使
へ
な
い
が
、
そ
の
美
し
さ
は
驚
く
べ
き
も
の
で
、
僕
は
今
迄
で
一
番

い
ゝ
や
う
に
思
つ
て
ゐ
る
。
本
當
に
感
謝
す
る
。

 

（「
曠
野
社
よ
り
」）  

豐
太
郎
「
曠
野
社
よ
り
」『
新
し
き
村
』
第
四
年
一
〇
月
号
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
、

四
三
頁

27 

岸
田
劉
生
「
一
工
人
と
し
て
の
生
活
の
中
に
」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
三
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、

二
七
八
―
二
七
九
頁（
初
出　
『
女
性
改
造
』
第
五
巻
第
一
号
、
一
九
二
三
年
二
月
）

28 

註
6
と
同
、
五
三
九
頁

29 

こ
の
変
化
の
背
景
と
し
て
、
劉
生
じ
し
ん
の
経
済
状
態
が
関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

 

　

一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
の
父
・
吟
香（
一
八
三
三
生
）の
死
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
生
家
の
没
落
、
小
林

蓁（
一
八
九
二
―
一
九
六
四
）と
の
結
婚（
一
九
一
三
）に
よ
る
生
家
と
の（
一
時
的
な
）義
絶
な
ど
に
よ
っ
て

劉
生
は
画
家
と
し
て
活
動
す
る
上
で
絶
え
ず
経
済
的
な
問
題
に
直
面
し
て
い
た
。

 

　

こ
の
苦
境
の
中
で
劉
生
の
活
動
を
支
え
た
代
表
的
な
後
援
者
と
し
て
芝
川
照
吉（
一
八
七
一
―
一
九
二

三
）が
い
る
。
二
人
の
交
流
は
、
一
九
一
四
年
か
ら
芝
川
の
死
の
年
ま
で
続
い
た
。
初
期
の
劉
生
を
支
え

て
い
た
後
援
者
た
ち
は
芝
川
の
よ
う
な
企
業
経
営
者
や
地
方
の
素
封
家
が
中
心
で
、
原
善
一
郎（
一
八
九

二
―
一
九
三
七
）を
は
じ
め
と
す
る
財
閥
当
主
の
子
や
親
族
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
一
七
年

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
間
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
好
況（
一
九
一
五
―
二
〇
）と
そ
の
後
の
反
動
不
況
が

重
な
っ
て
い
る
が
、
劉
生
は
原
の
よ
う
な
新
た
な
後
援
者
た
ち
と
知
り
合
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
不
況
の
影

響
を
受
け
に
く
い
基
盤
を
獲
得
し
た
。
椿
貞
雄
は
の
ち
に
「
…
…
彼
が
代
々
木
に
住
ん
で
ゐ
た
貧
乏
時
代

に
芝
川
照
吉
氏
や
山
本
貞
次
郞
氏
と
言
ふ
よ
き
パ
ト
ロ
ン
が
あ
り
、
苦
闘
時
代
を
切
り
抜
け
る
事
が
出

来
、
油
の
乗
つ
た
鵠
沼
時
代
に
原
善
一
郞
氏
が
あ
つ
て
、
悠
々
と
落
付
い
て
仕
事
が
出
来
た
」
と
回
想
し
て

い
る
。

 

　

後
援
者
た
ち
の
存
在
だ
け
で
は
な
く
、
一
九
一
七（
大
正
六
）年
の
第
四
回
二
科
展
に
出
品
し
た
《
初
夏

の
小
路
》（
一
九
一
七
年
五
月
一
七
日
、
下
関
市
立
美
術
館
蔵
）が
最
高
賞
で
あ
る
二
科
賞
と
な
り
作
品
が

売
れ
た
だ
け
で
な
く
賞
金
一
〇
〇
円
を
得
た
他
、
劉
生
自
ら
が
同
じ
一
七
年
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て
行
っ

た
複
製
画
の
頒
布
会（
色
刷
会
）な
ど
も
併
せ
て
み
る
と
、
一
七
年
頃
か
ら
二
三
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ

て
生
活
が
一
変
す
る
ま
で
の
間
と
い
う
も
の
は
彼
の
生
涯
の
中
で
経
済
的
に
最
も
安
定
し
て
い
た
時
期
で

は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
時
期
、
鵠
沼
に
転
居
す
る
理
由
だ
っ
た
健
康
も
恢
復
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
貧
し

か
っ
た
頃
に
抱
い
て
い
た
「
…
…
金
が
無
け
れ
ば
金
以
上
の
も
の
を
求
め
る
。
身
体
が
弱
け
れ
ば
肉
体
以

上
の
も
の
を
求
め
る
。
不
滅
な
も
の
を
求
め
る
。
ひ
た
す
ら
に
真
実
を
求
め
た
」（
椿
貞
雄
）思
考
が
変
質

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

椿
貞
雄
「
岸
田
劉
生
の
仕
事
と
藝
術
」『
新
美
術
』
第
一
五
号
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
、
三
七
頁



67

 

椿
貞
雄
「
岸
田
劉
生
を
め
ぐ
っ
て
」『
み
づ
ゑ
』
第
五
九
三
号
、
一
九
五
五
年
一
月
、
五
〇
頁

30 

劉
生
の
制
作
を
た
ど
る
と
、
浮
世
絵
の
大
首
絵
を
思
わ
せ
る
油
彩
画
《
鯰
坊
主
》（
一
九
二
二
年
一
一
月
一

六
日
、
豊
田
市
美
術
館
蔵
）が
描
か
れ
た
二
ヶ
月
後
に
「
仿
元
人
舜
挙
意
」
と
記
さ
れ
た
紙
本
彩
色
に
よ

る
《
酸
漿
図
》（
一
九
二
三
年
一
月
一
七
日
）が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
点
の
作
品
に
つ
い
て
考
え
る

な
ら
ば
、
彼
の
関
東
大
震
災
以
後
に
見
ら
れ
る
制
作
の
混
乱
は
、
本
稿
に
記
し
た
生
活
の
安
定
に
よ
っ
て

世
界
観
や
宗
教
観
が
変
化
し
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
よ
う
に
、「
東
洋
」
と
い
う
も
の
に
関
心
を
向
け

た
時
、
既
に
予
告
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

 

　

な
お
、
一
九
二
六（
大
正
一
五
／
昭
和
元
）年
、
劉
生
が
徽
宗
の
《
麝
香
猫
図
》
に
倣
っ
て
岩
彩
で
描
い

た
《
猫
図
》（
笠
間
日
動
美
術
館
蔵
）に
は
猫
の
真
上
に
「
隠
世
造
宝
」
の
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
て
画
面
中
央
上
部
に
記
さ
れ
て
い
た
サ
イ
ン
を
思
い
出
さ
せ
る
。
し
か
し
類
例
が
見
当
た
ら
ず
、
こ

の
作
品
の
構
造
が
過
去
の
作
品
と
同
一
線
上
に
あ
る
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
判
断
を
保
留
し

た
い
。

31 

『
人
間
生
活
』
の
廃
刊
後
、
一
九
二
六
年
四
月
に
村
内
の
出
版
部
で
『
ひ 

新
し
き
村
』
が
創
刊（
一
九
二

九
年
八
月
ま
で
）さ
れ
、
二
九
年
一
一
月
に
は
新
し
き
村
東
京
支
部
の
編
輯
に
よ
っ
て
『
新
し
き
村
』
が

復
刊
し
て
い
る
。

32 

大
津
山
国
夫
「
離
村
の
前
後
」
註
2
と
同
、
一
一
八
―
一
四
〇
頁

﹇
附
記
﹈

　

掲
載
し
た
図
版
の
う
ち
、『
新
し
き
村
』
に
つ
い
て
は
確
認
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
状
態
の
良
い
も
の
が
少
な

か
っ
た
た
め
、
不
二
出
版
社
に
よ
る
復
刻
版（
一
九
八
八
年
）を
用
い
た
。

　

末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
、
掲
載
許
可
を
賜
っ
た
同
社
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
二
日　

藁
科
記
）
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制作年（①：②） 制作月日 ① ② 作品名 素材 所蔵
1916年（9：56） 5月29日 34 縄飛びする子供 インク、紙

10月29日 49 古家君の顔 鉛筆、紙
1917年（14：75） 2月12日 2 春日遊戯図（屛風

図案）
水彩、紙 岡山県立美術館

4月 21 林檎を持てる麗子 インク・水彩、紙
11月12日 57 林檎と茶碗 墨、紙
12月13日 68 霽れたる冬の日 油彩、カンバス 千葉県立美術館

1918年（8：42） 2月8日 108 5 卓上林檎葡萄之図 油彩、板 豊橋市美術博物館
4月12日 110 9 雲雀鳴日 油彩、カンバス
4月12日 109 10 静物（白き花瓶と

台皿と林檎四個）
油彩、カンバス 福島県立美術館

4月30日 111 13 晩春之草道 油彩、カンバス
5月16日 113 15 五月の砂道 油彩、カンバス 群馬県立近代美術館
10月8日 114 29 麗子五歳之像 油彩、カンバス 東京国立近代美術館

1919年（6：43） 8月23日 118 34 麗子坐像 油彩、カンバス ポーラ美術館
9月23日 － － 静物（林檎と葡萄）油彩、板 笠間日動美術館＊
11月27日 37 鵠沼風景 油彩、板

1920年（11：80） 1月4日 2 麗子七歳坐像 木炭・淡彩、紙
1月8-9日 3 麗子 水彩、紙
1月21-22日 6 照子画像 水彩、紙
1月23-26日 8 照子画像（照子支

那之像）一
水彩、紙 郡山市立美術館

1月9-27日 121 9 二階窓外之冬 油彩、カンバス
1月28日 10 麗子坐像（人形を

持つ麗子坐像）
水彩、紙 ブリヂストン美術館

1月31日-2月3日 14 麗子坐像 水彩、紙
2月3-4日 15 二人麗子之図 水彩、紙
2月17-18日 20 麗子微笑 木炭・水彩、紙
2月29日-3月1日 24 麗子之像 水彩、紙
3月13-14日 29 村娘座像 水彩、紙
2月17日-3月16日 122 32 麦二三寸 油彩、カンバス 三重県立美術館
1919年12月11日-
3月27日

123 33 静物（赤林檎三個、
茶碗、ブリキ罐、匙）

油彩、カンバス 大原美術館

3月10-27日 124 34 早春之一日 油彩、カンバス
5月11-17日 125 41 路傍初夏 油彩、カンバス 埼玉県立近代美術館
5月29日-6月1日 127 47 六月風景 油彩、カンバス
6月6日 48 村嬢於松之像（河

野通勢宛て葉書）
水彩、紙

8月29-31日 57 麗子裸像 水彩、紙
10月15日-11月10日 131 72 毛糸肩掛せる麗子

肖像
油彩、カンバス ウッドワン美術館

12月1-２日 74 麗子 水彩、紙
1921年（12：59） 1920年12月21日-

3月14日
132 7 静物 油彩、カンバス

7月25日 － － 村童図 木炭、紙 笠間日動美術館＊＊
10月1日 41 麗子 水彩、紙
10月5日 43 二階窓外之景（秋景）水彩、紙

　＊ 『求道の画家　岸田劉生と椿貞雄』宮城県美術館ほか、2017年（図録no.31）
＊＊ 『画家 岸田劉生の軌跡』天童市美術館ほか、2014年（図録no.23）

表は主に下記の資料に基づき作成し、検索のためそれぞれの整理ナンバーを記した。
① 市川政憲「油彩作品目録」『岸田劉生画集　目録・解説』岩波書店、1980年、［89］－140頁
② 郡山市立美術館（編）「岸信夫作成『岸田劉生の作品に関する私ノート』1915－1929」『郡山市立美術館研究紀要』第三号、2003年、3－141頁。
資料①と②に記載されている各年の作品点数については制作年の欄に記した（ただし、①の「参考」は含まない）

画面中央上部にサインが記された作例
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Tsubaki Sadao, Oil Painter
Appendices: Kishida Ryusei’s Cover Illustrations for the Atarashiki-mura 
(New Village)

Warashina Hideya

 The exhibition, “Life as Painter: The Art of Tsubaki Sadao and his Family, and Mentor, Kishida Ryusei” 
was held at the Chiba City Museum of Art from June to July 2017. Tsubaki Sadao (1896 —1957) lived in 
Funabashi City, Chiba Prefecture from 1927, and is known as the artist to have established Chiba’s flourishing 
artistic culture. This report is based on the piece that appeared in the exhibition catalog, with the addition of lat-
est research results.
 Tsubaki was born in Yonezawa City, Yamagata Prefecture. He vowed to become an artist, inspired by an 
older brother who had met an early death. From 1914 Tsubaki began a life in Tokyo, where, upon seeing a solo 
exhibition by Kishida Ryusei (1891—1929), was determined to learn painting from him. The next year Tsubaki 
met Kishida, who agreed to take him on. For this reason he never experienced a specialist education at art 
school.
 Kishida was acquainted with the work of the post-impressionists, such as van Gogh and Cézanne, through 
reproductions, acquiring a reputation as the budding young artist in their stead. Unsatisfied with this mold, 
however, he looked towards the Realism of the Northern Renaissance: artists such as Albrecht Dürer and Jan 
van Eyck, and the religious paintings of William Blake. He came to appreciate the beauty of a thing-in-itself, 
and seemed to hail a realism that was at odds with the times in which he lived. To help define his image, Kishi-
da gathered together his followers to create the Sodo-sha. The Sodo-sha’s activities lasted from 1915 until 
1922, and greatly influenced not just contemporary oil painting, but also the work of young students of nihonga, 
traditional Japanese-style painting. (It operated alongside the journal Shirakaba run by young literary scholars 
close to Kishida). As an intimate of Kishida, Tsubaki also participated in this group, and was the most loyal to 
Kishida’s particular artistic philosophy.
 From 1919 to 1920, Kishida redefined his own image, turning his attention to the traditional Chinese 
painting styles of S’ung and Yuan painting, early painted ukiyo-e, and Japanese nanga-style ink-painting. For 
him, Eastern art of bygone eras was a new discovery, and the literary scholars of Shirakaba were soon to shift 
their interests along with him. Behind this was the frustration of a youth who, since the Meiji Period, had learnt 
in detail about European culture, and was all too used to criticizing the current state of Japan. There was also 
the economic prosperity in Japan achieved by the war that created a thriving market for antique art. Kishida did 
not consider deeply the differences in technique and nature of painting materials, and endeavored to portray the 
world of traditional Chinese painting using oil paint. He died at the age of 38, however, without being able to 
overcome the disparity brought about by the materials. Tsubaki very much grieved Kishida’s death. He contin-
ued in the style of S’ung and Yuan painting, his particular interest from among the Chinese classics he had 
studied under his mentor, and from the mid-1920s until his own death, devoted himself to expressing the esthet-
ic of traditional Chinese painting in oils. Tsubaki also sought hard for a solution to coping with different paint-
ing materials. We can acknowledge that he was, to a certain extent, successful in his aim. 
 As supplementary research we traced the transformations in the cover illustrations that Kishida drew for 
the Atarashiki-mura (New Village), a journal for the humanist social movement led by Mushanokōji Saneatsu 
(1885—1976), a fellow Shirakaba member. This helped us to understand how Kishida found his way into the 
world of traditional Chinese painting using influence from William Blake.

(Translated by Barbara Cross)
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千
葉
市
美
術
館
は
、
日
本
の
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
版
画
・
版
本
を
収
集
・
展
示
の

重
要
な
柱
と
し
、
多
く
の
企
画
展
や
所
蔵
品
展
を
開
催
し
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
実
感
し
て

き
た
こ
と
の
ひ
と
つ
が
、
日
本
の
美
意
識
と
西
洋
の
美
意
識
が
ま
る
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の

ご
と
く
交
流
す
る
、
版
画
な
ら
で
は
の
普
及
力
が
も
た
ら
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
影
響
関
係

の
面
白
さ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム（
＊
）に
代
表
さ
れ
る
が
、
実
は
影

響
関
係
は
必
ず
し
も
一
方
向
で
は
な
く
、
日
本
美
術
の
影
響
を
受
け
た
欧
米
の
版
画
を
日
本

の
作
家
が
模
倣
す
る
と
い
う
逆
輸
入
現
象
も
存
在
し
、
双
方
向
の
流
れ
を
展
覧
会
と
い
う
形

で
検
証
し
た
い
と
の
思
い
を
長
年
抱
い
て
き
た
。
ま
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
研
究
も
近
年
で
は
対

象
が
広
が
り
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
に

至
る
従
来
の
地
域
か
ら
、
中
欧
の
他
の
国
々
や
北
欧
、
ロ
シ
ア
な
ど
に
及
ん
で
い
る
こ
と
に

も
啓
発
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、 

二
〇
一
四
年
に
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
で
開
催
さ

れ
た
展
覧
会
「
チ
ェ
コ
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
展
」
は
注
目
す
べ
き
企
画
で
あ
っ
た（
図

1
）。
企
画
者
の
マ
ル
ケ
ー
タ
・
ハ
ー
ノ
ヴ
ァ
ー
氏
は
、
チ
ェ
コ
に
お
け
る
日
本
美
術
の
主

要
な
展
覧
会
や
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
の
動
向
、
日
本
に
関
す
る
著
作
の
出
版
状
況
を
軸
に
、
そ

れ
ら
が
同
地
の
視
覚
芸
術
に
も
た
ら
し
た
多
彩
な
影
響
を
、
豊
富
な
具
体
例
と
と
も
に
実
証

し
て
み
せ
た
。
ジ
ャ
ン
ル
は
版
画
だ
け
で
な
く
工
芸
や
絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
彫
刻
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
建
築
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
作
例
の
多
く
は
日
本
に
と
っ
て
未
知
の
、
そ
し
て

極
め
て
新
鮮
な
表
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
展
を
日
本
展
と
し
て
再
編
し
、
日
本
人
作
家
に

よ
る
作
例
を
加
え
て
開
催
し
た
い
と
発
想
す
る
に
至
っ
た（
＊
＊
）。
チ
ェ
コ
に
は
、
プ
ラ
ハ
出

身
の
ド
イ
ツ
人
画
家
で
、
来
日
し
て
浮
世
絵
風
の
木
版
画
を
制
作
し
た
エ
ミ
ー
ル
・
オ
ル
リ

ク
が
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
仕
事
と
、
オ
ル
リ
ク
が
日
本
に
招
来
し
た
自
画
石
版
画
や
蔵
書

票
と
い
っ
た
表
現
手
段
と
を
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
環
流
と
し
て
紹
介
で
き
る
こ
と
も
意

義
深
い
と
考
え
た
。

　
幸
い
当
館
は
、
今
年
度
、
高
久
国
際
奨
学
財
団
よ
り
「
版
画
を
通
し
た
東
西
交
流
の
研

究
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
助
成
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
チ
ェ
コ
に

お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
二
回（
二
〇
一
七
年
九
月
お
よ
び
二
〇
一
八
年
一
〜
二

月
）の
調
査
が
可
能
と
な
っ
た
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
認
め
得
る
多
く

の
作
例
や
、
オ
ル
リ
ク
に
よ
る
夥
し
い
作
品

―
浮
世
絵
に
倣
っ
た
木
版
画
、
東
京
の
小
柴

印
刷
所
で
制
作
し
、
後
年
日
本
の
版
画
界
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
石
版
画
、
日
本
の

風
物
に
取
材
し
た
エ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

―
を
確
認
し
た
ほ
か
、
明
治
期
に
来
日
し
た
グ
ロ
ー

ブ
ト
ロ
ッ
タ
ー
た
ち
の
足
跡
や
、
日
本
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
あ
る
い
は
浮
世
絵
研
究
者
の
収
集

品
や
著
作
に
ふ
れ
、
さ
ら
に
は
フ
ラ
ン
ス
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
を
経
由
し
た
複
雑
な

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
受
容
や
、
一
九
二
〇
年
代
に
な
っ
て
改
め
て
勃
興
す
る
日
本
趣
味
な
ど
、
チ

ェ
コ
な
ら
で
は
の
背
景
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
本
稿
で
は
、
二
回
の
調
査
の
概
要
を

報
告
す
る
。
な
お
、
調
査
を
と
も
に
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
マ
ル
ケ
ー
タ
・
ハ
ー
ノ
ヴ
ァ
ー
氏

（
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
東
洋
美
術
部
長
）、
ヤ
ナ
・
リ
ン
ド
ヴ
ァ
ー
氏（
同
学
芸
員
）、
井
上
芳

子
氏（
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
課
長
）、
青
木
加
苗
氏（
同
学
芸
員
、
第
二
回
調
査
の

み
参
加
）、
石
原
耕
太
氏（
共
同
通
信
社
文
化
事
業
室
長
）の
五
名
で
あ
っ
た（
図
2
）。

チ
ェ
コ
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
調
査
報
告

西
山
純
子
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報
告
に
先
立
ち
、
調
査
メ
ン
バ
ー
、
と
り
わ
け
各
所
蔵
先
と
の
調
整
を
含
む
詳
細
な
調
査

日
程
を
組
み
立
て
て
く
だ
さ
っ
た
ハ
ー
ノ
ヴ
ァ
ー
氏
と
リ
ン
ド
ヴ
ァ
ー
氏
に
、
ま
た
チ
ェ
コ

の
近
代
美
術
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆
を
賜
っ
た
小
川
里
枝
氏
、
小
野
尚
子
氏
、
古
田
浩
俊
氏

に
お
礼
申
し
あ
げ
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
実
り
多
き
調
査
が
実
現
で
き
た
こ
と
に
対

し
、
一
般
財
団
法
人
高
久
国
際
奨
学
財
団
に
は
改
め
て
心
か
ら
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

第
一
回
調
査（
二
〇
一
七
年
九
月
）

■
九
月
一
二
日（
火
）　
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
東
洋
美
術
部
、
同
版
画
素
描
室（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
調
査
の
場
は
、
一
八
世
紀
中
葉
に
建
て
ら
れ
、
現
在
は
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
の
一
部
門

（
東
洋
美
術
部
／
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
美
術
部
）と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
壮
麗
な
キ
ン
ス
キ

ー
宮
殿
で
あ
る（
図
3
）。
想
定
さ
れ
る
展
覧
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
そ
れ
に
向
け
た
準
備
に
つ

い
て
、
及
び
今
回
の
調
査
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ノ
ヴ
ァ
ー
、
リ
ン
ド
ヴ
ァ
ー
両
氏
と
打
ち
合
わ

せ
を
行
っ
た
後
、
調
査
を
開
始
し
た
。
ま
ず
は
国
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
版
画
と
素
描
で
あ

る
。
主
な
作
家
は
エ
ミ
ー
ル
・
オ
ル
リ
ク（E

m
il O

rlik 1870－1932

）、
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
・

プ
ラ
イ
シ
グ（V

ojtěch P
reissig 1873－1944

）、
フ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ェ
ク
・
シ
モ
ン（T

avík 

František Šim
on 1877－1942

）の
三
名
。
点
数
は
約
九
〇
に
及
ん
だ
。
オ
ル
リ
ク
は
、
フ

ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
で
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
ふ
れ
て
日
本
へ
の
憧
れ
を
募
ら
せ
、
一
九
〇
〇
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
と
一
九
一
二
年
に
来
日
し
て
い
る
。
一
度
目
の
滞
日
期
に
浮
世
絵
の
彫

り
と
摺
り
を
学
ん
で
み
ず
か
ら
多
色
摺
の
木
版
画
を
制
作
し（
図
4
）、
帰
国
後
に
そ
れ
ら
を

プ
ラ
ハ
や
ウ
ィ
ー
ン
、
ベ
ル
リ
ン
で
展
観
し
て
多
く
の
作
家
に
影
響
を
与
え
た
、
本
研
究
に

お
い
て
非
常
に
重
要
な
作
家
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
シ
グ
は
一
八
九
七
年
に
プ
ラ
ハ
か
ら
パ
リ
に

移
り
住
み
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
マ
リ
ア
・
ミ
ュ
シ
ャ（A

lfons M
aria M

ucha 1860－1939

）（＊
＊
＊
）

と
と
も
に
仕
事
を
し
な
が
ら
こ
の
地
で
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
洗
礼
を
受
け
、
以
来
日
本
美
術
の

影
響
が
色
濃
い
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
作
品
を
多
数
手
が
け
て
い
る（
図
5
）。
シ
モ
ン
は
、
若
い
頃

か
ら
世
界
中
を
旅
す
る
な
か
で
一
九
二
〇
年
代
に
日
本
を
訪
れ
、
浮
世
絵
の
技
法
に
触
発
さ

れ
た
多
色
摺
の
銅
版
画
を
開
拓
、
日
本
に
取
材
し
た
夥
し
い
作
品
を
残
し
て
い
る（
図
6
）。

図1 展覧会「チェコにおけるジャポニズム」
関連刊行物

図2 左より井上氏、筆者、ハーノヴァー氏、リンドヴ
ァー氏、青木氏、石原氏

図3 旧市街広場に面したキンスキー宮殿外観
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い
ず
れ
も
チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
代
表
す
る
作
家
で
あ
り
、
三
名
の
作
品
は
展
覧
会
の

中
核
を
な
す
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
午
後
も
同
所
に
て
、
オ
ル
リ
ク
お
よ
び
ヨ
エ
・
ホ
ロ
ウ
ハ（Joe H

loucha 1881－1957
）

の
旧
蔵
品（
図
7
）を
中
心
に
、
錦
絵
や
版
本
の
調
査
を
行
っ
た
。
ホ
ロ
ウ
ハ
は
、
作
家
に
し

て
大
旅
行
家
、
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た
人
物
。
一
九
〇
六
年
と
二
六
年
に
来
日
し
て
大
量

の
美
術
品
を
収
集
、
ま
た
プ
ラ
ハ
の
中
心
部
に
喫
茶
店
「
ヨ
コ
ハ
マ
」
を
出
店
し
、
日
本
に

取
材
し
た
『
嵐
の
中
の
桜
』
と
い
う
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
小
説
で
一
世
を
風
靡
す
る
な
ど
、

チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
／
ジ
ャ
ポ
ネ
ズ
リ
ー
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
彼
ら

の
所
蔵
品
は
展
観
さ
れ
、
日
本
美
術
の
フ
ァ
ン
や
日
本
美
術
に
影
響
さ
れ
た
作
り
手
を
増
や

す
こ
と
に
も
貢
献
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
日
調
査
し
た
旧
蔵
品
に
は
保
存
状
態
の
良
く
な

い
も
の
も
多
く
、
来
歴
の
確
か
な
資
料
以
外
の
展
示
は
難
し
い
と
感
じ
た
。

■
九
月
一
三
日（
水
）　
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
近
現
代
美
術
部
門
、
同
版
画
素
描
室（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
一
九
二
〇
年
代
に
建
設
さ
れ
た
巨
大
な
機
能
主
義
建
築
を
前
身
と
し（
今
の
建
物
は
大
火

災
の
後
一
九
九
五
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
）、
現
在
は
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
の
近
現
代
美
術

部
門
が
置
か
れ
て
い
る
ヴ
ェ
レ
ト
ル
ジ
ュ
ニ
ー
宮
殿（
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
・
パ
レ
ス
）（
図
8
）

の
収
蔵
庫
で
調
査
を
行
っ
た
。
明
治
期
の
輸
出
用
有
田
焼
の
大
壺
に
始
ま
り
、
型
紙
や
油
彩

画
、
水
彩
画
、
版
画
、
立
体
な
ど
多
彩
な
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
特
に
重
要
な
作
品
を

あ
げ
る
と
、
ま
ず
は
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
・
ヒ
ナ
イ
ス（V

ojtěch H
ynais 1854－1925

）の
《
カ

ロ
リ
ナ
・
フ
ル
シ
ュ
コ
ヴ
ァ
ー
夫
人
と
娘
達
》
が
あ
る（
図
9
）。
刺
繍
に
よ
る
と
お
ぼ
し
き

花
鳥
図
屛
風
や
日
本
製（
あ
る
い
は
中
国
製
）の
陶
磁
器
が
置
か
れ
た
室
内
を
、
温
雅
な
筆
致

で
描
く
肖
像
画
で
あ
る
。
一
八
九
〇
年
代
の
中
流
家
庭
の
異
国
趣
味
を
よ
く
表
す
作
例
だ

が
、
縦
が
二
・
五
メ
ー
ト
ル
近
い
大
型
の
作
品
の
た
め
、
輸
送
に
は
特
別
な
梱
包
が
求
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
フ
ィ
ア
ラ（V

áclav Fiala 1896－1980

）の
《
父
島
》

は
、
一
九
二
〇
年
の
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
小
笠
原
の
父
島
を
訪
れ
た
際
に
描
か
れ
た
作

図4 エミール・オルリク
 《二人の日本人》1900年 木版

図7 ヨエ・ホロウハの所蔵印

図5 ヴォイチェフ・プライシグ《満開の木》
 1905年 カラー・エッチング

図6 フランティシェク・シモン
 《日本の若い女性》　1928年頃
 ドライポイント
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品
。
フ
ィ
ア
ラ
は
一
九
二
〇
年
に
来
日
し
、
ロ
シ
ア
未
来
派
の
リ
ー
ダ
ー
、
ダ
ヴ
ィ
ド
・
ブ

ル
リ
ュ
ー
ク
と
行
動
を
と
も
に
し
て
展
覧
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
日
本
の
前
衛
作
家
た
ち
に

も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
画
家
。
造
形
的
に
は
未
来
派
の
様
式
を
示
す
が
、
フ
ィ
ア
ラ

は
帰
国
後
木
版
挿
絵
を
満
載
し
た
『
小
笠
原
』
を
出
版
す
る
な
ど
日
本
に
つ
い
て
の
著
作
も

多
く
、
展
覧
会
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
し
て
の
紹
介
を
検
討
し
た
い
。
そ
し
て
、
チ
ェ
コ
近
代
を

代
表
す
る
前
衛
芸
術
家
ボ
フ
ミ
ル
・
ク
ビ
シ
ュ
タ（B

ohum
il K

ubišta 1884－1918

）の
《
水

浴
す
る
女
た
ち（
春
）》
は
、
喜
多
川
歌
麿
《
鮑
取
り
》
か
ら
の
ポ
ー
ズ
の
引
用
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
作
品
。《
鮑
取
り
》
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
ド
イ
ツ
や
チ
ェ

コ
で
刊
行
さ
れ
た
日
本
美
術
に
関
す
る
書
籍
や
雑
誌
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
後

述
す
る
ズ
デ
ン
カ
・
ブ
ラ
ウ
ネ
ロ
ヴ
ァ
ー
が
ビ
ン
グ
の
店
で
見
た
と
推
定
さ
れ
る
摺
り
を
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
模
写
し
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
同
作
は
ク
ビ
シ
ュ
タ
の
傑

作
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
日
本
美
術
の
受
容
ル
ー
ト
を
も
示
す
重
要
な
作
品
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
調
査
の
後
半
は
、
前
日
と
同
じ
く
版
画
素
描
室
で
の
調
査
で
あ
っ
た
。
シ
モ
ン
や
プ
ラ

イ
シ
グ
、
オ
ル
リ
ク
な
ど
内
容
も
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
な
か
で
は
北
斎
作
品
か
ら
の

感
化
が
指
摘
さ
れ
る
フ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ェ
ク
・
ク
プ
カ（František  K

upka 1871－1957

）の

《
波
》
や
、
オ
ル
リ
ク
が
一
九
〇
〇
年
に
日
本
か
ら
プ
ラ
ハ
の
知
人
に
送
っ
た
軽
妙
な
イ
ラ

ス
ト
入
り
の
絵
葉
書
が
印
象
的
で
あ
っ
た（
図
10
）。

■
九
月
一
四
日（
木
）　
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
工
芸
博
物
館（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
ユ
ニ
ー
ク
な
外
観
を
持
つ
、
美
術
工
芸
博
物
館
の
新
収
蔵
庫
に
て
調
査
を
行
っ
た（
図

11
）。
前
半
は
ポ
ス
タ
ー
を
、
後
半
は
ガ
ラ
ス
や
陶
芸
作
品
を
調
査
し
た
が
、
い
ず
れ
も
質

量
と
も
に
豊
か
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
ポ
ス
タ
ー
で
は
、
初
期
の
日
本
趣
味

―
メ

ゾ
ン
・
ス
タ
ニ
ェ
ク
や
ヴ
ラ
ー
ズ
の
写
真
展
に
関
連
す
る
作
例
の
ほ
か
、
ミ
ュ
シ
ャ
や
オ
ル

リ
ク
、
ア
ル
ノ
シ
ュ
ト
・
ホ
フ
バ
ウ
エ
ル（A

rnošt H
ofbauer 1869－1944

）ら
に
よ
る
作
品

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ホ
フ
バ
ウ
エ
ル
は
プ
ラ
ハ
に
学
び
、
一
八
九
七
年
に
訪
れ
た
ウ
ィ

ー
ン
で
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
に
ふ
れ
、
そ
の
影
響
下
に
有
機
的
・
装
飾
的
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
作
品
を
多
数
制
作
し
た
。
後
年
、
美
術
雑
誌
『
ヴ
ォ
ル
ネ
・
ス
ミ
ェ
リ V

olné Sm
ĕry

』

に
「
日
本
の
美
術
」
を
寄
稿
し
た
点
も
重
要
で
あ
る
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
関
わ
る
作
品
は
多

図8 ヴェレトルジュニー宮殿外観

図9 ヴォイチェフ・ヒナイス《カロ
リナ・フルシュコヴァー夫人
と娘達》　油彩　1897年

図10 エミール・オルリクの絵葉書　1900年
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い
が
、
な
か
で
も
《
マ
ー
ネ
ス
美
術
家
協
会
第
二
回
展
ポ
ス
タ
ー
》
は
、
葛
飾
北
斎
《
冨
嶽

三
十
六
景 

神
奈
川
沖
浪
裏
》
と
の
類
似
か
ら
チ
ェ
コ
に
限
ら
ず
広
く
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
文

脈
で
し
ば
し
ば
と
り
あ
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
出
品
が
か
な
え
ば
展
覧
会
全
体
を
象
徴
す

る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う（
図
12
）。
ま
た
ミ
ュ
シ
ャ
の
《
ア
イ
リ
ス
》
は
、
琳
派
が
継
承
し
て

き
た
燕
子
花
の
図
様
の
引
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
。
そ
し
て
オ
ル
リ
ク
の
ポ
ス
タ
ー

《
喧
騒
と
紫
煙
》
は
、
日
本
か
ら
帰
国
し
た
直
後
の
作
品
。
能
面
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
点
に
つ
い
て
は
再
考
を
要
す
る
が
、
平
面
的
な
構
成
や
東
洋
的
な
雰
囲
気
に
、
日
本
の

造
形
か
ら
の
影
響
を
認
め
得
る
と
の
印
象
を
持
っ
た
。

　
ガ
ラ
ス
や
陶
芸
で
は
、
概
し
て
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
ス
タ
イ
ル
に
渾
然
と
な
っ
た
日

本
美
術
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ボ
ヘ
ミ
ア
ガ
ラ
ス
は
チ
ェ
コ
を
代
表

す
る
美
術
の
一
分
野
で
あ
り
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
影
響
と
技

術
の
発
達
に
よ
り
、
華
麗
で
自
在
な
形
態
を
も
つ
傑
作
の
数
々
が
生
ま
れ
て
い
る
。
複
数
の

作
品
を
群
と
し
て
見
せ
る
こ
と
で
、
展
示
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
陶
芸
作
家
の
な
か
で
は
、
と
り
わ
け
ア
ン
ナ
・
ボ
ウ
ド
ヴ
ァ
ー
＝
ス
ハ
ル
ド
ヴ
ァ
ー

（A
nna B

oudová-Suchardová 1870－1940

）の
諸
作
が
印
象
に
残
っ
た（
図
13
）。
日
本
で

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
作
家
だ
が
、
琳
派
へ
の
傾
倒
を
明
ら
か
に
示
す
、
お
お
ら
か

で
優
美
な
造
形
は
実
に
魅
力
的
で
、
展
覧
会
で
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
と
の
思
い
を
抱
い
た
。
こ

の
日
の
調
査
で
は
、
チ
ェ
コ
近
代
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
と
工
芸
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
爛

漫
た
る
開
花
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
収
穫
で
あ
っ
た
。

■
九
月
一
五
日（
金
）　
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ク
博
物
館（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
・
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ク
の
収
集
品
を
核
と
し
、
現
在
は
国
立
博
物
館
の
一
部

門
と
な
っ
て
い
る
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ク
博
物
館
に
て
、
ヨ
セ
フ
・
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー（Josef 

K
ořenský 1847－1938

）と
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
・
ボ
ウ
シ
ュ
カ（Sigism

und B
ouška 1867－

1942

）の
関
係
資
料
を
中
心
に
調
査
を
行
っ
た
。
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
は
教
育
者
に
し
て
旅
行

家
、
収
集
家
。
一
八
九
三
年
に
世
界
一
周
旅
行
を
し
た
際
、
日
本
に
ひ
と
月
あ
ま
り
滞
在

し
、
旅
行
記
も
著
し
た
。
ボ
ウ
シ
ュ
カ
は
修
道
士
に
し
て
詩
人
、
収
集
家
。
ユ
リ
ウ
ス
・
ク

ル
ト
と
の
親
交
か
ら
質
の
高
い
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
あ
げ
、
一
九
一
三
年
に
は
プ

ラ
ハ
と
ブ
ル
ノ
で
大
々
的
な
日
本
美
術
展
を
企
画
開
催
し
て
い
る
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の

は
ボ
ウ
シ
ュ
カ
の
浮
世
絵
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
初
期
か
ら
江
戸
後
期
ま
で
の
作
例
を
時
代

順
に
並
べ
て
写
し
、
適
宜
覚
え
書
き
を
加
え
て
お
り
、
視
覚
的
に
も
美
し
い
も
の
で
あ
っ
た

図11 プラハ国立美術工芸博物館収蔵庫外観

図12 アルノシュト・ホフバウエル《マーネ
ス美術家協会第2回展ポスター》

 1898年　カラー・リトグラフ

図13 アンナ・ボウドヴァー＝スハルド
ヴァー《アイリス模様のマジョ
リカ陶器》　1900年頃
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（
図
14
）。
記
さ
れ
た
当
時
の
、
浮
世
絵
研
究
の
蓄
積
や
成
熟
も
感
じ
さ
せ
た
。
ほ
か
に
も
コ

ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
旧
蔵
の
貴
重
な
型
紙
が
多
数
あ
り
、
展
示
に
反
映
さ
せ
た
く
思
っ
た
。
さ
ら

に
、
郊
外
の
収
蔵
庫
に
移
動
し
て
能
面
や
刺
繍
に
よ
る
輸
出
用
の
花
鳥
屛
風
、
扇
な
ど
を
調

査
し
た
が
、
日
本
側
か
ら
見
る
と
美
術
作
品
と
し
て
は
物
足
り
な
い
も
の
が
多
く
、
来
歴
が

確
か
で
な
け
れ
ば
展
示
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。

■
九
月
一
七
日（
日
）　
ク
ラ
ト
フ
ィ
・
グ
ラ
ス
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン（
ク
ラ
ト
フ
ィ
）

調
査
の
概
要

　
休
日
を
利
用
し
て
、
ク
ラ
ト
フ
ィ
に
あ
る
グ
ラ
ス
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン（
通
称PA

SK

）を
訪
問

し
た
。
こ
こ
は
レ
ッ
ツ
工
房（Loetz

）の
ガ
ラ
ス
製
品
数
百
点
を
常
設
展
示
し
て
い
る
施
設

で
あ
る（
図
15
）。
レ
ッ
ツ
工
房
の
製
品
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
期
の
ボ
ヘ
ミ
ア
グ
ラ
ス
を

代
表
し
、
植
物
に
取
材
し
た
動
的
で
有
機
的
な
形
態
に
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
影
響
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
展
覧
会
の
出
品
作
と
は
無
関
係
の
調
査
で
あ
っ
た
が
、
草
創
期
か
ら
ア
ー
ル
・

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
期
を
経
て
ア
ー
ル
・
デ
コ
期
に
至
る
レ
ッ
ツ
製
品
の
造
形
の
流
れ
を
概
観
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
に
渾
然
と
し
た
日
本
的
な
表
現
を
観
察
す

る
こ
と
も
か
な
い
、
有
意
義
で
あ
っ
た
。

■
九
月
一
八
日（
月
）　
プ
ラ
ハ
民
族
文
学
博
物
館（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
ス
ト
ラ
ホ
フ
修
道
院
内
に
あ
る
民
族
文
学
博
物
館
に
て
、
既
出
の
ボ
ウ
シ
ュ
カ
や
ス
ハ
ル

ド
ヴ
ァ
ー
の
ほ
か
、
ソ
ビ
ェ
ス
ラ
フ
・
イ
ポ
リ
ッ
ト
・
ピ
ン
カ
ス（Soběslav H

yppolit 

Pinkas 1827－1901

）、
カ
レ
ル
・
フ
ラ
バ
ー
チ
ェ
ク（K

arel H
laváček 1874－98

）、
オ
タ

カ
ル
・
シ
ュ
タ
ー
フ
ル（O

takar Štáfl 1884－1945

）ら
の
作
品
調
査
を
行
っ
た
。
ピ
ン
カ
ス

は
油
彩
画
家
、
風
刺
画
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
プ
ラ
ハ
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
学
び
、
一
八
五

四
年
か
ら
六
五
年
に
か
け
て
パ
リ
に
滞
在
し
た
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
作
例
は
多
く
な
い
が
、

一
八
六
八
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
日
本
の
花
鳥
図
か
ら
の
影
響
が
顕
著
な
陶
磁
器
皿
の
図
案

は
、
チ
ェ
コ
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
最
初
期
の
作
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る（
図
16
）。
フ

ラ
バ
ー
チ
ェ
ク
は
、
夭
折
し
た
象
徴
主
義
の
詩
人
・
画
家
。
日
本
の
型
紙
に
触
発
さ
れ
た
図

図14 ジギスムント・ボウシュカの浮世絵研究ノートより

図15 クラトフィ・グラスパヴィリオンの内部
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案
や
、
浮
世
絵
の
人
体
表
現
に
学
ん
だ
『
ヴ
ォ
ル
ネ
・
ス
ミ
ェ
リ
』
の
表
紙
下
絵
な
ど
、
い

く
つ
か
の
重
要
な
作
例
を
残
し
て
い
る
。
シ
ュ
タ
ー
フ
ル
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
。
ハ
イ
タ

ト
ラ
ス
を
描
い
た
山
の
画
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
歌
川
国
貞
の
美
人
画
を
模
し
た
、
あ

る
い
は
家
紋
の
デ
ザ
イ
ン
を
応
用
し
た
挿
絵（
図
17
）が
あ
り
、　
二
〇
世
紀
初
頭
の
チ
ェ
コ

の
出
版
界
に
お
い
て
、
浮
世
絵
が
し
ば
し
ば
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
源
と
な
っ
た
事
実
を
伝

え
る
。
ま
た
ボ
ウ
シ
ュ
カ
の
作
品
に
も
、
日
本
の
版
本
の
一
場
面
を
写
し
た
と
思
し
き
イ
ラ

ス
ト
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
調
査
対
象
は
概
し
て
日
本
美
術
の
直
接
的
な
模
倣
例
が

多
く
、
型
紙
や
家
紋
な
ど
、
チ
ェ
コ
の
作
家
た
ち
が
惹
か
れ
、
参
考
に
し
た
日
本
の
意
匠
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
が
伝
わ
り
、
有
意
義
で
あ
っ
た
。

■
九
月
一
九
日（
火
）　
中
央
ボ
ヘ
ミ
ア
博
物
館（
ロ
ス
ト
キ
ー
）

調
査
の
概
要

　
中
央
ボ
ヘ
ミ
ア
博
物
館
は
、
先
史
時
代
以
来
の
中
央
ボ
ヘ
ミ
ア
の
歴
史
と
と
も
に
、
ロ
ス

ト
キ
ー
に
長
く
暮
ら
し
た
画
家
ズ
デ
ン
カ
・
ブ
ラ
ウ
ネ
ロ
ヴ
ァ
ー（Zdenka B

raunerová 

1858－1934

）の
生
涯
と
作
品
を
展
示
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ウ
ネ
ロ
ヴ
ァ
ー
は
政

治
家
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
パ
リ
で
絵
を
学
ぶ
。
こ
の
地
で
多
く
の
文
化
人
と
親
し
み
、
ま

さ
に
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
全
盛
期
に
あ
っ
て
、
浮
世
絵
の
魅
力
に
も
開
眼
し
た
。
ロ
ダ
ン
と
も

交
流
が
あ
り
、
一
九
〇
二
年
と
い
う
早
い
時
期
に
プ
ラ
ハ
で
ロ
ダ
ン
展
を
開
催
し
て
チ
ェ
コ

の
作
家
た
ち
に
甚
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
の
最
新
の
美
術
や
流
行
を

自
国
に
伝
え
て
大
き
な
影
響
力
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
日
の
調
査
は
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
と
保
存
さ
れ
て
い
る
ア
ト
リ
エ（
図
18
）を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
に
は
、
パ
リ
で
ふ
れ
た
と
思
し
き
浮
世
絵
の
写
し
が
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
た（
図

19
）。
ま
た
資
料
と
し
て
、
着
物
を
ま
と
っ
た
ブ
ラ
ウ
ネ
ロ
ヴ
ァ
ー
の
写
真
も
調
査
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
一
九
〇
三
〜
〇
四
年
に
小
麦
小
屋
を
改
造
し
て
建
て
ら
れ
た
ア
ト
リ
エ
に

は
、
生
前
の
様
子
を
再
現
し
つ
つ
大
量
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
文
物
を
モ
テ

ィ
ー
フ
と
す
る
蔵
書
票
も
見
い
だ
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ウ
ネ
ロ
ヴ
ァ
ー
自
身
は
穏
や
か
な
風
景
画

を
得
意
と
し
た
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
で
あ
り
、
日
本
美
術
の
影
響
は
限
定
的
と
考
え
ら
れ
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
を
経
由
し
た
日
本
美
術
の
受
容
は
チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
重
要
な
要

素
で
あ
り
、
展
覧
会
で
は
そ
の
役
割
を
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
と
感
じ
た
。

　
調
査
の
後
プ
ラ
ハ
に
戻
り
、
国
立
美
術
館
で
会
議
を
行
っ
た
。
想
定
さ
れ
る
展
覧
会
の
コ

ン
セ
プ
ト
や
出
品
点
数
、
会
期
、
今
後
の
作
業
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
内
容
面

図18 ズデンカ・ブラウネロヴァーのアトリエ

図19 ブラウネロヴァーのスケッチブックより
 （喜多川歌麿《鮑取り》の一部）　
 1890年頃

図
17 

オ
タ
カ
ル
・
シ
ュ
タ
ー
フ
ル
に
よ
る
挿
絵
　
一
九
一
三
年

図
16 

ソ
ビ
ェ
ス
ラ
フ
・
イ
ポ
リ
ッ
ト
・
ピ
ン
カ

ス
に
よ
る
図
案
　
一
八
六
八
年
頃
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図20 アドルフ・ベッケルト《波》　
1909年

で
は
お
お
む
ね
共
通
理
解
を
得
た
が
、
経
費
面
に
つ
い
て
は
大
幅
な
調
整
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

■
九
月
二
〇
日（
水
）　
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
ブ
ル
ノ
） 

調
査
の
概
要

　
チ
ェ
コ
第
二
の
都
市
ブ
ル
ノ
に
あ
る
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
年
代
・
分
野
と

も
に
幅
広
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
る
、
国
立
美
術
館
に
次
ぎ
チ
ェ
コ
第
二
の
規
模
を
有
す
る

美
術
館
で
あ
り
、
特
に
近
・
現
代
美
術
の
収
集
・
展
示
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
日
は
ガ
ラ
ス
と

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
作
品
を
中
心
に
調
査
を
行
っ
た
。
ま
ず
は
五
〇
〇
〇
点
を
超
え
る
と
い
う
ガ

ラ
ス
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
主
に
レ
ッ
ツ
工
房
の
製
品
を
調
査
し
た
。
な
か
で
も
一
九
〇

九
〜
一
一
年
に
レ
ッ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
主
任
で
あ
っ
た
ア
ド
ル
フ
・
ベ
ッ
ケ
ル
ト（A

dolf 

B
eckert 1884－1929

）に
よ
る
花
器
《
波
》
は
、
葛
飾
北
斎
《
冨
嶽
三
十
六
景 

神
奈
川
沖

浪
裏
》
へ
の
傾
倒
を
明
ら
か
に
示
し
、
チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な

作
例
と
い
え
る（
図
20
）。
ま
た
、
金
属
的
な
輝
き
を
放
つ
虹
彩
ガ
ラ
ス
の
一
群
は
、
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
期
の
ボ
ヘ
ミ
ア
グ
ラ
ス
を
代
表
す
る
作
例
と
い
え
、
蔦
紋
や
流
水
紋
と
い

っ
た
日
本
的
な
意
匠
と
の
共
通
点
も
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も
展
覧
会
で
紹
介
し
た
い
と
の
感
想
を

抱
い
た
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
作
品
で
は
、
日
本
的
な
題
材
か
ら
の
直
接
的
な
引
用
が
見
ら
れ
る

ホ
ロ
ウ
ハ
の
著
書
の
装
幀
が
あ
り
、
ル
デ
ィ
エ
ク
・
マ
ロ
ル
ド
、
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
オ
リ
ヴ

ァ
、
ホ
フ
バ
ウ
エ
ル
、
ミ
ュ
シ
ャ
ら
に
よ
る
浮
世
絵
や
日
本
の
工
芸
と
の
関
連
を
想
像
さ
せ

る
ポ
ス
タ
ー
も
調
査
し
得
た
。
さ
ら
に
、
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
の
著
書
『
ジ
ャ
ポ
ン
ス
コ
』
や

フ
ィ
ア
ラ
の
著
書
『
小
笠
原
』
を
豊
富
な
挿
絵
を
確
認
し
な
が
ら
撮
影
す
る
こ
と
も
で
き
、

収
穫
の
多
い
調
査
で
あ
っ
た
。

■
九
月
二
一
日（
木
）　
西
ボ
ヘ
ミ
ア
博
物
館（
プ
ル
ゼ
ニ
）

調
査
の
概
要

　
プ
ル
ゼ
ニ（
ド
イ
ツ
語
で
は
ピ
ル
ゼ
ン
）は
ボ
ヘ
ミ
ア
西
部
に
位
置
す
る
チ
ェ
コ
有
数
の
工

業
都
市
。
西
ボ
ヘ
ミ
ア
博
物
館
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
建
設
さ
れ
、

ネ
オ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
優
雅
な
外
観
を
持
つ
、
チ
ェ
コ
で
も
屈
指
の
規
模
を
誇
る
博
物

館
で
あ
る（
図
21
）。
ユ
ニ
ー
ク
な
一
四
〜
一
七
世
紀
の
武
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
ア
ー
ル
・
ヌ

ー
ヴ
ォ
ー
ス
タ
イ
ル
の
図
書
室
で
も
知
ら
れ
る
。
ま
ず
は
一
九
世
紀
末
に
コ
ペ
ツ
キ
ー
・
ア

ン
ド
・
ス
ヴ
ァ
ー
テ
ク
社
で
製
造
さ
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
見
本
と
下
絵
を
調
査
し
た
。

梅
花
や
鶴
、
鬼
面
と
い
っ
た
日
本
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
が
描
か
れ
る
が
、
中
国
の
文
物
も
明
ら

か
に
混
在
し
て
お
り
、
ま
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
厚
さ
が
三
ミ
リ
と
極
め
て
薄
く
輸
送
が
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
展
示
に
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
た
。
な
お
調
査
は
改
装
中

の
展
示
室
で
行
わ
れ
、
建
設
当
初
の
ま
ま
と
い
う
洗
練
さ
れ
た
展
示
空
間
や
古
風
な
が
ら
現

役
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
も
感
銘
を
受
け
た
が（
図
22
）、
展
示
品
の
な
か
に
は
レ
ッ
ツ
工
房
の

ガ
ラ
ス
製
品
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
副
館
長
の
ヤ
ン
・
メ
ル
グ
ル
氏
か
ら
話
を
聞

く
機
会
を
得
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、
レ
ッ
ツ
の
虹
彩
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
ル
イ
ス
・
コ
ン
フ
ォ

ー
ト
・
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー（Louis C

om
fort T

iffany 1848－1933

）か
ら
の
影
響
を
ま
ず
考
え

る
べ
き
だ
と
い
う
。
チ
ェ
コ
は
ガ
ラ
ス
製
造
の
技
術
が
他
に
抜
き
ん
で
て
高
く
、
万
博
な
ど

で
話
題
に
な
っ
た
作
品
を
容
易
に
模
倣
で
き
た
と
も
話
さ
れ
た
。
氏
の
指
摘
は
尊
重
す
べ
き

だ
が
、
周
知
の
と
お
り
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
の
作
品
に
も
か
ね
て
よ
り
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
は
指
摘
さ
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れ
て
お
り
、
線
引
き
は
難
し
い
と
の
感
触
を
抱
い
た
。
午
後
は
図
書
室
に
移
動
し
、
チ
ェ
コ

の
作
家
た
ち
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
源
と
な
っ
た
明
治
期
の
浮
世
絵
画
帖
や
図
案
集
を
調

査
し
た
。
多
く
は
英
語
や
ロ
ー
マ
字
が
併
記
さ
れ
た
輸
出
用
の
商
品
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
資
料
は
易
々
と
、
大
量
に
海
を
渡
り
、
チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
も
少

な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
全
体
像
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
く
、

日
本
で
の
詳
細
な
調
査
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

第
二
回
調
査（
二
〇
一
八
年
一
月
〜
二
月
）

■
一
月
二
四
日（
水
）　
フ
ル
デ
ィ
ム
地
方
美
術
館（
フ
ル
デ
ィ
ム
）

調
査
の
概
要

　
フ
ル
デ
ィ
ム
は
プ
ラ
ハ
か
ら
東
へ
約
一
一
〇
km
、
中
世
期
の
建
築
や
ケ
ル
ト
人
の
足
跡
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
遺
構
が
数
多
く
残
り
、
東
ボ
ヘ
ミ
ア
の
ア
テ
ネ
と
呼
ば
れ
る
小
都
市
で
あ

る
。
中
央
広
場
に
は
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
聖
母
マ
リ
ア
大
聖
堂
が
そ
び
え
、
今
な
お
街

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
フ
ル
デ
ィ
ム
地
方
美
術
館
は
広
場
か
ら
ほ
ど
近
く
に

あ
り
、
ネ
オ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
美
し
い
外
観
を
呈
す
る（
図
23
）。
も
と
は
一
八
九
二
年

に
東
ボ
ヘ
ミ
ア
産
業
博
物
館
と
し
て
設
立
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
が
、
そ
の
起
源
は
さ
ら
に
古

く
、
一
八
六
五
年
に
博
物
館
協
会
が
組
織
さ
れ
、
以
来
博
物
館
建
設
へ
の
準
備
を
行
う
と
と

も
に
教
育
や
産
業
工
芸
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
と
い
う
か
ら
、
一
五
〇
年
を
超
え
る
長
い

歴
史
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
来
館
者
を
迎
え
る
の
は
、
二
〇
一
三
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
た
ミ
ュ
シ
ャ
作
品
の
展
示
室（
図
24
）と
歴
史
部
門
の
展
示
室
で
あ
る
。
余
談
に
な
る

が
、
歴
史
部
門
の
展
示
室
は
映
画
を
専
攻
す
る
大
学
生
が
会
場
構
成
に
参
加
し
た
と
い
い
、

セ
ッ
ト
を
思
わ
せ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
美
術
館
は
、
ミ
ュ
シ
ャ
の
ポ
ス
タ
ー
を
主
と
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
四
三
点
を
収
蔵
し

て
い
る
。
一
八
九
七
年
に
プ
ラ
ハ
の
出
版
社
が
企
画
し
た
絵
画
、
ス
ケ
ッ
チ
、
ポ
ス
タ
ー
か

ら
な
る
ミ
ュ
シ
ャ
初
の
展
覧
会
が
、
お
そ
ら
く
は
建
築
家
ヤ
ン
・
コ
ウ
ラ
の
尽
力
に
よ
り
フ

ル
デ
ィ
ム
に
巡
回
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
学
芸
員
が
リ
ト
グ
ラ
フ
作
品
の
購
入
を
決
め
た
の

が
始
ま
り
で
あ
る
。
展
覧
会
は
大
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
し
翌
年
も
開
か
れ
、
作
品
収
集
も
継

図23 フルディム地方美術館外観

図24 フルディム地方美術館展示室。ミュシャのモ 
ティーフが会場装飾としてデザインされている

図
21 
西
ボ
ヘ
ミ
ア
博
物
館
外
観

図
22 

西
ボ
ヘ
ミ
ア
博
物
館
の
展
示
室
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続
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
評
価
の
凋
落
か
ら
一
九
七
〇
年
代
の
再
評
価
を
経
て
、
建
物
は
一
九

九
〇
年
代
に
改
装
さ
れ
る
が
、
一
九
九
七
年
の
再
開
を
記
念
す
る
最
初
の
展
覧
会
も
ミ
ュ
シ

ャ
の
ポ
ス
タ
ー
展
で
あ
っ
た
。
　
　

　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
四
三
点
の
う
ち
三
九
点
が
ポ
ス
タ
ー
で
あ
り
、
来
歴
の
確
か
な
、
ま
た
制

作
さ
れ
た
当
時
の
収
集
品
を
数
多
く
含
む
貴
重
な
一
群
で
あ
る
。
ミ
ュ
シ
ャ
の
妻
マ
ル
シ
ュ

カ
・
ヒ
テ
ィ
ロ
ヴ
ァ
の
一
族
が
フ
ル
デ
ィ
ム
出
身
だ
っ
た
こ
と
か
ら
ミ
ュ
シ
ャ
は
同
地
を
幾

度
も
訪
れ
て
お
り（
一
九
三
三
年
に
絵
画
や
素
描
、
習
作
に
よ
る
個
展
が
開
か
れ
た
際
に
は

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
も
出
席
し
て
い
る
）、
そ
れ
が
良
質
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
に
寄
与
し

た
と
い
え
る
。
館
長
の
ク
ラ
ー
ラ
・
ハ
バ
ル
ト
ヴ
ァ
ー
氏
に
館
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
ポ
ス
タ
ー
の
調
査
お
よ
び
意
見
交
換
を
行
っ
た（
図
25
）。
作
品
は
い
ず
れ
も
保
存
状

態
が
非
常
に
よ
く
、
ま
た
発
色
が
鮮
や
か
で
イ
ン
ク
の
乗
り
が
厚
い
印
象
を
得
た
。
一
般
的

に
知
ら
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
色
味
の
異
な
る
作
品
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
た
。
ハ

バ
ル
ト
ヴ
ァ
ー
氏
に
よ
れ
ば
、
刷
ら
れ
た
時
期
の
早
さ
が
そ
の
理
由
で
あ
る
と
い
う
。
ポ
ス

タ
ー
の
印
刷
の
時
期
に
つ
い
て
は
通
常
議
論
の
対
象
に
な
ら
な
い
が
、
初
刷
で
あ
る
か
否
か

や
作
家
の
監
督
下
に
あ
っ
た
か
否
か
が
仕
上
り
を
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
な
る
研
究

の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
調
査
し
た
作
品
の
な
か
か
ら
、
チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
と
い
う

テ
ー
マ
に
お
い
て
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
以
下
に
あ
げ
て
お
く
と
、
モ
チ
ー
フ
や
構
図
に

日
本
的
な
要
素
の
見
ら
れ
る
作
品
と
し
て
、
シ
リ
ー
ズ
『
四
季
』、
シ
リ
ー
ズ
『
宝
石
』、

《
モ
ナ
コ
̶
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
》、《
シ
ャ
ン
プ
ノ
ワ
印
刷
＋
出
版
社
》
が
あ
る
。
ま
た
ジ
ャ
ポ

ニ
ズ
ム
の
環
流
と
い
う
べ
き
、
日
本
美
術
へ
の
影
響
を
考
え
る
な
ら
ば
、
雑
誌
『
明
星
』
に

図
版
が
掲
載
さ
れ
た
《
雑
誌
『
ラ
・
プ
リ
ュ
ム
』 

サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
特
集
号
》
と
《
サ
ロ

ン
・
デ
・
サ
ン 

A
・
ミ
ュ
シ
ャ
展
》
を
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

■
一
月
二
五
日（
木
）　
ア
ド
ル
フ
・
ヘ
イ
ド
ゥ
ク
記
念
館（
ピ
ー
セ
ッ
ク
）

調
査
の
概
要

　
ア
ド
ル
フ
・
ヘ
イ
ド
ゥ
ク（A

dolf H
eyduk 1835－1923

）は
、
ヤ
ン
・
ネ
ル
ダ
と
の
交
友
や

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
「
我
が
母
の
教
え
た
ま
い
し
歌
」
の
作
詞
で
知
ら
れ
る
、
チ
ェ
コ
の
国
民

的
な
詩
人
で
あ
る
。
人
生
の
大
半
を
、
デ
ッ
サ
ン
の
教
師
と
し
て
プ
ラ
ハ
の
南
約
一
〇
〇
km

に
位
置
す
る
街
・
ピ
ー
セ
ッ
ク
に
過
ご
し
て
い
る
。
ア
ド
ル
フ
・
ヘ
イ
ド
ゥ
ク
記
念
館（
図

26
）は
、
ヘ
イ
ド
ゥ
ク
の
没
後
ピ
ー
セ
ッ
ク
に
寄
贈
さ
れ
た
自
宅
を
、
生
前
の
あ
り
よ
う
そ

の
ま
ま
に
展
示
室
と
し
た
も
の
。
一
九
〇
〇
年
に
完
成
し
た
建
物
は
外
観
・
内
装
と
も
に
濃

厚
な
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
を
示
し
、
全
体
が
一
個
の
芸
術
品
と
い
え
、
ア
ー
ル
・
ヌ

ー
ヴ
ォ
ー
に
深
く
融
合
し
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
見
地
か
ら
も
興
味
深
い
施
設
で
あ
っ
た
。
ヘ

イ
ド
ゥ
ク
は
ボ
ウ
シ
ュ
カ
か
ら
浮
世
絵
を
学
ぶ
な
ど
日
本
美
術
を
好
み
、
日
本
的
な
装
飾
の

ほ
ど
こ
さ
れ
た
家
具
や
日
用
品
を
愛
用
し
た
ほ
か（
図
27
）、
自
ら
の
詩
集
の
装
幀
に
も
日
本

的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
取
り
入
れ
て
い
る（
図
28
）。
館
長
の
イ
ジ
ー
・
プ
ラ
ー
シ
ェ
ク
氏
に
館

内
を
ご
案
内
い
た
だ
い
た
が
、
と
り
わ
け
ヘ
イ
ド
ゥ
ク
が
早
く
に
収
集
し
た
と
い
う
、
刺
繍

に
よ
る
日
本
製
の
花
鳥
図
屛
風（
図
29
）が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

日
本
の
屛
風
と
は
仕
様
が
異
な
る
が
、
一
〇
年
前
に
修
復
さ
れ
た
際
、
表
具
に
使
用
さ
れ
た

明
治
二
一
年
の
日
本
の
新
聞
が
見
い
だ
さ
れ
、
明
治
期
の
輸
出
向
け
製
品
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
ヘ
イ
ド
ゥ
ク
が
本
屛
風
を
入
手
し
た
プ
ラ
ハ
の
店
も
判
明
す
る
こ
と

図25 フルディム地方美術館の展示室にお
いて調査と意見交換を行う
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か
ら
、
輸
出
用
美
術
工
芸
品
の
流
通
を
知
る
う
え
で
、
さ
ら
に
は
ど
う
い
っ
た
調
度
品
が
愛

好
さ
れ
、
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
日
本
の
造
形
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
か
を
考
え
る
う
え

で
、
貴
重
な
一
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

■
一
月
二
六
日（
金
）　
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
）

調
査
の
概
要

　
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
は
プ
ラ
ハ
か
ら
東
へ
特
急
で
約
三
時
間
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
国
境
に
近

い
、
シ
レ
ジ
ア
地
方
の
工
業
都
市
で
あ
る
。
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
一
九
二
二

年
に
創
設
さ
れ
、
一
九
二
六
年
に
機
能
主
義
建
築
の
傑
作
と
し
て
知
ら
れ
る
現
在
の
建
物
に

移
設
さ
れ
た
、
ウ
ィ
ー
ン
分
離
派
や
チ
ェ
コ
近
代
美
術
な
ど
の
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有

す
る
美
術
館
で
あ
る（
図
30
）。
展
示
施
設
と
は
別
の
場
所
に
あ
る
事
務
棟
で
、
レ
ジ
ス
ト
ラ

ー
か
ら
オ
ル
リ
ク
の
油
彩
画
《
楽
園
》
お
よ
び
版
画
、
ク
プ
カ
の
油
彩
画
《
波
》、
ヨ
ゼ
フ
・

ヴ
ァ
ー
ハ
ル（Josef V

áchal 1884－1969

）の
一
群
の
版
画
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
オ
ル

リ
ク
の
《
楽
園
》
は
、
間
近
に
海
を
臨
む
岩
場
と
小
道
を
辿
る
ふ
た
り
の
人
物
を
高
い
視
点

か
ら
描
い
た
大
型
の
油
彩
画
。
歌
川
広
重
《
六
十
余
州
名
所
図
絵 

甲
斐
さ
る
は
し
》
と
の

構
図
上
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
実
見
す
る
と
ま
ず
そ
の
神
秘
的
な
雰
囲
気
に
圧
倒
さ

れ
る
が
、
垂
直
性
が
強
調
さ
れ
た
樹
木
と
切
り
立
っ
た
岩
を
左
右
に
配
し
た
閉
鎖
的
、
か
つ

平
面
的
な
構
図
に
は
、
浮
世
絵
の
空
間
処
理
と
の
共
通
性
が
確
か
に
感
じ
ら
れ
た
。
波
打
ち

際
に
踞
る
女
性
を
描
く
ク
プ
カ
の
《
波
》
も
、
し
ぶ
き
や
波
紋
の
装
飾
的
な
表
現
に
北
斎
の

造
形
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
な
る
ほ
ど
波
紋
を
類
型
化
し
、
模
様
の
よ
う
に
描

く
ス
タ
イ
ル
は
浮
世
絵
の
表
現
作
法
に
近
い
が
、
同
時
に
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
通
過
し
て
独

自
の
造
形
に
至
っ
た
人
た
ち
、
た
と
え
ば
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ラ
コ
ン
ブ（G

eorges Lacom
be 

図26 アドルフ・ヘイドゥク記念館外観

図27 ヘイドゥクが愛用した机上の品々

図28 ヘイドゥクの詩集にほどこされた装幀

図29 ヘイドゥク旧蔵屛風

図30 オストラヴァ美術ギャラリー外観



81

1868－1916
）の
筆
致
も
想
起
さ
せ
、
間
接
的
な
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
ヴ
ァ
ー
ハ
ル
の
版
画
作
品
に
は
、
浮
世
絵
に
触
発
さ
れ
た
木
版
と
い
う
技
法
、
と
り

わ
け
鮮
明
な
色
面
を
摺
り
重
ね
る
多
色
摺
の
工
程
が
、
彼
の
一
時
期
の
作
風
に
決
定
的
な
影

響
を
与
え
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
、
非
常
に
興
味
深
く
思
わ
れ
た
。

■
一
月
二
七
日（
土
）　
チ
ェ
コ
国
立
図
書
館（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
プ
ラ
ハ
の
中
心
地
、
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ヌ
ム
内
に
あ
る
チ
ェ
コ
国
立
図
書
館
で
、
終
日
調
査

を
行
っ
た（
図
31
）。
調
査
対
象
は
、
チ
ェ
コ
の
近
代
美
術
を
牽
引
し
た
グ
ル
ー
プ
、
マ
ー
ネ

ス
美
術
家
協
会
が
刊
行
し
た
美
術
雑
誌
『
ヴ
ォ
ル
ネ
・
ス
ミ
ェ
リ
』
で
あ
る
。
直
訳
す
る
と

「
自
由
な
方
向
へ
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
本
誌
は
一
八
九
六
年
に
創
刊
さ
れ
た
月
刊
誌
。
国
内

外
の
新
し
い
芸
術
や
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
新
の
美
術
史
研
究
な
ど
を
紹
介
し

た
、
チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
雑
誌
で
あ
る
。
チ
ェ
コ
語
に
よ

る
た
め
記
事
の
タ
イ
ト
ル
や
作
家
・
作
品
名
を
拾
う
に
と
ど
ま
り
、
モ
ニ
タ
ー
で
の
閲
覧
で

も
あ
っ
た
が
、
創
刊
時
か
ら
一
九
一
〇
年
頃
ま
で
の
各
巻
・
各
号
を
通
覧
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
膨
大
な
頁
を
繰
る
こ
と
で
、
当
時
評
価
さ
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
再
評
価
が
な
さ
れ
た

作
家
の
顔
ぶ
れ
や
、
一
九
〇
〇
年
前
後
か
ら
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
、
建
築
を

絵
画
や
彫
刻
と
同
等
に
扱
い
、
庇
護
奨
励
す
る
動
き
が
あ
っ
た
事
実
を
確
認
し
得
た
。
ま
た

一
九
〇
八
年
の
一
二
巻
一
〇
・
一
一
・
一
二
合
併
号
に
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
作
家
で
も
あ

る
ホ
フ
バ
ウ
エ
ル
が
執
筆
し
た
「
日
本
の
美
術
」
が
豊
富
な
写
真
図
版
と
と
も
に
七
七
頁
に

わ
た
り
掲
載
さ
れ
、
特
に
注
目
さ
れ
た
。
近
世
ま
で
の
日
本
美
術
の
流
れ
を
概
観
し
た
も
の

で
、
図
版
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
空
気
を
反
映
し
て
多
く
の
浮
世
絵
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
な

か
に
は
前
述
し
た
喜
多
川
歌
麿
《
鮑
取
り
》
も
あ
り
、
本
研
究
に
お
け
る
『
ヴ
ォ
ル
ネ
・
ス

ミ
ェ
リ
』
の
重
要
性
と
さ
ら
な
る
読
み
込
み
の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
た
。

■
一
月
二
九
日（
月
）　
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
版
画
素
描
室（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
国
立
美
術
館
版
画
素
描
室
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
調
査
を
終
日
行
っ
た
。
作
品
数
は
約
一
五

〇
、
主
な
作
家
は
プ
ラ
イ
シ
グ
、
オ
ル
リ
ク
、
シ
モ
ン
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ク
レ
ム（W

alther 

K
lem

m

 1883－1957

）、
カ
ー
ル
・
テ
ィ
ー
マ
ン（C

arl T
hiem

ann 1881－1966

）の
五
名
。

い
ず
れ
も
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
と
の
深
い
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
作
家
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ク

レ
ム
と
テ
ィ
ー
マ
ン
に
未
見
の
、
ま
た
興
味
深
い
作
品
が
数
多
く
見
い
だ
さ
れ
た
。
ふ
た
り

は
と
も
に
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
・
ヴ
ァ
リ
に
生
ま
れ
、
ク
レ
ム
は
ウ
ィ
ー
ン
で
、
テ
ィ
ー
マ
ン
は
プ

ラ
ハ
で
学
ん
だ
の
ち
、
一
九
〇
四
年
か
ら
は
プ
ラ
ハ
の
共
同
ア
ト
リ
エ
で
、
一
九
〇
八
年
以

降
は
ド
イ
ツ
・
ダ
ッ
ハ
ウ
の
芸
術
家
村
で
行
動
を
と
も
に
し
な
が
ら
、
浮
世
絵
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
多
色
摺
の
木
版
画
を
制
作
し
た
。
こ
の
技
法
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
一
九
〇
〇
年
か
ら

翌
年
に
か
け
て
来
日
し
、
ふ
た
り
に
先
駆
け
て
木
版
画
を
試
み
た
オ
ル
リ
ク
の
影
響
が
あ
っ

た
と
さ
れ
、
本
研
究
に
お
い
て
は
非
常
に
重
要
な
作
家
と
い
え
る
。
オ
ル
リ
ク
の
作
品
が
主

版
＋
色
版
と
い
う
浮
世
絵
の
版
構
成
に
忠
実
で
あ
る
の
に
対
し
、
ふ
た
り
は
そ
れ
ぞ
れ
に
独

自
な
解
釈
を
加
え
、
た
と
え
ば
ク
レ
ム
は
建
築
物
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
と
ら
え
て
補
色
の
効

果
を
利
用
し
た
鮮
烈
な
構
成
に（
図
32
）、
テ
ィ
ー
マ
ン
は
樹
木
や
大
地
を
極
限
ま
で
簡
略
化

図31 チェコ国立図書館外観
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し
た
大
胆
な
構
成
に（
図
33
）、
新
鮮
な
造
形
を
開
拓
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
ふ
た
り

の
履
歴
や
作
品
は
残
念
な
が
ら
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
展
覧
会
と
い
う
形

で
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
と
の
思
い
を
新
た
に
さ
せ
る
調
査
で
あ
っ
た
。

■
一
月
三
〇
日（
火
）　
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
版
画
素
描
室
、
同
近
現
代
美
術
部
門（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
午
前
中
は
前
日
に
引
き
続
き
キ
ン
ス
キ
ー
宮
殿
で
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
版
画
素
描
室
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
調
査
を
行
い
、
斎
藤
清
お
よ
び
棟
方
志
功
の
作
品
数
点
を
調
査
し
た
ほ
か
、
本

研
究
に
直
接
関
わ
る
も
の
と
し
て
『
宋
紫
石
画
譜
』（
地
／
巻
之
中
）を
閲
覧
し
た
。
こ
の
版

本
に
は
「A

 M
onsieur E

.O
rlik／

souvenir affectueux／
de T

. F
ujishim

a／
T

okio, 

1901

」
と
の
献
詞
が
あ
り（
図
34
）、
マ
ル
ケ
ー
タ
氏
は
「T

. Fujishim
a

」
を
藤
島
武
二
と

推
定
し
て
い
る
。
受
け
手
で
あ
る
オ
ル
リ
ク
は
確
か
に
一
九
〇
〇
年
四
月
か
ら
翌
年
二
月
ま

で
日
本
に
お
り
、
藤
島
も
参
加
し
て
い
た
白
馬
会
の
第
五
回
展（
一
九
〇
〇
年
九
〜
一
〇
月
）

に
水
彩
画
や
パ
ス
テ
ル
画
、
石
版
画
、
銅
版
画
を
一
六
点
出
品
し
て
い
る
。
ま
た
藤
島
が
装

幀
・
挿
画
を
手
が
け
た
雑
誌
『
明
星
』
に
お
い
て
一
九
〇
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
四
度
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
ふ
た
り
に
親
交
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
断
定
す
る
に
は
さ
ら
な
る
調

査
が
必
要
だ
が
、
少
な
く
と
も
オ
ル
リ
ク
が
日
本
で
入
手
し
た
版
本
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

あ
り
、
ま
た
所
蔵
印
か
ら
そ
の
後
ホ
ロ
ウ
ハ
の
手
に
渡
っ
た
と
判
明
す
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ

ハ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ザ
ン
た
ち
の
交
流
も
示
唆
す
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

　
午
後
は
、
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
の
近
現
代
部
門
が
置
か
れ
て
い
る
ヴ
ェ
レ
ト
ル
ジ
ュ
ニ
ー

宮
殿
の
収
蔵
庫
で
調
査
を
行
っ
た
。
作
家
は
既
出
の
ホ
フ
バ
ウ
エ
ル
、
プ
ラ
イ
シ
グ
、
ク
ビ

シ
ュ
タ
、
フ
ィ
ア
ラ
及
び
ア
ン
ト
ニ
ン
・
フ
デ
チ
ェ
ク（A

ntonín H
udeček 1872－1941

）

の
五
名
。
作
品
は
い
ず
れ
も
油
彩
画
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ア
ラ
の
《
釜
を
運
ぶ
》
は
昨
年
調
査

し
た
《
父
島
》
と
同
様
、
一
九
二
〇
年
の
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
小
笠
原
の
父
島
を
訪
れ
た

際
に
描
か
れ
た
作
品
。
裏
面
に
残
さ
れ
た
出
品
番
号
と
タ
イ
ト
ル
の
記
さ
れ
た
貼
り
紙
か

ら
、
日
本
で
展
観
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
興
味
深
い
。
フ
デ
チ
ェ
ク
は
チ
ェ
コ
の
印

象
派
と
し
て
知
ら
れ
る
風
景
画
家
。
数
点
の
作
例
か
ら
、
フ
デ
チ
ェ
ク
が
国
外
の
印
象
派
を

介
し
て
高
い
視
点
や
林
立
す
る
樹
木
と
い
っ
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
語
彙
を
吸
収
し
た
状
況
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ほ
か
に
も
プ
ラ
イ
シ
グ
の
作
例
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
傾
向
が

図32 ヴァルター・クレム《リベレツの古街より》　
1906年　木版

図33 カール・ティーマン《白樺》　1906年　
 木版

図34 エミール・オルリク旧蔵の『宋紫石画譜』
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顕
著
な
自
身
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
作
品
と
の
造
形
上
の
共
通
項
が
あ
る
点
や
、
日
本
の
印
章
の

ス
タ
イ
ル
を
模
し
た
サ
イ
ン
が
注
目
さ
れ
た
。
な
お
ク
ビ
シ
ュ
タ
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
〇

年
前
後
の
優
れ
た
風
景
画
を
数
点
調
査
し
た
が
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
展
示

は
難
し
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

■
一
月
三
一
日（
水
）　
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
東
洋
美
術
部（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
こ
の
日
は
終
日
、
展
覧
会
に
向
け
た
会
議
に
費
や
さ
れ
た
。
午
前
中
は
実
務
面
を
議
題
と

し
、
想
定
さ
れ
る
作
業
̶
撮
影
や
額
装
、
修
復
、
保
険
付
保
、
輸
送
、
展
示
、
図
録
の
編
集

な
ど
̶
を
立
項
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
を
検
討
し
、
必
要
経
費
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
を
行

っ
た
。
午
後
は
内
容
面
を
議
題
と
し
、
昨
年
よ
り
二
度
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
調
査
を
い
か

に
反
映
さ
せ
て
二
〇
一
四
年
の
展
覧
会
「
チ
ェ
コ
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
」
を
再
編
成
す

る
か
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
。
実
務
面
・
内
容
面
と
も
に
問
題
点
や
見
解
の
相
違
も
明
ら

か
に
な
っ
た
が
、
展
覧
会
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
鮮
明
に
す
る
、
実
り
多
い
会
議
と
な
っ
た
。

■
二
月
一
日（
木
）　
プ
ラ
ハ
民
族
文
学
博
物
館（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
民
族
文
学
博
物
館
に
て
、
午
前
中
は
版
画
や
素
描
、
図
案
の
調
査
を
行
っ
た
。
主
な
作
家

は
プ
ラ
イ
シ
グ
、
ス
ハ
ル
ド
ヴ
ァ
ー
、
フ
ラ
バ
ー
チ
ェ
ク
の
三
名
。
プ
ラ
イ
シ
グ
に
つ
い
て

は
す
で
に
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
で
多
く
の
作
品
を
調
査
し
て
い
る
が
、
摺
色
の
異
な
る
、
あ

る
い
は
構
図
が
改
変
さ
れ
た
版
画
や
、
未
見
の
壁
紙
デ
ザ
イ
ン
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
実
験
的

か
つ
多
彩
な
作
品
世
界
を
再
認
識
さ
せ
る
内
容
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
バ
ー
チ
ェ
ク
に
は
ミ
ュ
シ

ャ
の
ス
タ
イ
ル
を
想
起
さ
せ
る
装
飾
的
な
ポ
ス
タ
ー
原
画
が
数
点
あ
り
、
ぜ
ひ
展
覧
会
に
組

み
入
れ
た
い
と
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
最
も
興
味
深
か
っ
た
の
は
ス
ハ
ル
ド
ヴ
ァ
ー
の

図
案
で
あ
る
。
そ
の
陶
芸
作
品
に
つ
い
て
は
す
で
に
国
立
美
術
館
や
美
術
工
芸
博
物
館
な
ど

で
多
数
調
査
し
て
い
る
が
、
平
面
作
品
を
ま
と
め
て
見
る
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
植
物
に

取
材
し
た
甘
美
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
図
案
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
を
介
し
た
日
本
的
な
造

形
法
の
受
容
を
示
し
、
ス
ハ
ル
ド
ヴ
ァ
ー
が
本
研
究
に
お
い
て
重
要
な
作
家
で
あ
る
こ
と
が

改
め
て
実
感
さ
れ
た
。
午
後
は
、
引
き
続
き
同
館
に
て
、
一
月
二
七
日
に
チ
ェ
コ
国
立
図
書

館
で
モ
ニ
タ
ー
閲
覧
し
た
美
術
雑
誌
『
ヴ
ォ
ル
ネ
・
ス
ミ
ェ
リ
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
調
査
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
た（
図
35
）。
閲
覧
し
た
の
は
一
八
九
七
年
か
ら
一
九
一
五
年
に
刊
行
さ
れ

た
約
二
〇
〇
冊
。
モ
ニ
タ
ー
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
日
本
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
表
紙（
図
36
）

や
挿
図
の
色
、
摺
り
の
調
子
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
調
査
で
あ
っ
た
。

■
二
月
二
日（
金
）　
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
東
洋
美
術
部（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
最
終
日
は
、
展
覧
会
に
向
け
た
出
品
リ
ス
ト
の
検
討
を
行
っ
た（
図
37
）。
リ
ス
ト
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
昨
年
末
よ
り
や
り
と
り
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
回
調
査
の
内
容
を
受
け

て
、
改
め
て
リ
ス
ト
の
加
除
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
チ
ェ
コ
の
美
術
に
対
し
て
不
案
内
な

図35 プラハ民族文学博物館における調査風景

図
36 

『
ヴ
ォ
ル
ネ
・
ス
ミ
ェ
リ
』
12
巻
8
号
表
紙
　

 

一
九
〇
八
年
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日
本
の
鑑
賞
者
を
想
定
し
た
章
構
成
や
、
展
覧
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
考
慮
し
な
が
ら
調
整
を

進
め
、
ま
た
ハ
ー
ノ
ヴ
ァ
ー
氏
か
ら
新
た
に
提
案
さ
れ
た
ヴ
ァ
ー
ハ
ル
や
ミ
ュ
シ
ャ
の
作
品

も
組
み
入
れ
つ
つ
、
現
時
点
で
の
仮
リ
ス
ト
を
ま
と
め
る
に
至
っ
た
。
リ
ス
ト
を
検
討
す
る

な
か
で
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
と
い
う
、
あ
い
ま
い
な
要
素
が
多
く
、
定
義
の
困
難
な
、
時
に
危

険
で
す
ら
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
議
論
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
今
後
の
作
業
内
容
や
そ
の
進
め
方
を
確
認
し
、
全
日
程
を
終
え
た
。

＊
後
述
す
る
展
覧
会
「Japonism

e in C
zech A

rt

」
の
日
本
語
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
表
記
に
倣
い
、
本
稿
で

は
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
」
に
統
一
す
る
。

＊
＊
こ
の
展
覧
会
の
情
報
及
び
日
本
展
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
の
井
上
芳
子
氏
に
多

く
を
負
う
。

＊
＊
＊
「
ミ
ュ
シ
ャ
」
は
フ
ラ
ン
ス
で
の
発
音
で
あ
り
、
チ
ェ
コ
で
は
「
ム
ハ
」
と
発
音
す
る
が
、
日
本
で
は

「
ミ
ュ
シ
ャ
」
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
そ
れ
に
倣
う
。

な
お
、
本
稿
で
使
用
し
た
作
品
図
版
の
出
典
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

V
olné sm

ěry art m
agazine, N

o. 8, Prague 1908 
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Report on Investigations of Japonism in the Czech Republic (Abstract)

Nishiyama Junko

 The Chiba City Museum of Art has become renowned for its collecting and display of prints and printed 
books from the Japanese pre-modern to modern era, hosting many planned exhibitions as well as exhibitions 
from the Collection. Involved in these activities as I am, I have a real sense of the fascinating, dynamic influen-
tial relationship - a game of inspirational catch between artists of Japan and the West - brought about by the 
disseminating power of Japanese prints. This movement is represented by Japonism, yet the influential relation-
ship was in no way one-directional. We see a phenomenon of reimportation whereby Japanese artists imitate 
Western prints that were inspired by Japanese art, and it has long been my wish to examine this bi-directional 
movement through the form of an exhibition. Japonism research has also expanded its focus in recent years, re-
vealing that it reached as far as the countries of Central Europe, Scandinavia and Russia, and was not just con-
fined to the West with France at its core. Our attention was drawn to this fact by the exhibition “Japonisme in 
Czech Art” held at the National Gallery in Prague in 2014. Its organizer, Markéta Hánová, demonstrated with 
abundant examples the diverse influence on visual art in the Czech Republic, focusing on the directions taken 
by exhibitions and collectors of Japanese art there, and the publication of works related to Japan. Not just 
prints; genres were wide-ranging and included craft and oil painting, design, sculpture, fashion, and architec-
ture. Many of the art-works were unknown in Japan and expressed in extremely novel ways, and so I had the 
idea of holding the exhibition, reorganizing it for an audience in Japan with the addition of works by Jap-anese 
artists. The Czech Republic boasts Emil Orlik (1870-1932), an artist from Prague of German descent, who vis-
ited Japan and produced Ukiyo-e-style woodblock prints. I consider it deeply sig-nificant that his activities, and 
the method of expression in the autolithography and bookplates that Orlik brought to Japan, can be introduced 
as examples of Japonism and its circulating influ-ence.
 Our museum was fortunate enough to receive a research grant for this year from the Takaku Foundation to 
pursue the theme “Research of East-West Exchange Found in Prints”. Thanks to this, it was possible to carry 
out investigations of Japonism in the Czech Republic on two occa-sions. Through these investigations, I was 
able to confirm many examples of Japonism, including by Orlik, as well as finding the traces of globe-trotters 
who visited Japan in the Meiji period, the activities of Japanese art collectors and Ukiyo-e scholars. I also learnt 
of the Czech Republic’s unique backdrop of a complex absorption of Japonism via France, Austria and Germa-
ny, and the renewed Japonaiserie during the 1920s. This paper is a report summarizing these investigations.

(Translated by Barbara Cross)



86

一
　
展
覧
会

（
一
）企
画
展
（
七
件
）

① 

二
〇
一
六
年
四
月
九
日（
土
）〜
五
月
二
二
日（
日
）　
七
階
第
五
〜
七
展
示
室
・
八
階
展

示
室

「
生
誕
一
四
〇
年
　
吉
田
博
展
」

＊
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
風
景
画
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
し
た
吉
田
博（
一
八
七
六
〜
一
九
五
〇
）

の
、
生
誕
一
四
〇
年
を
記
念
し
た
回
顧
展
。
豊
富
な
在
外
経
験
の
な
か
で
日
本
人
の
洋
画
を
模
索
し
続
け

た
軌
跡
を
た
ど
り
、
水
彩
・
油
彩
・
木
版
そ
の
他
資
料
を
含
む
約
三
〇
〇
点
を
展
観
し
た
。

（
四
二
日
間
／
入
場
者
一
五
、
九
七
一
人
）

② 

七
月
六
日（
水
）〜
八
月
二
八
日（
日
）　
七
階
第
六
〜
八
展
示
室
・
八
階
展
示
室

「
河
井
寬
次
郎
と
棟
方
志
功
　
日
本
民
藝
館
所
蔵
品
を
中
心
に
」

＊
陶
芸
家
・
河
井
寬
次
郎（
一
八
九
〇
〜
一
九
六
六
）と
版
画
家
・
棟
方
志
功（
一
九
〇
三
〜
七
五
）の
二
人

は
、
民
芸
運
動
を
初
期
か
ら
支
え
た
作
家
で
あ
る
。
本
展
で
は
二
人
と
ゆ
か
り
が
深
い
日
本
民
藝
館
の
所

蔵
品
を
中
心
に
、
現
代
に
も
生
き
続
け
る
近
代
日
本
の
美
意
識
を
紹
介
し
た
。

（
五
三
日
間
／
入
場
者
一
二
、
一
四
〇
人
）

③ 

九
月
七
日（
水
）〜
一
〇
月
三
〇
日（
日
）　
八
階
展
示
室

「
小
川
信
治
―
あ
な
た
以
外
の
世
界
の
す
べ
て
」

＊
小
川
信
治（
一
九
五
九
年
生
）は
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
、
ゴ
ッ
ホ
の
名
画
、

誰
も
が
知
っ
て
い
る
観
光
名
所
な
ど
、
見
慣
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
極
め
て
精
緻
な
筆
致
で
描
き
直
す
。
し
か

し
そ
れ
ら
は
、
本
来
あ
る
は
ず
の
人
や
物
が
消
さ
れ
て
い
た
り
、
逆
に
あ
る
は
ず
の
な
い
も
の
が
描
き
加

え
ら
れ
て
お
り
、
見
る
も
の
は
不
思
議
な
感
覚
に
お
そ
わ
れ
る
。
本
展
は
首
都
圏
の
美
術
館
で
は
初
の
個

展
で
、
作
者
の
代
表
作
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
教
育
普
及
的
視
点
を
取
り
入
れ
て
開
催
し
た
。

平
成
二
八（
二
〇
一
六
）年
度
　
千
葉
市
美
術
館
の
活
動「生誕一四〇年　吉田博展」会場

「河井寛次郎と棟方志功　日本民藝
館所蔵品を中心に」展会場

チラシ

チラシ
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（
五
二
日
間
／
五
、
八
六
二
人
）

④ 

九
月
七
日（
水
）〜
一
〇
月
三
〇
日（
日
）　
七
階
展
示
室

「
見
立
て
の
手
法
―
岡
崎
和
郎
のW

ho ’s W
ho

」

＊
岡
崎
和
郎（
一
九
三
〇
年
生
）は
、
一
九
六
〇
年
代
に
詩
人
・
美
術
批
評
家
の
瀧
口
修
造
に
見
出
さ
れ
、

オ
ブ
ジ
ェ
の
発
表
を
開
始
し
た
。
本
展
は
彼
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
代
表
作
で
も
あ
る
「W

ho’s 

W
ho

」
の
シ
リ
ー
ズ
を
展
観
す
る
展
覧
会
。
六
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で
続
く
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
デ
ュ

シ
ャ
ン
、
瀧
口
修
造
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン
か
ら
、
河
原
温
、
葛
飾
北
斎
、
樋
口
一
葉
に
い
た

る
ま
で
、
岡
崎
が
交
流
し
た
作
家
、
敬
愛
す
る
作
家
の
作
品
に
着
想
を
得
て
つ
く
ら
れ
た
一
群
の
オ
ブ
ジ

ェ
で
あ
る
。
本
展
で
は
、
元
と
な
っ
た
作
家
の
作
品
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
た
。

（
五
二
日
間
／
入
場
者
五
、
六
五
一
人
）

⑤ 

一
一
月
一
〇
日（
木
）〜
一
二
月
一
八
日（
日
）　
七
階
第
五
〜
七
展
示
室
・
八
階
展
示
室

「
文
人
と
し
て
生
き
る
―
浦
上
玉
堂
と
春
琴
・
秋
琴
父
子
の
芸
術
」

＊
浦
上
玉
堂（
一
七
四
五
〜
一
八
二
〇
）は
江
戸
時
代
後
期
を
代
表
す
る
文
人
画
家
・
琴
士
で
あ
る
。
そ
の

子
春
琴（
一
七
七
九
〜
一
八
四
六
）は
当
時
の
京
都
で
指
折
り
の
人
気
画
家
で
あ
っ
た
が
、
近
代
以
降
は
父

の
影
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
。
次
子
秋
琴（
一
七
八
五
〜
一
八
七
一
）も
音
楽
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
本

展
は
、
知
友
と
の
豊
か
な
交
流
の
あ
と
を
全
国
に
た
ど
り
、
文
人
と
し
て
の
矜
持
を
高
く
保
っ
た
父
子
の

生
涯
と
そ
の
芸
術
を
総
合
的
に
展
観
し
た
。
特
に
浦
上
春
琴
に
関
し
て
は
初
め
て
の
大
規
模
な
回
顧
展
と

な
っ
た
。

（
三
六
日
間
／
入
場
者
九
、
〇
〇
四
人
）

⑥ 

二
〇
一
七
年
一
月
四
日（
水
）〜
二
月
二
六
日（
日
）　
七
階
第
七
〜
八
展
示
室
・
八
階
展

示
室

「
B
I
B
50
周
年
　
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
―
絵
本
の
50
年 

こ
れ
ま
で
と
こ

れ
か
ら
―
」

＊
二
年
に
一
度
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
の
首
都
で
開
催
さ
れ
る
「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展

（
B
I
B
）」。
本
展
で
は
二
五
回
目
の
開
催（
二
〇
一
五
年
秋
）を
機
に
B
I
B
へ
の
歴
代
参
加
作
品
の
中

か
ら
日
本
の
絵
本
の
歴
史
五
〇
年
を
振
り
返
っ
た
。
そ
の
始
ま
り
か
ら
現
在
ま
で
B
I
B
と
日
本
の
関
係

は
深
く
、
展
示
は
現
代
に
生
き
る
人
間
と
絵
本
と
の
関
わ
り
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。
展
示
後
半
部
分
で

は
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
は
じ
め
と
す
る
第
二
五
回
B
I
B
の
受
賞
作
品
及
び
日
本
か
ら
の
出
品
作
品
を
中
心

に
紹
介
し
た
。

「小川信治–あなた以外の世界のすべ
て」展会場

チラシ

「見立ての手法–岡崎和郎のWho’s 
Who」展会場

チラシ

チラシ

「文人として生きる–浦上玉堂と春琴・
秋琴父子の芸術」展会場
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（
五
二
日
間
／
入
場
者
一
〇
、
四
九
九
人
）

⑦ 

三
月
四
日（
土
）〜
二
四
日（
金
）　
一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル
、
七
・
八
階
展
示
室
、
九
階
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
一
一
階
講
堂

「
第
四
八
回
千
葉
市
民
美
術
展
覧
会
」

＊
第
四
六
回
千
葉
市
民
芸
術
祭
の
一
環
と
し
て
、
千
葉
市
美
術
協
会
会
員
及
び
公
募
入
選
作
品
約
千
点
を

七
部
門
に
分
け
て
展
示
し
た
。

（
二
〇
日
間
／
入
場
者
一
四
、
六
七
七
人
）

（
二
）所
蔵
品
を
中
心
と
し
た
テ
ー
マ
展
（
五
件
）

① 

二
〇
一
六
年
四
月
九
日（
土
）〜
五
月
二
二
日（
日
）　
七
階
第
八
展
示
室

「
四
季
の
う
つ
ろ
い
・
時
の
う
つ
ろ
い
」

＊
常
に
自
然
の
う
つ
ろ
い
に
美
意
識
を
感
じ
て
き
た
日
本
な
ら
で
は
の
表
現
に
焦
点
を
当
て
、
近
世
か
ら

近
代
の
日
本
絵
画
お
よ
び
版
画
で
小
品
展
を
構
成
し
た
。

（
四
二
日
間
／
入
場
者
一
六
、
〇
二
六
人
）

② 

六
月
一
日（
水
）〜
二
六
日（
日
）　
七
・
八
階
展
示
室

「
ふ
た
つ
の
柱
―
江
戸
絵
画
／
現
代
美
術
を
め
ぐ
る
」

＊
展
示
室
を
全
室
使
用
し
、
当
館
が
所
蔵
す
る
代
表
的
な
江
戸
時
代
の
絵
画
と
現
代
美
術
を
紹
介
し
た
。

（
二
五
日
間
／
入
場
者
四
、
七
三
七
人
）

③ 

七
月
六
日（
水
）〜
八
月
二
八
日（
日
）　
七
階
第
五
展
示
室

「
河
井
・
棟
方
の
周
辺
―
所
蔵
作
品
の
現
代
美
術
に
見
る
―
」

＊
「
河
井
寬
次
郎
と
棟
方
志
功
」
展
に
あ
わ
せ
、
勅
使
河
原
蒼
風
を
は
じ
め
と
す
る
現
代
美
術
作
品
を
展

示
し
た
。

（
五
三
日
間
／
入
場
者
一
二
、
一
〇
九
人
）

「ブラティスラヴァ世界絵本原画展」
会場

チラシ

「四季のうつろい・時のうつろい」
展会場

「ふたつの柱–江戸絵画／現代絵画
をめぐる」展会場

チラシ
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④ 
一
一
月
一
〇
日（
水
）〜
一
二
月
一
八
日（
日
）　
七
階
第
八
展
示
室

「
父
子
の
芸
術
も
の
が
た
り
―
所
蔵 

江
戸
時
代
の
美
術
よ
り
」

＊
「
文
人
と
し
て
生
き
る
―
浦
上
玉
堂
と
春
琴
・
秋
琴
父
子
の
芸
術
」
展
に
あ
わ
せ
、
当
館
所
蔵
・
寄
託

の
江
戸
時
代
の
美
術（
絵
画
）よ
り
、
岡
田
米
山
人
・
半
江
、
鈴
木
其
一
・
守
一
な
ど
父
子
の
芸
術
に
つ
い

て
、
そ
の
人
と
作
品
を
紹
介
し
た
。

（
三
六
日
間
／
入
場
者
九
、
〇
四
七
人
）

⑤ 

二
〇
一
七
年
一
月
四
日（
水
）〜
二
月
二
六
日（
日
）　
七
階
第
五
〜
七
展
示
室

「
春
を
寿
ぐ
　
所
蔵
浮
世
絵
名
品
展
」

＊
「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
」
に
あ
わ
せ
、
世
界
で
一
番
美
し
い
絵
本
と
も
評
さ
れ
て
い

る
喜
多
川
歌
麿
の
絵
本
を
中
心
に
当
館
が
所
蔵
す
る
浮
世
絵
版
画
を
展
示
し
た
。

（
五
二
日
間
／
入
場
者
一
一
、
四
五
一
人
）

二
　
展
覧
会
関
連
講
演
会
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
等
（
二
三
件
）

〈
吉
田
博
展
〉

① 

二
〇
一
六
年
四
月
九
日（
土
）　
一
一
階
講
堂
　（
参
加
者
一
三
四
人
）

記
念
講
演
会
「
吉
田
博
・
そ
の
人
と
芸
術
」

講
師
　
安
永
幸
一（
元
福
岡
市
美
術
館
副
館
長
）

② 

五
月
三
日（
火
・
祝
）　
一
一
階
講
堂
　（
参
加
者
一
五
七
人
）

講
演
会
「
吉
田
博
の
自
然
観
と
木
版
世
界
」

講
師
　
吉
田
司（
版
画
家
・
吉
田
博
令
孫
）

③ 

五
月
一
五
日（
日
）　
一
一
階
講
堂
　（
参
加
者
一
三
一
人
）

講
演
会
「
吉
田
博
の
ア
メ
リ
カ
開
拓
精
神
」

講
師
　
吉
田
亜
世
美（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
吉
田
博
令
孫
）

〈
河
井
寬
次
郎
と
棟
方
志
功
〉

④ 

七
月
二
三
日（
土
）　
一
〇
階
会
議
室
　（
参
加
者
三
〇
人
）

記
念
茶
話
会
「
寬
次
郎
の
器
で
楽
し
む
お
茶
」

講
師
　
鷺
珠
江（
河
井
寬
次
郎
記
念
館
学
芸
員
・
河
井
寬
次
郎
令
孫
）

⑤ 

七
月
二
四
日（
日
）　
一
一
階
講
堂
　（
参
加
者
一
四
〇
人
）

記
念
講
演
会
「
歓
喜
の
二
人
〜
歓
の
巻
・
河
井
寬
次
郎
〜
」

講
師
　
鷺
珠
江（
河
井
寬
次
郎
記
念
館
学
芸
員
・
河
井
寬
次
郎
令
孫
）

⑥ 
八
月
二
〇
日（
土
）　
一
一
階
講
堂
　（
参
加
者
一
三
五
人
）

記
念
講
演
会
「
歓
喜
の
二
人
〜
喜
の
巻
・
棟
方
志
功
〜
」

講
師
　
石
井
頼
子（
棟
方
志
功
研
究
家
・
棟
方
志
功
令
孫
）

⑦ 

八
月
二
一
日（
日
）　
一
〇
階
会
議
室
　（
参
加
者
二
〇
人
）

記
念
茶
話
会
「
棟
方
志
功
流
　
お
茶
の
楽
し
み
」

「春を寿ぐ　所蔵浮世絵名品展」会場

チラシ



90

講
師　

石
井
頼
子（
棟
方
志
功
研
究
家
・
棟
方
志
功
令
孫
）

⑧ 

八
月
二
一
日（
日
）　

一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル　
（
参
加
者
六
一
七
人
）

特
別
企
画
「
美
術
館
で
縁
日
気
分
‼
」

参
加
・
協
力
団
体　

花
輪
茶
之
介（
飴
細
工
師
）、
武
藤
亜
希
子（
美
術
家
）、
千
葉
市
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
、
千
葉
市
科
学
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
W
i
C
A
N
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
千
葉
大

学
総
合
安
全
衛
生
管
理
機
構
、
千
葉
薬
品
、
当
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

他

〈
小
川
信
治
〉

⑨ 

九
月
二
四
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
六
五
人
）

対
談
「
小
川
信
治
の
グ
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
、
そ
の
思
考
と
制
作
」

講
師　

小
川
信
治（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）、
平
芳
幸
浩（
京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資
料
館

准
教
授
）

進
行　

畑
井
恵（
本
館
学
芸
員
）

＊
千
葉
市
美
術
館
研
究
紀
要
『
採
蓮
』
第
一
九
号
に
掲
載
。

〈
岡
崎
和
郎
のW

ho’s W
ho

〉

⑩ 

一
〇
月
一
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
五
七
人
）

講
演
会
「W

ho ’s 

岡
崎
和
郎
―
オ
ブ
ジ
ェ
・
ダ
ダ
・
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
」

講
師　

巖
谷
國
士（
明
治
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

⑪ 

一
〇
月
一
五
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
三
〇
人
）

講
演
会
「
岡
崎
和
郎 

オ
ブ
ジ
ェ
の
時
代
」

講
師　

加
治
屋
健
司（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
准
教
授
）

〈
小
川
信
治
／
岡
崎
和
郎
のW

ho ’s W
ho

関
連
〉

⑫ 

一
〇
月
一
五
日（
土
）〜
三
〇
日（
日
）　

一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル　
（
参
加
者
二
、
一
九
八
人
）

「
植
松
琢
磨　

星
の
み
か
た
」

⑬ 

一
〇
月
三
〇
日（
日
）　

一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル　
（
参
加
者
二
〇
人
）

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク

講
師　

植
松
琢
磨（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

⑭ 

一
〇
月
三
〇
日（
日
）　

一
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム　
（
参
加
者
二
一
人
）

対
談
「
ア
ー
ト
∩
宇
宙
」

講
師　

植
松
琢
磨（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）、
羽
村
太
雅（
国
立
天
文
台
広
報
普
及
員
、
柏
の
葉
サ

イ
エ
ン
ス
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
会
長
）

進
行　

畑
井
恵（
本
館
学
芸
員
）

〈
浦
上
玉
堂
と
春
琴
・
秋
琴
父
子
の
芸
術
〉

⑮ 

一
一
月
一
二
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
二
一
人
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
・
講
演
会
「
浦
上
玉
堂
、
春
琴
・
秋
琴
父
子
の
芸
術
」

講
師　

守
安
收（
岡
山
県
立
美
術
館
館
長
）

⑯ 

一
一
月
二
七
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
五
八
人
）

講
演
会
・
映
像
上
映
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
川
端
康
成
と
浦
上
玉
堂
、
そ
し
て
国
宝
《
凍

雲
篩
雪
図
》」

講
師　

川
端
香
男
里（
川
端
康
成
記
念
会
代
表
理
事
、
ロ
シ
ア
文
学
者
、
東
京
大
学
名
誉
教

授
）、
吉
増
剛
造（
詩
人
、
文
化
功
労
者
、
日
本
藝
術
院
会
員
）

＊
吉
増
剛
造
映
像
作
品 gozoC

ine

「
浦
上
玉
堂
の
魂
の
手
ノ
血
が
点
々
と
」
上
映
。
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⑰ 
一
二
月
三
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
四
七
人
）

七
絃
琴
コ
ン
サ
ー
ト
「
玉
堂
―
そ
の
琴
―
の
世
界
に
誘
う
」

演
奏　

坂
田
進
一（
琴
士
、
作
編
曲
家
、
東
西
古
典
音
楽
研
究
家
）

⑱ 

一
二
月
一
七
日（
土
）　

一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル　
（
参
加
者
一
〇
五
人
）

さ
や
堂
ナ
イ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
「usaginingen

の
映
像
と
音
楽
の
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
」

出
演
者　

usaginingen

（
平
井
伸
一
・
平
井
絵
美
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
）

出
店
協
力　

豆N
A

K
A

N
O

×W
iC

A
N

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、H

E
LLO

 G
A

R
D

E
N

、
西
千
葉
工

作
室
、M

oonlight B
ookstore

、
コ
ロ
タ
ー
ク
、
東
ノ
ハ
テ
ノ
国
、
呼
吸

〈
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
〉

⑲ 

二
〇
一
七
年
一
月
四
日（
水
）　

八
階
展
示
室
入
口

新
春
の
獅
子
舞

出
演　

登
渡
神
社
登
戸
神
楽
囃
子
連

⑳ 

一
月
二
一
日（
土
）　

一
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム（
参
加
者
二
〇
四
人
）

出
品
作
家
に
よ
る
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

出
演　

ミ
ロ
コ
マ
チ
コ（
絵
本
作
家
／B

IB
2015

金
の
り
ん
ご
賞
受
賞
）、
小
林
武
文（
打
楽

器
奏
者
）

㉑ 

二
月
四
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
三
八
人
）

「B
IB

 

五
〇
周
年
記
念 

絵
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

登
壇
者　

田
島
征
三（B

IB
1969

金
の
り
ん
ご
賞 

他
）、
村
上
康
成（B

IB
1991 

金
牌
）、
ミ
ロ

コ
マ
チ
コ（B

IB
2015 

金
の
り
ん
ご
賞
）

〈
春
を
寿
ぐ
〉

㉒ 

一
月
四
日（
水
）〜
二
月
二
六
日（
日
）　

七
階
所
蔵
作
品
展
会
場
他　
（
参
加
者
一
、
〇
四

六
人
）

外
国
人
を
対
象
と
し
た
多
言
語
化
等
の 

I
C
T 

実
証
実
験

＊
一
般
社
団
法
人
お
も
て
な
し 

I
T
C 

協
議
会
の
事
業
へ
の
協
力
。

㉓ 

一
月
一
六
日（
月
）　

七
階
所
蔵
作
品
展
会
場
他（
参
加
者
七
〇
人
）

国
際
会
議（
第
二
二
回
ア
ジ
ア
南
太
平
洋
設
計
自
動
化
会
議
）V
I
P
参
加
者
を
対
象
と
し
た

特
別
開
館
お
よ
び
展
示
解
説

＊
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
活
用
に
よ
る
美
術
館
来
館
誘
致
と
し
て
公
益
財
団
法
人
千
葉
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
共
に
実
施
。

三
　
市
民
美
術
講
座
（
一
〇
回
）

① 

二
〇
一
六
年
五
月
七
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
二
二
人
）

「
吉
田
博
―
残
さ
れ
た
資
料
が
語
る
こ
と
」　

講
師　

西
山
純
子（
当
館
主
任
学
芸
員
）

② 

六
月
一
一
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
五
三
人
）

「『
ふ
た
つ
の
柱
』
の
む
こ
う
が
わ
」　

講
師　

畑
井
恵（
当
館
学
芸
員
）、
松
岡
ま
り
江（
当
館

学
芸
員
）

③ 

七
月
三
〇
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
六
九
人
）

「
河
井
と
棟
方
、
そ
の
広
大
な
世
界
」　

講
師　

藁
科
英
也（
当
館
学
芸
課
長
代
理
）
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④ 
八
月
一
三
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
四
四
人
）

「
昭
和
三
〇
年
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
―
実
験
工
房
と
実
験
茶
会
―
」　

講
師　

藁
科
英
也

（
当
館
学
芸
課
長
代
理
）

⑤ 

九
月
一
七
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
八
人
）

「
岡
崎
和
郎
入
門
」　

講
師　

水
沼
啓
和（
当
館
主
任
学
芸
員
）

⑥ 

一
〇
月
二
二
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
二
六
人
）

「
小
川
信
治
が
描
く
世
界
」　

講
師　

畑
井
恵（
当
館
学
芸
員
）

⑦ 

一
一
月
一
九
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
七
一
人
）

「
日
本
文
人
画
と
玉
堂
」　

講
師　

河
合
正
朝（
当
館
館
長
）

⑧ 

一
二
月
一
一
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
六
五
人
）

「
浦
上
春
琴
の
魅
力
と
玉
堂
」　

講
師　

松
尾
知
子（
当
館
学
芸
係
長
）

⑨ 

二
〇
一
六
年
一
月
一
四
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
四
五
人
）

「
春
を
寿
ぐ
―
所
蔵
浮
世
絵
名
品
展
」　

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
副
館
長
兼
学
芸
課
長
）

⑩ 

二
月
一
一
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
六
人
）

「
B
I
B
2
0
1
5
を
振
り
返
る
」　

講
師　

山
根
佳
奈（
当
館
学
芸
員
）

四
　
講
師
の
派
遣
に
よ
る
講
座
等
（
二
五
件
）

① 

二
〇
一
六
年
四
〜
九
月（
期
間
中
一
五
回
）　

千
葉
大
学　
（
参
加
者
約
五
〇
人
）

普
遍
教
育
科
目
「
博
物
館
資
料
論
C
」

講
師　

水
沼
啓
和（
当
館
主
任
学
芸
員
）

②
二
〇
一
六
年
四
〜
一
五
年
一
月（
期
間
中
二
五
回
）　

学
習
院
大
学　
（
参
加
者
一
三
人
）

学
芸
員
実
習　

講
師　

山
根
佳
奈（
当
館
学
芸
員
）

③ 

四
月
九
日（
土
）　

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
（
参
加
者
七
六
人
）

生
涯
学
習
ア
カ
デ
ミ
ー
ち
ば 

第
三
期
「
日
本
美
術
鑑
賞
の
一
つ
の
在
り
方
」（
主
催　

千
葉

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

講
師　

河
合
正
朝（
当
館
館
長
）

④ 

六
月
一
八
日（
土
）　

海
の
博
物
館（
三
重
県
羽
鳥
市
）　
（
参
加
者
五
〇
人
）

「
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
海
女
」

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
副
館
長
兼
学
芸
課
長
）

⑤ 

七
月
一
七
日（
日
）　

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館　
（
参
加
者
二
四
人
）

草
津
市
・
栗
東
市
連
携
展
示
「K

U
R

IT
A

 B
LU

E
 

―
名
産
青
花
と
青
花
紙
の
あ
る
風
景
―
」

講
演
会
「
浮
世
絵
の
色
―
江
戸
ッ
子
の
愛
し
た
青
花
の
色
」

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
副
館
長
兼
学
芸
課
長
）

⑥ 

七
月
二
二
日（
金
）　

印
西
市
役
所（
印
西
市
教
育
委
員
会
）

印
西
市
文
化
財
審
議
会
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委
員　

西
山
純
子（
当
館
主
任
学
芸
員
）

⑦ 

八
月
二
日（
火
）　

国
立
新
美
術
館　
（
参
加
者
九
〇
人
）

「
平
成
二
八
年
度 
美
術
館
を
活
用
し
た
鑑
賞
教
育
の
充
実
の
た
め
の
指
導
者
研
修　

事
例
発

表
」（
主
催　

独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
）

講
師　

山
根
佳
奈（
当
館
学
芸
員
）

⑧ 

八
月
六
日（
土
）　

千
葉
市
稲
毛
図
書
館　
（
参
加
者
三
四
人
）

「
美
術
講
座　

近
代
日
本
の
美
意
識
〜
河
井
寬
次
郎
と
棟
方
志
功
〜
」（
主
催　

千
葉
市
稲
毛

図
書
館
）

講
師　

藁
科
英
也（
当
館
学
芸
課
長
代
理
）

⑨ 

九
月
二
日（
金
）　

千
葉
市
立
千
葉
高
等
学
校

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
千
葉
市
立
千
葉
高
等
学
校
） 
平
成
二
八
年
度
第
一

回
評
価
委
員
会

委
員　

小
倉
俊
博（
当
館
事
務
長
）

⑩ 

九
月
四
日（
日
）　

白
井
市
文
化
セ
ン
タ
ー　
（
参
加
者
五
四
人
）

「
浮
世
絵
の
魅
力　

描
か
れ
た
主
題
と
歴
史
」

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
副
館
長
兼
学
芸
課
長
）

⑪ 

九
月
二
四
日（
土
）　

岡
山
県
立
美
術
館　
（
参
加
者
一
二
〇
人
）

「
経
営
学
者
・
父
ピ
ー
タ
ー
・
F
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
が
愛
し
た
日
本
と
日
本
美
術
」

語
り
手　

セ
シ
リ
ー
・
A
・
ド
ラ
ッ
カ
ー（
ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
次
女
）

聞
き
手　

松
尾
知
子（
当
館
学
芸
係
長
）

⑫ 

九
月
二
五
日（
日
）　

岡
山
県
立
美
術
館　
（
参
加
者
八
〇
人
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
人
―
中
国
、
日
本
、
玉
堂
父
子
の
例
か
ら
考
え
る
」

パ
ネ
ラ
ー　

松
尾
知
子（
当
館
学
芸
係
長
）

⑬ 

一
〇
月
四
、
七
日（
火
、
金
）　

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー

第
二
二
回
千
葉
市
障
害
者
作
品
展
審
査
お
よ
び
表
彰
式
へ
の
出
席

審
査
員（
四
日
）　

西
山
純
子（
当
館
主
任
学
芸
員
）

表
彰
式
出
席（
七
日
）　

小
倉
俊
博（
当
館
事
務
長
）

⑭ 

一
〇
月
二
二
日（
土
）　

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
（
参
加
者
二
〇
六
人
）

「
千
葉
市
史
研
究
講
座
「
千
葉
市
の
歴
史
を
学
ぶ
」　

浮
世
絵
を
通
し
て
考
え
る
江
戸
と
房

州
」（
主
催　

千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
）

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
副
館
長
兼
学
芸
課
長
）

⑮ 

一
一
月
一
一
日（
金
）　

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館

平
成
二
八
年
度
第
一
回
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
資
料
収
蔵
委
員
会 

資
料
評
価
部
会（
美
術

部
会
）

委
員　

田
辺
昌
子（
当
館
副
館
長
兼
学
芸
課
長
）

⑯ 
一
一
月
二
三
日（
水
・
祝
）　

千
葉
大
学　
（
参
加
者
一
三
一
人
）

千
葉
大
学
市
民
講
座
「
浮
世
絵　

あ
ら
わ
る
！ 

―
房
州
・
江
戸
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」「
房
州
か

ら
江
戸
へ
―
浮
世
絵
の
始
祖
菱
川
師
宣
と
初
期
浮
世
絵
の
展
開
」

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
副
館
長
兼
学
芸
課
長
）

⑰ 

一
二
月
六
日（
火
）　

市
川
市
中
央
公
民
館　
（
参
加
者
五
〇
人
）
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市
川
中
央
老
壮
塾
「
浮
世
絵
の
歴
史
と
魅
力
」

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
副
館
長
兼
学
芸
課
長
）

⑱ 

一
月
二
七
〜
二
九
日（
金
〜
日
）　

東
京
国
立
博
物
館

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
日
本
美
術
専
門
家
連
携
・
交
流
事
業
専
門
家
会
議
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日

本
美
術
を
み
せ
る
―
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
―
」

出
席
者　

田
辺
昌
子（
当
館
副
館
長
兼
学
芸
課
長
）

⑲ 

二
月
一
七
、
二
一
〜
二
三
日（
金
、
火
〜
木
）　

城
西
国
際
大
学　
（
参
加
者
一
一
人
）

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
教
育
」

講
師　

山
根
佳
奈（
当
館
学
芸
員
）

＊
二
二
日
は
千
葉
市
美
術
館
に
て
実
施
。

⑳ 

二
月
一
八
日（
土
）　

東
京
国
立
博
物
館　
（
参
加
者
四
五
人
）

美
術
品
梱
包
輸
送
技
能
認
定
試
験（
主
催　

公
益
財
団
法
人 

日
本
博
物
館
協
会
）

審
査
員　

藁
科
英
也（
当
館
学
芸
課
長
代
理
）

㉑ 

二
月
二
五
日（
土
）　

き
ぼ
ー
る　
（
参
加
者
三
〇
人
）

「
千
葉
市
を
元
気
に
す
る
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

千
葉
を
売
り
込
む
！　

チ
バ
魅
力
発
見
伝
」

（
主
催　

千
葉
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

講
師　

田
辺
昌
子（
当
館
副
館
長
兼
学
芸
課
長
）

㉒ 

二
月
二
六
日（
日
）　

イ
ル
フ
童
画
館（
長
野
県
岡
谷
市
）　
（
参
加
者
六
二
人
）

「
版
画
に
つ
い
て
」

講
師　

西
山
純
子（
当
館
主
任
学
芸
員
）

㉓ 

三
月
四
日（
土
）　

久
留
米
市
美
術
館　
（
参
加
者
一
二
〇
人
）

「
生
誕
一
四
〇
年　

吉
田
博
展
」
美
術
講
座
「
吉
田
博
の
木
版
画
」

講
師　

西
山
純
子（
当
館
主
任
学
芸
員
）

㉔ 

三
月
一
四
日（
火
）　

印
西
市
役
所（
印
西
市
教
育
委
員
会
）

印
西
市
文
化
財
審
議
会

委
員　

西
山
純
子（
当
館
主
任
学
芸
員
）

㉕ 

三
月
二
一
日（
火
）　

東
京
国
立
博
物
館（
国
立
文
化
財
機
構
）

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
に
お
け
る
施
設
の
長
選
考
委
員
会

委
員　

河
合
正
朝（
当
館
館
長
）

五
　
外
部
機
関
誌
等
へ
の
執
筆
（
八
件
）

① 

田
辺
昌
子（
当
館
副
館
長
兼
学
芸
課
長
）「
研
究
ノ
ー
ト　

銚
子
市 

浄
国
寺
蔵 

河
原
道
樹
・

西
村
重
長
筆
「
海
上
郡
浄
国
寺
事
実
」」、「
展
覧
会
後
記　

千
葉
市
美
術
館
「
初
期
浮
世
絵

展
―
版
の
力
・
筆
の
力
―
」
展
を
終
え
て
」『
浮
世
絵
芸
術
』
一
七
二
号
、
二
〇
一
六
年
七
月
、

三
二
―
四
五
、
五
七
頁

② 

松
尾
知
子（
当
館
学
芸
係
長
）「
在
外
日
本
美
術
品
に
よ
る
展
覧
会
の
開
催
と
サ
イ
テ
ス
の

問
題
」『
月
刊
文
化
財
』
六
三
七
号（
特
集　

環
境
保
全
国
際
条
約
と
文
化
財
）、
二
〇
一
六
年

一
〇
月
、
三
七
―
四
〇
頁

③ 

西
山
純
子（
当
館
主
任
学
芸
員
）「
反
骨
の
洋
画
家
・
吉
田
博
の
こ
と
」『「
國
華
清
話
会
」
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会
報
』
第
二
八
号
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
、
一
〇
―
一
一
頁

④ 

西
山
純
子（
当
館
主
任
学
芸
員
）「
創
作
版
画
と
錦
絵
―
恩
地
孝
四
郎
《
今
代
婦
人
八
態
》

を
例
に
」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
三
四
号（
特
集 

浮
世
絵
研
究
の
現
在
と
未
来
）、
二
〇

一
六
年
一
一
月
、
一
二
一
―
一
二
六
頁

⑤ 

田
辺
昌
子（
当
館
副
館
長
兼
学
芸
課
長
）「
北
斎
芸
術
の
エ
ッ
セ
ン
ス
③　

北
斎
ら
し
い
ユ

ー
モ
ア
―『
北
斎
漫
画
』
よ
り
」『
美
術
手
帖
』
第
六
八
巻
通
巻
一
〇
四
七
号（
増
刊
号
）（
特
集　

葛
飾
北
斎　

江
戸
、
粋
な
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
描
い
た
画
狂
）、
二
〇
一
六
年
一
二
月
、

七
六
―
七
七
頁

⑥ 

田
辺
昌
子（
当
館
副
館
長
兼
学
芸
課
長
）「
歌
麿
の
世
界
」『
別
冊
太
陽 

日
本
の
こ
こ
ろ
二
四

五　

歌
麿 

決
定
版
』
二
〇
一
六
年
一
二
月
、
五
八
―
八
七
頁

⑦ 

畑
井
恵（
当
館
学
芸
員
）「「
よ
そ
も
の
」
た
ち
の
試
み 

―K
O

T
O

B
U

K
I

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ア
ク
シ
ョ
ン
の
事
例
か
ら
」『
民
族
藝
術
』
三
三
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
二
一
八
―
二
一
九
頁

⑧ 

田
辺
昌
子（
当
館
副
館
長
兼
学
芸
課
長
）『
鈴
木
春
信　

江
戸
の
面
影
を
愛
お
し
む
』
東
京

美
術（T

oB
i selection

）、
二
〇
一
七
年
三
月

六
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

〈
吉
田
博
展
〉

① 

二
〇
一
六
年
四
月
二
三
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
五
人
）

「
春
の
色
を
か
さ
ね
る 

―
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
つ
く
り
―
」

講
師　

田
口
由
佳（
当
館
嘱
託
員
）、
当
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
八
人
）

② 

四
月
二
九
日（
金
・
祝
）　

千
葉
市
内　
（
参
加
者
一
九
人
）

「
か
ら
だ
を
変
え
る
・
風
景
が
変
わ
る
」

講
師　

ペ
ピ
ン
結
構
設
計（
演
劇
集
団
）

〈
ふ
た
つ
の
柱
〉

③ 

六
月
四
、
一
八
日（
土
）　

七
・
八
階
展
示
室　
（
参
加
者
一
六
人
）

「
鑑
賞
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
い
っ
し
ょ
に
見
る
と
楽
し
い
ね
」」

講
師　

山
根
佳
奈
・
畑
井
恵（
当
館
学
芸
員
）、
田
口
由
佳（
当
館
嘱
託
員
）

〈
河
井
寬
次
郎
と
棟
方
志
功
〉

④ 

七
月
二
二
、
二
三
日（
金
、
土
）　

七
・
八
階
展
示
室　
（
参
加
者
の
べ
四
七
人
）

「
中
学
生
の
た
め
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ク
ル
ー
ズ
’16
」

講
師　

鑑
賞
リ
ー
ダ
ー（
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）、
山
根
佳
奈
・
畑
井
恵（
当
館
学
芸
員
）、

田
口
由
佳（
当
館
嘱
託
員
）

⑤ 

八
月
一
四
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
六
人
）

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
こ
ん
な
顔
み
っ
け
！ 

〜
木
の
粘
土
で
お
面
を
つ
く
ろ
う
〜
」

講
師　

田
口
由
佳（
当
館
嘱
託
員
）

⑥ 

八
月
二
一
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
五
四
人
）

「
高
校
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
二
〇
一
六
「
な
く
し
も
の
屋
」」

講
師　

武
藤
亜
希
子（
美
術
家
）
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〈
小
川
信
治
／
岡
崎
和
郎
のW

ho ’s W
ho

〉

⑦ 
一
〇
月
二
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
二
人
）

「
お
・
か
・
し 

な 

オ
ブ
ジ
ェ
」

講
師　

畑
井
恵（
当
館
学
芸
員
）、
田
口
由
佳（
当
館
嘱
託
員
）

〈
浦
上
玉
堂
と
春
琴
・
秋
琴
父
子
の
芸
術
〉

⑧ 

一
一
月
二
六
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
七
人
）

「
玉
堂
に
倣
う
― 

模
写
で
知
る
浦
上
玉
堂
の
魅
力
」

講
師　

山
下
和
也（
日
本
・
東
洋
絵
画
修
復
、
東
洋
絵
画
古
典
技
法
研
究
）

⑨ 

一
二
月
一
〇
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
四
人
）

「
こ
と
ば
×
お
と
×
か
た
ち
」

講
師　

粟
津
裕
介（
音
楽
家
）

〈
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
〉

⑩ 

二
〇
一
七
年
二
月
五
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
一
五
人
）

講
師　

み
や
こ
し
あ
き
こ（
絵
本
作
家
）

⑪ 

二
月
一
九
日（
日
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
二
三
人
）

「
和
綴
じ　

〜
昔
な
が
ら
の
本
を
手
作
り
〜
」

講
師　

田
口
由
佳（
当
館
嘱
託
員
）

七
　
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク（
各
一
回
）

「
吉
田
博
展
」　
（
参
加
者
六
九
人
）

「
ふ
た
つ
の
柱
」　
（
参
加
者
四
九
人
）

「
河
井
寬
次
郎
と
棟
方
志
功
」　
（
参
加
者
七
七
人
）

「
小
川
信
治
／
岡
崎
和
郎
のW

ho’s W
ho

」　
（
参
加
者
四
五
人
）

「
浦
上
玉
堂
と
春
琴
・
秋
琴
父
子
の
芸
術
」　
（
参
加
者
四
〇
人
）

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
」　
（
参
加
者
五
九
人
）

八
　
学
校
と
の
連
携
授
業

（
一
）学
校
団
体
の
受
け
入
れ

①
「
小
中
特
別
支
援
学
校
鑑
賞
教
育
推
進
事
業
」　
（
合
計
二
三
校
、
一
、
〇
八
一
人
）

＊
遠
隔
校
等
の
来
館
を
促
進
す
る
た
め
、
美
術
館
が
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。

「
吉
田
博
展
」　
（
一
校
、
三
八
人
）

「
ふ
た
つ
の
柱
」　
（
五
校
、
三
六
〇
人
）

「
河
井
寬
次
郎
と
棟
方
志
功
」　
（
一
校
、
参
加
者
八
〇
人
）

「
小
川
信
治
／
岡
崎
和
郎
のW

ho’s W
ho

」　
（
五
校
、
参
加
者
一
九
三
人
）

「
浦
上
玉
堂
と
春
琴
・
秋
琴
父
子
の
芸
術
」　
（
二
校
、
参
加
者
一
四
八
人
）

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
」　
（
九
校
、
参
加
者
二
六
二
人
）

②
右
記
以
外
の
方
法
で
来
館
す
る
児
童
・
生
徒
の
団
体
受
け
入
れ（
小
中
特
別
支
援
学
校
一

二
校
五
五
五
人
／
高
等
学
校
二
校
二
八
人
）
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＊
う
ち
九
校
、
四
八
二
人
に
①
と
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。

「
吉
田
博
展
」　
（
二
校
、
参
加
者
六
〇
人
）

「
河
井
寬
次
郎
と
棟
方
志
功
」　
（
八
校
、
参
加
者
二
四
三
人
）

「
小
川
信
治
／
岡
崎
和
郎
のW

ho’s W
ho

」　
（
二
校
、
参
加
者
二
〇
七
人
）

「
浦
上
玉
堂
、
春
琴
・
秋
琴
父
子
の
芸
術
世
界
」　
（
一
校
、
参
加
者
一
六
人
）

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
」　
（
一
校
、
参
加
者
五
七
人
）

（
二
）職
場
体
験
学
習
の
受
け
入
れ（
一
八
校
四
一
人
）

（
三
）「
千
葉
市
図
工
・
美
術
科
担
当
等
教
職
員
鑑
賞
一
日
研
修
」
八
月
一
八
日（
木
）実
施　

（
参
加
者
二
一
人
）

講
師　

永
山
智
子（
佐
倉
市
立
美
術
館
学
芸
員
）

（
四
）千
葉
市
教
育
研
究
会
中
学
校
造
形
部
会
美
術
館
活
用
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携

① 

中
学
校
美
術
部
合
同
鑑
賞
会
の
実
施　

七
月
二
五
、
二
六
日（
月
、
火
）　
（
参
加
者
五
校

の
べ
八
六
人
）

＊
二
五
日
、
準
備
会
。
二
六
日
、
鑑
賞
会
。

② 

中
学
校
職
員
と
の
意
見
交
換
会　

八
月
一
七
日（
水
）（
参
加
者
二
四
人
）

（
五
）高
等
学
校
の
利
用
促
進

① 「
高
校
生
美
術
館
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

五
月
一
八
日（
水
）実
施（
一
校
一
二
人
）、
一
二
月
一
四
日（
水
）実
施　
（
一
校
、
一
六
人
）

講
師　

武
藤
亜
希
子（
美
術
家
）

② 

企
画
展
、
所
蔵
作
品
展
の
高
校
生
観
覧
料
無
料
化　
（
利
用
者
四
二
四
人
）

（
六
）千
葉
大
学
と
の
連
携

「
千
葉
大
学
普
遍
教
育
教
養
展
開
課
目
『
博
物
館
実
習
B
』
企
画
展
示
」　
（
参
加
者
一
三
人
）

（
講
義
）六
月
一
〇
日（
金
）、
一
一
、
一
八
、
二
五
日（
土
）、
七
月
八
、
九（
金
、
土
）、
一
五
日

（
金
）

（
展
示
）八
月
五
、
六
日（
金
、
土
）

（
実
施
）八
月
八
日（
月
）〜
一
三
日（
土
）「
カ
ン
カ
ク
―「
わ
た
し
」
は
ど
こ
に
い
る
―
」
九
階

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
入
場
者
数
三
〇
七
人
）

九
　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム

＊
千
葉
大
学
や
教
育
機
関
、
地
域
N
P
O
と
の
連
携
事
業
で
あ
る
「
千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（W

iC
A

N

）」
の
活
動
。

① 

小
学
校
×
美
術
館
×
大
学
に
よ
る
「
浦
上
玉
堂
と
春
琴
・
秋
琴
父
子
の
芸
術
」
鑑
賞
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施　
（
協
力
校
一
校
）

（
千
葉
市
立
西
小
中
台
小
学
校
）

二
〇
一
六
年
一
二
月
二
日（
金
）事
前
授
業　

千
葉
市
立
西
小
中
台
小
学
校

一
二
月
八
日（
木
）展
覧
会
鑑
賞

一
二
月
一
二
日（
月
）事
後
授
業　

千
葉
市
立
西
小
中
台
小
学
校
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② 
二
〇
一
七
年
二
月
一
八
日（
土
）　

一
一
階
講
堂　
（
参
加
者
三
五
人
）

「〝
日
常
の
感
度
を
問
う
〞
〜
千
葉
を
撮
っ
て
み
え
た
も
の
〜
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆
上
映
会
」

講
師　

杉
田
協
士（
映
画
監
督
）

一
〇
　
県
内
外
の
美
術
館
・
博
物
館
等
と
の
連
携

（
一
）近
隣
美
術
館
連
絡
会
加
盟
館（
千
葉
市
美
術
館
、
千
葉
県
立
美
術
館
、
D
I
C
川
村
記

念
美
術
館
、
佐
倉
市
立
美
術
館
、
成
田
山
書
道
美
術
館
）の
活
動

① 

連
絡
会
議
の
開
催　

四
月
一
四
日（
木
）、
五
月
一
〇
日（
火
）

② 「
千
葉
北
総
地
域
の
美
術
館
を
中
心
と
し
た
観
光
振
興
連
携
事
業
」
を
平
成
二
九（
二
〇

一
七
）年
度
に
実
施
す
る
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
会
合
を
開
催
し
、「
千
葉
近
隣
美
術
館
連
携
事

業
実
行
委
員
会
」
を
組
織
。

（
二
）千
葉
市
科
学
館
と
の
相
互
割
引（
利
用
者
一
八
人
）

一
一
　
そ
の
他
の
提
携
事
業

〈
河
井
寬
次
郎
と
棟
方
志
功
〉

二
〇
一
六
年
八
月
五
日（
金
）　

そ
ご
う
千
葉
店　
（
参
加
者
二
〇
人
）

イ
ベ
ン
ト
「
デ
コ（
缶
）バ
ッ
チ
を
つ
く
ろ
う
」

＊
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に
配
布
し
た
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
提
示
で
、
展
覧
会
の
観
覧
料
割
引
を
実
施
。

〈
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
〉

二
〇
一
七
年
二
月
一
日（
水
）〜
二
六
日（
日
）　

三
省
堂
書
店
そ
ご
う
千
葉
店

開
催
記
念
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
を
開
催
。

〈
そ
の
他
〉

千
葉
市
観
光
協
会
、
千
葉
市
商
工
会
議
所
と
の
情
報
共
有
を
強
化
し
、
今
後
の
連
携
事
業
に

関
す
る
検
討
を
行
っ
た
。

一
二
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
一
）ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
合
計　

定
例
三
三
回
、
自
主
二
一
回
／
参
加
者
七
九
七
人　

（
定
例
四
六
九
人
、
自
主
三
二
八
人
））

＊
会
期
中
毎
週
水
曜
日
の
定
例
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
ほ
か
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
に
行
っ
た
不

定
期
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
に
つ
い
て
記
載
。

「
吉
田
博
展
」　
（
定
例
五
回
、
自
主
五
回
／
参
加
者
一
六
八
人
）

「
ふ
た
つ
の
柱
」　
（
定
例
三
回
／
参
加
者
三
七
人
）

「
河
井
寬
次
郎
と
棟
方
志
功
」　
（
定
例
七
回
、
自
主
四
回
／
参
加
者
一
九
九
人
）

「
岡
崎
和
郎
のW

ho’s W
ho

」、「
小
川
信
治
」　
（
定
例
七
回
、
自
主
五
回
／
参
加
者
九
九

人
）

「
浦
上
玉
堂
と
春
琴
・
秋
琴
父
子
の
芸
術
」　
（
定
例
四
回
、
自
主
五
回
／
参
加
者
一
九
七
人
）

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
」　
（
定
例
七
回
、
自
主
二
回
／
参
加
者
九
七
人
）

（
二
）鑑
賞
リ
ー
ダ
ー
（
の
べ
三
八
回
二
五
四
人
）
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＊
「
小
中
特
別
支
援
学
校
鑑
賞
教
育
推
進
事
業
」
等
児
童
・
生
徒
の
団
体
受
け
入
れ（
七
―（
一
））へ
の
協

力
活
動
。
学
校
側
の
希
望
に
応
じ
て
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
の
鑑
賞
に
対
応
す
る
。
鑑
賞
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
対
応
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
の
べ
人
数
を
記
録
。

「
吉
田
博
展
」（
二
回
一
三
人
）

「
ふ
た
つ
の
柱
」　（
八
回
五
六
人
）

「
河
井
寬
次
郎
と
棟
方
志
功
」　（
七
回
五
五
人
）

＊
「
中
学
生
の
た
め
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ク
ル
ー
ズ
’16
」（
六
―
④
）を
含
む
。

「
小
川
信
治
／
岡
崎
和
郎
のW

ho’s W
ho

」　（
九
回
五
八
人
）

「
浦
上
玉
堂
と
春
琴
・
秋
琴
父
子
の
芸
術
」　（
三
回
二
一
人
）

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
」　（
九
回
五
一
人
）

（
三
）ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
・
実
施

① 

二
〇
一
六
年
七
月
一
九
日（
火
）他（
全
二
二
回
）　
展
示
室
　（
参
加
者
二
三
五
人
）

「
お
し
え
て
！ 

は
て
な
先
生
」

② 

八
月
二
一
日（
日
）　
一
階
さ
や
堂
ホ
ー
ル

特
別
企
画
「
美
術
館
で
縁
日
気
分
!!
」（
二
―
⑧
）関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
各
種

③ 

一
一
月
五
、
一
三
日（
土
、
日
）　
九
階
講
座
室
　（
参
加
者
二
二
人
）

「
年
賀
状
を
多
色
摺
木
版
画
で
つ
く
ろ
う
」

④ 

一
二
月
六
日（
火
）　
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　（
参
加
者
一
二
三
人
）

ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6
「
木
版
画
多
色
摺
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

⑤ 

二
〇
一
七
年
一
月
一
五
、
二
九
日（
日
）、
二
月
一
八
日（
土
）　
七
階
ロ
ビ
ー
　（
参
加
者

の
べ
六
九
人
）

「
え
ほ
ん
の
じ
か
ん
」

⑥ 

一
月
二
二
日（
日
）　
一
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
　（
参
加
者
一
二
三
人
）

「
木
版
画
多
色
摺
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

一
三
　
出
版
活
動

（
一
）展
覧
会
図
録
等（
六
冊
）お
よ
び
主
な
掲
載
論
文
等（
編
集
あ
る
い
は
発
行
が
千
葉
市
美

術
館
に
よ
る
も
の
）

①
『
生
誕
一
四
〇
年
　
吉
田
博
展
』　
編
集
　
西
山
純
子（
千
葉
市
美
術
館
）、
藍
畑
啓
二（
毎

日
新
聞
社
）／
翻
訳
　
ま
い
子
・
ベ
ア
／
発
行
　
毎
日
新
聞
社

安
永
幸
一
「
近
代
風
景
画
の
巨
匠
　
吉
田
博
　
―
そ
の
生
涯
と
芸
術
」

滝
澤
正
幸
「
山
と
近
代
美
学
と
吉
田
博
」
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田
中
有
沙
子
「
吉
田
博
の
水
彩
画
に
み
る
芸
術
観
」

稲
富
景
子
「
吉
田
博
《
精
華
》
に
つ
い
て
」

西
山
純
子
「
吉
田
博
の
木
版
画
―
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
か
ら
見
た
ひ
と
つ
の
あ
ら
す
じ
」

「
吉
田
博 
年
譜
」

古
家
満
葉（
編
）「
参
考
文
献
」

②
『
河
井
寬
次
郎
と
棟
方
志
功
　
日
本
民
藝
館
所
蔵
品
を
中
心
に
』　
編
集
　
千
葉
市
美
術

館
学
芸
課
／
発
行
　
千
葉
市
美
術
館
／
協
力
　
高
久
国
際
奨
学
財
団

杉
山
享
司
「
柳
宗
悦
の
邂
逅
―
河
井
寬
次
郎
と
棟
方
志
功
を
め
ぐ
っ
て
」

河
井
寬
次
郎
「
棟
方
君
」（
再
録
）

鷺
珠
江
「
河
井
家
に
と
っ
て
の
「
ム
ナ
カ
タ
さ
ん
」」

棟
方
志
功
「
河
井
寬
次
郎
先
生
」（
再
録
）

石
井
頼
子
「
詞こ
と
ば

の
人
・
河
井
寬
次
郎
　
言こ
と

霊だ
ま

の
人
・
棟
方
志
功
」

諸
山
正
則
「
陶
芸
家
・
河
井
寬
次
郎
」

藁
科
英
也
「
ふ
た
つ
の
茶
会
―
棟
方
志
功
の
「
実
験
茶
会
」
と
柳
宗
悦
の
茶
会
―
」

千
葉
市
美
術
館
学
芸
課（
編
）「
年
譜
抄
」

千
葉
市
美
術
館
学
芸
課
「
参
考
文
献
抄
」

③
『
小
川
信
治
―
あ
な
た
以
外
の
世
界
の
す
べ
て
』　
編
集
　
畑
井
恵（
千
葉
市
美
術
館
）／

英
訳
　C

hristopher Sephens

／
発
行
　
千
葉
市
美
術
館

平
芳
幸
浩
「
で
は
こ
こ
で
、
凍
っ
た
世
界
を
捻
っ
て
割
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」

畑
井
恵（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
）「
感
染
す
る
謎
　
小
川
信
治
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

「
年
譜
」

「
文
献
目
録
」

④
『
見
立
て
の
手
法
―
岡
崎
和
郎
のW

ho ’s W
ho

』　
企
画
・
編
集
　
那
須
孝
幸
・
清
田
幸

枝（
北
九
州
市
立
美
術
館
）、
水
沼
啓
和（
千
葉
市
美
術
館
）／
翻
訳
　
南
平
妙
子
／
発
行
　
読

売
新
聞
社
、
美
術
館
連
絡
協
議
会

巖
谷
國
士
「
岡
崎
和
郎
―
オ
ブ
ジ
ェ
の
不
思
議
な
世
界
」

那
須
孝
行
「
見
立
て
の
手
法 W

ho’s W
ho 

考
」

水
沼
啓
和
「
岡
崎
和
郎
と
瀧
口
修
造
―
オ
ブ
ジ
ェ
流
通
の
問
題
を
中
心
に
」

那
須
孝
幸
、
清
田
幸
枝
、
廣
川
咲
弥（
編
）「
資
料
編
」

＊
「
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、「
展
覧
会
歴
」、「
主
要
文
献
」、「
掲
載
作

品
リ
ス
ト
」
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⑤
『
文
人
と
し
て
生
き
る
―
浦
上
玉
堂
と
春
琴
・
秋
琴
父
子
の
芸
術
』　
編
集
　
守
安
收
・

中
村
麻
里
子（
岡
山
県
立
美
術
館
）、
松
尾
知
子
・
松
岡
ま
り
江（
千
葉
市
美
術
館
）／
翻
訳
　

M
artha M

. M
cC

lintok

／
発
行
　
岡
山
県
立
美
術
館
、
千
葉
市
美
術
館

守
安
收
「
浦
上
玉
堂
、
春
琴
・
秋
琴
父
子
の
生
涯
と
芸
術
」

松
尾
知
子
「﹇
コ
ラ
ム
﹈「
李
楚
白
山
水
帖
」
と
玉
堂
・
春
琴
父
子
」

守
安
收
「﹇
コ
ラ
ム
﹈
上
田
堂
山
と
玉
堂
・
春
琴
父
子
」

中
村
麻
里
子
「﹇
コ
ラ
ム
﹈
春
琴
の
中
国
画
学
習
」

松
尾
知
子
「﹇
コ
ラ
ム
﹈
春
琴
の
交
遊
録
―
京
都
・
究
理
堂
を
め
ぐ
っ
て
」

松
尾
知
子
「﹇
コ
ラ
ム
﹈
魚
蝦
果
蔬
画
を
め
ぐ
る
春
琴
の
仕
事
」

尾
島
治
「﹇
コ
ラ
ム
﹈「
団
欒
一
咲（
笑
） 

自
成
我
家
」」

川
延
安
直
「﹇
コ
ラ
ム
﹈
浦
上
秋
琴
と
い
う
ひ
と
」

尾
島
治
、
川
延
安
直
、
中
村
麻
里
子
、
古
川
文
子
、
松
島
千
穂
、
守
安
收
、
松
岡
ま
り
江
、

松
尾
知
子
「（
作
品
解
説
）」

守
安
收
、
松
尾
知
子
「（
章
扉
解
説
）」

松
尾
知
子
「（
コ
ー
ナ
ー
解
説
）」

「
資
料
編
　
玉
堂
父
子
を
中
心
と
し
た
近
世
浦
上
家
系
図
」

「
資
料
編
　
出
品
作
品
デ
ー
タ
補
遺
／
参
考
図
版
」

「
資
料
編
　
落
款
印
章
」

守
安
收
「
資
料
編
　
玉
堂
の
印
章
に
つ
い
て
」

守
安
收
「
資
料
編
　
春
琴
・
秋
琴
の
印
章
に
つ
い
て
」

松
尾
知
子（
編
）「
玉
堂
父
子
を
め
ぐ
る
一
〇
〇
人
」

松
尾
知
子（
編
）「
浦
上
玉
堂
・
春
琴
・
秋
琴
　
年
譜
」

松
尾
知
子
、
松
岡
ま
り
江（
編
）「
浦
上
玉
堂
・
春
琴
・
秋
琴
　
関
係
文
献
」

⑥
『
B
I
B 

50
周
年
　
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
―
絵
本
の
50
年 

こ
れ
ま
で

と
こ
れ
か
ら
―
』　
編
集
　
山
根
佳
奈（
千
葉
市
美
術
館
）、
福
島
直（
足
利
市
立
美
術
館
）、

松
原
知
子
・
山
田
志
麻
子（
う
ら
わ
美
術
館
）、
濱
淵
真
弓（
岩
手
県
立
美
術
館
）、
安
部
沙
耶

香（
平
塚
市
美
術
館
）、
広
松
由
希
子
／
発
行
　
読
売
新
聞
社
、
美
術
館
連
絡
協
議
会

板
東
悠
美
子
「B

IB
 

50
周
年
と
日
本
国
内
巡
回
展
」

V
iera A

noškinová

、
吉
本
万
哉（
訳
）「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
の
50
年
」

松
居
直
「
20
世
紀
の
絵
本
文
化
に
果
た
し
たB

IB

の
役
割
」（
再
録
）

広
松
由
希
子
「
評
価
す
る
ま
な
ざ
し
　B

IB
2015

国
際
審
査
を
通
し
て
」

D
ušan R

oll

「B
IB

の
は
じ
ま
り
」

B
ettina H

ürlim
ann

「B
IB

 

草
創
期
の
思
い
出
」



102

山
根
佳
奈
「B

IB

―
日
本
か
ら
の
参
加
と
国
内
巡
回
展
の
こ
れ
か
ら
」

山
根
佳
奈（
編
）、
濱
淵
真
弓
・
広
松
由
希
子（
翻
訳
・
編
）「
出
品
作
家
ア
ン
ケ
ー
ト
」

福
島
直
、
安
部
沙
耶
香（
編
）「
絵
本
の
50
年 

年
表（B

IB

の
活
動
を
中
心
に
）」

「B
IB

歴
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
一
覧
」

（
二
）展
覧
会
の
出
品
目
録

＊
企
画
展
・
所
蔵
作
品
展
ご
と
に
発
行
。

（
三
）定
期
刊
行
物

① 

美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
『C

’n

』
第
七
八
〜
八
一
号（
四
回
）

② 

千
葉
市
美
術
館
研
究
紀
要
『
採
蓮
』
第
一
九
号　

※
掲
載
論
文
等
は
左
記
の
通
り

小
川
信
治
、
平
芳
幸
浩
、
畑
井
恵（
司
会
進
行
）「
対
談
「
小
川
信
治
の
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
、

そ
の
思
考
と
制
作
」

「
オ
ー
バ
リ
ン
大
学
・
ア
レ
ン
メ
モ
リ
ア
ル
美
術
館
所
蔵　

メ
ア
リ
ー
・
エ
イ
ン
ズ
ワ
ー
ス
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
浮
世
絵
版
画
目
録（
調
査
報
告
）」

③ 

千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
五
ド
キ
ュ
メ
ン
ト（
発
行
：
千
葉
ア

ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

一
四
　
作
品
の
収
集

（
一
）購
入
（
四
件
）

椿
貞
雄
《
壺（
黒
い
壺
に
南
天
）》

小
川
信
治
《
鞠
と
男
女 

１
》、
同
《
鞠
と
男
女 

２
》

＊ 

右
記
三
点
は
ふ
る
さ
と
納
税（
寄
付
）に
よ
る
購
入
。

（
無
款
）菱
川
師
宣
『
歌
仙
枕
』

（
二
）寄
贈
（
一
九
件
）

小
林
猶
治
郎
《
田
園
春
趣
》、
同
《
土
器
静
物
》、
同
《
勝
山
岩
井
袋
》、
同
《
景
物
保
田
》、

同
《
が
ら
く
た
》（
以
上
、
小
林
敬
氏
寄
贈
）

小
林
猶
治
郎（
図
案
）《
手
ぬ
ぐ
い
》（
富
田
華
子
氏
寄
贈
）

船
崎
光
治
郎
《
菜
の
花
》
等
全
六
八
点
、
金
子
周
次
《（
犬
吠
埼
）》（
以
上
、
版
画
を
作
る
会

寄
贈
）

川
崎
千
虎
・
小
虎
旧
蔵
粉
本
等
資
料
一
式（
川
崎
鈴
彦
氏
寄
贈
）

菱
川
師
宣
『
伽
羅
枕
』（
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
イ
ザ
ー
ド
氏
寄
贈
）

（
無
款
）「
枕
絵
図
巻
」
断
簡（
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
イ
ザ
ー
ド
氏
、
田
島
充
氏
寄
贈
）

藤
井
麟
堂
『
織
紋
図
鑑
』、
森
雄
山
『
日
本
古
代
模
様
』（
以
上
、
守
田
伸
枝
氏
寄
贈
）

小
川
信
治
《
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
》、
同
《
重
な
り
の
庭 

１
》、
同
《
重
な
り
の
庭 

2
》（
以
上
、

作
者
寄
贈
）

杉
本
博
司
《U

. A
. R

ivoli, N
ew

 Y
ork

》（
河
合
正
朝
寄
贈
）

村
上
友
晴
《
十
字
架 

４
》（
作
者
寄
贈
）

頼
山
陽
、
篠
崎
小
竹
他
『
頼
山
陽
及
諸
名
家
尺
牘
』（
横
山
綾
子
氏
寄
贈
）
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（
三
）寄
託
（
六
一
件
）

山
口
雪
溪
《
寒
山
拾
得
図
》
他

一
五
　
所
蔵
作
品
の
修
復
・
保
存
等

（
一
）修
復
（
一
件
）

（
二
）所
蔵
作
品
の
マ
ッ
ト
装
（
一
五
点
）

（
三
）写
真
撮
影
（
七
六
点
）

一
六
　
所
蔵
作
品
の
貸
出
、
特
別
利
用

（
一
）作
品
の
貸
出
（
二
七
件
二
一
五
点
）

＊
平
成
二
八
年
度
開
催
展（
以
後
の
巡
回
展
も
含
む
）に
つ
い
て
記
載

①
「
杉
本
博
司　

趣
味
と
芸
術
―
味
占
郷
」（
細
見
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
四
月
―
六
月
）

須
田
悦
弘
《
朝
顔
》
一
点

＊
本
展
覧
会
は
千
葉
市
美
術
館
よ
り
巡
回（
二
〇
一
五
年
一
〇
―
一
二
月
開
催
）

②
「
生
誕
三
〇
〇
年
記
念　

若
冲
展
」（
東
京
都
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
四
月
―
五
月
）

伊
藤
若
冲
《
月
夜
白
梅
図
》
一
点（
寄
託
作
品
）

③
「
二
日
間
だ
け
の　

清
長
と
相
撲
浮
世
絵
展
」（
回
向
院 

念
仏
堂
、
二
〇
一
六
年
五
月
）

初
期
鳥
居
派
《
足
柄
山
金
太
郎
と
熊
図
》
一
点（
寄
託
作
品
）

④
「
柏
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
装
開
館
記
念　

摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
」（
柏
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
六
年
五
月
―
六
月
）

無
銘（
岩
佐
派
）《
染
物
師
図
》　

他
三
八
点（
寄
託
作
品
）

⑤
「
生
誕
一
四
〇
年　

吉
田
博
展
」（
郡
山
市
立
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
六
月
―
七
月
／
久
留

米
市
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
二
月
―
三
月
）

吉
田
博
《
無
題
》　

他
七
〇
点（
郡
山
）

吉
田
博
《
槍
ヶ
岳　

日
本
ア
ル
プ
ス
十
二
題
》　

他
一
点（
久
留
米
）

＊
本
展
覧
会
は
千
葉
市
美
術
館
よ
り
巡
回（
一
―（
一
）―
①
参
照
）。

⑥
「
第
六
八
回
毎
日
書
道
展
企
画
展
示
『
今
こ
そ 

臨
書
』　

今
日
の
毎
日
展
を
築
い
た
先
人

の
書
」（
国
立
新
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
七
月
）

種
谷
扇
舟
《
臨
雁
塔
聖
教
序
》
一
点

⑦
「
東
山
魁
夷　

自
然
と
人
、
そ
し
て
町
」（
九
州
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
六
年
七
月
―
八

月
／
広
島
県
立
美
術
館
、
九
月
―
一
〇
月
）

東
山
魁
夷
《
自
然
と
形
象　

雪
の
谷
間
》（
寄
託
作
品
）　

他
二
点（
と
も
に
寄
託
作
品
）

⑧
「
福
井
移
住
四
〇
〇
年
記
念　

岩
佐
又
兵
衛
展
」（
福
井
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
七
月

―
八
月
）

岩
佐
又
兵
衛
《
弄
玉
仙
図
》（
寄
託
作
品
）一
点
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⑨
「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
二
〇
一
六
特
別
連
携
事
業　

特
別
企
画
展
「
人
が
大
地
と
出

会
う
と
き
」」（
愛
知
県
陶
磁
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
九
月
―
一
〇
月
）

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
《
か
ぶ
と
》（
寄
託
作
品
）　

他
二
点（
と
も
に
寄
託
作
品
）

⑩
「
鈴
木
其
一　

江
戸
琳
派
の
旗
手
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
九
月
―
一
〇

月
／
姫
路
市
立
美
術
館
、
一
一
月
―
一
二
月
）

鈴
木
其
一
《
桜
町
中
納
言
図
》　

他
三
点

⑪
「
徳
川
の
平
和 

―
二
五
〇
年
の
美
と
叡
智
―
」（
静
岡
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
九
月

―
一
一
月
）

英
一
蝶
《
四
条
河
原
納
涼
図
》　

他
七
点（
う
ち
寄
託
作
品
五
点
）

⑫
「
美
術
と
音
楽
」（
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
九
月
―
一
一
月
）

恩
地
孝
四
郎
《
音
楽
に
よ
る
抒
情 N

O
.2  

ボ
ロ
デ
ィ
ン
〝
ス
ケ
ル
ツ
ォ
〞》　

他
五
点

⑬
「
文
人
と
し
て
生
き
る
―
浦
上
玉
堂
、
春
琴
・
秋
琴
父
子
の
芸
術
世
界
」（
岡
山
県
立
美
術

館
、
二
〇
一
六
年
九
月
―
一
〇
月
）

浦
上
玉
堂
《
雨
褪
臙
脂
図
》　

他
一
点

＊
本
展
覧
会
は
千
葉
市
美
術
館
よ
り
巡
回（
一
―（
一
）―
⑤
参
照
）。

⑭
「
日
本
に
お
け
る
キ
ュ
ビ
ス
ム
―
ピ
カ
ソ
・
イ
ン
パ
ク
ト
」（
鳥
取
県
立
博
物
館
。
二
〇
一

六
年
一
〇
月
―
一
一
月
／
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
―
二
〇
一
七
年
一

月
／
高
知
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
二
月
―
三
月
）

恩
地
幸
四
郎
《
詩
と
版
画
社
第
一
回
版
画
展
覧
会
ポ
ス
タ
ー
》　

他
五
点

⑮
「A

rt B
etw

een the P
acific and the A

tlantic, 1945̶1965

」（H
aus der K

unst, 

M
ünchen

、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
―
二
〇
一
七
年
三
月
）

河
原
温
《
考
え
る
男
》
一
点

⑯
「
特
別
展　

秋
野
不
矩
を
育
て
た
師　

石
井
林
響
と
西
山
翠
嶂
」（
浜
松
市
秋
野
不
矩
美
術

館
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
―
一
一
月
）

石
井
林
響
《
霊
泉
ノ
図
》　

他
三
点

⑰
「
月
―
夜
を
彩
る
清
け
き
光
」（
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
―
一
一
月
）

喜
多
川
歌
麿
《
浮
絵
近
江
八
景　

石
山
秋
ノ
月
》　

他
三
点（
寄
託
作
品
）

⑱
「
描
か
れ
た
名
古
屋
城
、
写
さ
れ
た
名
古
屋
城
」（
名
古
屋
城
天
守
閣
、
二
〇
一
六
年
一
〇

月
―
一
一
月
）

無
款
《
駿
府
城
下
行
列
図
》
一
点

⑲
「
色
の
博
物
誌　

江
戸
の
色
材
を
視
る
・
読
む
」（
目
黒
区
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月

―
一
二
月

鈴
木
春
信
《
三
十
六
歌
仙　

紀
友
則
》　

他
一
三
点

⑳
「
香
取
市
合
併
一
〇
周
年
記
年
特
別
展　

伊
能
忠
敬
没
後
二
〇
〇
年
プ
レ
企
画　

地
図
と

ア
ー
ト
の
境
界
―
伊
能
図
と
パ
ノ
ラ
マ
風
景
画
の
二
〇
〇
年
―
」（
伊
能
忠
敬
記
念
館
、
二
〇

一
六
年
一
〇
月
―
一
二
月
）

川
原
慶
賀
《
長
崎
港
図
》　

他
二
点

㉑
「
世
界
が
妙
だ
！ 

立
石
大
河
亞
＋
横
山
裕
一
の
漫
画
と
絵
画
」（
広
島
市
現
代
美
術
館
、
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二
〇
一
六
年
一
〇
月
―
二
〇
一
七
年
一
月
）

立
石
紘
一
《
ハ
ン
》　

他
三
点

㉒
「
世
界
に
挑
ん
だ
７
年　

小
田
野
直
武
と
秋
田
蘭
画
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
六

年
一
一
月
―
二
〇
一
七
年
一
月
）

黒
川
亀
玉
《
海
棠
白
頭
図
》　

他
四
点

㉓
「
動
き
出
す
！
絵
画 

―
モ
ネ
、
ゴ
ッ
ホ
、
ピ
カ
ソ
ら
と
大
正
の
若
き
洋
画
家
た
ち
―
」

（
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
―
二
〇
一
七
年
一
月
）

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
《H

is Plot of Land, H
akone

》　

一
点

㉔
「endless 

山
田
正
亮
の
絵
画
」（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
―
二
〇

一
七
年
一
月
／
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
三
月
―
四
月
）

山
田
正
亮
《W

ork B
.169

》　

他
一
〇
点

㉕
「
開
館
一
〇
周
年
記
念　

野
田
宇
太
郎　

散
歩
の
愉
し
み 

―
〈
パ
ン
の
会
〉
か
ら
文
学
散

歩
ま
で
―
」（
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
、
二
〇
一
七
年
一
月
―
三
月
）

山
本
鼎
、
石
井
柏
亭
ほ
か
『
方
寸
』　

他
六
点

㉖
「
見
立
て
の
手
法
―
岡
崎
和
郎
のW

ho’s W
ho

」（
岡
山
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
九
月

―
一
〇
月
）

瀧
口
修
造
／
岡
崎
和
郎
《
検
眼
図
》　

一
点

＊
本
展
覧
会
は
千
葉
市
美
術
館
よ
り
巡
回（
一
―（
一
）―
④
参
照
）。

㉗
「
絵
本
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た　

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ク
レ
イ
ン
の
本
の
仕
事
」（
滋
賀
県
立
近

代
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
二
月
―
三
月
）

葛
飾
北
斎
『
伝
神
開
手 

北
斎
漫
画
』　

他
三
点

＊
本
展
覧
会
は
千
葉
市
美
術
館
へ
巡
回（
二
〇
一
七
年
四
月
―
五
月
）

㉘
「
パ
ロ
デ
ィ
、
二
重
の
声
」（
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
七
年
二
月
―
四
月
）

鈴
木
慶
則
《
高
橋
由
一
風
鮭
》　

他
一
点

㉗
「
草
間
彌
生　

わ
が
永
遠
の
魂
」（
国
立
新
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
二
月
―
五
月
）

草
間
彌
生
《N

o. B
 w

hite

》　

他
三
点

（
二
）写
真
の
貸
出
、
撮
影
等（
特
別
利
用
）（
七
七
件
一
七
四
点
）

菱
川
師
宣
《
衝
立
の
か
げ
》
他

一
七
　
友
の
会
運
営
事
業

（
一
）会
員
数（
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
現
在
）

① 

個
人
会
員 

一
、
四
六
四
人

② 
法
人
会
員 

三
件
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（
二
）友
の
会
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

「
江
戸
を
訪
ね
て　

浮
世
絵
に
描
か
れ
た
東
京
名
所
巡
り
」

二
〇
一
六
年
一
二
月
七
日（
水
）（
参
加
者
四
〇
人
）

（
三
）そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

「『
浦
上
玉
堂
と
春
琴
・
秋
琴
父
子
の
芸
術
』
特
別
鑑
賞
会
及
び
館
長
を
囲
む
食
事
会
」

二
〇
一
六
年
一
一
月
二
一
日（
月
）　

一
一
階
レ
ス
ト
ラ
ン（
参
加
者
一
九
人
）

一
八
　
博
物
館
実
習（
実
習
生
一
三
校
一
三
人
）

二
〇
一
六
年
九
月
一
三
日（
火
）〜
一
六
、
二
〇
、
二
一
日（
金
、
火
、
水
）（
延
べ
六
日
間
）

一
九
　
図
書
室
の
運
営

公
開
日
数　

三
四
六
日

利
用
人
数　

九
七
一
人

二
〇
　
施
設
の
利
用（
利
用
日
数
）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

二
三
五
日　
（
二
九
団
体
二
九
、
九
八
四
人
）

講
堂　

四
九
九
コ
マ

講
座
室　

四
五
六
コ
マ

さ
や
堂
ホ
ー
ル　

三
九
六
コ
マ

＊
講
堂
、
講
座
室
、
さ
や
堂
ホ
ー
ル
は
、
一
日
三
コ
マ（
一
〇
〜
一
三
時
、
一
三
〜
一
七
時
、
一
七
〜
二
一
時
）

二
一
　
他
施
設
利
用
者

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
売
上
件
数　

一
七
、
三
四
二
件

二
二
　
美
術
館
ふ
れ
あ
い
会
議

二
〇
一
七
年
二
月
二
三
日（
木
）　

一
〇
会
議
室　
（
参
加
者
一
〇
人
）

「
千
葉
市
美
術
館
に
お
け
る
教
育
普
及
事
業
の
あ
り
方
」

＊
美
術
館
に
お
け
る
地
域
連
携
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
事
例
を
ふ
ま
え
協
議
し
た
。
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（
一
）企
画
展
（
八
件
）

① 

二
〇
一
六
年
七
月
五
日（
火
）〜
一
八
日（
月
祝
）

「
観
光
地
・
い
な
げ
展 

〜
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
連
携
事
業
〜
」

＊
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
所
蔵
の
稲
毛
に
関
す
る
資
料
を
中
心
に
、
稲
毛
区
民
が
所
蔵
す
る
資
料
も
併
せ

て
展
示
し
た
。

（
一
三
日
間
／
入
場
者
一
、
三
二
二
人
）

② 

八
月
二
日（
火
）〜
七
日（
日
）

「
世
界
児
童
画
展
千
葉
展
」

＊
「
世
界
児
童
画
展
」
の
優
秀
作
品
と
千
葉
県
の
入
選
以
上
の
作
品
約
四
〇
〇
点
を
展
示
。
市
内
の
小
学

校
一
六
校
、
中
学
校
一
二
校
が
入
選
。

（
六
日
間
／
入
場
者
七
四
二
人
）

③ 

八
月
九
日（
火
）〜
二
一
日（
日
）

「
創
造
海
岸
い
な
げ
展
」

＊
千
葉
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
若
手
作
家
、
菊
地
良
太（
写
真
）、
橋
本
桐
子（
木
工
）、
水
谷
真
弥
子（
油
彩
）

三
氏
の
合
同
展
。

（
一
二
日
間
／
入
場
者
七
三
七
人
）

④ 

八
月
九
日（
火
）〜
二
一
日（
日
）

「
千
葉
市
中
学
校
美
術
部
展
」

＊
市
内
中
学
校
二
一
校
の
美
術
部
合
同
展
。
約
二
〇
〇
点
を
展
示
。

（
一
二
日
間
／
入
場
者
八
三
二
人
）

⑤ 
一
二
月
二
〇
日（
火
）〜
二
〇
一
七
年
一
月
八
日（
日
）

「
写
真
展　

向
か
い
あ
う
」

＊
千
葉
大
学
と
の
連
携
事
業 

普
遍
教
育
教
養
展
開
科
目
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
展
示
を
つ
く
る
」
の
一
環

と
し
て
開
催
。
講
師
・
白
井
綾（
写
真
家
）。

（
一
三
日
間
／
入
場
者
四
九
二
人
）

平
成
二
八
年
度
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
い
な
げ
　
企
画
展
お
よ
び
施
設
の
利
用
者

「創造海岸いなげ展」会場（菊地良太）

「創造海岸いなげ展」会場（水谷真弥子）
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⑥ 

一
月
四
日（
水
）〜
一
五
日（
日
）

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
い
な
げ
新
春
展
」

＊
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
い
な
げ
で
講
習
会
等
の
指
導
を
行
う
地
域
の
作
家
一
七
人
に
よ
る
小
品
展
。

（
一
一
日
間
／
入
場
者
七
八
五
人
）

⑦ 

一
月
四
日（
水
）〜
一
五
日（
日
）

「
藤
澤
保
子
　
漆
芸
の
展
開
Ⅲ
」

＊
漆
芸
の
研
究
家（
元
千
葉
大
学
講
師
）で
、
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
と
古
典
的
な
技
法
で
制
作
を
続
け
る
作
家

の
個
展
。

（
一
一
日
間
／
入
場
者
八
五
五
人
）

⑧ 

一
月
一
八
日（
水
）〜
二
月
五
日（
日
）

「
牧
田
愛
　

M
o
v
i
n
g
」

＊
千
葉
市
芸
術
文
化
新
人
賞
奨
励
賞
受
賞
者
に
よ
る
個
展
。

（
一
七
日
間
／
入
場
者
六
九
八
人
）

（
二
）イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催
（
一
二
件
）

① 

二
〇
一
六
年
四
月
三
〇
日（
土
）

「
春
の
ス
ケ
ッ
チ
会
」　（
参
加
者
四
三
人
）

講
師
　
神
尾
吉
夫（
行
動
美
術
協
会
会
員
）、
N
A
R
A
M
I
X（
版
画
家
）

② 

六
月
一
一
日（
土
）

「
山
口
マ
オ
版
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」　（
参
加
者
二
三
人
）

講
師
　
山
口
マ
オ（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

③ 

六
月
一
八
日（
土
）〜
一
二
月
一
〇
日（
土
）　（
全
一
〇
回
）

「
千
葉
市
伝
統
文
化
和
装
マ
ナ
ー
親
子
教
室
」（
参
加
者
一
〇
組
二
二
人
）

＊
「
文
化
庁
伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業
」
の
一
環
と
し
て
実
施
。

④ 

七
月
一
六
日（
土
）

茶
道
に
親
し
む
会
「
親
子
お
茶
会
」　（
参
加
者
二
〇
人
）

講
師
　
堤
美
智
子（
表
千
家
教
授
）／
助
手
　
高
橋
節
子
、
小
倉
成
美
子
、
村
城
裕
美

⑤ 

七
月
二
六
日（
火
）

「
教
職
員
を
対
象
と
し
た
画
材
研
修
会
」　（
参
加
者
二
五
人
）

講
師
　
大
塚
義
孝（
元
ぺ
ん
て
る
株
式
会
社
開
発
課
長
）

⑥ 
七
月
二
七
、
二
八
日（
水
、
木
）

「
教
職
員
実
技
講
座
」　（
参
加
者
四
七
人
）

講
師
　
為
我
井
直
子（
千
葉
市
立
稲
毛
第
二
小
学
校
教
諭
）、
水
野
祥
江（
千
葉
市
立
磯
辺
小

「写真展　向かいあう」授業風景

「牧田愛　Moving」展会場
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学
校
講
師
）

⑦ 

七
月
三
〇
、
三
一
日（
土
、
日
）

「
夏
休
み
子
ど
も
美
術
講
座
「
タ
ネ
で
ア
ー
ト
」」　
（
参
加
者
三
九
人
）

講
師　

為
我
井
直
子（
千
葉
市
立
稲
毛
第
二
小
学
校
教
諭
）、
水
野
祥
江（
千
葉
市
立
磯
辺
小

学
校
講
師
）

⑧ 

九
月
二
四
日
、
一
一
月
一
九
日（
土
）

「
写
真
撮
影
講
座
」　
（
参
加
者
二
五
人
）

講
師　

白
井
綾（
写
真
家
）、
佐
藤
華
連（
写
真
家
）

⑨ 

一
〇
月
一
、
一
五
、
二
二
日
、
一
一
月
一
二
日（
土
）

創
造
海
岸
美
術
講
座　
（
参
加
者
四
九
人
）

講
師　

藤
澤
保
子（
漆
芸
家
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
担
当
）、
N
A
M
I
K
I（
画
家
・
デ
ザ
イ

ナ
ー
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
担
当
）、
林
哲
生（
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
い
な
げ
所
長
／
稲
毛
あ
か

り
祭
「
夜よ
と

灯ぼ
し

」
の
灯
ろ
う
制
作
指
導
）

⑩ 

一
〇
月
八
、
九
日（
土
、
日
）

「
秋
休
み
子
ど
も
美
術
講
座
」　
（
参
加
者
二
八
人
）

講
師　

林
哲
生（
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
い
な
げ
所
長
）

⑪ 

一
一
月
五
日（
土
）

「
秋
の
ス
ケ
ッ
チ
会
」　
（
参
加
者
二
五
人
）

講
師　

N
A
R
A
M
I
X（
版
画
家
）、
佐
藤
央
育（
千
葉
県
立
幕
張
総
合
高
等
学
校
教
諭
）

⑫ 

二
〇
一
七
年
一
月
八
日（
日
）

「
作
者
が
語
る
漆
の
魅
力
」（（
一
）―
⑦
の
関
連
企
画
）　
（
参
加
者
二
七
人
）

講
師　

藤
澤
保
子（
漆
芸
家
）

（
三
）ミ
ニ
企
画
展（
ロ
ビ
ー
を
整
備
・
活
用
し
た
展
覧
会
）（
一
二
件
）

① 

二
〇
一
六
年
三
月
二
九
日（
火
）〜
四
月
三
〇
日（
土
）

「
西
岡
美
千
代
展
」

＊
四
街
道
在
住
の
鋳
金
作
家
に
よ
る
小
品
展
。（
二
九
日
間
）

② 

五
月
六
日（
金
）〜
六
月
五
日（
日
）

「
春
の
ス
ケ
ッ
チ
展
」

＊
「
春
の
ス
ケ
ッ
チ
会
」（（
二
）―
①
）の
作
品
展
示
。（
二
七
日
間
）

③ 

六
月
七
日（
火
）〜
七
月
二
日（
土
）

「
山
口
マ
オ
ミ
ニ
作
品
展
」

＊
山
口
マ
オ（
絵
本
作
家
）に
よ
る
新
作
を
含
む
原
画
展
。（
二
三
日
間
）

「創造海岸美術講座」（ワークショップ）

「創造海岸美術講座」（灯ろう制作）
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④ 
七
月
二
〇
日（
水
）〜
三
一
日（
日
）

「
W
a
r
l
i 

イ
ン
ド
の
民
族
絵
画
」

＊
市
内
在
住
の
マ
グ
ダ
・
ド
ン
ガ
レ（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
）に
よ
る
絵
画
展
。（
一
一
日
間
）

⑤ 

八
月
二
三
日（
火
）〜
九
月
二
一
日（
水
）

「
水
谷
真
弥
子
作
品
展
」

＊
「
創
造
海
岸
い
な
げ
展
」（（
一
）―
③
）の
出
品
作
家
に
よ
る
小
品
展
。（
二
六
日
間
）

⑥ 

一
〇
月
八
日（
土
）〜
一
一
月
一
〇
日（
木
）

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
な
げ
秋
の
成
果
展
」

＊
九
〜
一
〇
月
に
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（（
二
）―
⑦
・
⑧
）の
成
果
を
発
表
。（
二
九
日
間
）

⑦ 

一
一
月
一
二
日（
土
）〜
一
二
月
一
日（
木
）

「
秋
の
ス
ケ
ッ
チ
展
」

＊
「
秋
の
ス
ケ
ッ
チ
会
」（（
二
）―
⑪
）の
作
品
展
示
。（
一
七
日
間
）

⑧ 

一
二
月
三
日（
土
）〜
二
一
日（
水
）

埋
蔵
文
化
財
ロ
ビ
ー
巡
回
展
「
千
葉
市
の
中
世
遺
跡
」

＊
千
葉
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
事
業
。（
一
六
日
間
）

⑨ 

二
〇
一
七
年
一
月
四
日（
水
）〜
一
五
日（
日
）

「
ち
ょ
っ
と
面
白
い
木
工
刃
物
」

＊
「
藤
澤
保
子　

漆
芸
の
展
開
Ⅲ
」（（
一
）―
⑦
）の
関
連
企
画
。
藤
澤
英
昭（
千
葉
大
学
教
育
学
部
名
誉
教

授
）氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
。（
一
一
日
間
）

⑩ 

一
月
二
四
日（
火
）〜
二
月
五
日（
日
）

「
二
〇
一
七 

早
春
美
術
小
品
展
」

＊
千
葉
市
内
で
美
術
・
図
工
教
育
に
携
わ
っ
た
作
家
三
〇
人
の
小
品
展
。（
一
二
日
間
）

⑪ 

三
月
一
日（
水
）〜
一
九
日（
日
）

「
ヨ
シ
ミ
ツ
〜
素
材
へ
の
挑
戦
」

＊
市
内
在
住
の
ヨ
シ
ミ
ツ（
造
形
作
家
）に
よ
る
作
品
展
。（
一
七
日
間
）

⑫ 

三
月
二
二
日（
水
）〜
四
月
二
日（
日
）

「
幕
張
総
合
高
校
授
業
成
果
展
」

＊
千
葉
県
立
幕
張
総
合
高
等
学
校
の
授
業
研
究
の
成
果
展
。（
一
一
日
間
）

（
四
）そ
の
他
（
地
域
連
携
・
等
）

① 「
稲
毛
お
散
歩
マ
ッ
プ
」
の
作
成

＊
関
連
施
設
や
商
店
街
等
と
連
携
し
、
周
辺
散
策
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
で
周
辺
施
設
の
利
用
促
進
に

努
め
た
。

② 

地
元
商
店
街
主
催
行
事
へ
の
参
加
。

＊
ア
ー
ト
を
通
し
た
街
興
し
事
業
「
ア
ー
ト
む
す
び
市
」（
二
〇
一
六
年
九
月
二
四
日
）の
他
、「
街
ゼ
ミ
」

（
同
九
月
二
四
日
、
一
〇
月
二
二
日
）に
参
加
。
ま
た
、「
い
な
げ
逸
品
」
運
動
と
連
携
し
、
参
加
者
に
旧

神
谷
伝
兵
衛
稲
毛
別
荘
の
解
説
を
行
っ
た
。

③ 
六
月
一
八
日（
土
）

千
葉
大
学
カ
レ
ッ
ジ
リ
ン
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
協
力　
（
参
加
者
一
七
人
）

＊
千
葉
大
学
の
学
生
と
地
域
の
一
般
参
加
者
が
共
に
学
ぶ
授
業
へ
の
協
力
を
行
っ
た
。
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④ 
七
月
九
日
、
一
二
月
三
日（
土
）

稲
毛
お
話
し
会（
参
加
者
延
べ
三
七
人
）

⑤ 

八
月
一
三
、
一
四
日（
土
、
日
）

「
カ
フ
ェ
k
a
i
k
i
」　（
参
加
者
一
四
九
人
）

＊
千
葉
大
学
や
教
育
機
関
、
地
域
N
P
O
と
の
連
携
事
業
で
あ
る
「
千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
W
i
C
A
N
）」
の
活
動
。

⑥ 

一
一
月
一
九
、
二
〇
日（
土
、
日
）

第
一
一
回
稲
毛
あ
か
り
祭
「
夜よ
と

灯ぼ
し

」
特
別
夜
間
公
開
　（
参
加
者
二
、
六
七
四
人
）

＊
「
夜
灯
」
に
会
場
と
し
て
参
加
し
、
打
瀬
船
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
、「
創
造
海
岸
美
術
講
座
」
や
地
域
小
学

校（
稲
毛
第
二
、
磯
辺
、
美
浜
打
瀬
）が
授
業
で
制
作
し
た
灯
ろ
う
を
展
示
し
た
。

⑦ 

二
〇
一
七
年
三
月
七
日（
火
）

「
千
葉
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
い
な
げ
利
用
者
懇
談
会
」　（
参
加
者
八
人
）

＊
地
域
の
小
中
学
校
関
係
者
、
地
元
商
店
街
、
地
域
N
P
O
関
係
者
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
利
用
者
代
表
、
学
識

経
験
者
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
。

（
五
）職
場
体
験
学
習
の
受
け
入
れ
（
五
校
一
〇
人
）

（
六
）施
設
の
利
用
者

展
示
室（
三
〇
八
日
／
一
七
、
二
一
五
人
）

制
作
室（
三
〇
八
日
／
二
〇
、
四
五
一
人
）

（
七
）旧
神
谷
伝
兵
衛
稲
毛
別
荘
の
公
開（
三
〇
八
日
／
一
三
、
三
〇
八
人
）

① 

団
体
利
用
者
に
対
す
る
解
説（
五
七
団
体
一
三
三
回
）

＊
学
芸
担
当
と
所
長
が
解
説
を
行
っ
た
。

② 

市
内
小
学
校
の
見
学（
一
一
校
）

③ 

広
報
誌
の
発
行

『
海
気
通
信
』
第
九
〜
一
一
号
、
号
外
四
、
五
号（
五
回
）

「カフェ kaiki」
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

展
覧
会
観
覧
者

吉田博展 6,001 9,970 15,971

河井寬次郎と棟方志功 5,712 6,428 12,140

小川信治 2,163 3,699 5,862

岡崎和郎のWho’s Who 2,042 3,609 5,651

浦上玉堂、春琴・秋琴父子の芸術世界 4,397 4,607 9,004

ブラティスラヴァ世界絵本原画展 4,151 6,348 10,499

第四八回千葉市民美術展覧会 14,677 14,677

四季のうつろい・時のうつろい 6,026 10,000 16,026

ふたつの柱 4,737 4,737

河井、棟方の周辺 5,699 6,410 12,109

父子の芸術ものがたり 4,424 4,623 9,047

春を寿ぐ 4,703 6,748 11,451

展覧会観覧者　計 12,027 19,970 4,737 11,411 12,838 4,205 7,308 8,821 9,230 8,854 13,096 14,677 127,174

貸
出
施
設
利
用
者

市民ギャラリー 380 2,144 1,632 1,202 366 1,466 990 845 813 20,146 29,984

講座室 341 460 351 421 301 422 465 403 458 359 171 458 4,610

講堂 77 380 249 212 742 274 413 342 245 130 222 120 3,406

さや堂ホール 152 490 30 342 248 273 30 807 310 193 400 9 3,284

貸出施設利用者　計 950 3,474 2,262 2,177 1,657 2,435 1,898 2,397 1,826 20,828 793 587 41,284

そ
の
他
利
用
者

図書室 53 94 90 141 158 72 56 56 68 42 77 64 971

講座・講演会等 203 410 102 316 199 128 2,352 390 212 769 800 5,881

コンサート・ワークショップ等 34 16 633 12 17 119 168 100 1,099

学校プログラム・実習等 86 360 374 108 180 239 105 16 174 168 1,810

その他利用者　計 376 504 568 831 1,098 380 2,659 568 415 1,153 1,145 64 9,761

ミュージアムショップ売上件数 2,532 4,308 779 1,528 1,568 462 811 1,122 1,204 1,205 1,602 221 17,342

レストラン来客数 1,073 1,652 954 1,099 1,214 562 663 1,001 863 785 1,154 1,761 12,781

他施設利用者　計 3,605 5,960 1,733 2,627 2,782 1,024 1,474 2,123 2,067 1,990 2,756 1,982 30,123

美術館　利用者総計 16,958 29,908 9,300 17,046 18,375 8,044 13,339 13,909 13,538 32,825 17,790 17,310 208,342

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
な
げ

観光地・いなげ展 1,322 1,322

世界児童画展千葉展 742 742

創造海岸いなげ展 737 737

千葉市中学校美術部展 832 832

写真展　向かいあう 212 280 492

ギャラリー・いなげ新春展 785 785

藤澤保子　漆芸の展開 Ⅲ 855 855

牧田愛　Moving 492 206 698

ワークショップ、イベント等参加者 43 62 200 149 56 103 2,742 34 27 8 3,424

展示室利用者 543 1,252 957 2,216 1,997 1,138 1,399 1,516 1,131 2,337 1,362 1,367 17,215

制作室利用者 1,648 2,662 1,428 1,840 2,079 1,678 1,570 1,564 1,119 1,155 1,323 2,385 20,451

旧神谷伝兵衛稲毛別荘 1,100 1,123 646 766 1,127 649 743 3,530 554 659 576 1,835 13,308

市民ギャラリーいなげ　利用者総数 3,334 5,037 3,093 6,344 7,663 3,521 3,815 9,352 3,050 6,590 3,467 5,595 60,861

（空欄は該当なし・利用不能を示す。）
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採
蓮 
総
目
次
　
創
刊
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第
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〇
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聞
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63

A
 D

ialogue w
ith K
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a T
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K
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a T

adaaki　

Interview
er: T

aki 
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（T
ranslated by Patricia Fister
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図
版
》

葛
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二
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九
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三
月
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採
蓮
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い
わ
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4

T
he im

plication of “Siren ”　

5

　

＊
以
後
、
各
号
に
掲
載
。

「
木
曽
義
仲
合
戦
図
屛
風
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を
め
ぐ
っ
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松
尾
知
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7

Screens of the B
attles K

iso Yoshinaka　
　

M
atsuo T

om
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（T
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26

ジ
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ハ
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け
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セ
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ア
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ア
ー
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絵
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す
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考
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啓
和　

27
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 Study of C
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rt and Painting in the 
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M
izunum

a H
irokazu　

46

講
演
記
録（
抄
録
）「
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
美
術
」　　

マ
リ
リ
ン
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M
・
リ
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講
師
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通
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迫

村
知
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、
松
尾
知
子
）　

47

B
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ibet　

　

Sum
m
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ranscription of a Lecture by M

arylin M
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R
hie　

58

講
演
記
録
「
奇
想
の
画
家 

国
芳
」　　

鈴
木
重
三（
講
師
）　

59

T
he Fantasic Painter K

uniyoshi　
　

T
ranscription of a Lecture by Suzuki Jūzō

（T
ranslated by Patricia Fister

）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
表
面
と
構
造
」　　

土
谷
武　

村
岡
三
郎　

福
嶋
敬
恭　

小
清
水
漸（
パ
ネ

ラ
ー
）　

谷
新（
司
会
進
行
）　

97

近
況　
　

村
岡
三
郎　

120
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リ
ア
ル
な
瞬と

間き　
　

福
嶋
敬
恭　

121

「
制
作
」
を
め
ぐ
る
言
葉
か
ら
―　

コ
ン
セ
プ
ト
と
作
品
を
つ
な
ぐ
境
界
領
域　
　

谷
新　

122

Sym
posium

: “Surface and C
onstruction ”　

　

P
anelists: T

suchitani T
akeshi　

M
uraoka Saburō　

Fukushim
a N

oriyasu　

K
oshim

izu Susum
u　

C
hair: T

ani A
rata

（T
ranslated by Patricia Fister

）　

126

第
三
号（
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

菱
川
師
宣
「
隅
田
川
・
上
野
風
俗
図
屛
風
」
に
つ
い
て　
　

田
辺
昌
子　

7

R
egarding H

ishikaw
a M

oronobu ’s G
enre Scenes of the Sum

ida R
iver and U

eno 
T

anabe M
asako

（T
ranslated by C

arol M
orland

）　

20

曾
我
蕭
白
「
群
仙
図
屛
風
」
を
め
ぐ
る
一
考
察　
　

伊
藤
紫
織　

21

A
 C

onsideration of the Soga Shōhaku ’s A
 G

athering of D
aoist Im

m
ortals　
　

Itō 
Shiori

（T
ranslated by C

arol M
orland

）　

42

鈴
木
治
《
春
ノ
魚
》・
山
田
光
《
銀
泥 

横
に
延
び
る
パ
イ
プ
》
―
収
蔵
作
品
の
紹
介　
　

藁

科
英
也　

45

Introducing Suzuki O
sam

u ’s H
aru no U

o and Y
am

ada H
ikaru ’s Pipe E

xtending 
H

orizontally: Silver-glazed　
　

W
arashina H

ideya

（T
ranslated by C

arol M
orland

）　

53第
四
号（
二
〇
〇
一
年
三
月
）

版
画
屋　

中
島
重
太
郎　
　

西
山
純
子　

7

T
he B

usiness of Selling Prints: N
akajim

a Jūtarō　
　

N
ishiyam

a Junko

（T
ranslated 

by C
arol M

orland

）　

29

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

七
仏
薬
師
と
妙
見
菩
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千
葉
氏
発
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の
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に
つ
い
て
―　
　

浜
名
徳

順　

31

Sym
posium
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yōken B
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―M
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Rise of the C
hiba C

lan ”　
　

H
am

ana Tokujun （Translated by C
arol M

orland

）　
42

鼎
談
「
高
松
次
郎
を
発
見
す
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」　　

中
原
佑
介　

峯
村
敏
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建
畠
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パ
ネ
ラ
ー
）　

藁

科
英
也（
司
会
進
行
）　

43

Sym
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akam
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akahara Yūsuke　

M
inem

ura T
oshiaki　

T
atehata A

kira　

C
hair: W

arashina H
ideya

（T
ranslated by 

C
arol M

orland

）　

62
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五
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〇
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年
三
月
）

狂
歌
摺
物
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金
字
塔　
　

ロ
ジ
ャ
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ー
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加
藤
陽
介
）　

7

A
n O
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R
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59

菱
川
派
の
版
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版
本
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制
作
と
流
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浅
野
秀
剛　

61

T
he P

roduction and D
istribution of the Illustrated B

ooks and P
rints of the 

H
ishikaw

a School　
　

A
sano Shūgō

（T
ranslated by A

m
y R

eigle N
ew

land

）　

74

第
六
号（
二
〇
〇
三
年
三
月
）

鈴
木
春
信
と
娘
評
判　
　

田
辺
昌
子　

7

Suzuki H
arunobu and the Popularity of W

holesom
e B

eauties　
　

T
anabe M

asako

（T
ranslated by C

arol M
orland

）　

16

春
信
画
の
版
元　
　

浅
野
秀
剛　

17

Publishers of the Prints of Suzuki H
arunobu　

　

A
sano Shūgō

（T
ranslated by C

arol 
M

orland

）　
24

聖
な
る
現
代
芸
術
の
可
能
性　
　

半
田
滋
男　

26

The Possibility of C
ontem

porary Sacred A
rt　

　

H
anda Shigeo

（T
ranslated by C

arol 
M

orland

）　
32

第
七
号（
二
〇
〇
四
年
三
月
）

華
麗
島
の
創
作
版
画
―
一
九
三
〇
年
代
・
台
湾
―　
　

西
山
純
子　

7

T
he Sō saku H

anga C
reative Prints of K

areijim
a: 1930s T

aiw
an　

　

N
ishiyam

a 
Junko

（T
ranslated by M

artha M
cC

lintock

）　

20

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
斎
藤
義
重
、
そ
の
造
形
を
索
め
て
」　　

中
原
佑
介　

峯
村
敏
明　

建
畠

晢（
パ
ネ
ラ
ー
）　

藁
科
英
也（
司
会
進
行
）　

21
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Sym
posium

: “Saitō Y
oshishige, Seeking his C

reative F
orm

s ”　
　

P
anelists: 

N
akahara Yūsuke　

M
inem

ura T
oshiaki　

T
atehata A

kira　

C
hair: W

arashina 
H

ideya

（T
ranslated by M

artha M
cC

lintock

）　

41

所
蔵
品
紹
介　

西
川
祐
信
「
四
季
風
俗
図
巻
」
に
つ
い
て　
　

田
辺
昌
子　

42

Introduction of a W
ork in the C

ollection; R
egarding N

ishikaw
a Sukenobu ’s 

H
andscroll of F

our Seasons of G
enre Scenes　

　

T
anabe M

asako

（M
arth

a 
M

cC
lintock

）　

47

平
成
十
五
年
度
千
葉
市
美
術
館
の
活
動　
　

49

第
八
号（
二
〇
〇
五
年
三
月
）

ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム
の
《
連
結
す
る
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ
／
ヴ
ィ
デ
オ
上
映
ス
ペ
ー
ス
の
た
め
の

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
》
に
つ
い
て
―
コ
ン
テ
ク
ス
ト
へ
の
介
入
か
ら
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
仲

介
へ　
　

水
沼
啓
和　

7

D
an G

raham
’s T

hree Linked C
ubes/Interior D

esign for Space Show
ing V

ideo: In 
the T

ransition from
 “Intervention ” to  “Interm

ediation ”　
　

M
izunum

a H
irokazu

（T
ranslated by M

artha M
cC

lintock

）　

28

学
校
と
の
連
携
事
業
に
関
す
る
考
察
〜
千
葉
市
美
術
館
で
の
実
践
を
ふ
ま
え
て　
　

山
根
佳

奈　

29

A
 study on m

useum
 activities in collaboration w

ith schools　
　

Y
am

ane K
ana

（T
ranslated by M

artha M
cC

lintock

）　

42

平
成
十
六
年
度
千
葉
市
美
術
館
の
活
動　
　

43

第
九
号（
二
〇
〇
六
年
三
月
）

リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド

―
現
実
世
界　

ス
イ
ス
現
代
美
術
展　
　

水
沼
啓
和　

11

T
alking about the R

eal W
orld: C

ontem
porary Sw

iss A
rt　

　

M
izunum

a H
irokazu

（T
ranslated by M

artha J. M
cC

lintock

）　

20

橋
本
正
司
の
彫
刻
作
品

―
本
館
所
蔵
作
品
の
紹
介　
　

藁
科
英
也　

21

H
ashim

oto Shoji Sculptures in the C
hiba C

ity M
useum

 of A
rt C

ollecton　
　

W
arashina H

ideya

（T
ranslated by M

artha M
cC

lintock

）　

37

寄
託
作
品
紹
介　
《
椿
図
屛
風
》
に
つ
い
て　
　

松
尾
知
子　

38

Introducing C
am

ellia Screens on D
eposit at the C

hiba C
ity M

useum
 of A

rt　
　

M
atsuo T

om
oko

（T
ranslated by M

artha M
cC

lintock

）　

50

平
成
十
七
年
度　

千
葉
市
美
術
館
の
活
動　
　

51

平
成
十
七
年
度
利
用
者
数　
　

66

《
図
版
》

橋
本
正
司
《
ト
ル
ソ
》／《
か
た
ち
》／《
作
品
》

《
椿
図
屏
風
》

シ
ャ
リ
ヤ
ー
・
ナ
シ
ャ
ッ
ト
《
隠
蔽
と
探
索
》

ウ
ー
ゴ
・
ロ
ン
デ
ィ
ー
ネ
《
ス
リ
ー
プ
》

シ
ル
ヴ
ィ
ー
・
フ
ル
ー
リ
《
フ
レ
ー
ム
》／《

283
シ
ェ
ビ
ー
》／《

383
モ
ー
パ
ー
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
・

ポ
リ
ス（
ダ
ッ
ジ
）》／《

400
ポ
ン
テ
ィ
ア
ッ
ク
》／《
ス
ト
ラ
イ
プ
の
ウ
ォ
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
と
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
サ
ウ
ン
ド
》
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
モ
ー
ゼ
ル 

＆ 

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ュ
ヴ

ィ
ン
ガ
ー《
抑
留
区
域
》

フ
ァ
ブ
リ
ス
・
シ
ー
ジ
《
大
テ
ン
ト
》／《
エ
ア
バ
ッ
グ
》／《
ト
ー
ラ
ッ
ク
ス
》／《
グ
レ
ー
の

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
》

第
十
号（
二
〇
〇
七
年
三
月
）

絵
画
と
し
て
の
死
絵

―
涅
槃
図
仕
立
て
の
死
絵
を
中
心
に　
　

伊
藤
紫
織　

11

Shini-e D
eath Prints as Pictures: Focusing on D

eath Prints in the Style of N
ehan 

Im
ages　

　

Itō Shiori

（T
ranslated by M

artha M
cC

lintock

）　

36

西
川
祐
信
と
絵
本
・
往
来
物

―
十
八
世
紀
前
半
期
の
学
問
史
と
の
関
係
か
ら　
　

山
本
ゆ

か
り　

37
N

ishikaw
a Sukenobu and E

hon Illustrated V
olum

es-Ō
raim

ono C
opybooks: In 

term
s of their connection w

ith the history of scholarship during the first half of 
the 18th century　

　
Y

am
am

oto Y
ukari

（T
ranslated by M

artha M
cC

lintock

）　

55
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平
成
十
八
年
度　

千
葉
市
美
術
館
の
活
動　
　

56

平
成
十
八
年
度
利
用
者
数　
　

72

《
図
版
》

《
市
川
団
十
良
涅
槃
像
図（
八
代
目
市
川
団
十
郎
の
死
絵
）》
／
《（
八
代
目
市
川
団
十
郎
の
死

絵
）》
三
点

西
川
祐
信
《
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
図
》／《
墨
磨
り
美
人
図
》／《
宮
詣
図
》

窪
田
つ
る
・
西
川
祐
信
『
女
今
川
姫
鏡
』

第
十
一
号（
二
〇
〇
八
年
三
月
）

鳥
居
清
長

―
描
か
れ
た
芸
者
風
俗
と
出
版
事
情　
　

田
辺
昌
子　

7

T
orii K

iyonaga: D
epicted G

eisha C
ustom

s and Publishing C
ircum

stances　
　

T
anabe M

asako

（T
ranslated by M

artha J. M
cC

lintock

）　

19

画
譜
、
絵
本
の
出
版
を
め
ぐ
る
三
つ
の
事
例

―
菱
屋
孫
兵
衛
の
活
動
に
注
目
し
て　
　

伊

藤
紫
織　

21

T
hree case studies of E

hon (Japanese picture book) publishing in the E
do period: 

A
 study of the activities of the K

yoto publisher and bookseller H
ishiya M

agobei　

　

Itō Shiori　

30

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
一
九
七
〇
年
代
・
高
松
次
郎
以
後
」　　

中
原
佑
介　

峯
村
敏
明　

建
畠

晢（
パ
ネ
ラ
ー
）　

藁
科
英
也（
司
会
進
行
）　

31

Sym
posium

:  “T
he 1970s: A

fter T
akam

atsu Jirō ”　
　

Panelists: N
akahara Yūsuke　

M
inem

ura T
oshiaki　

T
atehata A

kira　

C
hair: W

arashina H
ideya

（T
ranslated by 

M
artha J. M

cC
lintock

）　

46

平
成
十
九
年
度　

千
葉
市
美
術
館
の
活
動　
　

47

平
成
十
九
年
度
利
用
者
数　
　

64

第
十
二
号（
二
〇
〇
九
年
三
月
）

鳥
居
清
長
作
品
総
目
録
、
補
遺　
　

浅
野
秀
剛　

9

C
atalogue R

aisonné of the W
orks of T

orii K
iyonaga, A

n A
ddendum

　
　

A
sano 

Shūgō

（T
ranslated by M

artha J. M
cC

lintock

）　

60

高
松
次
郎
の
「
塾
」

―
一
九
七
一
年
度
の
活
動

―　
　

藁
科
英
也　

61

T
akam

atsu Jirō ’s  “juku ” in 1971　
　

W
arashina H

ideya

（T
ranslated by M

artha J. 
M

cC
lintock

）　

79

平
成
二
〇
年
度　

千
葉
市
美
術
館
の
活
動　
　

81

平
成
二
〇
年
度
利
用
者
数　
　

98

《
図
版
》

鳥
居
清
長
《
三
代
目
市
川
八
百
蔵
の
助
六
・
尾
上
松
助
の
意
休
・
中
山
富
三
郎
の
揚
巻
》
／

《（
藤
間
芳
名
開
き
披
露
公
演
摺
物
）》

第
十
三
号（
二
〇
一
〇
年
三
月
）

江
戸
時
代
中
期
京
都
の
「
唐
絵
」　　

伊
藤
紫
織　

11

K
arae (C

h
inese-style P

ainting) in M
id-E

do P
eriod K

yoto　
　

Itō
 Sh

iori

（T
ranslated by M

artha J. M
cC

lintock

）　

22

ダ
ン
・
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
と
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト　
　

水
沼
啓
和　

23

D
an Flavin and C

onceptual A
rt　

　

M
izunum

a H
irokazu

（T
ranslated by M

artha 
J. M

cC
lintock

）　

36

平
成
二
一
年
度　

千
葉
市
美
術
館
の
活
動　
　

37

平
成
二
一
年
度
利
用
者
数　
　

51

《
図
版
》

円
山
応
挙
《
雪
景
山
水
図
》
障
壁
画（
部
分
）／《
秋
月
雪
峡
図
屛
風
》

松
村
景
文
《
春
秋
唐
人
物
図
》

第
十
四
号（
二
〇
一
一
年
三
月
）

文
政
六
年
の
酒
井
抱
一
と
雨
華
庵　
　

松
尾
知
子　

7

Sakai H
ōitsu and the U

gean in the Y
ear B

unsei 6(1823)　
　

M
atsuo T

om
oko

（T
ranslated by M

artha J. M
cC

lintock

）　

15
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一
木
会
と
そ
の
周
辺　
　

西
山
純
子　

17

T
he Ichim

okukai Society and Its C
ohorts　

　

N
ishiyam

a Junko

（T
ranslated by 

M
artha J. M

cC
lintock

）　

26

平
成
二
二
年
度　

千
葉
市
美
術
館
の
活
動　
　

27

平
成
二
二
年
度
利
用
者
数　
　

45

第
十
五
号（
二
〇
一
二
年
七
月
）

溪
斎
英
泉
の
画
業
展
開
に
つ
い
て　
　

田
辺
昌
子　

7

T
he D

evelopm
ent of K

eisai E
isen the A

rtist　
　

T
anabe M

asako

（T
ranslated by 

M
artha J. M

cC
lintock

）　

22

事
業
報
告　

所
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
た
鑑
賞
授
業
の
試
み　
　

山
根
佳
奈　

23

Project R
eport: A

n E
xperim

ent in T
eaching V

isual A
ppreciation through the U

se 
of an A

rt M
useum

’s C
ollection D

atabase　
　

Y
am

ane K
ana

（T
ranslated by 

M
artha J. M

cC
lintock

）　

34

平
成
二
三
年
度　

千
葉
市
美
術
館
の
活
動　
　

35

平
成
二
三
年
度
利
用
者
数　
　

50

第
十
六
号（
二
〇
一
三
年
九
月
）

増
上
寺
蔵
・
一
信
筆
「
五
百
羅
漢
図
」
と
の
出
会
い
と
、
そ
の
後　
　

河
合
正
朝　

7

“T
he Five H

undred A
rhats ” by K

azunobu in the Zōjōji T
em

ple C
ollection: a first 

encounter and later developm
ents　

　

K
aw

ai M
asatom

o

（T
ranslated by B

arbara 
C

ross

）　

18

流
光
斎
肉
筆
役
者
絵
『
狂
言
尽
図
巻
』
考　
　

北
川
博
子　

19

T
he P

ainting of K
abuki A

ctors K
yō

gen zukushi zukan by R
yūkōsai Jokei　

　

K
itagaw

a H
iroko

（T
ranslated by B

arbara C
ross

）　

29

田
中
抱
二
の
「
画
史
」
―
酒
井
抱
一
の
晩
年
の
弟
子
が
伝
え
た
も
の
―　
　

松
尾
知
子　

31

T
anaka H

ōji ’s  “H
istory of painting ”: w

hat is taught us by Sakai H
ōitsu ’s last pupil　

M
atsuo T

om
oko

（T
ranslated by B

arbara C
ross

）　

50

平
成
二
四
年
度　

千
葉
市
美
術
館
の
活
動　
　

51

平
成
二
四
年
度　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
な
げ　

企
画
展
及
び
施
設
の
利
用
者　
　

66

平
成
二
四
年
度
利
用
者
数　
　

67

第
十
七
号（
二
〇
一
四
年
一
二
月
）

無
縁
寺
心
澄　

年
譜
と
資
料　
　

藁
科
英
也　

7

A
 C

hronological R
ecord of M

uenji Shinchō and H
is W

ritings　
　

W
arashina 

H
ideya

（T
ranslated by B

arbara C
ross

）　

40

江
戸
の
南
蘋
派
末
流　

岡
本
秋
暉　
　

伊
藤
紫
織　

41

O
kam

oto Shū
ki: D

escendant of th
e N

anpin Sch
ool in E

do　
　

Itō
 Sh

iori

（T
ranslated by B

arbara C
ross

）　

51

平
成
二
五（
二
〇
一
三
）年
度　

千
葉
市
美
術
館
の
活
動　
　

52

平
成
二
五
年
度　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
な
げ　

企
画
展
及
び
施
設
の
利
用
者　
　

67

平
成
二
五
年
度
利
用
者
数　
　

69

第
十
八
号（
二
〇
一
六
年
三
月
）

開
館
二
〇
周
年
記
年　

歴
代
館
長
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

歴
代
館
長
よ
も
や
ま
話　
　

河

野
元
昭（
司
会
）　

熊
谷
俊
人（
挨
拶
）　

辻
惟
雄　

小
林
忠　

河
合
正
朝（
パ
ネ
ラ
ー
）　

7

T
ales from

 the M
useum

 of A
rt D

irectors, P
ast and P

resent　
　

C
hair: Kōno 

M
otoaki Introductory greeting: K

um
agai T

oshihito　

Panelists: T
suji N

obuo　

K
obayashi T

adashi　

K
aw

ai M
asatom

o　
（T

ranslated by B
arbara C

ross

）　

25

『
桃
源
詩
画
』
に
つ
い
て
―
画
僧
・
月
僊
の
桃
源
郷　
　

松
岡
ま
り
江　

26

“Tōgen Shiga ” by G
essen: A

rtist-m
onk G

essen ’s U
topia　

　

M
atsuoka M

arie
（T

ranslated by B
arbara C

ross

）　

36

平
成
二
六（
二
〇
一
四
）年
度　

千
葉
市
美
術
館
の
活
動　
　

37

平
成
二
六
年
度　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
い
な
げ　

企
画
展
お
よ
び
施
設
の
利
用
者　
　

53

平
成
二
六
年
度
利
用
者
数　
　

56



118

第
十
九
号（
二
〇
一
七
年
三
月
）

対
談
「
小
川
信
治
の
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
、
そ
の
思
考
と
制
作
」　
　
小
川
信
治
　
平
芳
幸

浩
　
畑
井
恵（
司
会
進
行
）　
7

A
 D

iscussion:  “O
gaw

a Shinji ’s G
rand T

our: T
houghts and P

roduction ”

　
　

Speakers: O
gaw

a Shinji

　H
irayoshi Y

ukihiro

　C
hair: H

atai M
egum

i

（T
ranslated 

by B
arbara C

ross
）　
24

オ
ー
バ
リ
ン
大
学
・
ア
レ
ン
メ
モ
リ
ア
ル
美
術
館
所
蔵
　
メ
ア
リ
ー
・
エ
イ
ン
ズ
ワ
ー
ス
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
浮
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Volunteer Activities at Chiba City Museum of Art  2003-2017

Yamane Kana

 Museum volunteers have been active at the Chiba City Museum of Art since 2003.  From 2018, with the 
addition of phase-5 members, we expect to be a force of over 40 people running activities. This paper reflects 
on the last 15 years, and reports on the history to date - and future development - of the three areas of activity: 
gallery talks, leading art appreciation and workshops that are at the core of the Museum’s volunteer activities 
today.
 Volunteers initiated the first ever activities that were gallery talks. Then, on the request of the Museum, 
which had begun admitting school groups (art appreciation programs for primary and junior high school pu-
pils), they took up a new role in leading art appreciation, which gradually became a major part of their activi-
ties. Also, workshops on color woodblock prints were held that made use of the talents of individual members. 
As these coincided with the Museum’s activity objectives and were well received by participants, they have 
continued to run long-term. These standard activities led to volunteers’ own proposals and experiments from 
which programs emerged that had more specific focuses. 
 Questionnaires reveal that the Museum volunteer activities bring change to the every-day lives of its own 
volunteers, and in this way can be seen as a type of learning. Hopefully this paper allows us to consider the sig-
nificance and possibilities of volunteer activities in the Museum, where visitors can gain new perspectives and 
values, and nurture themselves, by coming face to face with works of art.

(Translated by Barbara Cross)
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31名（1期＝11名、2期＝10名、3期＝2名、4期＝8名
アンケート回答数20（1期＝7名、2期＝6名、3期＝2名、4期＝5名）

1期 2期 3期 4期 全体
あなたにとって中心となる活動は？　
（複数回答可）

ギャラリートーク 6 5 1 1 13

鑑賞リーダー 5 3 2 5 15

ワークショップ 3 6 0 1 10

あなたが美術館でのボランティア活動
をしようと考えた理由・モチベーショ
ンは何ですか？　（複数回答可）

「ボランティア活動」への興味・関心 2 0 0 1 3

美術・美術鑑賞が好きだから 3 3 1 2 9

美術館・博物館活動への興味 1 1 0 1 3

好きなことを学びながら他人の役に立ちたい 3 1 0 3 7

地域のために役立ちたい（地域社会への還元活動）・社会参加 1 1 1 1 4

退職後の時間の使い方として 2 2 0 1 5

子どもたちのための活動をしたい 0 1 1 2 4

その他（集団活動の活性化への興味１、ボケ対策１、ワークショッ
プへの興味１）

0 2 0 1 3

モチベーションは、活動を始めた当初
と今とでは変わりましたか？

変わらない 7 3 2 3 15

変わった 0 3 0 2 5

→どのように変わりましたか？ 活動を通して、普段接する機会のない人と関わり得られる刺激と洞
察は、様 な々場面での発想・判断に影響を与えていると思う。（2期）
←美術への関心、集団活動への関心
鑑賞リーダー、ギャラリートークは、4期・5期のボランティアの皆さ
んの、新しい見方・表現方法に期待し、穴のあいた部分をうめたい。
老害にならぬように自戒。（2期）←美術館活動への興味、退職後の
地域貢献
来館者の喜びが楽しい（2期）←鑑賞の力をつけたい
現代美術について興味を持ち始めた（4期）←学んだことを活用した
い、美術館活動への関心
人に伝えることの難しさがわかるようになってきた。子どもたちの意
見の汲み上げ方への関心。（4期）←美術への関心

ボランティア活動をしていることで、自
分の日常に変化・影響はありますか？

ある 7 5 2 4 18

ない 0 1 0 1 2

→影響・変化 自分で勉強をする時間・実際に活動に要する時間が必要になった。
忙しくなったし、時 ス々トレスになるが、学び活動する中で、年齢とと
もに変化成長できたことも多い。辛いときもあったが、やめずに続け
ているし、やりがいもある。（1期）
たまたまボランティアが美術館でしたので、大変美術分野からの視
点でものが見えてきたこと。
公共施設としての千葉市美術館の在りよう、そこでボランティアがど
う働かねばならぬか幾分は理解できました。千葉市美術館の人的
物的資源、資産も少しは分かり、これらをいかすのに協力するのが
ボランティアの務めだということも自覚しました。（1期）
ものの見方や考え方が広く深くなり、日々の生活や人生が楽しくなっ
ている。読書が早くできるようになり、話すことも書くことも苦痛でな
くなった。座談の中でアイデアに満ちた連想や発想ができるようにな
った。会話に満足できない人との交流を歓迎しないようになった。
（1期）
日常の生活が活動とともに充実したものでした。利害関係のない仲
間に年を重ねてから出会え、励まし合えたことは宝と思います。（1
期）
たくさんの素晴らしい人々に出会うことができて、自分も視野が広が
っていったと思う。思いが共有できない場合のストレスが少しきつい
ことがある。（1期）
（展覧会、図書を見るなど）美術に積極的に目を向けるようになった。
トーク、鑑賞リーダーを通してさまざまな世代の来館の方 と々接する
（会話する）場と機会を持つことができた。活動する中で、自主的集団
（グループ）活動を学ぶ場となった。（1期）

資料3　美術館ボランティア　アンケート　2017
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広く社会をみることができるようになった（視野が広がる）。（1期）
家庭・地域活動などへの影響はあまり感じないが、美術館活動が美
術への日常的な関心を持続することにいい刺激を与えているのでは
と思う。多くの人を知りえたことは大きな収穫。（2期）
年数を経る中で、自分のボランティア活動を縮小してきた。また、続
けていく中で、自分の体調不良、親の問題など出てきたが、自分の
出来る範囲で活動することができ、今日に至ることができた。（2期）
日本美術に興味を持てたこと。7～8年前から年間100館以上の他館
の美術館を巡った。結果として、トーク、リーダー、ワークショップに
反映できたと思う。
活動を通して、いろんな人に出会えたこと。仲間と勉強し、支え合う
ことの楽しさも増したと思う。（2期）
プラスの面としては、仕事以外の何か、日常と地続きの非日常という
遊び場。マイナス面としては、家庭・仕事・ボランティア活動の板挟
み、葛藤。（2期）
生きがいを見つけた。（2期）
家族で千葉市美術館の展覧会を観に来るようになった。
ワークショップに子供と一緒に参加した。鑑賞教育当日に穴を開け
られないので、体調管理が必要になった。（3期）
モチベーションは変わっていないが、このところ体調がまだら模様
で、ギャラリートークが思うに任せず、鑑賞教育中心の活動になって
いるのが残念。忸怩たる思い。（3期）
定期的に自分に興味のない展覧会も行くようになった。（4期）
家族がボランティアの活動を具体的に知ったことで、展覧会に興味
を持ち、美術館のトークを聴きに来たり、ワークショップに参加した
り、美術展への興味が深まった。
美術館でのボランティアをしている妻や母親に対して、尊敬の念を
持ってくれ、活動を積極的に応援してくれた。
自分としては、日常に張りが出て、楽しくて、緊張感のある生活が送
れていると思う。（4期）
マイナスは特にありません。
動物園でボランティア活動をしている妻と、来館者、来園者との対
応について意見交換しながら改善点などを話し合っています。始め
てから、近所の子どもたちと自然な対応ができるようになったように
思えます。
展覧会ポスターをお願いしている近隣のお店や医院では、美術館へ
行った方の話を聞くことができるようになりました。（4期）
活動を始めた当初と家庭環境が変わったため、時間のやりくりが大
変になって、充分な下調べができなくなっています。（4期）
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資料2　美術館ボランティア　アンケート　2005

対象：1期メンバー19人、回答13人
2005年10月15日実施、12月13日集計

質問項目

1.　あなた自身のこれまでの活動について、ご回答ください。
　  1）　定例会への参加状況
　  2）　ギャラリートーク活動状況
　  3）　鑑賞リーダー活動状況
　  4）　その他（イベント、ワークショップ等の運営補助）活動状況
　  5）　レクチャー、市民講座等、研修機会への参加状況
　  6）　上記以外で積極的に行なった活動があれば、ご記入ください。
　  7）　いちばん積極的に取り組んだことは、何ですか？　（上記項目との重複、複数回答可）
　  8）　心残りに思っていることがあれば、ご記入ください。
　  9）　いちばん印象に残っていることは、何ですか？
　10）　「美術館を楽しもう」のサブタイトル（あなた自身の活動テーマ）を教えてください。
　11）　ボランティア活動を続けてきたのは（続けてこられたのは）、なぜですか？

2.　今後について、ご回答ください。（現時点での状況、気持ちでお答えください。）
　  1）　来年度以降（さしあたって2年間）もボランティアとして活動を続けますか？
　  2）　来年度以降、積極的に取り組みたいことがあれば、ご記入ください。（既出項目からの選択、重複回答可）
　  3）　活動を続けていく上で、改善したいこと（自分が、会全体が、館が、など）があれば、ご記入ください。

3.　その他、書きたいことがあれば、どうぞ。
　  満足／どちらかというと満足／どちらかというと不満／不満／その他　　から選択
　  他、自由記述式

以下、質問1-7～9の回答のみ抜粋

いちばん積極的に取り組んだことは、何ですか？
　・ギャラリートーク　全5件
　・あまり深く掘り下げた知識は不必要と思い、自身がぼーっと思うような事柄や、おもしろかったり意外だったりするこ

とを入れながら気軽に進めたつもり。
　・鑑賞リーダー　
　・子どもたちとふれあえる機会を持ちたいと思い、鑑賞リーダーとしての活動の機会を多く持つよう努力した。
　・上記項目、できる範囲内で平均的に取り組んだつもり。
　・観客が期待するギャラリートークのあり方について、自分なりに工夫してきた。
　・「手伝い仕事」（大変な「説明」ではなくて）
　・レクチャーや市民講座への参加（自分の知識の拡充が先決問題だったから）
　・トークのためのレクチャーは、興味がわき、勉強になり、楽しい時間だった。トークに関して費やした活動の７割と

いった感じだ。
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心残りに思っていることがあれば、ご記入ください。
　・ボランティアの活動がギャラリートーク中心になってしまったこと。研修当初は、ワークショップやアウトリーチプログ

ラムなど、多様な活動も想定されていたように思うが。
　・コミュニケーションの取り方が難しく、なかなか意図が伝わらない。
　・展示ごとに燃焼まで時間がかかる。素早くギャラリートークへ進めない。知識が蓄積されていない、断片的で系統

だっていないところ。
　・ギャラリートークは同じ展示中でも毎回自分自身できが異なるので、一つの展示についてもっと回数を経験した方

が良かったかと思う（一つの展示で2、3回を目安にしていた）。お客様次第というところもあるが。
　・鑑賞教育（児童向け）で、口の重い子が、おずおずたずねた質問の意味が短い時間に正確にとらえられず、相手に

納得のいく回答（会話）ができなかったこと。
　・全展覧会のトーク実施を目標に続けて来たが、「画人たちと千葉」「写楽・歌麿と黄金期の浮世絵」「幕末明治の浮

世絵」のトークができなかったこと。
　・ギャラリートークの回数をあまり増やせなかったこと。理由は、１に自分の準備不足、２に自分の都合。
　・仕事をしていたため、参加できないことが多かったが、これからは少し時間の都合がつくので、積極的に参加した

い。
　・定例日のギャラリートークが、曜日の関係上機会がとりにくく、参加できなかったことが、自分が責任を果たしてい

ないようで心苦しく思っている。
　・定例会、レクチャー他、ほとんど参加できなかったこと。ただし、資料や報告にて確認すべきことは行なった。
　・心残りの分は、今後の活動で取り戻してゆきたい。
　・なし

いちばん印象に残っていることは、何ですか？
　・すべてのギャラリートークが自分にとっては宝物。トークの間のお客様の表情や質問、終了後のお礼やほめ言葉に

励まされながら、今まで活動を続けてこられたと思う。
　・ギャラリートークの中で、お客様と心のふれあう会話ができたこと。お客様から教えていただくこともあり、自分の勉

強不足を恥じるとともに、次への糧にしたいと思いながらも、なかなか思うように努力できなかった自分がいて、自
信を失ってしまうこともあった。

　・浮世絵展で、お気に入りを見つけ、図柄等を和服に取り入れているお客様の楽しみ方に触れたこと。
　・つたないトークを仲立ちにして、お客様と共に作品を楽しく鑑賞できたとき。
　・浮世絵のギャラリートークで、偶然生まれた一団が、一時を共に楽しみ、別れ際には互いに離れがたいものを感ず

る、ということが何回もあった。観客とトーカーが、観客同士が言葉を交わす。何人もの人が感想を述べあう。一体
感のある交流があると、人と人とのふれあいが、趣味を一にする喜びをさらに深める。観客は「今日は楽しかった」
といい、自分は「今日はお客さんに恵まれた」とエールの交換をする。

　・最初のトーク「ホノルル展」。北斎の《神奈川沖浪裏》、広重の《東海道五拾三次之内　庄野》など、初めて見て感
動した。ベロ藍とか、一文字ボカシとか、版画にまつわる用語も調べて、緊張の中で、無事、最初のトークを終えた
こと。観客と心を通わせてトークができたことが、次へつながってきていると思う。

　・自分のギャラリートークを聞いて、次の展覧会にも聞きに来てくれた人がいたこと。
　・ギャラリートークはお客様とのコミュニケーションが大切。
　・鑑賞リーダーで、子どもたちの感嘆の声を聞いたり、目が輝いている感じ。
　・うずまきの公開展示。作家、観客、ボランティアなど、皆で会場をつくりあげることは、とても新鮮でおもしろい体験

だった。
　・ワークショップで作家の熱い気持ちが聞けたこと。
　・作品倉庫で間近に作品を見ることができたこと。現代美術など、今まで全く興味がなかった作品でも、レクチャー

や講座などの指導で作品の見方が変わったこと。それを一般の方と話し合いながらギャラリートークしたこと。
　・実施面で、なんとか皆の力で貢献できているのではということ。立派な仲間に敬意を表したい。
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資料2　美術館ボランティア　アンケート　2005

対象：1期メンバー19人、回答13人
2005年10月15日実施、12月13日集計

質問項目

1.　あなた自身のこれまでの活動について、ご回答ください。
　  1）　定例会への参加状況
　  2）　ギャラリートーク活動状況
　  3）　鑑賞リーダー活動状況
　  4）　その他（イベント、ワークショップ等の運営補助）活動状況
　  5）　レクチャー、市民講座等、研修機会への参加状況
　  6）　上記以外で積極的に行なった活動があれば、ご記入ください。
　  7）　いちばん積極的に取り組んだことは、何ですか？　（上記項目との重複、複数回答可）
　  8）　心残りに思っていることがあれば、ご記入ください。
　  9）　いちばん印象に残っていることは、何ですか？
　10）　「美術館を楽しもう」のサブタイトル（あなた自身の活動テーマ）を教えてください。
　11）　ボランティア活動を続けてきたのは（続けてこられたのは）、なぜですか？

2.　今後について、ご回答ください。（現時点での状況、気持ちでお答えください。）
　  1）　来年度以降（さしあたって2年間）もボランティアとして活動を続けますか？
　  2）　来年度以降、積極的に取り組みたいことがあれば、ご記入ください。（既出項目からの選択、重複回答可）
　  3）　活動を続けていく上で、改善したいこと（自分が、会全体が、館が、など）があれば、ご記入ください。

3.　その他、書きたいことがあれば、どうぞ。
　  満足／どちらかというと満足／どちらかというと不満／不満／その他　　から選択
　  他、自由記述式

以下、質問1-7～9の回答のみ抜粋

いちばん積極的に取り組んだことは、何ですか？
　・ギャラリートーク　全5件
　・あまり深く掘り下げた知識は不必要と思い、自身がぼーっと思うような事柄や、おもしろかったり意外だったりするこ

とを入れながら気軽に進めたつもり。
　・鑑賞リーダー　
　・子どもたちとふれあえる機会を持ちたいと思い、鑑賞リーダーとしての活動の機会を多く持つよう努力した。
　・上記項目、できる範囲内で平均的に取り組んだつもり。
　・観客が期待するギャラリートークのあり方について、自分なりに工夫してきた。
　・「手伝い仕事」（大変な「説明」ではなくて）
　・レクチャーや市民講座への参加（自分の知識の拡充が先決問題だったから）
　・トークのためのレクチャーは、興味がわき、勉強になり、楽しい時間だった。トークに関して費やした活動の７割と

いった感じだ。
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心残りに思っていることがあれば、ご記入ください。
　・ボランティアの活動がギャラリートーク中心になってしまったこと。研修当初は、ワークショップやアウトリーチプログ

ラムなど、多様な活動も想定されていたように思うが。
　・コミュニケーションの取り方が難しく、なかなか意図が伝わらない。
　・展示ごとに燃焼まで時間がかかる。素早くギャラリートークへ進めない。知識が蓄積されていない、断片的で系統

だっていないところ。
　・ギャラリートークは同じ展示中でも毎回自分自身できが異なるので、一つの展示についてもっと回数を経験した方

が良かったかと思う（一つの展示で2、3回を目安にしていた）。お客様次第というところもあるが。
　・鑑賞教育（児童向け）で、口の重い子が、おずおずたずねた質問の意味が短い時間に正確にとらえられず、相手に

納得のいく回答（会話）ができなかったこと。
　・全展覧会のトーク実施を目標に続けて来たが、「画人たちと千葉」「写楽・歌麿と黄金期の浮世絵」「幕末明治の浮

世絵」のトークができなかったこと。
　・ギャラリートークの回数をあまり増やせなかったこと。理由は、１に自分の準備不足、２に自分の都合。
　・仕事をしていたため、参加できないことが多かったが、これからは少し時間の都合がつくので、積極的に参加した

い。
　・定例日のギャラリートークが、曜日の関係上機会がとりにくく、参加できなかったことが、自分が責任を果たしてい

ないようで心苦しく思っている。
　・定例会、レクチャー他、ほとんど参加できなかったこと。ただし、資料や報告にて確認すべきことは行なった。
　・心残りの分は、今後の活動で取り戻してゆきたい。
　・なし

いちばん印象に残っていることは、何ですか？
　・すべてのギャラリートークが自分にとっては宝物。トークの間のお客様の表情や質問、終了後のお礼やほめ言葉に

励まされながら、今まで活動を続けてこられたと思う。
　・ギャラリートークの中で、お客様と心のふれあう会話ができたこと。お客様から教えていただくこともあり、自分の勉

強不足を恥じるとともに、次への糧にしたいと思いながらも、なかなか思うように努力できなかった自分がいて、自
信を失ってしまうこともあった。

　・浮世絵展で、お気に入りを見つけ、図柄等を和服に取り入れているお客様の楽しみ方に触れたこと。
　・つたないトークを仲立ちにして、お客様と共に作品を楽しく鑑賞できたとき。
　・浮世絵のギャラリートークで、偶然生まれた一団が、一時を共に楽しみ、別れ際には互いに離れがたいものを感ず

る、ということが何回もあった。観客とトーカーが、観客同士が言葉を交わす。何人もの人が感想を述べあう。一体
感のある交流があると、人と人とのふれあいが、趣味を一にする喜びをさらに深める。観客は「今日は楽しかった」
といい、自分は「今日はお客さんに恵まれた」とエールの交換をする。

　・最初のトーク「ホノルル展」。北斎の《神奈川沖浪裏》、広重の《東海道五拾三次之内　庄野》など、初めて見て感
動した。ベロ藍とか、一文字ボカシとか、版画にまつわる用語も調べて、緊張の中で、無事、最初のトークを終えた
こと。観客と心を通わせてトークができたことが、次へつながってきていると思う。

　・自分のギャラリートークを聞いて、次の展覧会にも聞きに来てくれた人がいたこと。
　・ギャラリートークはお客様とのコミュニケーションが大切。
　・鑑賞リーダーで、子どもたちの感嘆の声を聞いたり、目が輝いている感じ。
　・うずまきの公開展示。作家、観客、ボランティアなど、皆で会場をつくりあげることは、とても新鮮でおもしろい体験

だった。
　・ワークショップで作家の熱い気持ちが聞けたこと。
　・作品倉庫で間近に作品を見ることができたこと。現代美術など、今まで全く興味がなかった作品でも、レクチャー

や講座などの指導で作品の見方が変わったこと。それを一般の方と話し合いながらギャラリートークしたこと。
　・実施面で、なんとか皆の力で貢献できているのではということ。立派な仲間に敬意を表したい。
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2008年 30（9・21） 1期 15（4・
11）、2期15
（5・10）

144 32 23 118 ○ワークショップ
「親子でつくる夏休みの絵本」
（「ブラティスラヴァ世界絵本原画
展」関連）
○ワークショップ（自主企画）
「インドネシアの香りを楽しむ」
（「インドネシア更紗のすべて」展
関連）、「自分のしるし－蔵書票づ
くり」（「読書まつり」参加）、「八犬
士キーホルダーをつくろう」（「八
犬伝の世界」展関連）、「多色摺
木版画体験：クリスマスカードを
つくる」（「まなびフェスタ」参加）、
「写楽・夢二を摺ろう！－多色摺
木版画ワークショップ」（新収蔵
作品展関連）、「木版画年賀状を
作ろう」
○その他
「バティック試着会」（「インドネシ
ア更紗のすべて」展関連）、「えほ
んのじかん」「中学生のためのギャ
ラリークルーズ」（「ブラティスラヴ
ァ世界絵本原画展」関連）「伝統
の駿河凧作り」（「八犬伝の世界」
展関連）

「彫りの会・摺の会」発足

2009年 28（9・19） 1期 14（4・
10）、2期14
（5・9）

81 18 15 67 ○ワークショップ
ファミリープログラム「生きている
線、魔法の線」（「パウル・クレー
展」関連）
○ワークショップ等（自主企画）
「多色摺り木版画教室：夏の思い
出」（「読書まつり」参加）、「美術
館ボランティアによる多色摺り木
版画体験コーナー」（「まなびフェ
スタ」参加）、「木版画年賀状を
作ろう」
○その他
「中学生のためのギャラリークル
ーズ」

「彫りの会・摺の会」改め
「もくもく会」に

2010年 24（9・15） 1期 13（4・
9）、2期 11
（5・6）

67 29 35（以降、
クルーズ
や他のリ
ーダー活
動も含む）

207 ○ワークショップ
●木版画多色摺り体験：
「多色摺木版画でお面を摺ろう！」
（「MASKS―仮の面」展関連）、
「まなびフェスタ」参加、「ヤングフ
ェスティバル」参加、「総合展」＊
会期中の開催　
●その他：
「美術館までナビゲート（美ナビ）」、
「美術館で作ろう　おしゃれな花
でストラップ」（近代日本美術の百
花」展関連）、「プラ板で作る私だ
けのお守りーマスク・ストラップ」
（「MASKS―仮の面」展関連）、
「木版画年賀状を作ろう」

この年より、クルーズを鑑
賞リーダー活動にカウント
するようになる。
「美術館への道」活動開始

2011年 28（12・16） 1期 13（4・
9）、2期 11
（5・6）、3
期4（3・1）

62 31 33 225 ○ワークショップ
●木版画多色摺り体験：
「江戸を摺る！」、「まなびフェス
タ」参加、「ヤングフェスティバル」
参加、「総合展」会期中の開催
●その他：
「美術館までナビゲート（美ナビ）」、
「『江戸を遊ぶ』～プラ板でつくる
浮世絵ストラップ」（「読書まつり」
参加）

東日本大震災により、3/11
から4/30まで臨時休館

＊市教育委員会主催による小中学
生の作品展
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2012年 27（12・15） 1期 12（4・
8）、2期 11
（5・6）、3
期4（3・1）

52 31 37 238 ○ワークショップ
●木版画多色摺りワークショップ：
「江戸を摺る！」（「溪斎英泉」展
関連）、「年賀状とクリスマスカー
ド」（「まなびフェスタ」参加）、「ヤ
ングフェスティバル」参加、総合
展会期中の開催、「木版画年賀
状講座」
●その他：
「美術館までナビゲート（美ナビ）」

2013年 25（10・15） 1期 12（4・
8）、2期 11
（5・6）、3
期2（1・1）

47 33 41 256 ○ワークショップ
●木版画多色摺りワークショップ：
「散華をつくろう」（「仏像半島」展
関連）、「まなびフェスタ」参加、
総合展会期中の開催、「木版画
年賀状講座」

自主的なワークショップは
もくもく会一色に。しばらく
ワークショップは鑑賞系
（リーダーが参加）に偏重

2014年 36（14・22） 1期 12（4・
8）、2期 11
（5・6）、3
期2（1・1）、
4期 11（5・
6）

59 34 43 295 ○ワークショップ
●木版画多色摺りワークショップ：
「まなびフェスタ」参加、総合展会
期中の開催、「暑中見舞いを書こ
う」（「美術館で縁日気分‼」関
連）、教職員向け研修への協力、
「木版画年賀状講座」
●その他：
「えほん屋台」読みきかせイベント
（「ブラティスラヴァ世界絵本原画
展」関連）、「江戸の子どもの遊び」
（「美術館で縁日気分‼」関連）

さや堂ホールでのイベント
「美術館で縁日気分!!」始
まる

2015年 35（13・22） 1期 12（4・
8）、2期 10
（4・6）、3
期2（1・1）、
4期 11（4・
7）

53 34 60 297 ○ワークショップ
●木版画多色摺りワークショップ：
「まなびフェスタ」参加、総合展会
期中の開催、「暑中見舞いを書こ
う」（「美術館で縁日気分‼」関
連）、「木版画年賀状講座」
●その他：
「えほん屋台」読みきかせイベント
（「ブラティスラヴァ世界絵本原画
展」関連）、「江戸の子どもの遊び」
（「美術館で縁日気分‼」関連）
○その他
「はてな先生」

2016年 32（12・20） 1期 11（4・
7）、2期 10
（4・6）、3
期2（1・1）、
4期9（3・6）

54 33 65 354 ○ワークショップ
「春の色をかさねる－オリジナルブ
ックカバーつくり」（「吉田博」展
関連）＊＊、「お・か・し な オブジェ」
（「岡崎和郎のWho’s Who」展関
連）、「玉堂に倣う－ 模写で知る
浦上玉堂の魅力」「ことば × おと 
× かたち」（「浦上玉堂と春琴・秋
琴－父子の芸術」展関連）、「和綴
じ～昔ながらの本を手作り」（「所
蔵浮世絵名品展」関連）＊＊　
●木版画多色摺りワークショップ：
「木版画年賀状を作ろう」、「暑中
見舞いを書こう」（「美術館で縁日
気分‼関連）、「まなびフェスタ」
参加、総合展会期中の開催
●その他：
「えほんのじかん」（「ブラティスラ
ヴァ世界絵本原画展」関連）
○その他：
「はてな先生」

ワークショップ担当職員が
着任し、ボランティアをファ
シリテーターとして巻き込
んだワークショップを実施
するようになる

＊＊ともに「もくもく会」協力による
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になった時期といえる。
15 2010年2月にボランティアより美術館副館長あてに提出され
た。

16 2年に一度開催される絵本原画展では、ボランティアによる
絵本の読み聞かせを行っている。一般的な読み聞かせの枠
を越え、読み手の工夫が見られる企画だが、展覧会担当者
の呼びかけに応じた実施である。

17 資料3未掲載部分（問6「今後：ボランティアとして取り組んで
みたいことなどあれば教えてください。」＝自由記述）

18 資料3の項目「ボランティア活動をしていることで、自分の日
常に変化・影響はありますか？→影響・変化」を参照。

9

ボランティア登録者
数（　）内は男女別

登録更新状況 ギャラリー
トーク実施回
数（合計）

ギャラリー
トーク実施
回数（定例）

鑑賞リーダー
活動回数

鑑賞リーダー
活動者のべ数

ワークショップ等への協力（2006年以降は、ボランティアが
主体的に企画・運営するものも含む）

できごと

2003年 19（5・14） 175 － 8 43 ○ワークショップ
「線をつくる」（所蔵作品展「2003
年アートの旅」関連）

トークは全て自主（告知な
し）。日に2回（11時・14時）
実施した日もある。所蔵品
展でも実施。2004年 19（5・14） 241 － 20 85 ○ワークショップ

「にわかしぼり」「藍の生葉染」
（「太陽と精霊の布」展関連）、
「鑑賞と造形あそびのプログラム
『円をつくる・円でつくる　デコラ
ージュ』」（「おわりははじまり」展
関連）、「美術館ツアーby太陽号」
（WiCANプロジェクト）
○その他
《渦》（新井淳一）の公開展示作業、
「遠藤健郎絵画展」「深沢幸雄銅
版画展」図録制作、展示・撤去
作業

2005年 17（4・13） 69 － 12 62 ○ワークショップ
「糸あやつり人形とおはなしによる
『赤ずきん』」、「なが～いもの、な
～んだ？」（「ブラティスラヴァ世界
絵本原画展」関連）
○その他
「絵本を楽しむひととき」（「ブラティ
スラヴァ世界絵本原画展」関連）

2006年 32（9・23） 1期 15（4・
11）、2期17
（5・12）

157 64 21 112 ○ワークショップ
「どこまで読んだ？マーブリングで
つくる私のしおり」（「イギリスの美
しい本」展関連）
○ワークショップ（自主企画）
「本をつくろう」（「イギリスの美し
い本」展関連）、「気持ちを出して
いってみませんか？みんなの感動
の詰まった人を作ろう」（「特集展
示：草間彌生・荒川修作・篠原
有司男」関連）、「皆とや絵草紙
店　夢二を摺る！」（「竹久夢二
展」関連）、地域連携事業「千葉
銀座・菜の花ロード」プレ・イベント
○その他
「中学生のためのギャラリークル
ーズ」、「美術館ボランティアが選
ぶ千葉市美術館コレクション展」
（所蔵作品展の企画・展示作業）、
「リッケン・コレクション」作品整
理作業への協力

水曜14時を定例化（チラシ
で告知）
定例＝水14時、同時開催
展は15時から。自主＝水
11時、その他平日11時と14
時

2007年 32（9・23） 1期 15（4・
11）、2期17
（5・12）

161 33 22 132 ○ワークショップ
「私と私の好きな動物でつくる物
語」（「シャガール展」関連）
○ワークショップ（自主企画）
地域連携事業「千葉銀座・菜の
花ロード」、「木版画多色摺体験
コーナー」（「まなびフェスタ」参
加）、「蔵書票を作ろう－本好きの
ための小さな世界を摺る」（「日本
の版画 1941-1950」展関連）、「集
まれ！キッズ・リポーター　本日創
刊。△△新聞」（「芳年・芳幾の錦
絵新聞」展関連）
○その他
「中学生のためのギャラリークル
ーズ」「ふぁみ★くる～ず」（「都市
のフランス　自然のイギリス」展
関連）、「市民のための美術コレク
ションケア展」「リッケン・コレクシ
ョン」作品整理作業への協力

美術館への道、浮世絵勉
強会、近代版画勉強会、
鑑賞リーダー学習会、木
版画年賀状をつくる会を自
主的に組織し、研修活動
を行った。

資料1　ボランティア活動の実績



8

になった時期といえる。
15 2010年2月にボランティアより美術館副館長あてに提出され
た。

16 2年に一度開催される絵本原画展では、ボランティアによる
絵本の読み聞かせを行っている。一般的な読み聞かせの枠
を越え、読み手の工夫が見られる企画だが、展覧会担当者
の呼びかけに応じた実施である。

17 資料3未掲載部分（問6「今後：ボランティアとして取り組んで
みたいことなどあれば教えてください。」＝自由記述）

18 資料3の項目「ボランティア活動をしていることで、自分の日
常に変化・影響はありますか？→影響・変化」を参照。

9

ボランティア登録者
数（　）内は男女別

登録更新状況 ギャラリー
トーク実施回
数（合計）

ギャラリー
トーク実施
回数（定例）

鑑賞リーダー
活動回数

鑑賞リーダー
活動者のべ数

ワークショップ等への協力（2006年以降は、ボランティアが
主体的に企画・運営するものも含む）

できごと

2003年 19（5・14） 175 － 8 43 ○ワークショップ
「線をつくる」（所蔵作品展「2003
年アートの旅」関連）

トークは全て自主（告知な
し）。日に2回（11時・14時）
実施した日もある。所蔵品
展でも実施。2004年 19（5・14） 241 － 20 85 ○ワークショップ

「にわかしぼり」「藍の生葉染」
（「太陽と精霊の布」展関連）、
「鑑賞と造形あそびのプログラム
『円をつくる・円でつくる　デコラ
ージュ』」（「おわりははじまり」展
関連）、「美術館ツアーby太陽号」
（WiCANプロジェクト）
○その他
《渦》（新井淳一）の公開展示作業、
「遠藤健郎絵画展」「深沢幸雄銅
版画展」図録制作、展示・撤去
作業

2005年 17（4・13） 69 － 12 62 ○ワークショップ
「糸あやつり人形とおはなしによる
『赤ずきん』」、「なが～いもの、な
～んだ？」（「ブラティスラヴァ世界
絵本原画展」関連）
○その他
「絵本を楽しむひととき」（「ブラティ
スラヴァ世界絵本原画展」関連）

2006年 32（9・23） 1期 15（4・
11）、2期17
（5・12）

157 64 21 112 ○ワークショップ
「どこまで読んだ？マーブリングで
つくる私のしおり」（「イギリスの美
しい本」展関連）
○ワークショップ（自主企画）
「本をつくろう」（「イギリスの美し
い本」展関連）、「気持ちを出して
いってみませんか？みんなの感動
の詰まった人を作ろう」（「特集展
示：草間彌生・荒川修作・篠原
有司男」関連）、「皆とや絵草紙
店　夢二を摺る！」（「竹久夢二
展」関連）、地域連携事業「千葉
銀座・菜の花ロード」プレ・イベント
○その他
「中学生のためのギャラリークル
ーズ」、「美術館ボランティアが選
ぶ千葉市美術館コレクション展」
（所蔵作品展の企画・展示作業）、
「リッケン・コレクション」作品整
理作業への協力

水曜14時を定例化（チラシ
で告知）
定例＝水14時、同時開催
展は15時から。自主＝水
11時、その他平日11時と14
時

2007年 32（9・23） 1期 15（4・
11）、2期17
（5・12）

161 33 22 132 ○ワークショップ
「私と私の好きな動物でつくる物
語」（「シャガール展」関連）
○ワークショップ（自主企画）
地域連携事業「千葉銀座・菜の
花ロード」、「木版画多色摺体験
コーナー」（「まなびフェスタ」参
加）、「蔵書票を作ろう－本好きの
ための小さな世界を摺る」（「日本
の版画 1941-1950」展関連）、「集
まれ！キッズ・リポーター　本日創
刊。△△新聞」（「芳年・芳幾の錦
絵新聞」展関連）
○その他
「中学生のためのギャラリークル
ーズ」「ふぁみ★くる～ず」（「都市
のフランス　自然のイギリス」展
関連）、「市民のための美術コレク
ションケア展」「リッケン・コレクシ
ョン」作品整理作業への協力

美術館への道、浮世絵勉
強会、近代版画勉強会、
鑑賞リーダー学習会、木
版画年賀状をつくる会を自
主的に組織し、研修活動
を行った。

資料1　ボランティア活動の実績



6

学校教員経験者の再任用）の2名で担当していた教育
普及事業は大きく幅を広げていく。美術館主導のワー
クショップには、外部講師を招くものと職員が講師を務
めるものがあるが、これらの企画数が大幅に増えたこと
に伴い、運営サポート役としてのボランティアの活動も
増加した。ワークショップの運営サポート活動は、内容
によっては当日の作業だけでなく事前準備段階から職
員とともに手を動かすこともある。ワークショップへの関
心は1～4期全体に見られ、美術館主導のワークショッ
プへの参加により、ある程度の満足が得られていること
が、今回行ったアンケートにも現れている17【資料3】。
　一方で、これにより、ボランティア発案による新規の
ワークショップ・自主プログラムが生まれる時間的・精
神的な余力が無くなってしまったようにも思われる。も
ちろん、活動は常に新しいものを生み出さなければい
けないというわけではない。現在の活動を少しずつ深
め、個人としても集団としても経験を重ね、より良い形
にバージョンアップしていくことは、単発イベントではな
く長いスパンで取り組むことができる美術館ボランティ
アの活動ならではの豊かさと考える。その上で、美術
館がボランティアの導入に対して利用者目線の獲得を
期待するならば、組織の運営上工夫の余地があるとも
いえるだろう。
　すでに述べたように、鑑賞プログラムのファシリテー
ターとしてのリーダー活動は15年、木版画多色摺ワー
クショップの活動は12年目となった。どちらの活動も、
長く続けていくなかで興味深い変化が起こっている。次
章では、核となる活動からの展開を見ていきたい。

2．活動内容の展開（変化）

①　鑑賞リーダー：利用者に必要なサポートを考えて
　鑑賞リーダーから派生した活動に、2006年度から続
く「中学生のためのギャラリークルーズ」がある。学校
連携事業が軌道に乗り始めた頃、団体来館の無い長
期休暇（夏休み）になると、展覧会鑑賞の宿題を生徒
に課す中学校が美術館近隣に増えてきた。宿題を手に、
勝手のわからない展示室をウロウロする中学生たちの
様子を見かねたボランティアたちの提案で始まったの
が、この鑑賞プログラムである。夏休み期間中に2日間
程度、展示室入口でリーダーが待ち受け、個人や友だ
ち同士で来館した中学生を対象に、展示室を案内して

いる。授業での来館時よりも滞在時間が長く自由に使
うことができることから、少人数で参加者の興味に従っ
て作品を見ていく本プログラムは、リーダーにとっても、
中学生の関心や鑑賞の様子を知ることができる貴重な
機会となっており、そこでの経験は、その後団体で来
館する中学生への対応にも生かされている。
　さらに、ギャラリークルーズから派生した活動として
「はてな先生」を挙げたい。2015年夏にボランティア
有志が不定期に試行を始めた「はてな先生」は、ギャ
ラリークルーズの無い平日に展示室入口にブースを構
えて鑑賞リーダーが待ち受け、子どもたちの疑問や質
問を受ける活動である。クルーズとは異なり、「はてな
先生」は原則として展示室外で対応し、対象も中学生
に限らず高校生以下として広く対応している。2年目に
は試行を踏まえて実施体制を整え、3年目にあたる今
年は、実施日を決めての開催が可能となり展覧会チラ
シやウェブでの事前広報に踏み切った。

②　ギャラリートーク
　ギャラリートークは、美術館とねらいやテーマなど
を共有した上で取り組む鑑賞リーダー活動に対して、
個々のボランティアの自由度が高い活動といえるだろう。
美術館との取り決めは、実施は平日の14時から1時間
以内とし、水曜日は定例トークとして事前告知を行うこ
とと、担当学芸員のレクチャーを受け趣旨を理解した
上で、嘘は話さない、ということくらいである。展覧会を
自分なりに咀嚼し、それぞれ工夫を凝らして来館者の
鑑賞をサポートするギャラリートークだが、もともとの
自由度が高いからか、あまり大きな展開は見られない。
来館者層の変化に応じて特定対象向けのギャラリー
トークを考える声も挙がっているが、なかなか実現しな
い。その理由はどこにあるのだろうか。鑑賞教育やワー
クショップと異なり個人ベースの活動ゆえの難しさもあ
るのかもしれない。

③　ワークショップ：もくもく会からの展開、その可能性
　「もくもく会」による木版画多色摺のワークショップは、
版画関連の展覧会にあわせて実施することから始まっ
た。摺りの体験から展開し、木版画の全行程を初心者
でも体験することができる年賀状講座の開催は、その
2年後の2008年からである。もくもく会の中心となるメン
バーが、自らの木版画制作仲間を館外から講師に招
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き、美術館の講座として実施した。少人数のグループ
に講師が付き、アシスタントとしてボランティアが入る。
多色摺木版画のワークショップを通して、版画制作に
必要な図案化から彫り・摺りまでの一連の行程を自ら
経験したボランティアによる細やかな配慮と適切なサ
ポートは、講師からの信頼も厚い。企画・運営の中心
をボランティアが担い、自分たちの横のつながりから講
座を実現させたといえるだろう。美術館ボランティア一
人一人の背景、特技やネットワークを生かすことで、活
動の幅が広がっていくことの好例と考える。

おわりに

　本稿をまとめるにあたり、現在の美術館ボランティ
ア31人全員にアンケートを依頼し、20人から回答を得
た【資料3】。モチベーションについては、活動開始時
期ごとの偏りは見られず、「美術・美術鑑賞が好きだか
ら」＝9、「好きなことを学びながら他人の役に立ちた
い」＝7が上位を占めた。活動開始当初からモチベー
ションに変化があったのは20人中5人である。これに対
して、ボランティア活動が自らの日常に与える変化・影
響については、20人中18人が何らかの変化・影響を感
じていると答えた。発足以来、生涯学習ボランティアと
いう位置付けで活動してきた美術館ボランティアだが、
彼らが活動を通して、また活動のために獲得した学び
は、思いの外多岐にわたる。それは美術についての知
識やトークのスキル、コミュニケーション能力にとどまら
ず、彼らの日常に少なからぬ変化や影響を与え、成長
というべきものをもたらしていることが、アンケート結果
からうかがえる18。こうした学びの循環は、美術館ボラ
ンティア導入がもたらす一方の成果といえるだろう。新
年度、新しいメンバーが加わることで余裕が生まれるな
らば、活動内容にもその幅にも変化が現れるのではな
いか。今後は、現在の活動を充実させていくことに加え
て、新しい活動や美術館を含めた地域の課題等につい
ても、異なる視点からアイデアを出し合い、ともに取り
組んでいくことができればと考えている。

  1 美術館、生涯学習センター、図書館、加曽利貝塚博物館等
の市の教育施設で活動する施設ボランティアは、各施設で募
集した後、養成研修のうち前半の基礎講座（4日間、6コマ）を
合同で行う。基礎講座では、ボランティア活動を生涯学習活
動の一つととらえている。講座開催の趣旨は次のとおり。

 ボランティア活動は、市民相互の学習をすすめるとともに、市

民の意見や希望を施設の運営に反映させ、事業の充実化、
活性化に大きく寄与する等、重要な役割を担います。

 また、ボランティア活動は、自己啓発・自己実現につながる学
習の場であり、学習成果を活かした活動、ボランティア相互
の学び合いが、学習をより活性化するものとして重要です。

 この講座では、ボランティア活動を行う前の基礎講座として、
生涯学習、社会教育に関する基礎的知識を得るとともに、生
涯学習施設におけるボランティア活動の意義と役割について
学び、今後のボランティア活動の基盤をつくります。

 基礎講座終了後は、各施設で専門研修を行う。美術館では、
施設の役割からコレクション概要までを学び、2期以降の募
集では、美術館ボランティア活動の内容や教育プログラムに
ついてもレクチャーを行っている。

  2 研修会の記録については次の報告書を参照した。『全国美
術館会議 第22回学芸員研修会報告書「ボランティアの現状
と理念」』全国美術館会議、2008年

  3 鈴木眞理「社会教育施設（特に博物館・美術館）におけるボ
ランティア活動の現状と課題」前掲書pp.11－31

  4 以下、ボランティアとして登録し活動を始めた年を示す。前年
度に実施する半年あまりの研修期間は含まない。

  5 この年には、東京国立近代美術館ガイドスタッフが活動を開
始し、翌年には国立西洋美術館ボランティア制度がスタート
している。

  6 定例・自主の分化以降も、2008年度までは100回を超える自
主トークが行われていたが、徐々に実施回数が減り、2011年
を境に自主トークの実施回数は定例トークのそれを下回るよ
うになる。

  7 当館の鑑賞ボランティアの呼称は最初から決まっていたわけ
ではなく、先行事例となる世田谷美術館の鑑賞ボランティア
にならったものである。2005年11月には研修として活動の様
子を見学させていただいた。

  8 「遠藤健郎絵画展－戦後は終わった」「深沢幸雄銅版画展」
（会期2005年1月29日（土）～2月27日（日）。所蔵作品展示の
枠の中で同時開催された二つの展覧会について、図録制作
から展示撤去作業まで、ボランティア有志が参加した。

  9 会期2006年10月17日（火）～12月3日（日）。作品選定から展
示、解説までを学芸員のサポートを受けながらボランティア
が担当したコレクション展示。

10 資料2を参照
11 2006年、ギャラリートークは、担当学芸員が行う初回を除く

毎週水曜日の14時からに定例化され、展覧会チラシ等に告
知が掲載されるようになる。一方、送迎バスを使った鑑賞教
育推進事業が軌道に乗り、自主来館も含めて毎年20～30校
程度の学校団体の来館が恒例となって、鑑賞リーダーの活
動機会が確保された。

12 企画展会期は2007年1月20日（土）～2月25日（日）。夢二の作
品からアイデアを得た図柄をボランティアが1～3版の版木に
起こし、参加者に摺ってもらうワークショップを1月28日（日）・
2月4日（日）・11日（日）の計3回行い、当日立ち寄り式で441人
が参加した。

13 企画展会期は2008年9月13日（土）～10月26日（日）。ワーク
ショップ「八犬士キーホルダーをつくろう」では、オリジナル
の八犬士キャラクラーのイラストから、好きなものを参加者が
選んで工作用プラスチック板に描き写し、色を塗り、切り抜い
てトースターで焼いて成型し、キーホルダーを作った。

14 「美術館への道」の活動については、ボランティア自身の言葉
により、水島治郎・吉永明弘編『千葉市のまちづくりを語ろう』
（千葉日報社、2012年）の中で詳細が紹介されている。2009
年度後半は、美術館が改修工事のため半年間休館したこと
もあり、ボランティアにとっても美術館を取り巻く状況をあら
ためて見直す機会となった。マップ作りは千葉大学の学生も
巻き込んで調査・検証作業が行われ、ボランティア活動が美
術館の外（周辺地域との関わり）にも積極的に目を向けるよう
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学校教員経験者の再任用）の2名で担当していた教育
普及事業は大きく幅を広げていく。美術館主導のワー
クショップには、外部講師を招くものと職員が講師を務
めるものがあるが、これらの企画数が大幅に増えたこと
に伴い、運営サポート役としてのボランティアの活動も
増加した。ワークショップの運営サポート活動は、内容
によっては当日の作業だけでなく事前準備段階から職
員とともに手を動かすこともある。ワークショップへの関
心は1～4期全体に見られ、美術館主導のワークショッ
プへの参加により、ある程度の満足が得られていること
が、今回行ったアンケートにも現れている17【資料3】。
　一方で、これにより、ボランティア発案による新規の
ワークショップ・自主プログラムが生まれる時間的・精
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けないというわけではない。現在の活動を少しずつ深
め、個人としても集団としても経験を重ね、より良い形
にバージョンアップしていくことは、単発イベントではな
く長いスパンで取り組むことができる美術館ボランティ
アの活動ならではの豊かさと考える。その上で、美術
館がボランティアの導入に対して利用者目線の獲得を
期待するならば、組織の運営上工夫の余地があるとも
いえるだろう。
　すでに述べたように、鑑賞プログラムのファシリテー
ターとしてのリーダー活動は15年、木版画多色摺ワー
クショップの活動は12年目となった。どちらの活動も、
長く続けていくなかで興味深い変化が起こっている。次
章では、核となる活動からの展開を見ていきたい。

2．活動内容の展開（変化）

①　鑑賞リーダー：利用者に必要なサポートを考えて
　鑑賞リーダーから派生した活動に、2006年度から続
く「中学生のためのギャラリークルーズ」がある。学校
連携事業が軌道に乗り始めた頃、団体来館の無い長
期休暇（夏休み）になると、展覧会鑑賞の宿題を生徒
に課す中学校が美術館近隣に増えてきた。宿題を手に、
勝手のわからない展示室をウロウロする中学生たちの
様子を見かねたボランティアたちの提案で始まったの
が、この鑑賞プログラムである。夏休み期間中に2日間
程度、展示室入口でリーダーが待ち受け、個人や友だ
ち同士で来館した中学生を対象に、展示室を案内して

いる。授業での来館時よりも滞在時間が長く自由に使
うことができることから、少人数で参加者の興味に従っ
て作品を見ていく本プログラムは、リーダーにとっても、
中学生の関心や鑑賞の様子を知ることができる貴重な
機会となっており、そこでの経験は、その後団体で来
館する中学生への対応にも生かされている。
　さらに、ギャラリークルーズから派生した活動として
「はてな先生」を挙げたい。2015年夏にボランティア
有志が不定期に試行を始めた「はてな先生」は、ギャ
ラリークルーズの無い平日に展示室入口にブースを構
えて鑑賞リーダーが待ち受け、子どもたちの疑問や質
問を受ける活動である。クルーズとは異なり、「はてな
先生」は原則として展示室外で対応し、対象も中学生
に限らず高校生以下として広く対応している。2年目に
は試行を踏まえて実施体制を整え、3年目にあたる今
年は、実施日を決めての開催が可能となり展覧会チラ
シやウェブでの事前広報に踏み切った。

②　ギャラリートーク
　ギャラリートークは、美術館とねらいやテーマなど
を共有した上で取り組む鑑賞リーダー活動に対して、
個々のボランティアの自由度が高い活動といえるだろう。
美術館との取り決めは、実施は平日の14時から1時間
以内とし、水曜日は定例トークとして事前告知を行うこ
とと、担当学芸員のレクチャーを受け趣旨を理解した
上で、嘘は話さない、ということくらいである。展覧会を
自分なりに咀嚼し、それぞれ工夫を凝らして来館者の
鑑賞をサポートするギャラリートークだが、もともとの
自由度が高いからか、あまり大きな展開は見られない。
来館者層の変化に応じて特定対象向けのギャラリー
トークを考える声も挙がっているが、なかなか実現しな
い。その理由はどこにあるのだろうか。鑑賞教育やワー
クショップと異なり個人ベースの活動ゆえの難しさもあ
るのかもしれない。

③　ワークショップ：もくもく会からの展開、その可能性
　「もくもく会」による木版画多色摺のワークショップは、
版画関連の展覧会にあわせて実施することから始まっ
た。摺りの体験から展開し、木版画の全行程を初心者
でも体験することができる年賀状講座の開催は、その
2年後の2008年からである。もくもく会の中心となるメン
バーが、自らの木版画制作仲間を館外から講師に招
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き、美術館の講座として実施した。少人数のグループ
に講師が付き、アシスタントとしてボランティアが入る。
多色摺木版画のワークショップを通して、版画制作に
必要な図案化から彫り・摺りまでの一連の行程を自ら
経験したボランティアによる細やかな配慮と適切なサ
ポートは、講師からの信頼も厚い。企画・運営の中心
をボランティアが担い、自分たちの横のつながりから講
座を実現させたといえるだろう。美術館ボランティア一
人一人の背景、特技やネットワークを生かすことで、活
動の幅が広がっていくことの好例と考える。

おわりに

　本稿をまとめるにあたり、現在の美術館ボランティ
ア31人全員にアンケートを依頼し、20人から回答を得
た【資料3】。モチベーションについては、活動開始時
期ごとの偏りは見られず、「美術・美術鑑賞が好きだか
ら」＝9、「好きなことを学びながら他人の役に立ちた
い」＝7が上位を占めた。活動開始当初からモチベー
ションに変化があったのは20人中5人である。これに対
して、ボランティア活動が自らの日常に与える変化・影
響については、20人中18人が何らかの変化・影響を感
じていると答えた。発足以来、生涯学習ボランティアと
いう位置付けで活動してきた美術館ボランティアだが、
彼らが活動を通して、また活動のために獲得した学び
は、思いの外多岐にわたる。それは美術についての知
識やトークのスキル、コミュニケーション能力にとどまら
ず、彼らの日常に少なからぬ変化や影響を与え、成長
というべきものをもたらしていることが、アンケート結果
からうかがえる18。こうした学びの循環は、美術館ボラ
ンティア導入がもたらす一方の成果といえるだろう。新
年度、新しいメンバーが加わることで余裕が生まれるな
らば、活動内容にもその幅にも変化が現れるのではな
いか。今後は、現在の活動を充実させていくことに加え
て、新しい活動や美術館を含めた地域の課題等につい
ても、異なる視点からアイデアを出し合い、ともに取り
組んでいくことができればと考えている。

  1 美術館、生涯学習センター、図書館、加曽利貝塚博物館等
の市の教育施設で活動する施設ボランティアは、各施設で募
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そこから得るものの大きさをうかがい知ることができる。
また、自分たちがこれまで取り組んできたことを振り
返りながら、これからどのような活動をしていきたいか、
真剣に考えていたことも読み取ることができる10。

②　2期メンバー（2006年～）：ギャラリートーク・鑑賞
教育以外の活動の模索

　ギャラリートークと鑑賞リーダーの二つが活動の軸と
して確立された頃、2期メンバーが募集された11。この
時の募集メンバーには、これら二つの鑑賞サポート活
動への参加に加えて、活動の幅を広げるため、自主プ
ログラムの企画・運営が期待された。自主プログラムは、
ボランティアが「この指止まれ方式」でアイデアを出し、
美術館と実施概要のすり合わせを行い、月1回の定例
会議でボランティア全体の合意形成を図りながら、企
画・運営に当たった。2006、2007年度には、このような
ボランティア発の企画がそれぞれ4件、2008年度には6

件実現した。
　また、浮世絵勉強会、近代版画勉強会、鑑賞リー
ダーのための勉強会、美術館へのアクセスを考える
会が発足し、木版画で年賀状をつくる会が組織され
た。自主プログラムの内容は様々で、展覧会に関連し
たワークショップもあれば、地域連携事業の一環として
地元商店街を舞台に大掛かりなイベントを開催したこ
ともある。来館者との交流、地域社会の中での美術館
の役割を自分たちなりに追究しようと模索した結果とい
えるだろう。
　現在、ボランティアによるワークショップとして定番化
したものに、木版画多色摺りの体験があるが、その最
初の取り組みは2006年度末に開催された企画展「竹
久夢二展̶描くことが生きること」関連として実施し
た「皆とや絵草紙店 夢二を摺る！」である12。2期メン
バーの中に木版画制作経験者がいたことから、その技
術的な支えを得て、役割を分担しながらボランティア有
志が企画・運営にあたったのが始まりである。来館者
が当館のコレクションの核となる浮世絵版画・近代版
画への理解を深めるために、子どもから大人まで気軽
に立ち寄って楽しめる、多色摺木版画の摺り体験の機
会を用意したいという気持ちから生まれた。木版画の
ワークショップは、運営を担うボランティア自身が手を
動かすことを楽しみながら、参加者からも直接的な反
応（摺り上がった紙をめくる瞬間の驚きと笑顔など）が

得られ、かつ、美術館の活動内容にもわかりやすく合
致したものといえる。ボランティアの会の中に、「もくもく
会」というグループが世話役・指導役を担う有志を中
心にゆるく組織され、皆が経験を積むことで定番化し、
応用されて現在に至る。
　もう一つ、2008年から実施されてきたワークショップ
として、プラ板工作が挙げられる。企画展「八犬伝の
世界」会期中を初回に、その後2014年まで度々開催さ
れた13。こちらも木版画多色摺体験同様、立ち寄り式
で誰もが気軽に参加できることと、できあがりの過程を
参加者・ボランティアが共に楽しめることが魅力といえ
るだろう。

③　つくらないワークショップ：「美術館への道」の活動
と「美ナビ」
　10年ほど前は、千葉市美術館は駅からの道がわか
りにくくてなかなかたどり着けない、といったお叱りを
受けることが今以上に多かった。美術館の抱える課
題を利用者目線で考える活動を模索する中で、ボラン
ティア有志により、2006年、美術館への交通を考える
グループ「美術館への道」が生まれる14。アクセスや館
内外の使い勝手にも目を向けるようになったこの活動
は、中断を経て、2010年にはマップ「わかりやすい 千
葉市美術館への道」（裏面は周辺ランチマップ）【図1】
が作られ、道案内プロジェクトが始動した。最寄りの
JR千葉駅から美術館ボランティアが美術館までを案内
する「美術館までナビゲート（美ナビ）」は、この年多く
の来館者を迎えた「田中一村展」等4本の展覧会で実
施された。美術館までボランティアが一緒に歩いた参
加者81人（全5日実施）だけでなく、さらに多くの人々に
マップを配布し、駅前での道案内を行っている。「美ナ
ビ」は2012年まで実施された。「わかりやすい地図」は
美術館公式地図とともにホームページに掲載されてい
る。「美術館への道」による調査活動は美術館への提
案書『ボランティアからの提案 千葉市美術館内外の動
線および環境の改善について15』としてまとめられ、や
がて公式地図が歩く人目線のものにリニューアルされ、
大通りには美術館へと誘導するバナーが整備された。
　自主的なワークショップが木版画多色摺体験とプラ
板工作に集約されていく中で、「美ナビ」はものを作ら
ないワークショップとして興味深い事例である。学習ボ
ランティアの枠を超え、来館者のニーズを自分たちで考
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え、そこに活動の機会を見出し、実施方法について何
度も美術館と意見をすり合わせながら形にしてゆく過
程は、自律したボランティアのあり方といえるのではな
いだろうか。一方で、このような活動をその後美術館が
十分にサポートしていくことができなかった理由も考え
なければならない。

④　3期メンバー（2011年～）、4期メンバー（2014年～）：
鑑賞リーダー活動の充実

　3期以降のメンバーは、ギャラリートーカーもしくは
鑑賞リーダーいずれかの活動を選び、そこから取り組
むことを前提に募集している。最初に選んだ活動に慣
れてからは、それぞれの関心に従って他の活動にも
参加していくことが期待された。ギャラリートークと鑑
賞教育は、すでに美術館での活動として定着しており、
美術館利用者や学校からの期待も大きい。そのような
背景から、活動の骨格がある程度固定化された状態
でもあり、新規メンバー募集にあたっては、現在の活
動を円滑に進めるための増員という意識が第一にあっ
た。ギャラリートーカーや鑑賞リーダーの活動は枠組
みが出来上がっているとはいうものの、それぞれの充実

とともに新たな展開も見られた。ボランティア2人でのリ
レートークや、待ち受け型鑑賞サポート活動「はてな
先生」（2015年～）は、定例活動の中から生まれたもの
である。詳細は2章で述べたい。
　2013年以降、自主的なワークショップは木版画多色
摺体験のみとなる16。「もくもく会」のワークショップは、
多色摺木版画作品への理解（学び）と制作の楽しみが
短時間で提供されることから好評を得て、市の関連施
設など美術館外からも声がかかるようになった。その
結果、活動が過度の負担となり、やがて美術館を中心
とした活動へと回帰した。他方、鑑賞リーダー活動に
ついては、自主的に発足した学習会の充実、相互研修
の仕組みづくり、担当学芸員によるねらいの共有の強
化などに力が注がれていくことになる。

⑤　ワークショップ担当職員の着任と、美術館主導のワ
ークショップへの参加

　2015年度より、教育普及チームは学芸員2人体制に
なり、翌2016年度にはさらに、ワークショップの企画運
営経験のあるスタッフが非常勤嘱託員として1名加わっ
た。これにより、それまで学芸員と非常勤嘱託員（小中

図1
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はじめに

　千葉市美術館では、2003年度から美術館ボラン
ティアが活動している。彼らは市の公共施設で活動す
る生涯学習ボランティアの一つとして位置付けられて
いる1。5期メンバーが研修を終え、新年度からさらに
活動の幅を広げようとしている今、15年間の活動を振
り返りながら整理し、美術館ボランティア活動のこれか
らについて考える手がかりとしたい。美術館ボランティ
ア発足から活動が定型化するまでの最初の数年間は、
当館以外でも様々な文化ボランティア事業が活動のあ
り方を模索していた時期といえるだろう。2007年3月に
行われた全国美術館会議の第22回学芸員研修会は、
「ボランティアの現状と理念」をテーマに開催された2。
報告書には、鈴木眞理氏が前年（2006年8月～9月）に
全国634の博物館を対象に行ったアンケートの分析が、
基調講演の記録とともに収録されている3。

1.　ボランティア活動のこれまで

①　1期メンバー（2003年度～4）：ボランティア活動を
つくる。ゼロからのスタート

　2003年4月5より活動を始めた「千葉市美術館ボラン
ティアの会」だが、美術館には2017年度現在31名のボ
ランティア・スタッフが登録されている。2002年度に最
初の募集・研修を行い、2008年、2010年、2013年にそ
れぞれ追加募集をした。新年度に5期メンバーが加わ
れば、40人を超える大所帯となる。活動の幅を広げる
ことと十分なコミュニケーションがとれる人数の間で悩
みながら、少しずつ規模を拡大してきた。2003年から
2016年度までの活動実績については、適宜、資料1の
表を参照していただきたい。
　発足時の人数は19名（女性14名、男性5名／養成講
座受講は20名）で、ギャラリートークとワークショップ
の運営補助を主な活動内容と定め、初年度には全員
がギャラリートーカーとして活動できるようになることを
目標とした。当時は、常設展示ではなく短期間に内容
の変わる企画展を対象としたボランティアによるギャラ
リートークは、全国的にもまだ珍しかったと記憶してい
る。トーク実施日については定例化されておらず、時間
のみ11時もしくは14時からと決めていた。その後、ボラ
ンティアによるギャラリートークが定着するにつれ、そ

れを楽しみに来館する観覧者と、静かな環境での鑑賞
を望む観覧者双方への配慮から、2006年には毎週水
曜日（担当学芸員がトークを行う会期初回の水曜日を
除く）の14時が定例化され、事前に展覧会チラシへの
記載などを通して告知するようになった。ただし、水曜
日のみでは実施回数に限りがあるため、他の平日に限
り14時から自主的なトークも行うこととした。初年度の
トーク実施回数は、所蔵作品によるテーマ展示も含め
ると175回を数える。この数字は、2016年度の定例・自
主を合わせた実施回数54回と比べると相当な数といえ
るだろう6。
　これに対して、現在ギャラリートークと並んで活動の
大きな柱となっている鑑賞リーダー7については、初年
度半ばに、美術館側の「必要に迫られて」試験的に
導入されたという事情がある。美術館では、ボランティ
アの導入と前後して、学校団体の受け入れが始まった。
当初は鑑賞対象となる展覧会の担当者を中心に、学
芸員数名が子どもたちを10数人のグループに分けて、
解説をしながら展示室を案内していた。向き不向きもあ
るが、この方法ではうまくいかない。グループあたりの
人数が多いため全員で同じ作品を観ることもできず、当
たり前だが大人向けの解説を子どもたちにしたところで
興味を持つわけもなく、グループが崩壊する場面を目
にすることとなった。これは、子どもたちだけでなく、居
合わせた一般来館者にとっても残念な状況である。そ
こで、受け入れ事業開始から間もなくしてボランティア
に助けを求めることとなった。他館の事例に学びつつ、
少人数のグループで、子どもたちの反応や関心を確か
めながら、作品について言葉でのやりとりを通して鑑賞
を深めていく現在のかたちができあがっていき、結果と
してボランティア活動のもう一つの柱となった。
　展示室での鑑賞サポート活動に加え、1期メンバー
は、美術館からの提案に応えて様々な活動に取組んで
いる。2003年にアウトリーチ事業の一環として、千葉
大学等との連携によりスタートした「千葉アートネット
ワーク・プロジェクト（WiCAN）」の活動や、展覧会に
関連するワークショップやイベントの運営補助、地域ゆ
かりの作家の展覧会作りにも学芸員とともに参加した8。
この時の経験が、翌2006年の「美術館ボランティアが
選ぶ千葉市美術館コレクション展9」につながっていく。
　2期メンバーの加入を前にした2005年度末に実施し
たアンケートからは、特にギャラリートークの難しさと、
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